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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第147回 半期総大会報告

1977年10月1，2日 の両 日にわた って，ユ タ州 ソル トレーク ・シテ ィー，

テ ンプルスク ェア にあ るタバナク ルで催さ'れた 大会 の説教

「見よ
，見 よ， こはか くの如 き神権に按手聖

任されて出で行 く使命を受けたる皆の者にと

りて一つの範例な り。

す なわち，また聖霊によりて感ずるままに

語るべ きことは彼 らに対する範例な り。

およそ聖霊に感 じたる時語るところは こと

ごとく聖典の言 とな り，主の意 とな り，主の

精神 とな り，主の言 とな り，主の声 となり，

世 を救いに導 く神の能力 となるべ し。」(教 義

と聖約68：2-4)

主 は，1831年11月 に，このように予言者ジ

ョセブ ・ス ミスに語 られた。そして，ソル ト

レー ク ・シティーで催 された第147回 半 期総

大会において，スペンサー ・W・ キンボール

大管長をは じめ とす る教会幹部 は， この約束

のみ たまによって語 ったのであった。

この大会には，合衆国外に住む11名 の地域 .

担 当教会幹部 をは じめ，158名 の地区代表，ワ

ー ド部，ステーキ部の指導者，また数 多 くの

一般会員が世 界各地か ら集 まった。

大会は，10月1日(土)，2日(日)の 両 日に

わたり，スペ ンサー ・W・ キンボール大管長

の管理の下 に催 された。そして司会は，大管

長会のスペンサー ・W・ キンボール大管長，

N・ エル ドン ・タナー第一副管長，マ リオン・

G・ ロムニー第二副管長が行なった。また説

教は，総勢6銘 の教会幹部の内，28名 が行 な

った。

この大会では，七十人第一定員会の新たな

会員3名 を含む教会幹部 と中央役員の支持が

行なわれた。新たに七十人第一定員会の会員

となったのは，以下の3人 である。教会メル

ケゼデク神権中央委員会会貝の ヒュー ・W・

ピノック長老，地区代表のF・ エンツィオ ・

ブッシェ長老，ならびにステー キ部長の菊地

良彦長老(役 員の支持に関しては，p.23を 参

照。略歴に関 してはp.148を 参 照)

大 会は，テンプルスクェアのタバナ クルで

開かれたが，アセンブ リーホール と近 くのソ

ル トパレスにも会場が設けられた。大会は10

月1日(土)午 前7時(福 祉部会)，.午前10時 ，

午後2時 ，午後7時(神 権会 ：世界各地にケ

ーブルによって中継 された)：10月2日(日)

午 前10時 ， 午後2時 の各時間帯に行なわれた。

このほか，9月30日(金)に は教会本部で地

区代表セ ミナーが催 され，キンボール大管長

は，「不活発」会貝の活発化に関して霊感あふ

れる話 をし，伝道の大切 さについても繰 り返

し強調 した。 また，このセ ミナーでは以下の

重要な事項に関 しての発表 と説明がなされた：

新 しい教会活動委員会，教会スポー ツプログ

ラム，セ ミナ リー ・インステ ィテユー トプロ

グラム，「不活発」な青少年 と成人の活発化，

および指導の諸原則。(こ の報告につ いて は

p.154を 参照)
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1977年10月1日(土)午 前の部 におけ る説 教

正義を基として

福音の律法とプログラムは，幸福を得るための最も確かな指針である

大 管長

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

愛 する兄弟姉妹の皆様 総大会で再びこの
ように皆様にお会 いできて喜んでいる。

家庭 の夕べ

初めに家庭の夕べについて申し上げたい。

家族 と共に夕べ の集いを持つこと， また家族

そろってどこか楽 しい場所へ出かけること，

これは家庭の夕べの必要性 を一部分満 たすも

ので しかない。最 も大切 なのは，人生の過ご

し方 を子供 たちに教えることである。シ ョー

やパーティー， あるいは魚釣 りに家族そろっ

て出かけた としても，実際の必要は半分 しか

満たされない。家族で子供たちに福音や聖典

の教 え，互いに愛 し合 うこと，両親 を愛する

こと，これらについて教えることが非常に大

切 である。

そこで皆様にお願いしたい。できる限 り子

供たち全員に 自分の聖典 を持 たせ，その使 い

方を教 えていただ きたい。

祝福師の祝福

今 日幸いなことに，私たちには祝福師がい

る。従 って，青年 も含めて，すべての人が祝
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福 師の祝福 を受 けることができればと，私 た

ちは心か ら願っている。この祝福 はヅ教会の

公式の記録 として残されるものである。

私は祝福師 と彼 らが授け る祝福 とを心か ら

信頼 している。祝福師が忠実な末 日聖徒 とし

て主に近 く生活 し，聖典の研究 を怠らなけれ

ば，彼が特別な権能 と召しの下に宣言する約

束 は，その祝福 を受ける人が忠実に正 しい生

活 を送る限 り，必ず成就されるであろう。

また申し上げるまでもな く，すべての父親

には， 自分 自身 の家族の祝福師 として，子供

たちに祝福 を授ける権利 と義務がある。従っ

て，すべての父親は，子供たち一 人一 人に神

聖な祝福 を授けるようにしていただきたい。

親元 を離れて学校や伝道に行 く時，あるいは

結婚 をして独立する場合に父親の祝福 を授 け

るようにす るとよい。 この祝福は，個 入の 日

記に記録す る。

記録

個人の 日記 と記録について申し上げたい。

私たちはすべての教会員に若い時か ら生涯，

日記を書 き続けるようお勧めす る。

すべての家族は家庭の夕べで，子供 たちの

まだ小 さい内か ら，重要な出来事 を日記に書

くように しつけていただきたい。特に，子供

たちが学校や伝道で親元を離れる時， 日記は

大 きな意味 を持つ。

清掃

皆様が菜園造 りの勧めに応 えて下さったこ

とを，私たちは非常に喜んでいる。作物を収

穫 し，それ を食べることによつて，私 たちは

健康 を増進 している。また喜ば しいことに，

各地 でおびただしい数 の菜園が造 られている。

そして，多 くの家族や個人か ら，菜園を造 っ

て多 くのお金を節約 し，同時に楽 しみ を得 る



ことができた という便 りをいただいている。

私たちは，聖徒たちがこの菜園造 りを続けて，

食卓にのぼる多くの もの を収穫 して下 さるよ

うに望んでいる。

またこの菜 園造 りのほかに，垣根 を直 し，

塀 を修理 し，使用 しない古い納屋や建物 を取

り壊す ように していただきたい。

聖歌隊

私たちは，多 くの監督が礼拝行事のために

素晴 らしい聖歌隊 を組織 して下 さっているこ

とを感謝 している。聖歌隊は とて も大切であ

る。従って， これ を組織す るよう皆様にお勧

め したい。

教育

教会は初期の時代から，「神の栄光は英智な

り」(教 義 と聖約93：36)と い う原則に従うよ

う命 じられて きた。そこで私 たちは聖徒たち

に教育 を受け，心 と手 をもって奉仕できる備

えをす るようにお勧め している。

ある人は正式の大学教育 を望み， またある

人は実際的な職業訓練 を希望す る。聖徒たち 』

は， 自分の好み と才能に一番合 った教育 を受

けるようにすべ きである。職種は何であろっ

と， また大学教育 であろうと職業訓練であろ

うと，私たちは教育 を受けることを奨励す る

ものである。

破壊 と盗み

私たちの信仰は非常な危機 にさらされてい

る。ある所では，万引 きで店か ら数百万 ドル

に及ぶ品物 を盗んでいる放蕩者たちもいると

聞いている。

結局，その影響は一般：大衆に返って くる。

大人も子供 も，親 しい商人や家族， そして隣

人のものをなぜ盗むのだろ うか。 これ らは ま

さに信 じ難いことである。

また破壊行為が頻発 し， そのために莫大な

被害 を被 っている。

私たちはただ単 に自己の欲求の満足のため

に物 を破壊す る人々の気持ちを理解すること

ができない。私 たちは，他人の所有物 を破壊

し，憂さ晴らしをするのではなく， もっ と自

分に誇 りを持つことがで きるはずである。 自

分自身を全 く尊敬で きないという者 が私たち

の中.にいるだろうか。.

兄 弟姉妹の皆様，私 たちは(福 祉部会で話

があったように)つ まし く，収 入の範囲内で

生活す るようにしたい。 また，誠実に，正直

に借金 を返済 したい。

主は 「あなたは盗んではならな.い」(出 エジ

プ ト20：15)と 命 じてお られる。

世 界各地で，いろいろな破壊活動が見受け

られる。その ようなことを行 なう人々は，大

火を見物 したいがためにローマの町に火を放

ち，その嫌疑 をキ リス ト教徒 に負わせた と言

われているローマの皇帝ネロに似たサデ ィス

トである。ネロは古代 ローマの円形劇場でキ

リス ト教徒 をあらゆる残忍な方法 を用いて殺

したと言われている。何が入をそのようにさ

せ るのであろ うか。自動車の タイヤに穴をあ

け，窓 を壊 し，無益に人を襲い，火をつけ，'

爆 弾.を投げ込むのは，一体なぜであろうか。

主は次のように言ってお られる。

「もうあなたがたがわたしの定めに歩み，

わたしの戒め を守 って，これを行 うならば，

わた しが国に平和を与えるか ら，あなたが

たは安 らかに寝 ることができ， あなたがたを

恐れさす ものはないであろ う。……

わたしはあなたがたのうちに歩み，あ なた

がたの神 とな り，あなたがたはわたしの民 と

なるであろう。」(レ ビ26：3，6，12)

放 縦 な生活

現代社会 に放縦な生活が まん延 しつつある

ことを，私 たちは非常に憂 えている。現在世

の中に，は，姦淫や不貞，同性愛，堕胎，ポル

ノ，産 児制 限，アル コール中毒，.妻子に対す

る暴力，不正直，、破壊行為，暴力行為，同棲

な ど，忌まわしい罪が数 多く見られる。私た
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ちの天父は，激増するこれらの罪 を確かに悲

しんでおられ る。

従って私 たちは，全世 界の教会員に，家庭

を堅固にし，両親 を敬い，r親子の意志の疎通

をよ く図るよう，新 たな努力を始め るように

訴えたい。

家庭 を堅固にすることは重要であるが，放

縦の台頭に抗す るためにはそれだけでは不十

分である。従って私たちがお勧め し.ているよ

うに，教会員は公民 として， ポルノや放縦の

侵略に対 して，地域社会の内外を問わず，反

対の声 をあげ，絶 えず他の人々 と協力して反

対運動 を推 し進め る必要がある。 また私たち

は，古代の ソドム とゴモラの罪を唱道 し，神

の宮である人の体 を汚すシ ョッキングな運動

に強 く反対 しようではないか。

愛す る兄弟姉妹，ならびに，主 を愛 し，イ

エス ・キ リス トの福音の教 えに従って生活 し

たいと望む全世 界のすべ ての方々に申し上げ

たい。このように低下 した道徳の標準 を容認

す る人々は，やがて強 さを失い，必ず不幸に

なるであろう。

私たちは罪悪 を認めず，罪を犯 している教

会貝は懲戒処分に付す ように している。 しか

し同時に，罪 を犯 している入が立ち直って教

会で元通 り会員資格 を回復できるように，愛

と理解 をもって助けを与 える ものである。ま

た，各人が絶えず悔い改め，過ちに敢然 と背

を向け，祝福を受 けることが できるよ うに助

けようではないか。

私はこれまでしばしば，私 たちの必要 を満

たすため， 多くの貯えが必要 なこ とを述べて

きた。「家族の福祉プログラムでは，水の貯えと

食糧の貯えが行なわれる。 ヨセブもエジプ ト

で，7年 間の豊作の期間に，同 じように食糧

の貯蔵 を行なった。そのほかに，将来の必要

を満たすための知識の貯え も必要である。 ま

た，突然襲って くる恐怖の洪水に押し流され

ないため，勇気の貯えも要 る。さらに， しば

しば見舞われる病気 と労働の重荷に耐える強

健 な体力の貯 え， スタミナの貯え，信仰 の貯
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えも必要である。

特に，信仰の貯 えが重要である。これがあ

れば，世の圧迫に対 して，私たち.はし.っか り、

と強 く立つ ことができるかちである。また，世

が腐敗 し， 自由放任 と邪悪の度 を深めて，私

たちのエネルギー を奪い，霊の活力を吸い取

り，私たちを引き倒そ うとす る現在，私たち

には信仰の貯えが必要である。この貯 えがあ

る者は，老若を問わず，怠惰や苦難，恐怖，

失望，幻滅，逆境，混乱，挫折に決 して打ち

負か されないであろう。

では， この貯えを持 たせ るのはだれだろう

か。神がすべ ての子供 に父親 と母親を与 えら

れたのは，そのためではないだろうか。

子供 たちの生活の基盤を築 き，納屋や タン

クやビン，その他の貯蔵手段 を備 えるよう 〔主

か ら〕期待されているのは，ほかならぬ両親

である。」(翫 勅 ρ形6θ46∫腕6、M癩6彪 「奇

跡に先駆ける信仰」pp。110-11)

サ タ ンの共謀者

サタンが私たちの清い人生を破壊 しようと

して用いる最 も強力な武器のひとつは，サタ

ンに共謀す る者 を使 って人を欺す ことである。

アル コール飲料が生産 され，販売 されて，

全世界でおびただ しい量が消費され，多くの

収益 を生んでいる。しか しそれの もたらす結

果は，主のみ言葉が真実であるこ とを如実に

物語 っている。すなわち，貧困，健康の喪失，

家庭破壊，悲劇，能率低下による産業不振，

生産性の低下，虚無思想，これがアルコール

の もたらした結果である。 また，ハイウェイ

で命 を落 とす人が全世界的に多い。その原因

の一部は，スピー ド違反にある。

性の解放が叫ばれ，「ニューモラル」の唱え

られている今 日，私たちは，主が不道徳 とあ

らゆる種類の性的な罪を遺憾に思 ってお られ

るとい うことを思 い起こす必要がある。

今世紀の物質文明の進歩は著しい。その反

面，昔の罪が現代 人の心に巣 くって， 人々の

苦 しみを増 して いる。 人は他 人の経験 か ら



学べないものであろうか。どうして，過去の

民や国家 と同 じよ うに， 自分の体 を汚し，心

を堕落させ，破滅の道を歩むのか。

神は欺かれない。そ して，神 の律 法 は不

変 である。真実 の悔 い改め は赦 しによって

報 われ るが，罪は死 に至 る苦 しみをもたら

す。

私たちは毎 日，姦淫の罪 と同性愛の罪につ

いて数多 く耳にす る。同性愛は忌 まわしい罪

である。 しか し， それは一般に広 く行なわれ

ている。従って， この罪に陥 らないよう警告

す るこ との必要性か ら， またすでにこの罪を

犯 して しまった者 を助けたいという気持 ちか

ら，あえてここでこのことを申し上げる次第

である。

この罪はいつの時代 にも存在した。イスラ

エルの出エジプ トの時代にも， またその前後

の時代にもあった。ギ リシャ人はこれを黙認

し，衰退の一途にあったローマで も広 く行な

われていた。古代の町， ソ ドムとゴモラも，

ロ トの もとを訪れた訪問者に対す る町の者た

ちの言葉から明らかなように， この性的倒錯

行為にふけっていた。そして このふたつの町

は特に邪悪な行為の象徴 とされたのである。

ところが今 日， この種の行為 を合法化 しよ

うとする要求が強 くなっている。また，売春

を合法化 しようとする動 きさえある。彼らは

.すでに堕胎を適法 とし
，この極悪非道な罪悪

から罪の烙印を消 し去ろうとしている。

私たちは世の人々に，これ らの悪疾 を治そ

うとする努力はこれか らも続 くであろうとあ

えて断言 したい。

「善悪
，正義 と罪 といったことは人の解釈

の仕方， 申し合わせ，態度 といったことで決

まるのではない とい うことを強調 したい。社

会 に受け入れ られ ることが，その行為の立場

を変えたり，誤 りを正 しいとす るのではない。

仮にこの世のすべての人が……同性愛 を受け

入れたとして も， この行為は依然 として非常

に大きな暗い罪であることに変わ りはない。」

(「赦 しの奇跡」p.85)

ニ ネベ やバ ビロン， ソ ドム とゴモラの出来

事 を思い返す時，私たちは，歴史は繰 り返す

のだろ うか と考え込んで しまう。今 日の世は

どうであろうか。人々は国家を守る崇高な原

則を忘れて しまったのであろうか。

私は今， 日本の降服に際してダダラス ・マ

ッカーサー元帥が述べ た言葉 を思い出す。

「軍事同盟 も，軍事力の均等化 も，国際連

盟 も，すべて失敗 であった。……これは最後

のチャンスである。 もしも今， これまでにな

い強力で適切 な方策 を講 じなければ，破滅の

大戦争が引 き起こされることだろう。そこで

大切になって くるのが神学 である。性格の改

善 を図 らなければな らない。私たちは今，人

の命 を救お うとしているが，それは霊に関わ

る事柄か ら始 まるのである。」(ダ グラス ・マ

ッカーサー"五 αs'C肱 解 θ"：乃甥θ『最：後のチ

ャンス』「タイム」1945年9月10日 〉

私たちは万物の神聖 さを汚 し，また神のみ

名をみだ りに用いて，究極の破滅 を招いては

いないだろうか。また，神の聖 日である安息

日をポ労働の 日，商売の 日，娯楽の日として

はいないだろうか。

それでは， どのようにすれば神の怒 りを避

け，国に平和 と正義 をもたらすことができる

であろ うか。その答えは シナイ山の雷鳴の下

で与 えられている。

「あなたはわたしのほかに，なにものをも

神 としてはなちない。……

あなたは， あなたの神，主の名 を，みだり

に唱えてはならない。……

安息 日を覚 えて，これ を聖 とせ よ。……

あなたの父 と母 を敬 え。……

あなたは殺 してはならない。

あなたは姦淫 してはな らない。

あなたは盗んではならない。

あなたは……偽証 してはな らない。

あなたは・・・…む さぼ っ.てはならない。」(出

エ ジプ ト20：3，7-8，12-17) .

そ して今， この1977年 に，かつての邪悪な

帝国に横行 していた同じ罪悪が私たちの中に
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ある。それらは，全世 界をます ます汚らわ し

いもの としている。人々はベル シャザルのよ

うに，重い.罰を受けたいとでもいうのだろ う

か。家庭 を汚 し，結婚 をあざけ られ るのを許

しておこうとでもい うのだろ うか。人々はい

つまで，神 をのろい，敵 を憎み，不品行に よ

って体 を汚し続けるのだろうか。人々に対す

る主の忍耐が尽 きる時，人々は 自分たちに下

される裁きに恐れおののかないだろうか。な

ぜ壁に書かれた文字 を見ようとしないのか。

過去の悲 しい体験に学んで，主の方に心 を転

じ，主に仕 えようとしないのか。

私 は証申し上げる。イエスはキ リス トであ

り，これは主の み業である。 また， イエス ・

キ リス トは こ の世 の神 であ る。私 は，正

義 を基 としては じめて私たちあ行 く末が定 ま

り，恒久平和が達成で きるとい うことを知 っ

ている。

主 の助けがあって，私たちが主の律法に従

い， この世の幸せ を得ることができるように，

イエス ・キ リス トのみ名によって祈る。アー

メン。

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー第 二 副 管長

6



主 の 道

教会の福祉計画は，.「全能の神によリ霊感さ'れたもの」であ リ，人々の生

活に 「新 しい意義」をもたらすものである

十二使徒評議員会会員

トーマス ・S・ モ ンソ ン

私 たちはしばしば 「来たれ予諸 より・と
いう讃美歌 を口にす るが，今 日私たちは，

予言者スペ ンサー ・W・ キンボール大管長の

声 を通 して神のみ言葉 を聞 くことがで きた。

今この西部の中心地か ら皆様に語 るに当た

って神の助けがあるようへ りくだ り，心か ら

祈 っている。 ソル トレー ク ・シテ ィーは，全

世 界の 人々ガ 訪 れ る観光 の メッカである。

毎年冬になると，アルタ，ブライ トン，パー

クシティー，スノーバー ドのスキー場は，大

勢の人々でにぎわう。夏が来れば，数えきれ

ない人々がプ ライス峡谷 を訪 れ，このシオン

の町は一層活気づ く。 しかし四季 を通 じて常

に人々の 目を引きつけるのは，テ ンプルスク

ェアのたたず まいである。そこには，古い歴

史を持つ タバナクルがあ り，尖塔のそびえる

神殿があり，訪れ る人々 を歓迎する訪問者セ

ンターがある。

このような町並みか らはずれた旧道の近 く

に， もうひ とつの有名な広場がある。その静

かな環境の中で身体障害者や老人たちが，キ

リス トの ような愛 を持 ち，主の神聖 な計画に

従 い，互いに助 け合 って働 いている。「監督の

倉庫」とも呼ばれるウェルフェアズクェア(福

祉の広場)が それである。ここを中心に，世

界中の至 る所 で，果物や野菜がかん詰にされ，

日用品が加工 され，分類 され，保管 されて，

困っている人々に支給されている。ここには

政府の失業者救済金 もなければ，金銭の取引

きもない。通用するのは正式に任命された監

督が署名 した注文書だけである。

ジャーナ りス トは， この一種独特な福祉計

画に目を見張 り，人々が自分のことは自分で

するとい う自立の意欲に燃えていることを称

賛 している。この ような好奇心 と驚 きの 目を

もって訪 れる人々か らしば しば尋ね られるこ

とが主に3つ ある。(1)この 計画の管理運営は

どのようになっているか。(2)財政 は どうなっ

ているか。(3に の ような労働者の献身的な働

きをもた らす要因は何か。

私 は長い間 この ような彼らの熱心な質問に

喜んで答えてきた。「この計画の管理運営はど

の よフになっているか」 とい う問いには，い

つ も次の ように答 えている。私は1950年 か ら

1955年 までの間，ソル トレー ク・シティーの中

心にある，1，000人以上の会員 を持つワー ド部

で監督 として働いた。その間に，86人の未亡人

と約40の 家族が何 らかの福祉援助を必要 とし

た。毎年私は，他の大勢の監督 と共に，会員

の需要を見積 もって，翌年の 日用品の予算 を

立てたものである。これ らの予算は，何度 も

入念に検討 し総括 されて会員の必要 を満たす

ために教会の各ユニ ットに割 り当てられた。

教会のあるユニ ッ トの会員たちは牛肉を生

産 し，またあるユニ ットはオレンジを， また

別のユニ ッ トは野菜や小麦などの農産物 を生

産 し，倉庫一杯に集めて，それを老人や困っ

ている入々に支給 した。主は この倉庫の 目的

について次の ように言われた。「而 してこの倉

庫は教会貝の捧物 によりて支えられ，寡婦，
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孤児および貧者 も同 じくこれ より給与 を受 く

べ し。」(教 義 と聖約83：6)さ らにこうつけ

加えておられる。「されどその事 たる.や，必ず

わが道に適 いて行われ ざるべか らず。」(教 義

と聖約104：16)

当時私たちは，近 くで養鶏を行 なった。ほ

とん どの場 合経営は順調でいつ も数千 ダース

にのぼ る卵，そして鶏.肉を倉庫に納めた。 し

かし， ボランテ ィア として働 いた人々は，手

に水ぶくれ を作っただけでな く，身も心 も疲

れ切って しま うことが あった。例 えば，春の大

掃除 をするため，養鶏場に16代 のアロン神権

者に集 まってもらったことがある。熱心 で元

気な若者が大勢集 まり，み るみ るうちに雑草

や ゴミを集めて燃 して しまった。そして赤々

と燃える火 を取 り囲んで，一緒にホットドッ

グを食べ，仕事が無事 に終わったことを感謝

した。養鶏場は見違えるほどきれいになった。

しか しひ とつ大 きな問題が起こった。 これ ま

で卵 をよ く産んでいた5，000羽 の鶏が，その

騒 ぎ と火のために暴れだ し，羽毛 が抜け，お

まけに卵 を産 まなくなったのである。それ以

来，私たちは卵 を増やすために，少しくらい

の雑草には 目をつむることに した。

このように して豆 をかん詰にしたり，砂糖

大根の葉を切 った り，：草取 りをしたり，石炭

を運んだ りしたことのある末 日聖徒であれば

だれでも，困っている人を助けることがど う

いっことか忘れた り，見過 ごした りしないで

あろう。この偉大 な霊感 された.プログラムを

支 えているのは，大勢の献身的な兄弟姉妹で

ある。 しか し実際にこの計画 が成功 してい る

のは，こりした人々の努力以上に， このプロ

グラムが主の道にかなって信仰によ り運営 さ

れているか らである。

私 たちが持 っているものを人々 と分か ち合

うことは，ことさら新 しいことで もない。主

の勧告 に聞き従 い，困っている者を助ける時

に，すべての人に祝福がもたらされ るとい う

原則をもう一度確 認する意味で， 旧約聖書の

列王紀上を読んでみ よう。地はひどい 日照 り
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続 きで，人々は ききんに苦 しんでいた。その

時予言者エ リヤは主からある命令 を受けた。

エ リヤにとって全 く予期せぬ事柄であったに

違 いない。「ザ レパテへ行 って，そこに住みな

さい。わた しはその ところのや もめ女に命 じ

てあなたを養わせ よう。」エリヤはそのや もめ

に出会 うと次のように言った。「器た水を少 し

持ってきて，わたしに飲ませ て ください。」

彼女が行 って，それ を持 って こようとした

時，.彼は彼女 を呼んで言った。「手 に一 口のパ

ンを持って きて ください。」

する とや もめは， これから息子 と自分のた

めに最後の乏 しい食事 を支度 し，そ して死ぬ

つ もりであったと告げた。このや もめの答 え

か ら，彼女の哀れな生活が うかが.える。

このような彼女にとってエ リヤの次の言葉

は受 け入 れ難 いこ とで あったに違いない。

「『恐れるにはおよばない
。行って， あなたが

看 った とお りに しなさい。 しか しま.ず，.それ

でわた しのために小さいパ ンを，一つ作って

持 って来なさい。その後，あなたと，あなた

の子供のために作 りなさい。

「主が雨 を地のおもてに降らす 日まで
，か

めの粉は尽 きず，びんの油は絶えない」 とイ

ス ラエルの神，主が言われるか らです。』

彼女は行って，エ リヤが言ったとお りにし

た。彼女 と彼お よび彼女の家族は久 しく食べ

た。

主がエ リヤによって言われた言葉の ように，

かめの粉 は尽 きず，びんの油は絶 えなかった。」

(列 王上17：9-1L13-16)主 の福 祉計画

を推 し進めてき.たのはこのような信仰である。

第2の.質 問は 「福祉計画の財政はどうなっ

ているか」 である。その答 えとしては断食献

金の原則を説明すれば よい。イザヤは，真の

断食を説明す るために， こう問いかけている。

「また飢えた者に
，あなたのパンを分け与え，

さす らえる貧 しい者 を， あなたの家に入れ，

裸の者 を見て， これに着せ， 自分の骨 肉に身

を隠さないな どの事ではないか。

そうすれば，あなたの光が暁の ようにあら



われ出て，あなたは，すみやかにいや され，

あなたの義はあなたの前に行 き，主の栄光は

あなたの しんが りとなる。

また，あなたが呼ぶ とき，主は答え られ，

あなたが叫ぶ とき，『わた しはここにお る』と

言われる。……

主は常にあなたを導 き，良 き物 をもってあ

なたの願いを満ち足 らせ，……あなたは潤っ

た園のように，水の絶えない泉のようになる。」

(イ ザヤ58：7-9，11)

この原則により，霊感 された神の予言者の

教 える計画に基づ いて，末.日聖徒は毎 月一 日

を断食 日とし，断った食事に相当する金額か

あ るいはその数倍 の金額 を断食献金 として惜

しみな く捧げている。この神聖な献金 によっ

て倉庫の運営が行 なわれ，貧 しい人々に金銭

の援助が与 えられ，お金のない病 人.に医療費

が用意され るのである。

多くの地域で毎月，執事の少年 たちが断食

献金を集めている。普通少年 たちは断食 日の

朝早 く各教会員の家を訪れ，献金 を集める。

ある時，私のワー ド部の少年たちが髪 をぼさ

ぼさにして眠い 目をこす り，朝早 く起 きて責

任 を果たさなければならないことに不平 を言

いなが ら集まってきた。私 たちは一言 も言わ

ずに，翌週彼 らをウェルフェアス クェアの見

学に連れて行 った。そこでは足の不 自由な人

が電話交換 をし，老人が棚 に品物 を並べ てい

た。また婦人たちが配送 される衣類を準備 し

ていた。しかも目の不 自由な人さえもかん詰

にラベルを張っていた。 こうして一人一人は，

自らの献 身的な労働 を通 して生活費 を得てい

たのである。少年 たちは何 も言わず， ただ黙

っていた。彼らは， 自分たちが集める断食献

金がどのように困っている人々の役に立ち，

労働の機会 を人々に与えるのにいかに役立 っ

ているかを自分の 目で確かめるこ とができた

のである。

それ以来，執事 たちは二度 と不平 を言わな

くなった。断食 日曜 日.の朝7時 には，彼 らは

きちんと安息 日の服に身を包み， アロン神権

者 としての義務 を喜んで果たすために集 まっ

た。もはや彼 らの仕事は，献金封筒を配布 し

て集め るだけではなかった。飢えている者に

食物を与え，住む所のない者に家 を提供する

のを助けていることを実感す るようになった

のである。顔には喜びがあふれ，足どりは軽

やかにな り，身も心 も躍動 していた。今の彼

らの歩みは以前の テンポとは格段の差があ り，

次の聖句の意味 も一層よ く理解 できたことだ

ろう。「わたしの兄弟であるこれ らの最 も小さ

い者のひ とりに したのは，すなわち，わたしに

したのである。」(マ タイ25：40)

最 後 の3番 目の質問は，「このような労働者

の献身的な働 きをもた らす要因は何か」 とい

うことであ る。答えは簡潔明瞭である。つま

り，主イエス ・キ リス トの福音に対する一人

一人の証である
。 さらに言 うならば，心 を尽

くし，精神 を尽 くし，思い を尽 くして主を愛

したいと思 う気持 ちであ り， 自分 自身のよう

に隣 り人を愛そ うとす る思いである。

今 はもうこの世 を去 ったが，かつて農産物

の販売に携 わっていた私の友人が，当時監督

であった私 に，次のような電話 をかけてきた。

「監督，果物に恵まれない人々のために と思

って，小型 トラ ックに一台分用意 したんです。

それで，倉庫に送 りたいのですが，責任者に

連絡 していただけますか。でも，このことは

だれに も言わないで下 さい。」この惜 しみない

行為は，ひ としお喜び と感謝 をもたらした。

人に知 られぬこの善行 に永遠の報いが与えら

れることは，全 く疑 う余地がない。

この ような愛のある行ないは，ほかにも数

多く見 られる。 ソル トレーク ・シティーの交

通の激 しい高速道路の下に，60歳 になる老入

がひとりで住んでいる。足が不自由なため，

1日 として安 らいだことはな く，長い間ひ と

りで寂 しく暮 らしていた。ある冬の 日，私は

彼の家 を訪れた。ベル を鳴 らしてもなかなか

返事がなか った。しか し中に入って見 ると，

家の中はきちんと整頓 されていた。暖かい所

は1部 屋だけで，台所は凍るようであった。
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ほかの部屋を暖め るだけのお金がないのであ

る。壁紙 もなく天井は高いし，食器棚には何

も入っていなかった。

この友人のことを私は監督 に話す と，監督

は早速愛の奇跡を起こして くれた。ワー ド部

の会員たちが集め られ，愛の活動 が開始 され

た。1カ 月後，友人のルーか ら電話があ り，

何が起 こったか見に来て くれないか というこ

とであった。そこで 目に したのは， まさに奇

跡であった。大 きなポプラの木を掘 り起こし

たままになっていた歩道は， きれいに直され，

玄関は補修 され， ドアには真新 しい取手が付

いていた。天井は低 くされ，壁紙 も貼 られて

いた。柱や板 にはペンキが塗 られ，屋根 も修

理された。食器棚はいろいろな食器が並べ ら

れていた。 もはや寒々 とした人気のない家で

はなかった。すべ てが暖か く人々 を迎 えてい

るようであった。最後にルーは満面に笑みを

たたえて， とっておきのものを私に見せて く

れた。それは，扶助協会の姉妹たちが心 を込

めて作 った，マ ク ドナル ド家の紋章の入った

美 しい しま模様のベ ッ ドカバーであった。ま

た，毎週ヤ ングアダル トの兄弟姉妹が温かい

夕食を持ち寄って家庭 の夕べ を一緒に開いて

いることも知 った。これまで寒々としていた

家は暖かさを取 り戻 し，補修によって古い家

屋は一変 した。 しか し、.何よ りも大切なこと

は，絶望的 と思われた家に希望の光が ともり，

愛が勝利を収めたことである。

この感動的な活動に加わった人々は，次の

救 い主の教えを，新たにはっきりと理解 した

ことであろう。「受け るよ りは与える方が，さ

いわいである」(使 徒20：35)

私 は皆様に，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会の福祉計画は全能の神により霊感されたも

のであることを声 を大に して宣言 したい。確

かにこれを計画された御方は主 イエス ・キリ

ス トである。私は皆様がソル トレー ク ・シテ

ィーを訪 れ，ウェルフェア ス クェア を訪 問

して下 さるよう心から願 っている。それ を見

る時，皆様の目は光 り輝き，胸は高なること

10

であろう。 しかも，人生その ものに新 しい意

義 を見いだすことであろう。願わ くは，皆様

一人一人がこの尊い経験を自分の もの とする

ことができるよう，イエス ・キリス トのみ名

により祈る。アー メン。

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー第 二 副 管 長



結婚生活を豊かにするもの
4乙4グ ー7

、

結婚生活は夫婦がそろって真善美を希求するところである

七十 人 第一 定 員 会 会 長

ジ ェ ー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス ト

数 年前 私は夫朧 胤 たいとい・ある女
性 の相談に乗ったことがある。彼女のあ

げた離婚理 由は正当であるように思われた。

そ して離婚が成立 した。その後私は長い間彼

女に会わなか った。 しか し，偶然彼女 と道で

会った時には驚いて しまった。かつての美 し

さはその顔にな く，孤独 と失望の年輪が刻 ま

れていたか らである。

彼女は少 し冗談 めいた こ とを言 った後，

人生は空しく価値がない， これ以上 ひとりで

苦難に耐 えることはできないと語った。さら

に驚 いたのは，彼女の次の言葉である。彼女

の承諾を得たので，その言葉を紹介したい。

「少 しも前 と変わ りませ んの
。 こうなること

がわかっていた ら決 して離婚 などしなかった

で しょっね。かえって悪 くなった くらいです

わ。」

統計的にみ ると，離婚 を避け ることはかな

り難 しくなっているようである。現在アメリ

カ合衆国では，100組 結婚するとその 内50組

が離婚 している。(「世 界年鑑」1976)も し現

在の上昇率で離婚が増加すると，1980年 代 の

初めには，100組 の夫婦の うち70組 が離婚す

ることになる。

離婚は特別な場合においてのみ認め られる

ものである。 しば しば人々の生活を引き裂き

家庭の幸福 を奪 い去 るからである。 また離婚

によって，双方は得る以上 のものを失 ってい

る場合が多い。

離婚 を体験 した人々が受けた心の傷は，決

して十分に理解 されている とは言えない。こ

の大きな悲劇 を体験 し2度 と元の生活に戻る

ことのできない人々に対 して，もっと多くの

同情 と理解を示す ことが確かに必要である。

おとえ離婚 を経験、した人々であっても， 自己

を忘れ，.他人のために奉仕することによって

人生の幸福や達成感を味わうよう期待 し望む

Ω、とはで、き.るの である。

結婚における幸福が 多くの人々にとっては

非常にもろ くはかないものであるのに，他方，

豊かで満ち足 りた結婚生活 を送 っている人も

いるのはなぜだろうか。悲痛 と苦悩 を運ぶ汽

車はなぜそんなにも長 く， しか も罪 もない多

くの人々 までも一緒に乗せて行かなければな

らないのであろうか。

多 くの結婚 を豊かなものにす る鍵は，どこ

へ失われて しまったのであろう。すべての入

がそのような幸福 と高逗 な理想 を抱いて生活

を始めたのではなかったか。

私は長い間 この困難 な問題について深 く考

えて きた。これまでの人生のほとんどをこの

問題にかけてきた結果，今では不幸な結婚生

活や離婚，家庭 の破壊などの問題について幾

分理解 できるようになったと同時に，私は幸

福 とは何か とい うこ とについても知ることが

できた。愛する妻ルニスのおかげで，人生に

おけ.る.最木㊧嘆功に結婚生賃に.あること.を知

磁Oで ある。

結婚生活における幸福 という非常に複雑な

問題は，決 して一言で答えられない。 また，
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離婚についてもその原因は様々である。その

中には利己主i義や未熟さ，決意の欠如，意思

の疎通の悪 さ，不誠実 など，深刻 な問題 もあ

るが，それ らはみなすでによ く知 られている.。

しかし私は， 自分 自身の経験から，まだ取 り

上げられておらず， しか もすべての糸 をた ぐ

っていけば必ずそこにたど り着 くといった原

因のあることがわかった。それは，結婚生活

を絶 えず豊かに しようとす る気持 ちが欠けて

いることである。垂言塒 議 鰍 置痛

工姻難無鼠 」滋ム 仲顯 、謁ぬ 嶋 議 ゑ慈 、

焦な臆翫 孟.れ。嵐婁黒 蕊 μ鱗 な椥、素旦歳ら混

レエも蝋 ゐよ轟 志すゐ.前 鳳毒.の.努功譲叢見ゐ、

醜1轟 嬢 φる・
では 「どのようにすれば，結婚生活を絶え

ず豊かな ものにするこ とができるのだろうか」

と疑問に思われることと思 う。アダムはイブ

のことを，「これこそ，ついにわたしの骨の骨，

わた しの肉の肉」(創世2：23)と 言 っている。

私たち1一 忌頼悔 そ。し。瓢誠実

難 困簸 濡遭遇諏調 寺焔瓦鳥 に教 え

職 婦助け合 って結婚生造ゑ築膿てkλか

な比 には漏.な ぬ

ここに，す でに結婚 している方々， あるい

は現在結婚 をしようとしている方々が「一体」

となるために正直に 自分に問いかけてみるべ

き質問が幾つかある。

第1に ≠私は 自分息身 の望み，よ，り，も，、。結婚

生清 とゴ半侶の こ。と恵簸高 に考える.こ、どができ

るであろうか。

・第2に ，私は他の関心事 を後回しにして，

自愈烈伴倶の.たぬに尽 く.す決 已》がで きて 垣る

鰯 ・か。

く纏 隣泊 分の伴侶は最良磁 友筋 煎
.かb

第4に 尉私 は伴侶を価値 ある人間 としてそ

，a人格 を尊 んでいるだろ.う.か。

郷 ：に;認 たちはお金駕 とで 鳳論 しない
だる⇒.か。お金は それがあるから、と.いoて 夫

婦 を幸 制 屯レない し， な吟か..う、ζ.ヒ'?て不幸

に もしない。けれ どもお金はよ く利己主義の

12

象徴 とされ る。

葺夢 ，礁 鰻 勲顕 責艦 で・結1まれ釦
幽 ふかσ.

キ ンボール大管長は「結婚 と離婚」の中で次

のように語っておられる。これは私 たちに とっ

て非常に意義深い言葉である。「伴侶の一方 あ

るいは両方がその気になる時以外，いかなる

権力 も結婚生活 を破壊することはで きない。」

(!レ伽 磁96α 忽Dガ θoπθ)「結婚 と離婚」p.17)

結婚 の絆 は，轟』よ 蟻心の交流 を図るこ と

に払 漏麗 固ム ぬ瓢.な る。'そのための

大切 なひ とつの方法が，。識蕊 薫ゑ 黒ζ，でわる。

そ うすれば，多くの食い違 いを，た とえ小 さな

意見の相違 であっ・て も，眠 りにつ く前にすべ

て解決 できるであろう。決 して食い違 いを奨

励するわけではないが， それらは現実 に存在

す るものであ り，時として人々の関心 を呼ふ

切 っ掛け となるのである。夫婦の意見の食い

違いは，結婚生活を一層甘 くする隠 し味 とし

て使 う塩の ような ものである。心の交流 にも

多狸 多構の方沫グあ り二.筈 ヒ}カ1けやこ と，髪

をと陸であげること，優iし.く手 を握 るこ とは，

そのひ どつである。 また，毎 日欠かさずに妻

は..「愛 しています」 と語 り牟怯 .夫 は 「きれ 、

賦 よ嵐 と翫 る・時!喪 瓢 懐 烹濡玄継 、.

.減ん」..と吟 う言葉 も木切な心の交わ りを生む

言葉で ある。また.熱財に豆奮傾け、て號孟嘉よ_，

も素晴、ら点.捺交 流である。

互いに信頼 し合 うこ とも，結婚生活 を豊か

にす る最大の要因のひ とつ である。不貞ほ ど

豊かな結婚生活を維持するために必要な相互

信頼の絆 を無残に断つ ものはない。姦淫は決

して正 当化できないものである。時にはこう

した大 きな失敗にもめげず，離婚 もしないで，

家族が保たれるこ ともある。 しか しそのため

には，苦 しみを受けたどちらか一方が，相手

を赦 し， その行為 を忘れる無条件の愛 を持つ

必要がある。 と同時に罪 を犯 した方は，心か

ら悔 い改め，悪 を捨てる決心 をしなければな

らない。

永遠の伴侶 に対す る忠誠は，単に肉体 にお



いて だけでな く，精神的に も霊的に も保たな

ければな らない。灘 婚後は他人に対 す.る絵か

底 ゑ恋愛感憤ぬ顯 ゑ爺 蕉 熱い。従って，

ゴ劇 艮以外の人よの不審に思われ る，よゑな爽際

幽 ゑ，.、..悪を.柔の水 際急断つ 愚・・と・が賢賜であ

〆るガ

高潔こそ夫婦 を固 く結ぶ強力な接着剤で あ

る。主は次のように言われた。「汝 ら誠心 を以

て妻 を愛してこれ と結び合 うべ し。その他の

者に愛着す ることなかれ。」(教義 と聖約42：22)

結婚 生活に祝福 をもた らすこれ らのものの

ほかに， もうひ とつの特別な要 因がある。そ

れは何にも増 して夫婦 を真実に，神聖に，霊

的な意味で結びつけるものである。つ まり，

.聴 類 玄諒 肱ゑ漁 嘉廊 急姦ゑ9シ ェイク

スピアは 「ヘ ンリー五世」の中で，次の よう

に述べている。「すべての結婚の もっともよき

結び手である神 よ，この二人の心を一つ に……

結んで下 さい。」 「(「ヘンリー五世」第5幕 第

2場)融 結蜘 忽最 為、息鳶.窪諜煮 鴬ゑう・

このほかに も結婚 を豊かにする ものは多く

あるが，それ らはすべてその外殼にす ぎない

のである・遡 叢簸蕊 焦 瓢 組 、
核越 訟乱のは叫夫婦嚢ゑ育工轡潮 親編，.を.

一 ゐ.る。霊的な一致 こそが最後の

頼みの綱である。結婚生活の神聖 さが徐 々に

失われ始めると，結婚は破滅へ向か うように

なる。

去 婦 に感謝 によっ、て もだらされ る心の豊か

盗.が欠けているこ とが，離婚の増加 の原因で

ある。そしてこの感謝 は，神の戒め を守 る時

に湧き上がって くるのである。また，霊性の

女騰 躯 即嚇9舞 搭ρ蜘 を林 らす
のである。

私は約20年間にわたる監督 とステーキ部長

の経験を通 じて，.離婚をしな.いための保険の

ようなものが什分の=の 納悉鴎あゑ蕊ζゑ素し

三蒸 詳1翁(?7漁1勲 る時に霊り電池既 電

鞍 ・.睾の発電脚 働 雪 くな逸 日卸 熱
が.薦 灘 烹ゑ軌庶套る。

偉大な愛の旋律によって生まれる音楽ほど

素晴 らしく荘厳な音楽があるだろ うか。ふた

りの声がひとつの霊的なソロのように聞こえ

る時それは完壁な音楽 と言 えよう。結婚 は互

.濃塩蕊敢滋合 うこと魍烈↓鼠的諏な駄こ志ド傾

.臆濫蓑2詰 ・諜 直訟認 城 熟隣 轟《で
戯 と，、責任を・伴 う愈 一どな荏の太煎勲"ヒ 、

誕 ぬ 卿 禰《間の最太の欲求恵満為憲毒ぬに

神が 翻 歯も轟 癒寿法 な瓢 ミある。結婚生活

の幸福 と，親 となるこ とによって得 られる幸

福 は，他のいかなる幸福 よりも数千倍 も大き

な ものである。

そして夫婦が子供 をもうけて両親 となった

時，結婚生活はます ます豊かな もの とな り，

霊性は一層高まるのである。親の愛ほど幸福

をもたらす ものはないからである。男性 は，「蜘覇概瑠㈱一 姻 職 糀卿・畢汽・釜1糖幽腰・鍬脚静P「∵e・「・い　 齢・

父親と盆ユ ェ家族鷺養 ラことによって塵斥す

ぐ施 菰 刻 潔掘 鰍.し こ撫 私の愛を示すζ
と蕊轟2鼠 薫 しい花を咲かせる。愁漆諏蕊再

麹凝 勲 禽 淀 全な愛の意墜が理解で

卸 ：鰍 る・
私たちの家1》 に 耳ローの中で
目 云・か一 ・・カ か 》かレ}

結婚生活を豊か なもの とす る大 きな 目標も

その第一歩は小さなこ とから始 まる。戯

.賎 灘 欝 晶孟・..略謝難 漁蒸ねす

、瓢}あ る。互 雌 励轟 し森 ㎏騨跡 け念o・て

成長載 と講1あ.る。結婚生活は夫婦がそろ

って真，善， 美を希求す るところである。

救 い主は次のように言われた。「見よ，わた

しは戸の外に立 って，たたいている。だれで

もわたしの声を聞いて戸をあけるなら，や府

し姑 そ魚劇 こはい って彼 と食を共にし，彼も

またわたし ど食を共にするで あ.ろう・鉗 く黙示

、3　：2⑳_...、

願 わ くは神の導 きが あってすべての結婚生

活 と家庭生活に豊かな祝福が注がれるように。

特 に神 の永遠の計画の一部 をなす神の聖徒た

ちの家庭に祝福があるように。イエス ・キリ

ス トの聖なるみ名によってへ りくだ り祈 る。

アーメン。
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奇 跡
「モルモン経 は初めから終リまですべてが啓示てあリ，霊感によって翻

訳さ'れたものであ り，人間の業ではな く神のみ業である。」

十 二使 徒評 議 員会 会 員

マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン

A日 ， 私はここに立 って， ジョセブ ・ス ミ7

スが神か ら召 された予言者であり，モル

モン経が奇跡によって翻訳 され， 出版された

書物であることを証 したい。

ジョセブ ・ス ミスは，私たちの贈い主救い

主である尊き神の御子イエス ・キ リス トを除

き， この世 に生を受けた者のだれよ りも人類

の救いに貢献 した人である。

このジョセブ ・ス ミスを通 して，真実の教

会 と神の王国が再びこの地上に回復 されたの

である。ジョセブ ・ス ミスは，神の賜 と力 と

によってモルモン経を翻訳 し，世 に出 した。

彼 を通 して，彼の生存中にふたつの大陸でモ

ルモン経が出版され， この回復 された永遠の

福音が世界各地に送 り出されるようになった

のである。

ジョセブ ・スミスは，主か ら数 多くの啓示

を受けた。それらは，教義 と聖約，高価 なる

真珠および教会歴史の中に記 されている。彼

は，国外か ら何千人 もの末 日聖徒 を集め，イ

リノイ州 ノーブーに偉大な市 を築いて，店や

豊かな農園，教会や学校，大学 を建：てた。ま

た，末 日聖徒の西部への移民 と西部の大盆地

での定住 を計画 し，後に彼の後継者であるブ

リガム ・ヤ ング大管長が それを実施 した。

彼は偉大な生涯 を送 り，偉大な死 を遂げ，

キ リス トのための殉教者 となった。主か ら油

を注がれた昔 の人々と同 じよ うに，その使命

と証 を自身の血 をもって結び固めたのである。

(教 義 と聖約135：3参 照)

彼 は決 して朽ちることのない誉れ と名声 と

を残 した。これか らも，教会員 を通 じてこの

福音があらゆる国民，血族，国語の民に広ま

るにつれて，彼の名はます ます人々の間に知

れ渡 り， ジョセブ ・ス ミスの召しが確かに偉

大なものであるこ とを知って何百万 という忠

実な人々が彼を尊敬 し，祝福す るであろう。

彼は，末 日にこの力強いみ業 を推 し進める

ようにあらか じめ天において任 じられていた。

彼はまた誉れ と霊感を受けてその使命 を完 う

し，常に至高者たる神 に栄光 を帰 し，彼に続

く者たちの光 となった。

しか し，彼はこの ように偉大な予言者であ

ったが，生 まれはご く平凡であった。彼は農

夫の息子 として育 ち，ほとん ど正式な教育 と

いうものを受 けていなか った。また，幼年の

頃はニュー ヨー ク州の西部に住んでいたが，

後に開拓地に.住むようになった。

彼の一家は，森を開墾 して農場 を作 った。

また，非常に謙遜 な人々で，貧困や苦難を何

度 も経験したが，勤勉な努力 と天からの祝福

によって幸せ な生活 を送 っていた。

ジョセブ ・ス ミスのなす業は， イザヤによ

って予言されていた。イザヤは，彼の貧 しい

生い立 ちと幼年期に教育 を受ける機会のない

ことを指摘 している。イザヤは，実際に彼 を

「読む ことのできない者(学 問のない人)」 と

呼んでいる。このことは，この予言の中で非

常に重要 な意味 を持つ。なぜならば， これが

だれを指すのか を知る上で確かなしるしとな
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るか らである

イザヤ書29章 の最初 の部分で， イザヤは突

然に滅びて しまうひとつの国家のことを述べ

ている。しかしその国家は，近代の人々に，

文字通りちりの中か ら，一冊の書物を通 して

語 りかけると記されてい る。

イザヤはそのこ とが起 きる時期についても

記 している。つ まり，パ レスチナ.の.地が再び

肥沃な地になる前 である。パ レ.スチナは，現

在イザヤが示現に見たように豊かな地 どなっ

てお り，その書物 もすでに出版されている。

この書物は様々な理由か ら変わった形で世

に出されるとされていた。そのひとつが， こ

の書物は学問の.ない者 と学問のある者の双方

に関わ りを持つ ということである。その学問

のない者 とは，当時十分な教育を受けていな

い少年ジ ョセブ ・ス ミスであった。 しかも，

この書物の出版によってもたらされる影響は

著 しく，耳の聞こえない人 もこの書物の言葉

を聞き， 目の見えない人もそれを見ることが

で き， また貧 しい人々はイスラエルの聖者に

よって楽 しみを得 ると予言されていた。

私たちは， イザヤの予言が成就 されたこと

と， この書物が今 入々の中にあることを証す

る。この書物 こそモルモン経である。

モルモン経の起源 をたどってみ よう。

イザヤが予言 したように，アメ リカ大陸に

築かれていた古代の国家は，実際突然に滅び

て しまった。その人々は，数百万にものぼっ

ていた。 これらの人々はかつて義人 と呼ばれ

た人々であ り，彼 らには，神聖 な民の歴史を

金版に刻んだ多くの予言者がいた。そして，

その滅亡の前に， ひとりの予言者がその記録

を石の箱に入れて地中に埋 めた。その後，こ

の記録 は近代になって発見され，翻訳され，

出版.されたのである。 まさにイザヤの予言通

りに，古代の民が文字通 り地の中から語 りか

けたのである。

では，この書物は どのようにして世に出た

のであろうか。

1823年9月22日 ，ニ ゴー ヨーク州パルマイ

ラの近 くでひとりの神の使いが， 当時18歳 の

学問の ない農夫 ，ジ ョセ ブ ・ス ミスに現わ

れ，その記録の隠 され た.場所 を告 げたので

あった。.そして今， この ジ ョセブ ・スミス

は神か ら.召された近代の予言者 と呼ばれてい

る。

この書物は，表面が金のように見える金属

板でできていた。金属板の厚 さは，ブ リキと

同 じ位で，大きさは縦約20セ ンチ メー トル，

横約18セ ンチメー トルであった。 しかもめ く

りやすいように端 を金属の輪 でとじてあった。

そ して，全体の厚 さは，15セ ンチメー トル余

りであった。各ページには古代の文字が裏表

に小 さくしか も美 しく刻 まれていた。書物は，

腐 食を防 ぐために何世紀 もの間石の箱に保管

されて きたのであった。

ここでしばちく，次の点について考 えてみ

たい。金版が発見 された当時，それを確証す

るような記録がほかにあっただろ うか。答え

は，「いいえ」である。全 くそのようなものは

なかった。では，今 日はどりだろ っか。証明

できるようなものがあるだろ うか。答えは，

「はい」である
。確かにあるのである。

例えば，近代になって考古学者 たちは，ア

ッシリアの王サルゴン2世 の金版あるいは銀

版に刻 まれた記録 を発見した。これはおよそ

紀元前750年 の もので，石の箱に保管され地

中に埋め られていた。ダニエル をししの穴に

閉 じ込めたダ リヨス王の金版につ いても同じ

である。

これらの古代の記録はすでに翻訳され，出

版 されている。

綴 じられて一冊の書物のようになった金属

板は，韓国で も見つかってお り，現在ソウルの

博物館 に展示 されている。ほかにイタ リアで

も同 じようなものが発見されている。従って，

古代の記録が この ような方法 で保存されてき

たことは，何 も珍 しいことではないのである。

特にメキシコや中央アメ リ.カでは石の箱が

た くさん発掘 されている。大小様々で中には

美しい彫刻 を施 し，宝石の保管箱 として使わ
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れていたもの，あるいは食糧貯蔵がで きるほ

どの大 きさの もの もある。昔は，石の箱 を使

うことは，ご く当 り前のことであった。

それではしばら くの間，実際この記録がど

のようにして翻訳 されたか という点について

考えてみよう。ジョセブ ・ス ミスは，神の賜

と力とによ り， ウリム とトミム を用いて翻訳

したと述べている。当時学問のなかった彼に

とってはほかに方法はなかったのである。

迫害が始 まり，人々は予言者ジ ョセブ ・ス

ミスを襲っただけでな く，彼の仕事をも妨げ

ようとした。彼らはジョセブ・ス ミスのす るこ

とにいろいろ文句をつけ，名前を汚 しその仕

事を妨害 した。彼 らはジョセブ ・ス ミスが予

言者であることを決 して認め ようとしなかっ

た。そればか りか近代の啓示 さえも信 じなか

った。ただジョセブ ・ス ミスを非難 し，嘲笑

し，侮辱す るだけであった。

そこで彼らは，モンモル経の翻訳が神の賜

と力によるものであることを否定 しようと，

あ らゆる術策をめ ぐらした。それはジ ョセブ・

スミスの創作だとか，スポールデ ィングの作

品の盗作だとか，あるいはモルモン経が出版

される前には全 く面識のなか ったシ ドニー ・

リグドンがそれを書いたな どと言 って，ジ ョ

セブ ・スミスの仕事 を 「人の業」に しようと

した。

そのために彼らは，不本意ながらジョセブ・

スミスを知識 と才能に長けた人物 に仕立て上

げ，彼が聖書の各部分あるいは全章 を文字通

り抜き取ってモルモン経を書いた と主張 した。

しかし，それは，愚かな中傷でしかなか った。

ジョセブ ・スミスは，神の賜 と力によって

記したと宣言している。彼の書記であったオ

リバー ・カウ ドリも次のように語っている。

「私は，予言者(ジ ョセブ ・ス ミス)が 神の

賜 と力により翻訳して語る言葉を，モルモン

経の全章(一 部 を除 く)に わたってこの手で

書いた。」Cし力躍ηα1(ゾR甜 加η、M"6〆 「ルー

ベン ・ミラーの日記」1848年10月21日 付)

もうひとりの書記，マーチン ・ハ リスも，
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同 じ証 を述べている。 また， この翻訳の問ず

っと共に住み，常に傍 らにいて，時には書記

として手伝 った愛す る妻エマ ・ス ミス も次の

ような証を述べている。

「私は，霊感 されていなければだれ もあの

ように書き取 らせ ることはできなかったと心

か ら思っています。私が書記 として働 いた時，

ジョセブは，何時間 も私に筆記させ ました。し

か も食事や その他で中断した後で も，原稿 を

確認したり，前の箇所 を読み返させたりするこ

とな く，す ぐに中断 したところか ら始めたの

です。……学 問のある人でさえそのようにで

きるか どうかは疑わしいというのに， まして

や……彼のような学問のない人にとっては，

ただ奇跡と言 うほかあ りません。」(翻 勿パ

Hgη1¢ 「セインツヘラル ド」26：290)

それ では，批評家たちは何の根拠があって

ジョセブ ・ス ミスが少年時代にそれほど博学

であ り，聖書か らあえて聖句 を抜 き出してあ

たかもモルモン経の一部のように見せかけた

と言うのであろうか。

彼の母親は，その頃ジョセブ ・ス ミスはま

だ聖書 を完全 に読み終えていなか った と述べ

ている。そうであるとすれば，なぜ彼が一つ

一つ丹念に聖 句を選び
，あれほ ど適確に また

巧みにモルモン経の中に組み入れるこ とがで

きたであろうか。

さらに，文章 を書 き， まとめる点です ぐれ

ていたとして もあのような編集が できる知識

は持 ち合わせ ていなかったであろ う。 しか も，

彼には文章 を書 き， まとめる能力は当時具 わ

っていなか ったのである。

モルモン経は，文学的かつ宗教的傑作であ

り，農家の少年のたわいない望みや才能でで

きるものではない。そこに記されている言葉

は最初か ら終 りまで近代 の啓示であ り， まさ

に神か ら与えられた ものである。

例えば，この書物にある美 しい救 い主の教

えを読んでいただきたい。主が，聖書の予言

者の言葉 を引用 しておられることに注意 して

いただ きたい。無学 なジョセブ ・ス ミスに，



イエスの言われたこ とを展開させ ながら救 い

主の説教を書 き直 したり，欽定訳聖書の聖句

を挿 入したりす るだけの勇気 と才能があった

と言えるだろっか。

ジ ョセブは予言者 モルモンよ りも優れたこ

とをなし得た と主張する批評家のもっ ともら

しい議論を信じて よいものだろうか。また.，ジ

ョセブ ・ス ミスは，聖典の原文 を書 く時，欽定

訳聖書の翻訳者が予言者モルモンよ りも優 れ

ていたと判断できる知識や分別 を具えていた

だろ う均・。彼 らがそ う考 える理由は何だろ う

か。

モルモンは，霊感 された立派な予言者であ

った。他方，ジョセ ブは，学問のない農家の

少年 であった。そんなジ ョセブにモルモンの

仕事 を発展 させ ることがで きたであろうか。

この少年は， 自分に課せ られた責任 を忠実

に果 たした。モルモンの業績やイエスの説教

に も， またアビナダイの弁明に も，マラキや

イザヤの書に も何ひとつとして不正な変更を

加えなかった。彼は翻訳者 としての立場 を厳

格に守った。彼は編集者でもなければ，創作

者で もない。無論 人の作品を盗作す る者で

もなかった。

この翻訳に関係 したすべての事柄はまさに

奇跡であった。この書物はイザヤが述べ た 「不

思議 な驚 くべ きわざ」(イ ザヤ29：14)で あっ

た。

しか し批評家たちは，モルモン経 と聖書に

類似 した聖句があるのをどう説明するか と問

う。答えは至って簡単である。以前私がイギ

リスに住んで いた時，ロン ドンにある英国博

物館 を訪れ，欽定訳聖書の歴史を研究した。

そこで私は翻訳者たちが霊感を受けて仕事が

できるよ う.にと断食し，祈ったことを知った。

私は彼 らが霊感 を受けてその翻訳に携 わった

ことをはっきりと知 っている。

このふたつの書物に類似点があることは欽

定訳聖書がいかに正確であるか とい う証であ

る。.モルモ ン経 も欽定訳聖書 も，神の霊感 を

受けて翻訳 された書物だか らである。

モルモン経の翻訳には主のみ手があった。

そのことは欽定訳聖書の大部分についても言

えることである。モルモン経がそのことを確

証 している。この教会が欽定訳聖書 を正式な

聖書 として受け入れていることを私は感謝 し

ている。

モルモン経は初めか ら終 りまですべてが啓

示であり，霊感によって翻訳 された ものであ

り， 人間の業ではな く神の業である。

ジ ョセブ ・ス ミスがそれ を翻訳 している時，

神は彼 を通 して語 り，そして語 られるままに

オリバー ・カウ ドリが記録 したのである。オ

リバー ・カウ ドリはそれが奇跡であ り，神の

力によってなされたことを身をもって知 り，

証 している。

この ように してこの新 しい聖典，新 しい神

の啓示は，ひ とりの少年 ジョセブ ・ス ミスを
.通して世に出され

，世 の救い主が神の御子で

あることを証す る第2の 証人となったのであ

る。

学問のない者がこの書物を世 にもたらし，

それは 「不思議 な驚 くべきわざ」，奇跡 となる

であろうとイザヤが予言したその学問のない

者 とはジョセブ ・ス ミスのことである。私た

ちはこのことを覚 え，批評家たちに も知 らせ

なければならない。 まさにその予言は成就 し

たのである。

これ らのことを心か らへ りくだ り，主イエ

ス ・キリス トの聖きみ名 を通 して証申し上げ

る。アーメン。

☆ ☆
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悲劇は繰り返す

主は破滅の警告だけでなく，災難を避ける方法をも啓示 しておられる

第 二 副 管長

マ リ：オ ン ・G・ 日ム ニ ー

現 在 この世に住む人々は・明らかに混舌Lの
中でもがいている。大混乱が社会 を脅か

していることは衆知の事実 である。 もし人類

と国家がこのままの状態で進んで行 くならば，

必ず驚 くべ き災いが起 こるであろう。神はそ

のことを予言してお られ，歴史 もはっきりと

証 している。

この6千 年間に，文明は栄枯盛衰 し，同じ

ことを何度 も繰 り返 して きた。

人々が富 と成功 と幸福を左右す る律法に従

順であった時には，国家は栄えた。時の初め

に神 より啓示 されたこれ らの律法は，その時

以来神権時代ご とに予言者 を通 じて人々に繰

り返し啓示されてきた。

この律法を守っている限 り民は繁栄 した。

しかし律法に不従順であると，その程度に応

じて文明は衰退 した。そ して， これらの律法

を完全に無視 した時に，文明は滅びて しまっ

た。

アダムの時代 を初め として，それ以後あ ら

ゆる神権時代 に，主は地の民に向かって，主

が啓示 された正義の律法 を汚す行 ないを続け

るならばその身に滅びを招 くと警告された。

この予告が確か であるこ とは，聖典中の歴

史のみならず，世俗の歴史 も証す るところで

ある。

初めに，主はアダム とイブに，平和 と繁栄

を約束す る正義の律法を説かれた。そして彼

らは，その律法 を子供 たちに教えた。

「ここにサ タン彼 らの中に来 り'て言いける

は，……アダム とイヴの言を信ず るなかれ，

と。 されば，彼 らアダムとイヴの言 を信ず る
め

ことな くサ タンを神 よりも愛でた り。人はそ

の時より，肉体， 肉欲，悪魔に従 う者 とな り

始め たり。」(モ ーセ5：13)

それ から何世紀 もの間，予言者たちはアダ

ムの子孫に何度 も悔い改めを叫んだ。 そして

エノクの民だけがそれに聞 き従った。

その他の民に向かって，予言者 「ノア……

神 に属けることを太初 にあ りたるままに教 え

た り。」しか し，彼らはノアの言葉 を聞 こうと

しなかった。

「主ノアに宣いけるは
， わが 『みたま』常

には人を励 まさじ……され ど，彼の寿命は百

二十才 なるべ し。もし人悔 い改めずんば，わ

れ彼 らに洪水 を遣 わさん。……

ノア，人の子 らに悔 い改め よと呼ばわ りた

るが， 人々ノアの言 を聴か ざりき……
おもい

すべ ての人その心の念の図る ところ高ぶ り

て，常 にただ悪 しきのみ を見たまえ り。」(モ

ーセ8：1617
，20，22)

しか し， ノアは民に教えを説き続けて言っ

た。

「信 じて汝 らの罪を悔 い改め
，……神の子

イエス ・キ リス トの御名によりてバプテスマ

を受け よ。 さらば聖霊 を受けて…… もし汝 ら

これを為 さざれば，洪水汝 らの上 に来らん，

と。これらの言に もかかわ らず彼 ら聴か ざり

き。……

神，世 を見 た まい しに，…… そは腐 りた
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り。 … …

神 ， ノ ア に 宣 い け る は ， す べ て の 肉 あ る も
おわり

のの終末わが前に近づけ り。世は暴力に満ち

たればなり。見よ，われすべての肉あるもの

を地 よりほろぼし去 るべ し，と。」(モ ーセ8：

24，29-30)

そ して，神はその通 りに行 なわれた。生 き

残 ったのは， ノア とその家族だけであった。

ソ ドム とゴモラの人々 も，これ と似たよう

なことを繰 り返した。彼 らは警告 されたが，

気に留めなかった。そこで彼 らの不正 をごら

んになった 「主は硫黄 と火とを……ソ ドム と

ゴモラの上に降らせ て，

これ らの町 と，すべての低地と，その町々

のすべての住民 と，その地にはえている物 を，

ことごとく滅ぼされた。」(創 世19：24-25)

エ ルサ レムが滅ぼされた時，民は地の面に

散 らされて しまった。それは，正義 に従 うと

い う神の律法 を拒んだか らである。

彼らに悔い改め と警告 を叫び， イエスは次

の ように言われた。

「それだか ら
， わた しは，予言者，知者，

律法学者 たちをあなたがたにつかわすが，そ

の うちのある者 を殺 し， また十字架につけ，

そのある者 を会堂 でむち打ち，また町か ら町

へ と迫害して行 くであろう。

こうして義人アベルの血か ら，聖所 と祭壇

との間であなたがたが殺 したバラキヤの子ザ

カ リヤの血に至 るまで，地上に流された義人

の血の報いが， ことごとくあなたがたに及ぶ

であろう。

よく言って お く。 これらのことの報いは，

みな今の時代 に及ぶであろう。」

イエスは，彼 らの破滅 を予知 して，悲 しま

れた。「ああ，エルサレム，エルサ レム，預言

者 たちを殺 し，お まえにつかわされた人たち

を石で打ち殺す者よ。ちょうど，めん どりが

翼 の下にそのひな を集めるように，わたしは

おまえの子 らを幾たび集め ようとしたことで

あろう。それだのに，おまえたちは応 じよう

としなかった。

見よ， おまえたちの家は見捨てられてしま

う。」(マ タイ23：34-38)

ア メ リカ大陸におけ るふたつの偉大な文明

の民， ジェレ ドの民とニーファイ人は，神が

示 したもうた正義の律法を受け入れなかつた

ため， ことごとく滅ぼ されて しまった。

いずれの場合 も，主は予言者 を通 じて彼ら

の罪悪 を指摘 し，警告 を発 し，そ.して，悔い

改めなければ滅び るであろうと告げ られた。

しか し，彼 らは悔い改めず， その結果完全に

滅びてしまった。

今 日の私たちも， このような状態に近づき

つつある。主は， こめ世 に熟 し始めている不

正に対 して警告 を発し，悔い改めなければ民

は滅びると言われた。

1831年11月 ，主は現代 の予言者ジョセブ ・

ス ミスを通 じて，次のように言われた。

「聴け
，汝 らわが教会の人々よ。……誠に

われ告 ぐ，汝 ら民 よ，遙かなる所より耳を傾

けよ。海の島々にある者よ，共に聴け。

誠に主の声はすべての人々に及ぶ ものなれ

ば，一人 ものがるる者 なし。 目として見 ざる

はなく，耳 として聞かざるはな く，心 として

刺 し貫かれざるはなし。.

ま鵡 およそ教 えにそむ く者たちは大いな

る悲 しみに刺 し貫かれん。そは，彼らの罪悪

は公に告げ知 らされて，そのか くれたる行為
あば

の 発 か る べ き を以 っ て な り。

而 し て ， … … 弟 子 た ち の 口 よ り， す べ て の
いまし

人々に警めの声は及ばん。」(教 義 と聖約1：

1-4>

この弟子たちの一部はイスラエルの長老た

ちであ ることを思い出 していただきたい。

「この末の世の弟子たちは進み行 けど
，一

人 もこれを止むる者なか らん。そは，主なる

われ，彼らに命 じたればなり。……

この故に，主の声は耳ありて聞かんとする

すべ ての人々に聞かれんため地の果にまで及

ぶ。

されば汝ら備 えをなせ， まさ.に来る.べき事

のために備 えをなせ，そは主の来るは近けれ
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ばなり。」贈 い主の再臨についてこのように言

われている。

「而して主'の怒 りは燃え
，主の剣は天にて

うるおいたれば，今や この世 に住 む人々の頭

に下されん。
かいな

その時主の腕現 われて，主の声 もまた主の

僕らの声 も聞かん とせ ず，予言者にして使徒

なる者たちの言に も耳傾けん とせ ざる者のそ

の民の中よ り絶たるべ き日来るな り。」(教 義

と聖約1：5，11-14)

主 は この ように宣言 した後，今 日この世の

人々に苦難が及ぶ理由を語ってお られる。

「そは彼 らわが儀式よ り離れ去 り， わが永

遠の誓約を破 りたればな り。

彼 らは主の義 を打建 てんために主 を求めず

して， あらゆる者おのが心のままに振舞いお

のれ らの神の姿 を求むれども，その姿 は人の
かたち

世 の像に してその本質は一個 の偶像な り。そ

は古びてついにバビロンにて，すなわちつい

に亡ぶべき大バ ビロンにて朽 ちん。

されば，主なるわれ，」ここで，主は予見 さ

れたことに対す る救いの道 を示 してお られる。

「この世に住め る人々に襲い来るべ き禍 を知

れば，わが僕ジョセブ ・ス ミス(二 代 目)を

呼び天より語 りて彼に誠命 を下せ り。

また他の者どもにもこれ を世の人々に宣ぶ

る様誠命を与えたれ ど……」(教 義 と聖約1：

15-18)

世 の人々に宣言された事柄のひ とつ として，

災いが切迫 していることが告げ られている。

例 えば，主は次のように言われた。
こら

「そは
，無人の境 となるほどの懲 しめ この

世の人々の中に出で来 り，世の人々悔 い改め
こら こうむ

ずんば度々引きつず き懲 しめ を蒙 りてこの世
かがやき

は空 しくな.り，世の人々はわが来 る時の光輝

により焼きつ くされてことごとく亡び失する

に至ればな り。」これは，救 い主が言われた言

葉 である。

「見 よ
，この言はわれ またエルサレムの滅

亡に就 きて正 にその民に告 げたる如 く語るな

り。この事のかつて今 までに実証せ られ し如
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く，今 またわが言は実証せ らるべ し。」(教 義

と聖約5：19-20)

後 に，主は予言者ジ ョセブ ・ス ミスを通 じ

て次のように言われた。

「イエス ・キ リス ト
，汝の贈 い主，……の

声に耳 を傾け よ。……

汝 らは また，わが運民 を集むべ き召 を受け

たり。……

悪 しき人々に報難 と滅亡 との下 るべ き日の

ために，その心構 えとすべ ての備え とを為す

べ し……

時す でに近づけ り。世の熟する日将に近づ

け り。 その時，すべてたかぶる者 と悪 をおこ
わら

なう者は藁 の如 くにならん。而して邪悪のこ

の世 になか らんためわれこれ を焼 きすてん，

と万群の主 は言 う。

そは時す でに近づ き，わが使徒たちの語 り

し所は成就せ ざるべか らざればなり。.また彼

らの言いしところを，われその如 くなせばな

り。

また，われ能力 と大 いなる栄光 とを以て天

の万群 と共に天より現われ，人々 と共に正義

を以て一千年の間 この世 に留ま り悪 しき人々

はこれに耐 え..ざればな り。……

され ど見 よ。われ汝 らに告 ぐ。 この大いな

る日の来る前に 日は暗 くな り，月は血 と変 り，

星は天 より落ちん。而 して上には天に，下に

は地に，更に大いなる前兆あるべ し。

また， 多 くの人々の うちに泣き悲しむこと

あらん。
ひよう

また，烈 しき電遣わ されてために地の収穫

は損われん。

また世 に悪事あ るが故に，悪 しき人々.の上
むくい

にわれ応報 を為 さん。そは彼ら何 としても悔

い改め ざるが故な り。そは， わが怒 りの さか

ず き満ち充ちたる故な り。見よ， もし彼 らわ

が言を聞か ざればわが血彼 らを潔め ざらん。

これ を以て，われ主なる神， また地の面に

あぶ を遣わ さん。これ らは地に住める人々に

とりつ きてその肉 を食い，そこに うじを生ぜ

しめん。



而 して人々の舌 はこわば り，われに反 して

声 を挙 ぐること能 わず， 肉は骨 より離れ眼は

落 ちくぼむべ し。」(教 義 と聖約29：1，7-11，

14-19，)

さて，愛する兄弟姉妹の皆 さん，私はこれ

らの予言が決 して快い ものではないこと.を承

知 している。 しか し，それで もなお，これ ら

の言葉は真実であ る。 まさに，真実の生ける

神のみ言葉 である。神は，次のように言われ

た。

「見よ， この言はわれまたエルサレムの滅

亡 に就 きて正にそ↓の民に告げたる如 く語るな

り。この事 のかつて今 までに実証せ られ し如

く，今 またわが言は実証せ らるべ し。」(教 義

と聖約5：20)

しか し，これ らの切迫 した災いを避ける方

法がひとつだけある。それは悔い改め である。

御存知の ように， この世 に住む人々は罪 と

邪悪にひた り， 日々汚れに沈み続けている。

しかし，ここに栄えあるメッセージがある。

主は，警告 を与 えるばか りでな く，恐ろしい

災難 を逃れるこ とがで きるように再びその方

法 を明 らかに して下 さった。

主は，初めにアダムとイブに教えられたあ

の簡明な真理 を再び私たちに啓示 された。

これ らの教えを構成するのは， イェ ス ・キ

リス トの福音の原則 と教義 と儀式である。.そ

してこの福音は，天にいます永遠の父なる神

と，私たちの救い主であ り賄い主である肉に

おける神の独 り子，』.イエス ・キリス トを知 り，

信仰す ることに始 まる。また教えの中には，

神の子である地の民が現世 にある目的は，神

の戒めに従 うか どうか を試 され ることである

とい う真理が含 まれている。

これらの戒めは，復 しゅう心の強い王が下

すような独断的な命令ではない。神の戒めに

は，当然のことであるが，平和 と成功 と幸福

をもたらす律法 と儀式が伴 う。そして，これ

らを拒んだ り， またこれ らに従 わなか った り

すると，当然の結果 として災いに見舞われる

のである。過去の時代 にも常にそうであった。

しか し地に住む人々が悔い改め，天父なる

神 と，私 たちの贈 い主であるイエス ・キ リス

トを信 じ，主の教えに従 うならば，予告 され

た災害の もた らす悲劇 を回避す ることができ

るのである。、そのためにまずなすべ きことは，

神がモーセを通 じてイスラエルの民に与えた

もうた戒めに従 うことであろう。その戒めは，

先ほどキンボール大管長がすでにここで引用

した通 りである。主のこのみ言葉は，いつの

時代にも有効である。

「わたしはあなたの神，主であって，……

あなたはわた しのほかに，なに ものをも神

としてはな らない。……

あなたは， あなたの神，主の名 を，みだ り

に唱えてはならない。……

安息、日を覚 えて， これを聖 とせ よ。……

あなたの父 と母 を敬え。……

あなたは殺 してはな らない。

あなたは姦淫 してはならない。

あなたは盗んではならない。

あなたは隣人について，偽証 してはならな

い。

あな.たは……む さぼ ってはならない。」(出

エ ジプ ト20：2-3，7-8，12-17)

も し地の住民が これらの戒めに従い，さら

に固 く決意 して， 「『心 をつ くし，』精神 をつ く

し，思いをつ くして，主なるあなたの神 を愛

せ よ』」そして，「『自分 を愛す るようにあなた

の隣 り人を愛せ よ』」(マ タイ22：37，39)と

い う主のみ言葉に従 うよう努めるならば，予

告された災いは回避 できるであろう。 しかも，

私たちの時代 における悲劇 を回避する方法は

これ しかないのである。

私は，地に災いが下 され るであろっとは言

わない。エ ノクの時代にはシオンがあ り，神

の戒めに従順であったシオンの民は救 われた。

同様に，この最後の神権時代にもシオンがあ

り，神 より啓示 された戒めに従 うシオンの民

は，救 われるであろ う。私 はこのことを知 っ

ているのであえてこう申し上げる。

これらのこ とはすべ て，主が語っておられ
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る こ とで あ る 。私 は こ の 神 聖 な 証 を，イ エ ス ・キ

リス トの み 名 に よ っ て 申 し上 げ る 。 ア ー メ ン 。

大会の光景
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教会役員の支持

第一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

私 たちは予諸 聖賭 啓示を受ける者・
末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の大管長

としてスペンサー ・W・ キンボール を支持 し

て下 さるよう提議致 します。この提議 に賛成

の方は右手 を挙げてその意 を表わして下 さい。

もし反対の方があれば，同 じようにその意 を

表わ して下 さい。

大管長会第一副管長 としてナサン ・エル ド

ン ・タナー を，第二副管長 としてマ リオン ・

G・ ロムニーを支持 して下 さるよう提議致 し

ます。賛成の方 はその意 を表わして下 さい。

もし反対の方が あれば，同 じようにその意 を

表わして下 さい。

私たちは十二使徒評議員会会長 としてエ ズ

ラ ・タフ ト・ベ ンソンを支持 して下 さるよう

提議致 します。賛成の方はその意 を表わ して

下さい。もし反対の方があれば，同 じように

その意を表わして下 さい。

私 たちは十二使徒評議 員会会員として，エ

ズ ラ・タフ ト・ベ ンソン，マー ク ・E・ ピータ

ーセン、 デルバー ト ・L・ ステイプ レー
， リ

グラン ド・リチ ャー ズ，ハワー ド・W・ ハ ン

ター，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー， トーマス・

S・ モンソン，ボイ ド・K・ パ ッカー，マー

ビン ・J・ アシュ トン，ブルース ・R・ マッ

コンキー，L・ トム ・ペ リー，デ ビッド・B・

ヘイ トを支持 して下 さるよう提議致 します。

賛成の方はその意を表わして下 さい。 もし反

対の方があれば，同 じようにその意を表わし

て下 さい。

教会の大祝福 師としてエル ドレッ ド・G・

ス ミスを支持 して下さるよう提議致 します。

賛成の方はその意 を表わ して下さい。反対の

方があれば，その意を表わして下 さい。

大管長会副管長，千二使徒，大祝福師 を予

言者，聖見者，啓示 を受ける者 として支持 し

て 下 さ る よ う提 議 致 し ま す 。 賛 成 の 方 は その

意 を 表 わ し て 下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ うに そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

七 十 人 第 一 定 貝 会 会 長 会 な ら び に 七 十 人 第

一 定 員 会 会 員 と
.して ， フ ラ ン ク リ ン ・D・ リ

チ ャ ー ズ ， ジ ェ ー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス ト，J・

トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ ，A・ セ オ ドア ・タ

トル ， ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル ， マ リオ

ン ・D・ ハ ン ク ス ， ポ ー ル ・H・ ダ ン を支 持

して 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ

の 意 を表 わ して 下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ

ば ， 同 じ よ うに そ の 意 を 表 わ し て下 さ い 。

そ の 他 の 第 一 定 員 会 会 員 と し て以 下 の 人 々

を支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。ア ルマ ・

ソニ ， ス タ ー リン グ ・W・ シ ル ， ヘ ン リー ・

D・ テ イ ラ ー ， セ オ ドア ・M・ バ ー トン ， バ

ー ナ ー ド ・P・ ブ ロ ッ クバ ン ク
， ジ ェー ム ズ ・

A・ カ リモ ア ， ジ ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン ， ウ

ィ リア ム ・H・ ベ ネ ッ ト， ジ ョン ・H・ バ ン

デ ン バ ー グ ， ロ バ ー ト ・L.・ シ ン プ ソ ン，0・

レ ス リー ・ス トー ン， ウ ィ リア ム ・グ ラ ン ト・

バ ン ガー タ ー ， ロバ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ ， ア

ドニ ー ・Y・ 小 松 ， ジ ョセ ブ ・B・ ワ ー ス リ

ン，S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ ， ハ ー トマ ン ・

レ ク ター ・ジ ュ ニ ア ， ロ ー レ ン ・C・ ダ ン，

レ ッ ク ス ・D・ ビ ネ ガ ー ， ジ ー ン ・R・ ク ッ

ク， チ ャ ー ル ズ ・A・ デ ィ デ ィェ ， ウ ィ リア

ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォー ド， ジ ョー ジ ・P・

リー ， カ ー ロ ス ・E・ エ イ シ ー ，M・ ラ ッセ

ル ・バ ラ ー ド ・ジ ュ ニ ア ， ジ ョン ・H・ グ ロ

ー バ ー グ ， ジ ェ イ コ ブ ・デ ィ エ ガ ー ， ボ ー ン ・

J・ フ ェ ザ ー ス トー ン， デ ィー ン ・L・ ラー

セ ン ， ロ イ デ ン ・G・ デ リ ッ ク， ロバ ー ト ・

E・ ウ エ ル ズ ，Gr・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム ， ジ ェ

ー ム ズ ・M・ パ ラ モ ア
， リチ ャー ド'・G・ ス

コ ッ ト， ヒ ュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク，F・ エ ン ッ
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イォ ・ブッシェ，菊地良彦。賛成の方はその

意を表わして下さい。 もし反対の方があれば，

同 じようにその意 を表わ して下さい。

管理監督会の管理監督 としてビクター ・L・

ブラウンを， 第一副監督 としてH・ バー ク ・

ピーターソンを， 第二副監督 としてJ・ リチ

ャー ド・クラー クを支持 して下さるよう提議

致 します。賛成の方はその意 を表わ して下 さ

い。 もし反対の方があれば，同 じようにその

意を表わして下 さい。

地区代表 として，全地区代表を現状の まま

で支持 して下さるように。

扶助協会，会長 としてバーバラ ・ブラッド

ショー ・ス ミスを，第一副会長 としてジャニ

ス ・ラッセル ・キャノンを，第二副会長 とし

てマ リアン ・リチャー ド・ボイヤーを，その

他管理会員を現状のままで支持 して下 さるよ

うに。

日曜学校，会長 として ラッセル ・M・ ネル

ソンを，第一副会長 としてB・ ロイ ド・ポー

ルマンを，第二副会長 としてジョー ・J・ ク

リスチャンセンを，その他管理会員を現状の

ままで支持 して下 さるように。

若い男性，会長 としてニール ・D・ シェイ

ラー を，第一副会長 としてグラハム ・W・ ド

クシー を，第二副会長 としてクイン ・G・ マ

ッケイを，その他管理会員を現状のままで支

持 して下さるように。

若い女性，会長 としてルース・ハーディー・

ファンクを， 第一副会長 としてホーテンス ・

H・ チャイル ドを，第二副会長 としてアーデ

ス ・G・ カップを，その他管理会員を現状の

ままで支持 して下 さるように。

初等協会，会長 としてナオ ミ・マックスフ

ィール ド・シャムウェイを，第一副会長 とし

てコー リン ・ブ ッシュマ ン ・レモンを，第二

副会長 として ドロシア.・ルー ・ク リスチャン

セン ・マー ドックを， その他管理会員 を現状

のままで支持 して下さ るように。

教会教育委員会，委員 としてスペ ンサー ・

W・ キンボール，N・ エル ドン ・タナー，マ
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リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ

ン ソ ン， ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー ， トー マ

ス ・S・ モ ン ソ ン ， ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー ，

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン， ニ ー ル ・A・ マ

ッ ク ス ウ ェル ， マ リオ ン ・D・ ハ ン ク ス ， ビ

ク タ ー ・L・ ブ ラ ウ ン ， バ ー バ ラ ・B・ ス ミ

ス を 支 持 し て 下 さ る よ うに 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して

下 さ い 。 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の

意 を 表 わ し て 下 さ い 。

教 会 財 務 委 員 会 ， 委 員 と し て ウ『イル フ ォー

ド ・G・ エ ド リン グ， ハ ロル ド ・H・ ベ ネ ッ

ト， ウ エ ス トン ・E・ ハ ミル トン，デ ビ ッ ド ・

M・ ケ ネ デ ィー ， ウ ォ ー レ ン ・E・ ビ ュ ー を

支 持 し て 下 さ る よ う に 。

タ バ ナ ク ル 合 唱 団 ，団 長 と し て オー ク レ ー ・

S・ エ バ ン ズ を， 指 揮 者 と し て ジ ェ ラ ル ド ・

D・ オ タ リー を， 准 指 揮 者 と して ドナ ル ド ・

H・ リ プ リン ガ ー を， 主 任 オ ル ガ ニ ス ト と し

て ア レ ク サ ン ダ ー ・シ ュ ラ イ ナ ー を， オ ル ガ

ニ ス ト と し て ロバ ー ト ・カ ン デ ィ ッ ク，ロ イ ・

M・ ダ ー リー ， ジ ョン ・ロ ン グハ ー ス トを支

持 して 下 さ る よ うに 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て

下 さ い 。 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に その

意 を 表 わ して 下 さ い 。

.キ ン ボ ー ル 大 管 長
， 以 上 の 役 員 お よ び 教 会

幹 部 に 対 し て 全 会 一 致 の 支 持 が 得 られ た よ う

で す 。 た だ 今 新 た に 七 十 人 第 一 定 員 会 会 貝 に

召 さ れ た 兄 弟 た ち は 壇 上 に御 着 席 下 さ い 。

2階 席 か ら の 声 ：タ ナ ー 副 管 長 ， タナ ー 副

管 長!

タ ナ ー 副 管 長 ：私 で す か 。

2階 席 か ら の 声 ：私 の 反 対 の 挙 手 に お 気 づ

きに な り ませ ん で し た か 。

タ ナ ー 副 管 長 ：い い え 。 ど こ で す か 。

2階 席 か ら の 声 ：こ こ で す 。

タ ナ ー 副 管 長 ：あ あ ， あ な た で す か 。 申 し

訳 ご ざ い ませ ん 。 見 え ませ ん で し た 。 で は ，

こ の 会 が 終 り次 第 ヒ ン ク レー 長 老 の と こ ろ へ

行 っ て 下 さ る よ う お 願 い し ます 。



従順のもたらす祝福

この世でも来たるべさ世でも真の喜び と幸福を得るために従順について

学ぶ

十二使徒評議員会会員

デルバー ト・L・ ステイヴレー

兄 弟姉妹ならびに友人の皆様 私たちは本
当の喜：び と永遠に続 く幸福を得たいと望

んでいる。従 って，私たちはこれを共通の目

標 とすることができる。 そして， この目標 を

達成す る唯一 の方法は，神のすべての戒めに

対する従順 であることである。私たちは末 日

聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会員 として， 自

由意志 を用いて聖なる誓約 を交わ し，主の戒

めに従 うことを約束した。私 たちは，喜んで

主の戒めに従 うならば， 日の光栄の王国に住

むことができる。 しか し逆に，主の戒めに従

わなければ永遠の進歩はないのである。けれ

ども，主の戒めに従順であるとい っことは，

人にとって最 も難 しいチャレンジであるよう

に思われ る。

ある人々は，教会幹部 に従 うことや定めら

れた儀式 を受けるこ.とを， 自由意志が損われ

る行為であるかの ように考えて従お うとしな

い。ある人々は，「幸福 と言う性質に反する」

(ア ルマ41：11)状 態 を好んで選ぶ。また自

分 を抑制できない人々は， 自分の弱 さに固執

し，・「これが私の生 き方です」と両肩 をすぼめ

て自分の行ないを正 当化す る。

神や神の選ばれた僕に不 従順であるという

ことは，私たちが永遠の御父の子供であ り，

それ故完全かつ栄光に満ちた，聖 なる御方で

ある神 と御子イエス ・キ リス トのようになる

資質が与えられているという事実を無視する

ことである。時折私 たちは，従順は学ばなけ

ればな らないものであるとい うことを忘れて

しまう。神の生みたまい し独 り子，イエス ・

キ リス トでさえも，従順を学ばれたのである。

その結果，私たちの律法者 となり，主となら

れたのである。ヘブル書を読んでみ よう。

「彼は御子であられたにもかかわらず
，さ

まざまの苦 しみによって従順を学び，

そして全き者 とされたので，彼に飽憤であ

るすべての人に対 して，永遠の救いの源 とな

り……。」(ヘ ブル5：8，9)

私 たちはかつて主が歩 まれたと同じ道を現

在歩んでいる。主は私たちが主の道からそれ

た り，また迷 った りしないよう，その道沿いに

道標や警告板 を立てて，一 人一 人のためには

っ きりと道 を示 しておられる。しか し私たち

は， イエスのように従順 を学ばなければなら

ない。そのために私たちはこの世にいるので

あ る。 もし私たちが このζとを経験 しなけれ

ば，昇栄 に通 じる真の幸福 を見いだすことは

で きないであろう。

主 は私 たちが従順 を学べ るように，幾つか

の方法 を備 えて下さった。従って私たちはこ

れに従 う時に， 自分 自身を証明 し， この世 で

主の承認 と祝福 を受け，次の世 で主 と共に住

まう永遠の栄光 を受けることができるのであ

る。

先ず第一に，私たちはひとりで歩む ように

放 り出されてはいない。主は主の子供たちに

関するみこころを明 らかに し，主の蠣いの計

画 を示 してお られる。主の律法は，教会の標

準聖典，すなわち聖書， モルモン経，教義 と
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聖約，および高価 なる真珠にわか りやす く説

かれている。

予言者 ジョセブ ・ス ミスは次の ように教え 一

ている。

「私たちは先ず知 らな くては
，いかなる戒

め も守ることができない。 また私たちがすで

に受けている戒めに従わず，守 らないな らば，

今知 っている以上に知 りたい と，あるいはす

べてを知 りたい と望む ことはできない。」(7セα一

6勉η88(ゾ漉6Pγo加 θち1∂sθ助S忽 漉 「予言者ジ

ョセブ ・ス ミスの教 え」p.256)

また，聖典 の研究につ いて予言者は次のよ

うに教えている。「しばしば聖典・を読む人は，

そのこ とに無上の喜 び を感 じるであろう。」

(7セαo砺ηgs〔ゾ漉θP70帥6ち1∂s砂1z∫吻∫漉「予

言者ジ ョセブ ・ス ミスの教え」p.56)

聖典 には従順な子供たちに対する主の約束

が記されている。そして，主なる神は戒めを

与える時にはいつでも，従 う人々に大いなる

報いを与えると約束されている。聖書に次の

ようにある。

「もしあなたが
，あなたの神，主の声によ

く聞き従い，，わたしが， きょう，命 じるすべ

ての戒めを守 り行 うならば，あなたの神，主

はあなたを地の もろもろの国民の上 に立たせ

られるであろう。……

もし， あなたの神，主の戒め を守 り， その

道 を歩むならば，主は誓われたようにあなた

を立てて，その聖なる民 とされ るであろう。」

(申命28：1，9)

また，モルモン経には次のように記されて

いる。

「ごらん
，神がお前たちに要求なさるのは，

お前たちが神の命令に従 うこ とだけである。

それで，神は 『汝 らもし神の命令 を守らば地

に栄ゆべ し』 と言 う誓約 をお前たちに立てた

もうた。そして神 は一度 口に出 したことを変

えたまわないか ら，お前たちが神の命令を守

るならば必ずお前たちを祝福 して栄 えさせ た

もう。

ごらん，まず神はお前たちを造って命を与
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えた もった。それであるか らお前 たちは神 に

恩 を受けている。

次に，・神はその命令通 りに行 えとお前たち

に要求 をなさる。もしお前たちが神の命令通

りに行 うな らば，神はその従順 さをほめて直

ぐに祝福 を与 えてこれに.報いた もう。それで

あるか ら，お前たちは今でも神に恩 を受 けて

いるばか りか これか ら先 とこしえに恩を受け

ている。」(モ ーサヤ2：22-24)

次 は教義 と聖約からの引用であ る。

「汝らもし
， 日の栄の世界に一つ の所 を得

んことをわれに願わば，わが命じて汝 らに求

む るところを行 いてその備えを為さざるべか

らず。」(教 義 と聖約78：7)

「汝 らわが言うところを行 わば
，主なるわ

れ これに対 して責任 あり， され ど汝 らわが言

うところを行 わずば汝 ら何の約束を受けず。」

(教義 と聖約82：10)

最 後 に高価 なる真珠か らの引用である。

「而 して
， これによりて彼 らを試 し，何に

て もあれ，主 なる彼 らの神め命 じた まわんす

べてのこ とを彼 らが為すや否や を見ん。

而 して，最：初の位 を保つ者 は，更 に附け加

えられ，.最初 の位 を保 たざる者は，最初の位 を

保つ者 と同 じ王国にて栄 を得ることなか らん。

而 して，第二の位を保っ者は.，とこしえに栄

光 をその頭に附け加 えられん。」(ア ブラハム

3：25-26)

以上 の聖句に，戒めに従 う人々に大いなる

報いが約束されているこ とがはっき り述べ ら

れている。

従川頁を学ぶ第2の 方法は，生ける予言者や

その他任命 された教会指導者の勧告に従 うこ

とである。幸いに も私たちは，生け る予言者

がこの世 にいて私たちに勧告 を与 え，導いて

下さる時代に生 きている。天父は予言者 を通.

じてみこころを伝 えて下 さる。そして今後 も，

予言者が入々 を誤って導 くことを許 されない

であろう。神が召 される予言者の言葉の重要

性については，次のようにはっきり述べ られ

ている。



「この故に汝 ら教会員は
，彼が上 より受 く

るままに汝らに与 うる誠命 と彼の言葉 とを皆

心に とめてよく聞 き，わが前に全 く聖 き道を

履むべ きな り。

そは彼の言は，汝ら全 き忍耐 と信仰 とを以

て，あたか もわが口より聞 くが如 くにこれを

受け入るべ きなればなり。」(教 義 と聖約21：

4-5)

また，私たちが主の訓戒に注意を払 う時，

次の約束が果たされる。

「これ らの ことを為 さば，地獄の門も汝ら

に打勝たざるべ し。而 して，誠に主なる神 は

汝らの前 より暗闇の力 を追い払い，汝らの為

と神の御名の栄光のためにもろもろの天 をも

震い動か しめん。」(教 義 と聖約21：6)

さ らに主は，地方を管理する指導者 として

ステーキ部長や地方部長，および監督や支部

長を任命 された。大管長会は，1973年1月29

日付 の手紙で教会員に次のように忠告 を与え

ている。

「主は大人も子供 も含めてすべての教会員

が，霊的な指導者および物質面におけるカウ

ンセラーに相談できるよう，教会を組織 され

ました。 この人は，相談に来 る人々を個 人的

に親 しく知ってお り，問題 をかかえている会

員の状況や事情をよく知 っています。さらに

その地位に召 された時，聖任.によって，天父

か ら必要な識別の賜 を与えられています し，

主の霊感によってその人が最 も切実に求めて

いる勧告 を与 えることもできます。 この指導

者 もしくはカウンセラー とい うのは監督や支

部長のこ どです。もし監督や支部長が助けを

求め る必要があれば，ステーキ部長か伝道部

長の所へ行 きます。 さらにその兄弟たちは，

解決 を求める必要があれば，教会幹部に求め

るのです。」

この過程を踏んで も十分な問題解決が得ら

れない場合，私 たちはさらに次の勧告 を受け

るまで，私たちを管理 して くれる人々に従い，

彼 らを支持 しなければな らない。

第3は ，あらゆる事柄に対 して 自己鍛練す

ることによって従順 を学ぶ。私 たちが自分自

身を鍛練するひ とつの過程 は悔 い改めである。

「悔い改めこそ従川頁さに欠けていたかつての

生活の穴埋めをする方法なのである。」(スペン

サー ・W・ キンボール 「赦 しの奇跡」p.33)

私 た ちは， この世の生涯はすべての肉体の

欲求 を抑制できるか どうかを試される試しの

期間 として与 えられているというこ とを認識

しなければならない。肉体 につける習慣や行

ないの もた らす罪を霊界で悔い改めることは

難 しい。モルモン経の中でア ミュレクはこの

原則を強調 している。「ごらん，今こそあなた

たちの救われる時であって， しか もまたその

救いの 日である……。

現世は，人間が神に逢 う用意をしなくては

ならぬ時期である。……

……現世の生涯の光陰 を有益 に用いなかっ

たならば，後か ら夜のような暗やみの生涯が

やって きてそこへ入ったら何の働 きもできる

はずがない。

なぜならば，あなたたちが この世 を去 る時

あなたたちの肉体を離れ る霊は，永遠の来世

に於て再びあなたたちの身体に宿 る力を持っ

ているか らである。」(ア ルマ34：31-34)

私 たちはこの世 において自己鍛練をするか，

または怠惰な生活の代価 を来たるべ き世にお

いて支払 うかのいずれかである。

最後に，救い主 と同様に，苦 しむことによ

って従順 を学ぶ。過去，現在の神権時代の聖

徒たちに思いをはせ る時，彼らの人生が苦痛

迫害， また悩み を通 して磨 き上 げちれてきた

ことを知 ることができる。 ヨブは様々の苦 し

み を経験 したが，その試 しの最 中に次のよう

に語った。「しかし彼はわたしの歩む道を知っ

ておられる。彼がわた しを試み られるとき，

わた しは金の ように出て来るであろう。」(ヨ

ブ23：10)

ジ ョセブ ・ス ミスは絶望的な苦 しみの中で

「幼児がその父に従 うように
，主が負わせた

もうすべ てのことに喜んで服従」.(モーサヤ3

：19)す る者は苦 しみ を経験して聖徒になる
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とい っことを知ったのであった。

来るべき永遠の世において，私 たちは，天

父に心 を向けさせ るために試 しが与えられる

よう計画されていたことを知 るであろ う。ま

た私たちは耐えるように求め られる苦痛や苦

難を通 じて，経験 を得，進歩 し，完全に至 る

のである。

主はこの神権時代に，私たちが従順の度合

いに応 じて永遠の報いを受けることを明 らか

にされた。 日の光栄の律法に完全に従い，喜

んでキリス トの律法に従 うならば，私たちは

日の光栄 を受けるにふさわしい者 となるであ

ろう。 しか し日の光栄の律法に完全に従 わな

い人々のために，聖典に記されているように，

低い位の光栄が用意されているのである。

「……すなわちキリス トの律法によりて聖め

られざる者たちは別の王国，すなわち月の栄の

王国または星の栄の王国 をつがざるべか らず。

そは， 日の栄の王国の律法 に従 う能わ ざる

者は日の栄に堪 うる能わざればな り。」(教 義

と聖約88：21-22)

そ して， 日の光栄の王国の律法に完全に従

い，終 りまで耐え忍ぶ人々には，次のような

報いが約束 されている。

「御父はこれ らの者の手にすべてのものを

与 えたまい，

また，彼 らは御父の無上完全と御父の栄光

を受けたる祭司にして， また王 たるな り。」

(教義 と聖約76：55-56)

この ような素晴 らしい約束 を考える時に，

どうして天父の子供 たちが 自らの意志によっ

て，神の与えたもう最：上の ものでな く，劣っ

た ものを選ぶのか，理解 に苦 しむ。そこで，

日の光栄の王国の律法の基本である従順の律

法に対す る現在の自分の位置を評価す るとよ

いであろう。そうすると，私たちが 目標 とし

て選んだ王国が何の王国かが明らかになるで

あろう。

1.聖 典 を学び熟考することによって，神の

子供 たちに関す る神のみ こころを知 り戒

め を理解するように努めているか。
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2.

3.

4.

5.

6.

神 の生ける予言者の勧告に従 っているか。

自分の考えに合ったものだけを選び，，そ

の他 のものを無視 してはいないか。

自分や家族のことに関 して問題がある場

合，監督やステーキ部長に助言や忠告 を

求めているか。

肉体の欲求を自分の意見に従わせて， 自

分 自身を鍛練 しようと熱心に努めている

か。

過去あるいは現在の過 ちを悔い改め，ふ

さわしい行 ないによってそれを正す よう

にあらゆる努力をしているか。

試 しや難難，苦難に直面 して も，神 を信

ずる信仰 を保っているか。不満な思いを

持たずに苦 しみに耐 えているか。

慈悲深 く私たちに祝福 を与 えて下 さる神に

愛の気持 ちを持ってさえいれば，神の戒め を

守 ることは難 しいこ とではな い。救い主は

私たちに次の よ うに強 く望 んでお られ る。

「……わたしの くび きを負うて
，わたしに学

びなさい。そ うすれば，あなたがたの魂 に休

みが与えられるであろう。

わたしの くびきは負いやす く，わたしの荷

は軽いか らである。」(マ タイ12：29-30)

神 の戒めに快 く従 うことは，主に対す る信

仰 と愛の証 である。不従順な人々は 日の光栄

の王国を受け継 ぐこ とはできないのである。

教義 と聖約に次のように記されている。

「され ど見よ
。彼 らはわが彼 らに要求 した

さと

るところにお となしく従 うことを覚 らず して

あらゆる悪に満 ち，彼らの中の貧 しくして苦

しめる者たちに聖徒たるにふ さわしく物資 を
わか

頒たず。

日の栄の王国の律法の要求する和合一致に

従いて一致協力せず。

およそ 日の栄の王国の律法の諸原則によら

ずんば， シオンを建つ ること能わず。これに

よりて建てずば， シオンをわれに受け入るる

ことかなわざるなり。

されど， わが民の律法に従順なることを覚



こら

るまでは必ず これ を懲 しむるを要す。 もし必

ず要すれば，彼らの受 くることによ りて打ち

懲 しめ らるるな り。」(教 義 と聖約105：3-6)

聖典 を読み，神の予言者や教会の指導者 と

呼ばれるその他の人々の勧告 に心を留め， 自

分 自身を鍛練 し，信仰 をもって苦難に耐 える

時，私 たちは洗練 され，完全になるであろう。

予言者ジ ョセブ ・ス ミスがこの神権時代の

初期の聖徒 たちに宛てて書いた次に記す知恵

ある言葉に，私 たちが従えるように。

「従順の中に
，汚れのない純粋 な喜びと平

安がある6ま た神は私たちを幸福 にしたい と

思 ってお られる。……神 は御 自身の意図して

お られ るその幸福 をもたらさないような儀式

を定めた り，戒め を与えたりは決 してなさら

ない。 また神の律法 と儀式 を受け入れる者に

最 も大いなる善 と栄光 をもたらさないような

儀式や戒めは，決 して与 えられないであろう。

(研s'oη(～々加C肱z漉 「教会歴史」5：135)

この神権時代の最初の予言者は，「主から命

じられたら，それを行なう.」 という鉄則の下

に生活 していた。これが私たち一人一人のモ

ッ トー とな り，習慣 となるようにへ りくだ り

祈 るものである。イエス ・キ・リス トのみ名に

より申し上げる。アーメン。

支持 の挙 手 を求 め るN・ エ ル ドン ・タナ ー第 一 副 管 長
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神の思いと人問の思い

人間の教え と，主が予言者を通 して啓示さ'れた真理の相違

十二使徒評議員会会員

リグラン ド・リチャーズ

兄 弟姉妹の皆様にお会い」・こうして皆様
の前でお話で きることを心か ら喜 んでい

る。私のきょうの話の主題は， コリン ト人へ

の第一の手紙の第2章 に記 されている使徒パ

ウロの言葉 である。パウロはそこで，神の思

いは神のみたまに よって理解 され，人間の思

いは人間の霊によって理解 されると述べてい

る(1コ リン ト2：11参 照)。

また，「生れながらの人は，神の御霊の賜物

を受けいれない。 それは彼には愚かな ものだ

か らである」(1コ リン ト2：14)と も述べて

いる。この国(合 衆国)に1千 に及ぶ教会が

存在す る理由はここにあると，私は思 う。な

ぜなら，御父の聖なる予言者 を通 して与えら

れている神の思いは，人間の知恵では理解で

きないからである。パ ウロが言っているよう

に，それは彼 らには愚かなものだからである。

ここで思い出されるのは予言者 イザヤの言

葉である。イザヤは次の ように語 っ七いる。

「これは彼らが律法にそむ き
，儀式 を変え，

とこしえの契約 を破ったからだ。

それゆえ，のろいは地 をのみつ くし，そこ

に住む者はその罪に苦 しみ， また地の民は焼

かれて，わずかの者が残される。」(欽 定訳イ

ザヤ24：5-6)

イザヤはこれ ら人の教えに従う数 多くの教

会 を心に留めていたに違いない。彼が次のよ

うに語っているのは， まさにその ことが頭に

あったか らにほか ならない。

「主は言われた
，『この民は口をもってわた

しに近づ き， くちびるをもってわた しを敬 う

けれども，その心 はわたしか ら遠 く離れ，彼

らのわたしをか しこみ恐れるのは，そらで覚

えた人の戒めによるのである。

それゆえ，見 よ，わたしはこの民に，再び

驚 くべ きわ ざを行 う， それは不思議な驚 くべ

きわざである。彼 らの うちの賢い人め知 恵は

滅び，さとい人の知識は隠される』。」(イザヤ

29：13-14)

さて ここで，人の道 と人の教えと，主が聖

なる予言者 を通 して明 らかにされた真理 との

間にあ るい くつかの相違につ いてお話 したい

と思 う。最初に，「三位一体説」について考 え

てみたい。予 言者ジョセブが示現 を見た当時，

キ リス ト教世 界は体 もな く感覚 もなく感情 も

ない神 を信 じていた。神には目が ないので見

ることができない，耳がないので聞けない，

口がないので話せ ない， というのである。モ

ーセはこの ような状態が支配的になることを

知 っていた。イス ラエルの子 らを約束の地に

導いて行った時，モーセは，彼 らはその所で

長 く命 を保つことができず， 国々に散 らされ

るであろう，そして人が手で作った，見るこ

とも，聞 くことも，食べ ることも，か ぐこ と

もない神々を崇拝するであ ろう， と語 ってい

る(申 命4：26-28参 照)。 ジ ョセブ ・スミス

が示現 を受けた当時のキ リス ト教世界が崇拝

していたのは， まさし くモーセが予言 した神

であった。 しかしその後でモーセは，後の 日

(今 の時代)に なって彼らが神 を求めるなら
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ば，神に会 うであろ うと述べ ている(申 命4：

29参 照)。 そ.してジョセブ・ス ミスは神を求め，

神に まみえたのである。

予言者ジ ョセブが合衆 国大統領を訪問した

時の ことであった。大統領か らこの末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会 と他の教会 との違 いは

何か と問われて，予言者は 「私 たちには聖霊

があります」 と答 えたという。聖霊 を受 ける

者は，永遠の父なる神 とその御子イエス ・キ

リス トの指示の下に働き， 人の道に頼 らない。

しか しパウロが指摘 しているように，神の道

はそれ を理解できない人に とって は愚かなも

のである。

神についてのその概念 と予言者ジ ョセブの

経験を比較 しでみよう。少年ジ ョセブは，「あ

なたがた のうち，知恵に不足 している者があ

れば，そ の入は， とがめ もせずに惜 しみな く

すべ ての 人に与える神に，願い求めるがよい」

(ヤコブ1：5)と い う使徒ヤ コブの勧めに従

い，森に入って祈 りを捧げた。す ると彼の祈

りに応えて，天から太陽に も増 して輝 く一筋

の光の柱が降 りてきた。そ して， その光の中

にふ たりの御方，すなわち御父 と御子が立 っ

ておられ るの を見た。御父はジョセブに，「こ

はわが愛子な り，彼に聞け」(ジ ョセブ・ス ミ

ス2：17)と 言 われた。

する と，すべての個人および団体に正邪の

判決 を下 され る世の救い主は， ジョセブに何

を知 りたいのか と声をかけられた。そこでジ

ョセブは自分は どの教会に入った らよいか を

尋 ねた。.救い主はそれに答えて，いずれの教

会にも加わってはな ら.ない，彼らは人の戒め

を教 えとして教えている， と言われた。今 日

合衆国内だけで千 を越える教会があるのは，

彼 らが啓示によらず人の戒めに従 っているか

らである。

次に，教 えの違 いについて少 し考えてみた

い。彼 らは多くの儀式を変えている。そのひ ・

とつの例 は， イエスがバプテスマの ヨハネか

ら受 けた時のようなバプテスマ を行なってい

な～・とレ}うこと.である。イエスはヨハネと共

に ヨルダン川に入 り， ヨハ ネか らバプテスマ

をお受けになった。そして水か ら上がられ た。

使徒パウロは，「主は一つ，信仰は一っ，バプ

テスマは一つ」(エ ペ ソ4：5)で あ ると述べ

ている。 これが真実であるならば，だれ もが，

ヨルダン川で水に沈められるバ プテ.スマをお

.受けになった救 い主の模範に従 いたいと思 う

であろう。

今 日，水 をふ りかけるだけの幼児の洗礼が

行なわれてい るが， これは子供の意志による

のではな く親の意志によるものである。バ ト

モス島に流刑に処せ られたヨハネは，死んで

いた者が，大いなる者 も小 さき者も共に神の

前に立ってその業に応 じ， また書物に書かれ

ていることに従って裁かれる大いなる日を見

た(黙 示20：12参 照)。 幼児が 自らの意志によ

ってバプテスマを受けているとは考 えられな

い。幼児に洗礼 を受けさせているのは親の意

志なのである。

人々が幼な子 らをイエスのみもとに連れて

きた時，使徒 たちは彼 らをたしなめた。それ

を見 てイエスは使徒 たちに言われた。「幼な子

らをわた しの所に来るままにしておきなさい。

止め てはならない。神の国はこのような者の

国である。」(マ ル コ10：14)そ して幼な子ら

を抱き，祝福 された。私 たちは人の思いでは

な く神の思い を理解 した時に，これが主の教

会の方法であることがわかる。人間の考 えで

は少 しの水をふ りかけるだけであるが，それ

はバプテスマではない。

イエスは復活 した後，使徒 たちを全世 界に

遣わ した。その時彼 らに，すべての民に福音

を宣べ伝 えるように告げ，次のように言われ

た。「信 じてバプテスマを受け る者は救われる。

しか し，不信仰の者は罪に定められる。.」(マ

ルコ16：16)信 仰 について知 らない幼児期に

バプテスマ を受けても，子供はその意味 を理

解す ることができない。主が幼な子 らを抱い

たのは， そのことをよく承知 して.おられたか

らである。

モルモン経の中に予言者モルモンが息子の
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モロナイに宛てた手紙に次のよ うに記 されて

いる。その一部を読んでみたい。
「私はお前たちが幼児にバプテスマ を施す

はなはだ ちょうろう

ことはか えって甚 しく神を嘲弄 しているだけ

であることを知 っている。

そして，幼児はバプテスマ を受けな くては

なら・ぬ と言 う者はキリス トの憐み を拒み， キ

リス トの身代 りの磧 罪と救 いの効果 とを否定

する者である。」(モ ロナイ8：9，20)

私は，幼児に洗礼を施す(幼 児のバプテス

マ〉 という考えはアダム とイブの罪を洗い流

す というところか らきていると思 う。 しか し，

使徒パウロは 「アダムにあってすべての人が

死んでいるのと同じように，キ リス トにあっ

てすべての人が生かされるのである」(1コ リ

ント15：22)と 言 っている。 もしこの言葉が

真実でないとしたら， 主はアダム とイブの原

罪を取 り去 らずに，アダムの犯 した数々の罪

を貝費い得 たであろうか。そこで彼 らは律法 を

変え，儀式を変 えたのである。

彼 らは現在，予言者 も使徒 も必要ない，す

べては終わった，予言 も終わってしまった，

と信 じている。 しか し，アモスはこう語って

いる。「まことに主なる神はその しもべ である

預言者にその隠れた事 を示さないでは，何事

をもなされない。」(ア モス3：7)

この世に主の民がいる時に，主は御 自分 の

みこころを明 らかにし，指示 を伝 える予言者

をおかずにそのままに しておかれたことはこ

れまで一度 もない。

次に使徒パウロは，主は聖徒たちをととの

えて(奉 仕の業 を通 して達成で きる)， 奉仕 の

業(伝 道プログラム)を させ， キリス トのか

らだを建てさせ(補 助組織 ホームテ ィーチ

ング，神権組織で教 えること)，私たちすべて

の者が信仰の一致に到達できるように，使徒

や予言者，伝道者，牧師，教師 を主の教会に

お立てになった， と述べ ている(エ ペ ソ4：

11-13参 照)。

私たちは まだ信仰の一致 に到達 していない，

それなのに，私たちに信仰の一致 を得 させ る
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ために主が任 じられた器 を廃止して， どうし

てその一致への到達を望め るであろっか。パ

ウロは続けて次のよう.に言っている。「こうし

て，わたしたちはもはや子供ではないので，

だまし惑わす策略 により，……様々な教の風

に吹 きまわされた り， もてあそばれた りす る

ことが あってはな らない。」(エ ペソ4：14)

この ような状態に陥 るとした ら，それは，

私たち.が神の聖なる予言者の指導に従 わず，

人の教えに従 った時である。

私たちはラジオやテレビで説教者が，「イエ

スのもとに来なさい。イエスを認めなさい。

そ して，イエス をあなたのただひとりの救 い

主であ ると告 白しなさい。そうすれば救われ

るでしょう」 と呼びかけている声 を耳 にする。

しかし，それは正 しい道への第一歩にす ぎな

いことを少 しも理解 していない。その理由を

イエスは次のように述べておられる。.

「わたしにむかって 『主よ
，主 よ』 という

者が，みな天国にはいるのではな く， ただ，

天にいますわが父の御 旨を行 う者だけが，は

いるのである。

その 日には， 多くの者が，わたしにむか っ

て 『主 よ，主よ， わた したちはあなたの名に

よって預言 したではあ りませんか。 また， あ

なたの名に よって悪霊 を追い出し，あなたの

名によって 多くの力あるわ ざを行 ったではあ

りませんか』 と言 うであろう。

その とき，わた しは彼らには っき り， こう

言お う，『あなたがた を全 く知 らない。不法を

働 く者 どもよ，行って しまえ』。」(マ タイ7：

21-23) 、

言 い換えれば，彼らはイエスが据 えられた

教会の土台 と，主の教会の会員に伴 う責任 を

変えてしまったのである。私たちのなすべ き

ことが救い主へ の信仰 を告 白す ることだけで

ある とすれば， タラン トのた とえ話は一体 ど

う解 釈したらよいのだ ろうか。御存知 のよう

に，主 人はある者には5タ ラン ト，ある者に

は2タ ラン ト，ある者には1タ ラン トを与え

られた。それか らしばらくたって主 人は帰 っ



て来 られた。そ して，僕たち と一緒に計算 し

た。5タ ラン ト渡された者はほかに5タ ラン

ト，2タ ラン ト渡された者はほかに2タ ラン

ト，それぞれもうけていた。そこで，主人は

彼 らにこう言った。「良い忠実な僕よ，よ くや

った。あなたはわずかなものに忠実であった

か ら， 多くの ものを管理 させ よう。主人と一

緒に喜んで くれ。」(マ タイ25：21，23)

とこ ろが，1タ ラン ト渡された者は行 って

地の中に隠しておいた。そしてこ っ言った。

「わた しはあなたが， まか ない所か ら刈 り，

散 らさない所か ら集め る酷な人であることを

承知 していました。

そこで恐ろしさのあ まり，行 って，あなた

のタラン トを地の中に隠 しておきました。ご

らんください。ここにあなたのお金が ござい

ます。」(マ タイ25：24-25)

す る と，主人は彼に対 してこっ言った。

「さあ
，そのタラン トをこの者から取 り上

げて，十 タラン ト持っている者にや りなさい。

おお よそ，持っている人は与えられて，い

よいよ豊かになるが，持っていない人は，持

っているものまで も取 り上げられ るであろう。

ここの役 に立たない僕 を外の暗い所に追い出

すがよい。彼は， そこで泣 き叫んだ り，歯が

み をした りするであろう。」(マ タイ25：28-

30)

この聖句か ら見る限 り，私たちのなすべき

ことは単に信仰 を告 白することだけではない

ように思われる。使徒ヤコブは，悪霊たちで

さえイエスが救い主であることを知 っている，

しか し彼 らは罪を犯 した， と述べている(ヤ

コブ2：19参 照)。 また，行 ないを伴わない信

仰はむなしいとも言っている。(ヤ コブ2：20

参 照)

ヨハネは大地が巻 き物のように巻かれる最

後の場面を見た。そして新 しい天 と新 しい地

があ り，死んでいた者が，大いなる者 も小 さ

き者 も共に神のみ前に立 ってい るのを見た。

さらに，数々の書物が開かれ，すべての人が

各々の行ないに応 じ，それ らの書物に書かれ

ていることに従って裁かれるのを見た。信仰

だけ を裁 きの対象としたのではなかった(黙

示20：12参 照)。主の教会の会員にとって，行

ないは欠かせ ないのである。

このほかにも多 くの相違点があるが，時間

の都合上，あ とひ とつだけ申し上げたい。救

い主が 「あなたはきょう， わたしと一緒にパ

ラダイスにいるであろ う」(ル カ23：43)と 言

われたことか ら，世の人々は，十字架にかけ

られた盗人が救い主 と共に天に昇ったと信 じ

ていた。人間の知 恵で物事を解釈するこの世

の人々は，盗人が天に昇 ったと思ったのであ

る。 ところが神の真理に照 らせば，彼は，福

音 を宣べ伝 える場所 として救 い主が備えられ

たパラダイスへ行ったにす ぎないのである。

盗人はそこで福音 を受け入れるならば，聖め

られ腰われた主の民 と共に立てるのである。

相違点は数 多くある。研究すれば，パウロ

の言った， 人間の思いは人間の霊以外に知る

ものはない， それ と同 じように神 の思い も神

のみたま以外には知るものはない，「生れなが

らの人は，神の御霊 を受けいれない。それは

彼には愚かなものだからである」(1コ リント

2：11-14参 照)と い う言葉の意味を理解で

きるであろう。主の助 けによって私たちすべ

ての者がパウロの述べ たこの真理 を理解 し，

生ける予言者の指導に従 うことができるよう

に，主イエス ・キリス トのみ名によりへ りく

だ りお祈 り申し上げる。アーメン。

☆ .☆
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人生の旅路で

人生で最も麗 しいことは，愛する入々に愛を示 し，一緒に過 ごすことで

ある'

七十人第一定員会会長

ボール ・H・ ダン

七+入 第一韻 会会長会を.代表して・新た
に召された3入 の兄弟たちを私 たちの定

員会に歓迎 したい。

各地の教会 を訪問 して多 くのチ ャレンジを

目にす る時， またこの大会やその他の集会で

語 られ る話をよく注意 して聴 く時，大管長が

行方の知 らない人々や今教会 を休んでいる人

人に関心 を寄せてお られることが よくわか る。

キンボール大管長は以前に非常に大切な言葉

を残 しておられる。非常に大切 な言葉である

ので，ここで引用 したいと思 う。「予防は救済

にはるかに まさる。」 これがその言葉である。

この違いがおわか りいただけるであろうか。

予防は救済にはるかにまさるのである。ヤ ン

グアダル ト，結婚 したばか りの若い夫婦，な

らびに，青少年の皆さん，是非この言葉 を書

き留めておいてほしい。..一

娘たちがまだ子供の頃，私たち家族はよ く

車で旅行 した。その時，娘 たちは 「パパ，い

つ着 くの」「どれ位かかるの」とよく言ったも

のであった。 これは，私たち大人がす る質問

と非常 によく似 てい る。私 た ちは，学 業 を

終えた，良い仕事に就いた，ある一定の収入

を確保できるようになった，子供が生 まれた，

借金の返済 を終 えた，病気が直った，新車を

買った，いやな仕事が終わった，停年退職 を

した，すべての責任か ら解放 された， など一

定の目的地に到着す るとうれしいものである。

私は父か らよ く，人生は旅 であってキャン

プではないと教 えられた。父は，袈 に多 くの

人々が キャンプをしていると言っていた。私

はすべての人に，特に青少年や結婚 したばか

りの若 い夫婦に，入生 を全体 としてとらえ，

その興味深 い事柄に満ちた旅 を楽 しむように

お勧め したい。

私は，若 くして未亡人 となった祖母 の引っ

越しの時のことを思い出す。結婚 を間近に し

た孫娘が祖母 を助けて丁寧に食器類や色あせ

たタオルの箱詰め をしていた時だった。祖母

は 「あそこのすみに ミシンがあるでしょう」

と言 うと，次のような話をした。「あなたのお

じいさんはね，夕方家に帰 って くるといつ も

帽子 を脱いであの上に置いたの。.おばあちゃ

んは， そのことでいつ もお じいさんのことを

叱っていたわ。『ちゃん.と帽子かけにかけて下

さいって言っておいたで しょう。それなのに

どうしてそ うして下さらないの』って。とこ

ろがある日突然，肺炎を起.こ.して亡 くなって

しまったの。4入 の子供 と私を残 して。それ

からというもの，おばあちゃんは何度，お じ

いさんが ミシンの上に帽子 を置 く姿を見たい

と思ってきたことかわか らないわ。」

今お話 した私の祖母のように，私たちも往

往 にしてささいなことで眼を曇らせているこ

とがある。つ まらないことであ くせ く動 き回

ったり，∫教会の内外を問わず， これ といった

.目的 もない集会に度々出席 している
。 ま.た，

無意識 にしたこ とや 小 さな過 ち，取 る.に足

ち ないことで最愛の人々にうるさく小言を言

うことがある。愛する人々 と過 ごすまた とな
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い時聞 を大切にせず， あら捜 しをしては小言

を言ってい る。夫や妻，子供に対 してどれだ

け多 くの人が 「どうしてそんなことができな

いの」 とか，「なぜ そうしないの」，「いつ か

時間のある時に……」 と言っていることだろ

う。

末娘が先月大学に入学 したこ とにより，私

たちは彼女 との18年 間の生活 を終えることに

なった。18年 間の生活はどこに行ってしまっ

たのだろうか。楽 しく笑い合った歳月はどう

なったのだろうか。娘がいな くなった最初の

夜，私は彼女の部屋へ行 き， レコー ドプレー

ヤー をじっと眺めた。そして， いつも，娘に

向か ってただ機械的に，「音を小さくして くれ

ないかね」 と言っていたこ とを思い出した。

同時にまた， これか ら先一緒に音楽を聞きた

いと思 う時が何度 もあるだろうと思った。娘

との間に数 多 くの味 わい深 い，素晴らしい思

い出があることを感謝 している。

また，娘のジャネ ットは今病院のベ ッ ドで

横になっている。娘 も私たちも，.分かち合お

うとしている瞬聞が どんなに素晴 らしい瞬間

であるか をよ く承知 している。 ジャネ ットは

私たち夫婦の信仰であ り心である。

私たちは愛する人々が どんなに大切 である

かを知 っていなが ら，なぜ こうしたひ ととき

をたまにしか持 たないのだろうか。なぜ私た

ちは 自分 と最 も近い聞柄にある人々のあら捜

しをした り， 口やかましく言った りするのだ

ろうか。ぞうす ることに一体価値があるのだ

ろ うか。C・S・ ルイスはこう忠告 している。

「気をつけなさい。卵 を割 るのは簡単だが，オム

レツを作 るのはむずか しいから。」(甜6加 鷹

LEoα η∫'Qκo'6Booん 「リチャー ド・L・ エバ

ンズ引用集」，p.169)

私 た ちは皆，息つ く間 もない忙しい生活の

中で立 ち止まって考 えてみ る必要があるだろ

う。多 くの集会のさなかにあっても。

私は，主が私たちに大切 な集会のあるこ と

を教えて下 さっていることに感謝 している。

しか し，十分な計画もなしに正 しい手順 を経

ないで行なわれている集会 もあ る。私たちは

集会中も，責任 を果たしている時も，現実を

見つめなければならない。笑った時の目じり

のしわ，頭髪に光を浴びた時の首のか しげ具

合，ユーモアの味，これらを覚えてお く必要

があ る。物事が うまく運んでいる時には，一

歩さが って現状 をはっきりさせる必要がある

か もしれない。なぜ今 この ことをしているの

か，また自分の愛すべ き人々をどれほど愛 し

ているか をいつ も忘れてはな らない。

ひ とりの若い母親が非常に大切 な集会に遅

れそ うであわてていた。急いで部屋を出て行

こっとした彼女 に，3歳 の娘が呼 びかけた。

「マ マ
， マ マ 。」

母親は，「ママ，今忙 しいの」 と答えた。

「ママ
，お話があるの。」

「あ とでね
。」母親は言った。

「ママ」幼い娘はもう一度ねだった
。

「うる.さいわね，何なの?」

「うん
，ママが好 きって言いたかっただけ。」

一生はあっという問に過 ぎ去って行 く
。つ

いこの前 まで私 たちは若かった。そして今は

年考いている。時は大急ぎで飛び去って行 く。

私たちにそれを止めるこ とはで きない。18歳

か ら28歳 ，48歳 ，やがて白髪の老入となる。

そうだとすれば，最愛の人々に口うるさく小

言 を言った り不平 を言ったりしている暇があ

.るだろうか。 もしその ような時間があると思

っな ら，それは愚かなことである。 たとえあ

った としても， ほんの一瞬立ち止まって花の

香 りをか ぐくらいの時間しかないはずである。

ジュ リア ・ワー ド・ハ ウは，かつてある上.

院 議員に次のよ うに言った。「ある特別な方の

ことで是非 ともご援助 をお願い したいのです

が」

すると， その上院議員はこう答えた。「ジュ

リア，私は とても忙 しいんだよ。 これ以上人

のことに牟かわっちゃいられないね。ゴ

そこでジュ リア1ま言った。「それは素晴らし

いわ。神様だってまだそのレベル まで到達し

ていらっしゃらないんです もの。」(「リチャード・
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エバ ンズ引用集」p 。165)

まず個人，親戚，愛する人々に関心 を持ち

なさい。このほかに大切なことがあるだろ う

か。だれであって も， まず何 よりも人々のこ

とをお考えになる主以上に 自分は忙 しいと考

えてはならない。

ある夜，私 は遠 くで開かれた大会か ら飛行

機で帰 って きた。3日 しか家 を空けなかった

が，空港の灯がぼんや り見えて きた時には，

家族に会えるとい う喜 びで胸が一杯になった。

そして自分がまるで宇宙か ら帰還する偉大な

英雄の ように思えた。ではなぜ私はそのよう

に胸がはずんだのだろ うか。それは，家族の

もとに帰ってきたか らである。家族を残 して

旅 をす ること，子供 を大学にやること，ある

いは夫 との死別， これ らのことを思 うと，愛

する人々や友人と共に過 ごす時が どんなに楽

しいものであるかが よくわか るのではないだ

ろうか。しか も，その時問は，時の流れか ら見

れば どんなに短いことカ㌔ 今お話したような

ことを考えるならば，一緒に過ごすこ との素

晴らしさに気づいて，ささいな欠点に小言を

言わな くなるのではないだろっか。

「いつ着 くの?」 ， 「どれ 位かか るの?」 ，

「パパ
，あとどれ位かかるの?」 じっ として

いられない子供たちは， よくこのよっに言っ。

大人でさえも人生の苦難に直面 した時は，「い

つ終わるのだろうか」 と言 う。私 たちは皆，

生涯 を終える前に，愛する人々に愛 を示 し，

一緒に過ごすこと以.Lに 素晴らしいものはな

いとい うこ とをよく認識す るようにしようで

はないか。

キンボール大管長の言われた， 「予防 は救

済にはるかにまさる」 という言葉 を心に留め

ていただきたい。主の知恵 をたまわ り，人生

が素晴 らしい旅であることを理解 できるよう

に。またその旅路 を心ゆ くまで楽 しむことが

できるように願 うものである。イエ ス ・キリ

ス トの聖なるみ名によ り証 申し上げる。アー

メン。
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教会史上に残る特別な 日

「1974年4月4日 以降
，事 はまさ'しく一 変 した 。私 たち はも はや，怠惰

に身を任せ て安穏 と した 日々を送る ことはでさな い 。」

七十人第一定員会会員

W・ グラン ト・バンガーター

愛 する兄弟姉妹の皆様 まず皆様に・ブラ
ジルの聖徒か らの愛 をお伝えし， また，

サ ンパ ウロの新 しい神殿が間もな く完成する

予定であることを御報告 したい。

私は今，教会 史上 に残 るある特別な 日のこ

とを考 えている。今 を去 る3年 前の1974年4

月4日 に起 こったひ とつの出来事は，私たち

の証 を大いに強め，福音の発展 を促すこ とと

なうた。歴史をつづ る人々が，この出来事 を正

しく記録 しているこ とを願っている。

それは，1973年12月26日 に始 まる、この 日，

ハ ロル ド・B・ リー大管長が急逝された。全

く予期せ ぬ出来事であった。過去 四半世紀以

上の間，教会員たちは，ハロル ド・B・ リー

長老が大管長になるの を待 ち望んでいたこと

を思い起 こしていただきたい。人々は，彼が

いつか大管長になるであろうと考えていた。

その理由のひ とつ として挙げられるのは，彼

がデ ビッ ド・0・ マ ッケイ長老，ジ ョセブ ・

フィールディング ・ス ミス長老 とい う指導者

に次 ぐ先任順位 にあ りなが ら，比較的若かっ

たことである。しか し一番の理由は，ハ ロル

ド・B・ リー長老が非常に傑出した人物 であ

ったことである。教会福祉および神権プログ

ラムにおける指導力，意志の強 さ，賢明な判

断力，入々はこぞって， これらの特質 を具 え

た リー長老の言葉に耳を傾 け，その感化力 と

助言に敬意 を表 していた。また人並みはずれ

た霊性 を具えた リー長老 を，教会員は偉人 と

して仰 ぎ見ていたのである。彼にはまた，数

限 りない人々を個人的な友 とする卓越 した能

力があった。そのために， リー長老が大管長

になった時，20年 間は リー大管長の管理が続

くであろ うと期待されたものである。

しか し突然に彼は亡 くなった。大管長に召

されてわずか1年 半後の ことである。長寿 を

完 うせずに亡 くなった大管長は，予言者ジョ

セブ ・ス ミス以来初めてである。深い悲しみ

と懸念の中で，動揺する人々の心にある疑問

が浮かんだ。イ りノイ州カーセージの牢獄で

ジ ョセブ ・ス ミスが殉教 した時に，人々の心

をよぎったと同じ疑問であ る。「私 たちはこ

れか らどうすればよいのだろう。予言者な し

でどの・よりにや って行けばよいのだうりか。

私たちの偉大な指導者は亡 くなってしまった。

この非常時に教会は存続で きるのだろうか」

と。

もちろん私たちは教会が存続す ることを知

っていた。しかし全 く同 じ状態では存続でき

ない とい うことも知 っていた。私たちは，ス

ペ ンサー ・W・ キンボール長老が大管長に召

される時が来るであろうとは予期 していなか

った。ハロル ド・B・ リー大管長が具えてい

た と同じ指導力をキンボール大管長に期待 し

たこともなかった。しか し必要であれば，次

の偉大な指導者が現 われるまで何 とか運営 し

てい くだろ うということは知っていたが，容

易ではなかろうと思った。 ましてや今 までの

状態がそのまま続 くとは思えなかった。「主 よ，

ど うぞ，キンボール大管長 を祝福 して下さい。
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彼にはあなたの助けが必要です。」悲 しみに沈

んだ当時の末 日聖徒のだれ もが， このように

.祈
ったことであろう。

さて，1974年4月4日 に話 を戻そ う。その

朝，すべての教会幹部 と地 区代表， および世

界各地か ら集 まったその他の指導者が1教 会

本部 ビルに会 した。そして，過去7.年 .間定期

的に指導 を受けてきたように，私たちは再び

教えを受けたのであった。 それまでは毎回バ

ロル ド・B・ リー大管長が私たちの進むべ き

道を示し，進軍ラッパ を高 らかに吹 き鳴ち し

てきたが，今や その人はいない。私たちは皆，

彼のいないことで心に空虚な ものを感 じてい

た。再び私たちの胸に疑問が湧いてきた。「偉

大な指導者 なしに，私たちは今後どのように

進めばよいのだろうか。キンボール大管長 は

この空しさをどのように満たす ことができる

であろうか。」「主よ， どうぞキンボー ル大管

長 を祝福 して下 さ吟。」私 た ちは再 び こう祈

らずにはいられなか った。

こうしてキンボール大管長が，その会場 に

集まっている指導者に話す時間になった。大

管長は話の冒頭で， 自分がこの職に召 され る

などとは夢想だにしていなかったこと，また

私たちと同様 リー大管長に対する哀惜 を覚え

ていることを述べた。続いて，過去数年間に

リー大管長か ら与え られた数多 くの指示事項

を繰 り返 した。その間も私たちはキ・ンボール

大管長のために祈 り続けていた。

このようにして大管長は語 り続けた。しか

し間もな く，その場に集った人々の眼前に急

に新 しい視野が開かれたように思われた。私

たちは非常に強 くみた まの訪れ を感 じたので

あった。これまでの集会 とは違 う特別 な力強

い言葉に一心に耳を傾 けている自分に気づ い

た。その霊感あふれ る言葉 に，私たちの全身

が緊張 し始めた。耳に飛び込んで来るひ とつ

ひとつの素晴らしい言葉に，私 たちは驚嘆 し，

心の震えを抑えることができなかった。新た

な気持ちを味わった私たちは， キンボール大

管長が霊の窓 を開 き，永遠の計画 を一緒に見
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る よう私たちを招いているの がわか った。そ

れはあたか も大管長が，全能者の 目的をおお

い隠 している幕 を開けて，福音の行 く末 と福

音の業に関するビジ ョンを一緒に見 るように

と，私たちを招 いているかのようであった。

その会 に出席 した人々は，あの素晴らしい

経験 を決 して忘れないであろ う。その後， あ

の日のキンボール大管長の話を読み返すこと

はめったにないが，私は話のほとん どを空で

言 りことができる。そのように大管長の語っ

た事柄は私の心に鮮明に焼 きつい七 いる。

主 のみたまが キンボール大管長に下 り，彼

を通 して私たちも触知 し得るほ どにみたまを

感 じ，感動 と衝撃を覚 えたのである。大管長

は私たちの前に栄えあるビジョンを明らかに

した。まず，救い主の時代 に使徒たちによっ

て展開された伝道活動について， またジョセ

ブ ・ス ミスの時代の使徒に同じ使命が授けら

れたいきさつについて話 した。 またこれらの

人々が信仰 と献身に徹する心構 えで出て行 き，

大いなる力をその身にま とって，地の果て ま

でも福音を宣べ伝えたこ とを明 らかに した。

そしてその働 きは，現代の教会のそれよりも

ある面では るかに偉大であった と語った。大

管長はまた， 当時の教会員は主が望んでおら

れる程 に信仰深い生活を送 っていないことと，

また私 たちがある程度 そうした状態に安穏 と

し，満 足さえしていることを指摘 した。続い

てキンボール大管長は，かの有名な 「歩み を

速めなさい」 というスローガンを発表 した。

しか し今でもすべての教会貝がこの意味 を十

分に理解 しているかどうかは疑わしい。これ

をもっと砕いてい うと，「いざ出で行 こう」，

「前進 しよう」 という意味であると思 う
。

キンボール大管長はほかにも次のように述

べ た。「私 たちは全世 界に出て行かなければな

らない。」「すべての青年は伝道に行 くべ きで

ある。」「新 たな国々に門戸 を開 く。」「メキシ

コ，南米， 日本， イギ リスおよび ヨー ロッパ

か ら宣教師を送 り出す。」 これまで以上の画期

的かつ重大な新 しいビジョンであった。



このメッセー ジを聞いた私 はこ う思った。

「今後大管長は
，外国に出向いて福音を宣べ

伝 えるよう，いつ私 たちを召されるか も知 れ

ない」 と。それか ら6ヵ 月もたたないうちに

まさにこの目的のために， 自分がポル トガル

に召され ようとは，考え も及ばぬことであっ

た。

キンボール大管長は，その ような特別 な力

をもっ.て1時 間10分 語 り続けた。その内容は

すべて，それ までの私の経験の中で類 を見な

いものであった。その時私は，それが1844年

8月8日 の出来事に似ていることに気づ いた。

予言者ジョセブ ・ス ミスの死んだ後，ブ リガ

ム ・ヤングが ノーブーの聖徒たちに語った時

のことである。ピッツバーグで背教 の徒 とな

ったシ ドニー ・リグ ドンは，教会 を手に入れ

ようと戻 って来た。 ところがそれ を受けて立

ったブ リガム ・ヤ ングは，大勢の前 でジ ョセ

ブ ・ス ミスの姿に変貌し， ジョセブの声で語

り出したのである。この事実については，そ

の場にいた多 くの人々が証 している。 これは

教会歴史における決定的な出来事であった。

そして，1974年4月4日 にもこれに等 しい出

来事が起 こったのである。

キンボール大管長 が話を終えると，エズラ・

タフ ト・ベ ンソン十二使徒評議員会会長が立

ち上が り，感動のあま りに声を詰まらせなが

らこう語った。これは出席者全貝の気持 ちで

もあった。「キンボール大管長，私 たちは，今

だかつてこの集会で，あなたが今述べ られた

ような話を一度 もうかが ったことがあ りませ

ん。 まさ しく，あなたは，イスラエルの予言

者です。」

1974年4月 以来，あらゆる面 で事態が変化

したと私は確信 している。私はここで， キン

ボール大管長が歴代 の大管長に優 る人物であ

るとほめそやすつ もりはない。ただ，それが

だれであれ，主の予言者には必ず霊的な力が

与えられるということを申し上げたいのであ

る』 キンボール大管長は，私たちに新たな視

野を開いて下 さった。そして私 たちに歩みを

速めるように と勧めている。あの 日以来，だ

れが生 の予言者であろうと心配する人はひと

りとしていな くなった。

私たちはまさし く福音の新 たな時代を迎え

たのである。すべての教会員は，その本当の

意味を認識 しなければな らない。決断するに

何 ら憶す る必要 のない時代なのである。

ここでキンボール大管長の語 ったことと行

なったことを振 り返ってみたいと思 う。大管

長の一言で，約10，000人 の新 しい宣教師が召

された。そ して大管長は数 多くの国々に新た

に伝道の門戸 を開いた。 また レーマン人の時

代 の到来 を告げ，真の救いの使者 となるよう

聖徒たちに呼びかけ，死者のための儀式に拍

車 をかける必要があることを改めて強調 し，

多くの新 たな神殿の建設 を推 し進めて きた。

大管長はまた歴代の大管長 と同様，不品行，

離婚，不信仰，無関心，怠惰，不正直 といっ

たすべての悪 と不義 を一掃 し，必要 な時には

いつで も悔い改め，赦 しを求めるよう，教会

員に呼びかけている。また，食糧貯蔵，・家庭

菜園，財政の安定化を進め，家庭 と家族を整

えるよ う警告 している。キンボール大管長は，

シオンの民 と自称する私たちはその名にふさ

わしい行動 を取る必要があると考えている。

私たちが もしその期待に反するよ うなことを

すれば，主 と大管長 の怒 りを免れることはで

きないであろう。

1974年4月4日 以来，私たちが耳にしてい

るキンボール大管長の言葉は，モーセ，マラ

キ， ブ リガム ・ヤングの宣言と非常によ く似

ている。私はキンボール大管長の言葉か ら，

一向に腰を上 げようとしない指導者や耳 を傾

けようとしない教会員に対 して主が耐えがた

い気持 ちを抱いてお られることを感 じている
。

特に，錨や羅針盤や舵や操舵手 をは じめあら

ゆるもの を船外に投げ出 している狂気のこの

世に，主は怒 りを抑 えかねてお られるこ とが

よくわかる。私だちの 目的は，戒めを守 り，

福音 を宣べ伝 え，悔い改めのバプテスマを施

し，神権 を授け，王国を組織し，死者 を順 う
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ことである。主 と予 言者は，私たちがこれ ら

のすべての面で足跡を残す よう望んでおられ

る。.

主 はこの末 日に天の窓を開いて，私たちが

永遠の生命を得 ることができるよう，天使，

予言者，使者 を通 じて私 たちに語 りかけてお

られる。 こうした中で私 たちは怠惰に身 を任

せ て安穏 とした日々を送 るこ とはできない。

このこ とをよく心に留めていただきたい。こ

れは非常に重要なことである。1974年4月4

日以降，事はまさしく一変したのである。

すべての教会員がキンボール大管長の言葉

に耳 を傾けるように私は祈 る。またそうして

いるもの と思 う。今や教会は大いに発展 し，

躍進 している。 しかし， もっ ともっと前進 し

なければならない。福音の偉大な歴史は これ

か ら始 まるのである。私 たちは予言者が与 え

られていることを神に感謝 している。イエス・

キ リス トのみ名 に より申し上 げ る。 アー メ

ン.。

大 会会 場 に入場 す る スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大 管 長 ，

G・ ロムニ ー第 二 副 管長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー 第 一 副 管 長 ，マ リ オ ン ・
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伝道活動における犠牲

他人の幸福を願って払う犠牲 は，祝福と達成をもたらす

七十人第一定員会会員

ア ドニー ・Y・ 小松

愛 する兄弟姉妹ならびに友人の皆様 称 ま
今 ここに， イエス ・キ リス トの福音が真

実 であることを証する機会 をいただいている

こ とを，心か ら感謝 申し上げる。

まずマルコによる福音書か らお読み したい

と思 う。

「イエスが道に出て行かれ ると
，ひとりの

人が走 り寄 り，みまえにひざまずいて尋ねた，

『よき師よ，永遠の生命 を受けるために，何

をしたらよいでしょうか』。

イエスは言われた，『なぜわたしをよき者 と

言 うのか。神ひとりのほかによい者はいない。

いましめはあなたの知 っているとお りであ

る。「殺すな，姦淫す るな，盗むな，偽証 を立

てるな。欺 き取 るな。父 と母 とを敬え」』。

する と，彼は言った，『先生，それらの事は

みな，小さい時か ら守 ってお ります』。

イエスは彼に 目をとめ，いつ くしんで言わ

れた，『あなたに足 りないことが一つある。帰

って，持 っているものをみな売 り払って，貧

しい人々に施 しなさい。そ うすれば，天に宝

を持つ ようになろ う。そして，わたしに従 っ

て きなさい』。

すると，彼はこの言葉 を聞いて，顔 を曇ら

せ，悲 しみながら立ち去 った。た くさんの資

産 を持 っていたか らである。」(マ ル コ10：17

-22)

犠 牲の律法はイエス ・キ リス トの福音の教

えの基本であ り，信仰や愛，その他 多くの徳

は， この律法に従 う時に身につ く。 また，永

遠の犠牲の律法に対する従順の度合に応 じて，

多 くの素晴 らしい祝福が得 られるのである。

宣教師には常に犠牲が要求される。ブ リガ

ム ・ヤング大管長 は次の ように記録 している。

「1839年 に
，私は数人の十二使徒 と共にイギ

リスに渡 ることになった。私たちは財布 も旅

の袋 も持 たずに家をあ とに した。その上，十

二使徒のほ とんどが病気であった。元気に出

発 した者 も， オハイオへ向か う途中で病気に

なった。中で も重体 であったテイラー兄弟は，

年老いたコル トリン兄弟の判断により，途中

に残 して行 くことになった。けれども幸いな

ことに，テイラー兄弟は健康 を回復す ること

がで きた。川 まで半ブロックもない距離を，

私は どうして も歩 くことがで きなかった。そ

こで，兄弟たちの手を借 りてようや く川辺に

たどり着 き，渡 し舟に乗 り込んだ。当時の私

たちの状態はこのようであった。私は外套 さ

えな く，ベ ッドの上掛け を外套の代わ りに身

にまとっていた。 しか しニューヨー ク州 を旅

行す る間に，私は きめのあ らいサテンの外套

をもらうことがで きた。こうして私 たちは，

見知 らぬ国イギ リスの見知 らぬ人々の間に福

音 を広めるため，大西洋に乗 り出したのであ

る。」(プ レス トン ・ニ ブレー，ル傭∫勿ηαη

助6漉 η66s「宣教師の経験」p.90)

今 日の伝道活動は当時 と幾分異なり，犠牲

のかたちも違 う。 しか し教会は今 も私たちに，

宣教師 となるように， また多くの友人，隣人，

および世の人々に主のすべての祝福 を享受す
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る機会を与えるように と勧告 している。

専任宣教師や伝道部長 と共に働 き，彼 らの

証 を聞き，・彼 らの素晴 らしい霊性 に触れ，そ

の献身的な働 きを目にできることは，私たち

の特権である。

主は，伝道活動に従事す る人々をごく少数

に制限 したことは一度 としてない。主の足跡

に従 うすべ ての人に，伝道活動に従事す る機

会が与えられているのであ る。イエスは弟子

たちに次のように言われた。「だれでもわたし

につ いてきたい と思 うなら， 自分 を捨 て， 自

分の十字架 を負うて，.わたしに従 って きなさ

い 。

自分の命 を救お うど思 う者はそれを失い，

わたしのために自分の命 を失 う者は，それを

見いだすであろう。」(マ.タ イ.16：24一25)

「自分 を捨てる」 という
.ことは，他 ゐ人の

幸福のために犠牲を払 う，.もし くは個 人的な

望みをあきらめ るとい う意味 である。私たち

はよ く，宣教師は主に仕え るために2年 間を

犠牲にす るという言葉 を耳にする。宣教師は

初めの頃，特に伝道活動が行 き詰 まって失望

の 日が続いたりすると， 自分は犠牲 を払って

いると思 うか も知れない。 しか し，救 い主が

使徒たちに勧告 された ように，主の戒めを守

り， 自分 を捨て，神の王国の建設のために自

分の望みを犠牲に し他 の人々のことを優先 し

て伝道活動に没頭す ると，必ずや彼は伝道活

動の中に真の幸福 を見いだす ようになるであ

ろう。

宣教師の証は，犠牲 を払 う度に強 くなる。

犠牲 を払うことは，人を愛 し，従順 になるこ

とだか ちである。しか し，伝道活動 は決 して

容易ではなく，度々 自己を捨てて厳 しい自己

訓練に身を投 じなければならない。

先頃私はある伝道部長か ら，ひ と.りの宣教

師をカウンセ リングしてほしいとの依頼 を受

けた。その宣教師は，伝道生活に慣れずに非

常に悩んでいるとのことであった。私 は彼 と

面接をし，.モルモン経の偉大な予 言者ベ ンジ

ャ ミン王の教えた原則について話 し倫 った。
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ベンジャミン王!ま，次のように語 っている。

「肉欲に従 う人は神の敵であって
，アダムの

堕落 してこの方そ うである。しか し， 人が も

し聖霊の導 きに従い肉欲に従 うことをすてて

主キ リス トの身代 りの贈罪に由6て 聖徒 とな

り，幼児の ように従順で柔和で謙遜で忍耐 で

愛情に富み，幼児がその父に従 うように，主

が負わせ たもうすべてのことに喜んで服従 し

ないならば， とこしえに神の敵 となるであろ

う。」(モ ーサヤ3：19)

私 は その宣教師に，聖霊の導 きに従 い，主

か ら与 えられるすべてのものを甘ん じて受け，

謙遜 に忍耐 と愛 をもって，伝道の期間だけで

.なく生涯主に仕 え続けるな らば，主は必ずや

あなたを祝福 して下 さると，はっきりと語 っ

た。

それ を契機 に，彼は気持ちを一新 して主に

献身し，今 日では，伝道活動 を通 して人々に

幸せ をもたらす ことに喜び を覚 えているとの

ことである。

兄弟姉妹の皆様，私 たちは主の導 きを求め，

主のみたまを求める時に，教会におけるあら

ゆる事柄に関して指示 と導 きを受けることが

できる。このことを信 じる私の心には，み じ

んの曇 りもない。

ここで，以前 日本で伝道 した宣教師が詠ん

だ詩 を御紹介 したい。

宣教師に勝 るものはない。

たとえ弔 日中骨身を削るような思いをしよ

うと，

真の福音 を説 くこと，

これに勝 る喜 びはない。.

愛す る家族のもとを去ることが，

耐えがたい犠牲に思えたあの頃。

それ も今は犠牲ではない。.

この地にいることは，

この上 ない特権 である。

言葉の壁は厚 くて堅 い。



不慣れなことも山ほ どある。

しかし試練 と悲 しみが，

私 をさらに主に近づけた。

ひ とつの苦難 も投げ出 しは しない。

たばこをやめた人，

その幸せそ うなほほえみ，

ひざまずき祈 る家族，

大 きく成長 し，幸せ をかみ しめる聖徒，

聖なる主の宮居の建つ 日も間近い。

私 は皆さんに心か ら証 申し上げる。神 は生

きてお られ， イエ.スはキ リス トであ り，人類

の救 い主である。私 は，この末 日にイエス ・

キリス トの福音 を回復す る業 にジ ョセブ ・ス

ミスが召され，聖任 されたことを知 っている。

また今 日，スペ ンサー ・W・ キンボール大管

長は主の予言者であ り，全世界の教会の必要

事に心 を配 ってお られ る。イエス ・キ りス ト

のみ名によ り申し上 げる。アーメン。

宣教師は，素晴 らしい人々である。進んで

主の戒め を守 り，心 に愛をもって犠牲を払 う

宣教師には，非常な熱意が感 じられ る。宣教

師のようにな りたいと思 う人は，従順にな り，

犠牲を払い，人々 を愛さなければならない。

日々宣教師 として愛す る家族や親戚，友入，

隣人に恵みをもた らすこ と以上に，私たちに

できることがあるだろうか。家庭 は，この原

則 を実践 し，互いに愛 と関心 を示 し合 う最適

の場である。互いに協力し合 って家事や家族

の活動 を行な うな ど，いろいろな面で犠牲を

払い，家族に愛 を示すこ とが できる。永遠の

家庭 を築 くためには，それぞれが克己心 を持

たなければならない。そ して，犠牲 と家族の

一致がある時に
，偉大なことが成就されるの

である。すなわち，神殿が建設され，家族が

強 くな り，立派な人格が築かれるのである。

最後に，ヘブル人にあてた使徒パウロの言

葉 を引用 したい。この教えの中でパウロは，

救い主の犠牲 と従順 と苦痛について，次のよ

うに説いている。

「彼は御子であられたに もかかわ らず
， さ

まざまの苦 しみによって従順 を学び，そ して，

全き者 とされたので，彼に従順であるすべで

の人に対 して，永遠の救いの源 とな り……」

(ヘ ブル5：8-9)

私 た ちは㌃ 日々犠牲の原則 を実践 し，他の

人々の幸福のために個人的な望みを捨てるな

らば，聖 きみたまを受け，永遠の救いを得る

こ とがで き.る。私はこのことを知っている。

☆ ☆

43



若者におくる言葉

道徳的に清い生活を送リ，両親に近 くあるように努め，

して祈 りなさい

十二使徒評議員会会長

エスラ ・タフ ト・ベンソン

愛 らしい若い女1生の皆 さんが歌った 「シオ
ンの若者真理 を守 り」の歌声が，今 も私

たちの耳に響いている。私はこれか ら，教会

の若人の皆 さんに少 しの間話 をしたい と思 う。

その間神の導きがあるよう祈 っている。

私は，教会の若 人の皆 さんに，率直にお話

したい と思 う。私 た ちが皆 さん を愛 してい

ることはすでに御承知 のことと思 う。教会の

指導者 として私たちは，皆さんのため になら

ないことは何 ひとつ していない。私たちは皆

さんを心か ら信頼 している。皆さんはありき

たりの若い男性，女性 ではない。選 りす ぐり

の霊である。 しか も皆 さんの 多くが，かつて

ない多くの責任 と機会 と誘惑の渦巻 くこの時

代に，この地上 に来るよう，お よそ6，000年 間

取って置かれたのである。

神は御 自分のすべ ての子供たちを愛 してお

られる。あなた もそのひ とりである。神 のみ

前で永遠の喜びを得 るにふさわし く，清 く，

汚れない状態であなたをみ前に立ち返 らせ る

ことが，神の望みであ り， 目的であ り，栄光

なのである。

天父は皆さんの ことを気に掛けてお られる。

絶えず目を覚ま

そして皆 さんを導 き，訓練す るために，戒め

を与えられた。また，「何にてもあれ，……神

の命 じたまわんすべてのことを 〔皆 さん〕が

為すや否や を見ん」(ア ブラハム3：25)た め

に，皆 さんに選択の自由，すなわち自由意志

を与 えられたのである。この地上 における神

の王国は非常 によく組織 されている。 そして

指導者は，皆 さんを助 けるために献身的にそ

の務めを果たしている。私 たちが絶えず皆 さ

んを愛 し，心に掛け，祈っていることを知っ

ていただきたい。

一方サ タンもまた皆 さんに非常な関心 を示

し，破滅に導こ うと画策 している。サタンは，

戒めを与えて皆さんを鍛 えるようなことは し

ない。代わ りに 「自分勝手なことをする」自

由を与 える。すなわち，喫煙，飲酒，薬物乱

用，神 とその僕の勧告 と戒めに反抗す る自由

を与 えるのである。サ タンは，皆 さんが若 く，

精力あふれ る時期 の頂点にあって，世の中か

ら多 くの刺激を受 け，新たな感情の高 まりに

身 を焼 き尽 くす力のあ ることを知 っている。

青年時代は人生の春 であ り，すべてが新 し

い経験であ る。そ して若人は傷つ きやすい。

サタンはこれらのことを知っている。若人は

冒険 と発見の精神 に満 ちあふれている。肉体

は健康 で活力がみなぎり，精力の発露 を求め

ているために， 自制 を失いが ちである。若人

の時間の観念は無 限で，人生の限界に気づ く

由 もない。この ような時期にある今の若人は，

現在がまたた く間に過 ぎ去って，悲 しみや後

悔，あるいは逆に喜びや楽 しみに満ちた過去

になることを忘れている。「今楽 しんで，後で

代価 を支払 う」これがサ タンの掲げる標語で

ある。サ タンは， 自分 と同 じようにすべ ての

者がみ じめになることを求めている。他方，

主の計画によれば，福音に従 って生活する人

人は， この世で幸せ を得，永遠の世で喜 びを
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味わうことができるのである。ここで私は，

主の僕のひとりとして，心か ら愛す るシオン

の若者の幸福 を願って，以下のこ とを勧告 し

たい と思 う。

まず第一に，道徳的に清い生活を送ること

である。予言者アルマは，「罪悪は決 して幸福

を生 じたことはない」(ア ルマ41：10)と 言 っ

ている。これはまさしく真実 である。

誤った行 ないをして， 自分 は正 しいと思 う

ことはで きない。それは不可能である。愚か

にも一時の快楽に酔 い知 れて，幸福 な年 月を

失 うこ とはたやすい。サタンは， 自分の誘い

に従ってこそ幸福になれると皆 さんに信 じ込

ませよ うとす る。 しか しその手に乗って神の

律法に背 き，希望のない日々 を送 る人は，サ

タンが偽 りの父 と呼ばれ る理由を痛感するで

あろう。

ここでひ とりの愛 らしい女性か らの手紙 を

御紹介 しよう。

「私は失意の どん底でこの手紙 を書 いてい

ます。この手紙が他の少女への警告 となって，

今私が味わっている苦 しみを皆が受 けること

のないよう願 っています。私は， もしかつて

の幸せで楽 しい日々に戻 ることが できるなら，

自分の持 てるものをすべて投げ出してもよい

と思っています。私は 自分の心に初めてほん

のわずかの罪の意識が芽生えた当時は， 自分

がこれほど悲惨で堕落 した生活に滑 り落ちよ

うなどとは，思ってもみ ませんでした。

私は皆 さんに，今私の心に満ちている苦痛

と後悔の念 をお伝 えすることができれば と思

い ます。私は今， 自尊心 を失 い，人生 で最 も

価値ある賜 を失って しまった自分に気づいて

い ます。私はあま りに も，人生のスリル と刺

激 を求めす ぎました。私が追 い求めたものは，

手の中で灰 となって消えて行 きました。」

この女性は不幸 にも，現世で人が負 う最 も

つ らい重荷は 「罪の重荷」であるとい うこ と

をこうして知 ったのである。

しか し皆さんには， そうした重荷や心の痛

み を経験せずにすむ道が備えられている。そ

れは主の僕の教えを通 して与 えられた標準を

守ることである。そして純潔は，現在 と将来

にわたる皆 さんの幸福 を左右する標準のひと

つなのである。

世の人々は， この標準は古めかしく時代遅

れだと言 うか も知れない。それ と引き換えに，

不道徳以上の何 ものでもない，いわゆ.る 「ニ

ューモラル」 を皆 さんに受け入れさせ ようと

す るであろう。しかし私たちの生け る予言者

は，純潔に関する永遠の標準は変わってはい

ないことを繰 り返 し断言 している。予言者は

次のよっに言 っている。

「教会の標準は，世の標準 とは異なる。……

世の標準では結婚前の性行為が認められてい

るが，主 と主の教会は，結婚 を基盤 としない

あらゆる性的な関係 と結婚生活における粗暴

で不節制な性行為 を非 としている。自らを権

威者 と称する多くの人々は， これ らの行為を

公然 と正 当化 しているが，教会は断固として

反対の立場 を取る ものである。……古代の予

言者 も今 日の教会 も，そうしたみだらな行為

を断固 として非難 している。」(ス ペンサー ・

W・ キンボール，地 励P泥064θs漉 θル万勿oJθ

「奇跡に先駆け る信仰」p .175)

教 会が擁護する標準は， 自らの身 と心を清

く保つ.ことである。道徳に関する教会の標準

はひとつ である。男女双方の道徳に関する天

の律法は，結婚前の完全 な純潔 と結婚後の貞

節 を求めている。

キンボール大管長は，結婚前の青年男女に

対 して， この一貫 した標準 を次のように定義

している。

「若い人たちの間で最 も一般的に見られる

性的な罪は， ネッキングとペ ッテ ィングであ

る。このような不健全な関係 はこれだけにと

どまらず，時には私通，妊娠，堕胎へ と進む。

これらはいずれも邪悪な罪である。しか し，

これら一連のことを考 えな くとも，それぞれ

が恐ろしい悪であって，若い人々は，いった

ん足を踏み入れて しまうと，ず るず ると流さ

れてしまっことが往々に してある。そ してこ
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れらは欲情 を燃え上が らせ，悪い考えと性的

な欲求に火をつけ る。 しか し，このようなこ

とは，この行為 に端を発するすべての罪 と不

道徳な行為めほんの一部なのである。」(ス ペ

ンサー ・W・ キンボール 「赦 しの奇跡」p.71

-72)

世 の動向に関わ りな く，教会 と神の王国に

おいては，純潔は永遠の律法である。そこで，

青年男女の皆 さんに申し上 げる。 自尊心を保

つ ようにし，心痛 と悲 しみをもたらす不義に

身をゆだねないようにしていただ きたい。不

道徳の上に幸福 な生活 を築 くことはできない

のである。デ ビッド・0・ マ ッケ イ大管長は，

「幸福の第一条件は
，明 らかな良心である」

(Cos勿1娩 αZs「福 音の理想」p.498)と 語 っ

ている。

第二は，両親に近 くあるよう努めることで

ある.。成熟 した大人にしかない ものがある。

そのひとつが知恵である。私たち年配の者に

は，皆 さんが持っている人生に対する情熱が

必要である。それと同様に，皆さんには年配

者の知恵が必要である。

ここでひ とりの青年の話 をしよう。大学 を

卒業 した後保険会社に入社 して数 カ月の彼は，

や る気満々で，出会 う人すべてを保険に加入

させ ようと意気込んでいた。そこで， よく晴

れた秋のある朝，彼は農場 を訪れた。見ると，

庭の向かい側にひ とりの老農夫がいた。幾分

腰の曲がったその老農夫は，麦の成育具合い

を見ているところだった。足取 りも軽 くこの

農夫の ところに近づいて行 った彼は，「やあ，

お早ようございます，麦のでき具合 いは上々

ですね」と声 をかけた。

その声にカー杯腰 を伸ば した農夫は，「どう

だい，素晴 らしいながめだろう」 と答 えた。

確かにそのながめは美しかった。「中にたわん

でいる穂が見えなさるかい。」

「ええ
，見事にたわんでいます.ね」 と外交

員は答えた。

すると農夫はこう言った。「たわんでいる穂

の中には実が一杯詰まっているんだよ。」
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皆 さん をず っと見守 ってきた両親には，幾

分老化の兆 しが見 られ るか も知れない。 しか

しよく覚えておいていただきたい。そのたわ

んだ穂の中には実が一杯に詰 まっているので

ある。皆さんの知 らないいろいろな経験 を積

みながら長い年 月を歩んできた両親は，皆さ

んが人生の落 とし穴に陥らないようにす るた

めの知恵 と知識を備 えていて，祝福 を与 えて

くれる。先の青年が老農夫か ら知 恵を授かっ

たように，皆 さんは両親のもとに行って助け

を求め る時に，人生で最 も素晴 らしい経験を

得 るこ とができるであろう。

以前，ひ とりの青年が祝福 を求めて私の事

務所にやって来た。彼は18歳 で， い くつかの

間題をかかえていた。道徳的な問題はなかっ

たが，考えに行 き詰 まりを感 じた彼は思いあ

まって祝福 を求めて来たのである。

そこで私は彼にこう尋ねた。「お父さんに祝

福 を頼み ましたか。お父さん も教会貝でしょ

う。」

「ええ，長老です。でもあまり教会に行 き

ません。」.

「お父さん を愛 しているで しょう
。」「はい，

ベ ンソン兄弟，父は良い人です。ぼ くは父を

愛しています。でも神権者の義務 を果た して

いません し，教会にも行 っていません。什分

の一 も納めているかどうか知 りません。でも

家族には とて もよくしてくれる立派な父です」

と彼は答えた。

そこで私は こう言った。「機会 を見つけて，

祝福をお願 いしてみてはどうですか。」

「ええっ
，そんなことした ら父は仰天 して

しまいますよ。」

「でもや ってみ ませんか
。私 もあなたのた

めにお祈 りします。」

「はい
， わか りました。や ってみ ます。」

それか ら数 日後，彼は再び私の もとへや っ

て来てこう.言った。「ベ ンソン兄弟，実は私 た

ちの家族に素晴らしいことが起こったんです。」

彼は感激を抑え切 れない様子 で，何が起 こっ

たか を話 して くれた。「言われた通 り，時機 を



見て父に祝福 を頼んだんです。そうした ら父

が 『本当に私か ら祝福 を受 けたいのか い』 と

尋ねるので，『是非受けたい』 と答えました。

それを聞いた父は，ぼ くに本当に素晴 らしい

祝福 を授けて くれました。そばにいた母は，

父が祝福す る間中泣いてい ました。そして祝

福が終わった時，ぼ くたちの家族 は今 までに

ない感謝 と喜び と愛の絆で しっか りと結ばれ

ました。」

両親に近 くありなさい。家族の祈 りや家庭

の夕べには率先 して参加 し，実 りあるもの と

しなさい。家族の一致 と団結 を強めるために，

自分の責任 を果た しな さい。このような家庭

には世代の隔た りはない。親子の断絶 は，サ

タンの用いる手段 のひ とつである。 もう一度

申し上げる。絶 えず両親に近 くあ りなさい。

第三に，イエス ・キりス トのみ言葉 をもっ

て皆さんにお勧めする。「われ，まことにまこ

とに汝 らに告 ぐ，汝 らは誘惑に負けざるよう，

たえず目を覚 して祈 らざるべか らず。そはサ

タンが汝 らを支配 して麦の ごとくにふるわん

と欲すればなり。」(IIIニ ー ファイ18：18)

朝 夕熱心 に天父の導 きを求め るならば， い

かな る誘惑 をも遠 ざける力が与 えられるであ

ろう。ヒーバー ・J・ グラン ト大管長 は，教

会の若人に次のような約束 を与 えている。

「私 は，みた.まの導 きを求めて 日に二度，

真心から神 に祈 りを捧げる若人についてはほ

とん ど心配 していない。いや全 く憂 える必要

はない と思っている。誘惑が来て も，霊感に

よってそれを克服する力がある と確信 してい

るか らである。みたまの導 きを求めて主に祈

りを捧げる時に，私たちの周囲に防護壁が築

かれるのである。そ して熱心に真心か ら主の

みたまの導 きを求め る時に，それが与 えられ

るどいう.ことを，私は皆 さんにはっきりと申

し上げる。」(Oosヵ61S伽4α 嘱∫「福音の標準」

P.26)

祈 る時，すなわち天父と話 をす る時，皆 さ

んは実際に 自分の問題を天父にすべて打ち明

けているだ ろうか。 自分の気持ち，恐れ，不

安，喜 び，心の底 にある望みを天父に語って

いるだろうか。 きまり文句に終始す る習慣的

な祈 りとなってはいないだろうか。 自分が本

当に話 したいと思うことをじっ くりと考えて

いるだろうか。みたまのささやきに耳 を傾け

る時間を取っているだろうか。祈 りに対する

答えは，静かな細い声によって与えられるこ

とが最 も多い。そしてその声は，私たちの心

の最 も深い ところで知覚 されるものである。

祈 り，その答 えに耳 を傾ける時間 を取るなら

ば，皆 さんは自分 自身に関す る神のみこころ

を知 ることがで きるのである。

皆 さんは これから多くの試練 と誘惑を受け

るであろう。 しか し， その先には永遠 という

偉大な時の流れが続いているこ とを忘れな.い

でいただきたい。私たちは皆 さん を愛 し，信

頼 している。・また，皆さんに指導者 としての

備えができるよう祈 っている。「起 ち.て己が光

を輝かせ」(教 義 と.聖約115：5)， 世 の光 とな

り，標準を守って他の人々に模範 を示 してい

ただきたい。皆 さんは，世 にあっても世の罪

に染 まらず;罪 の汚れに悩むことな く，麗 し

く喜び を持 って生活す ることができるのであ

る。次に，一篇の詩を御紹介しよう。 これは

皆さんに対する私たちの信頼 をよ く示 してい

る。

喜べ，若者 よ，夜明けだ，

昼は長 い。

地平線に立 ちこめ る黒雲を

何 ら恐れる必要はない。

そのか なたには

永遠 の光が輝 き照 らす。

あなたの行 く手に闇が広が り，

見知 らぬ道があなた を招 くか も知 れない。

激 しい嵐があなたを襲 い，

常に勇敢なれと鍛 えることもあるだろう。

心に常 にビジ ョンを持つならば，

何 もの も傷つけ，ぬ ぐい去 ることの
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できない夢：と

素晴らしい明 日の約束が，

あなたの星とな り，磁石 となるであろ う。

今 日という日に，あなたの輝 きのすべ てを発

して起 ち，

そして正 しい標準 を守ろ うではないか。

憎 しみ，争い，悩み，悲 しみのある時は，

愛と正義 と自由を盾に立ち上がれ。

(モー ド・オズモンド・クック，y伽 ゐφ 硫

理漁 αS解 漉 「ほほえんで旅立っ」p.59)

若 人の皆 さんが，身 と心を清 く保ち，世の

汚れに染まることのないよう祈っている。そ

うするならば皆 さんは，救い主の再臨に備 え

て神 の王国で意気揚々 と過ごす清い器 となる

ことができるであろう。イエス ・キリス トの

み名によって申し上げ る。アーメン。

タバ ナ ク ル のパ イ プオ ルガ

ン を背 に， 讃 美 歌 の 曲名 を

発 表 す るキ ン ボー ル 大 管長

『

季

;

望
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10月1日(土)神 権 部会 における説教

神権 につける10の 祝福

第一の祝福は私たちが教会員であることであり，やがて私たちは清めら

れた者となる

十二使徒評議員会会員

ブルース ・R・ マッコンキー

私 たちは主の僕であり注 の使いであり・
主の代理 人である。私 たちは，高 き天から

権能を授か っている。この中には，準備 と訓

練の神権であるアロン神権を持っている者 も

いれば，.主が地上 で人に賜るものの中で最高

にして最大の権能 であるメルケゼデク神権 を

持 っている者 もいる。

この大神権の中には，5つ の職がある。す

なわち，長老，七十人，大祭司，祝福師，使

徒がそれである。 しか しなが ら，神権は皆同

じである。神権そのものは， そのいか なる職

よ りも偉大だか らである。これは，兄弟たち

の王国，すなわち平等な者の集ま りである。

従 って，神権 を持つ者は皆，神権につけるあ

らゆる祝福 を受ける資格があるのである。使

徒のために特別に用意された祝福 というもの

はない。王国の長老たちな ら，だれもが 自由

に祝福にあずか るこどがで きるの である。祝

福は，従順 と個人の義 しさとによってもた ら

されるのであって，その人の受けている職 務

に よってもたらされる ものではない。

私はその祝福，すなわち聖 なるメルケゼデ

ク神権 を持つ者な らだれで も受けることので

きる神権につける10の 祝福についてお話した

いと思 う。

祝福その1： 私たちは地上 における唯一真

の教会の会員であ る。 また，私たちには，完

全なる永遠の福音が与えられている。

「而 して この大神権 は福音 を授け
，…すべ

ての世に神の教会に連綿 として在 り。而して

生命の始めな く齢の終 りな くあるな り。」(教

義 と聖約84：19，17)

福 音 とは救 いの計画である。福音は，御父

に より備 えられた道であり手段 であって，御

父の霊の子供 たちはこれによって進歩成長す

る力を得，御 父のようになることができるの

である。神権 は， 人々の救いのために万事 を

執 り行 なう， この世の人間に委ね られた神の

権威権能である。

メルケゼデク神権が存在す るところには，

教会すなわち地上 における神の王国が存在し，

救 いの福音が存在する。一方 メルケゼデ ク神

権が存在 しないところには，真の教会も存在

せず，神の王国における救いを人にもたらす

権能 も存在 しない。

祝福その2： 私 たちには聖霊の賜が与えら

れてお り，みたまの賜 を受け る資格がある。

私たちは，この素晴 らしいみたまの賜により，

世 の ものか ら分たれ，現世 のもの を超越する

ことができるのである。

聖霊の賜 とは，忠実であることを条件に，

神会の一員である聖霊の導 きを絶えず受ける

ことのできる権利である。それは，啓示 を受

ける権利であ り，示現 を見る権利であり，神

と調和 を保つ権利であ る。

アロンの神権 を持 っていたヨハネは，罪の

赦 しのために水でバプテスマ を施 した。そし

て， メルケゼデクの神権に よる永遠の大祭司

であるイエスは，聖霊 と火 とによってバプテ

スマを施された。
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聖霊は啓示 を与 える御方である。聖霊 は御

父 と御子について証す る。そしてこの聖な る

御二方を知ることこそ，永遠の生命なのであ

る。それゆえ，「この大神権 は……王国の奥 義

の鍵，すなわち神の知識の鍵 を保つ ものなり。」

(教i義と聖約84：19)

み たまの賜は，信 ずる者に伴 うしるしであ

る。それは，主イエスのみ名によって行 なわ

れる奇跡であ り，また癒 しである。またその中

には，天の神 より地上の人に信 じられない程

葺かに与えられる真理や光や啓示 も含まれる。

与 えられた啓示によれば，メルケゼデク神

権は 「教会員のすべての霊に属ける祝福の鍵」

を保 ち，この聖 なる神権を持つ者は皆，「天の

王国の奥義を受 くる特権 を有 し，諸々の天は

彼 らに開かれ，神の 『長子』の教会 とその総
う

集い との親 しき交通 を享け，父なる神 と新 た

なる誓約の仲保者イエス との臨在 と親 しき交う
通 とを享 くる。」(教 義 と聖約107：18-19)

祝福 その3： 私たちはみたまにより聖めら

れて，価値のないものと邪悪 とを私たちの前

か ら焼き払い， しみ も汚れもない者 とな り，

神々や天使 と共に住むにふさわしい者 となる

ことができる。

聖霊 とは，聖め を行な う御方である。神権

の召しを全力 を尽して遂行する者たちは，「『み

たま』により聖め られてその肉体再新 さる。」

(教義 と聖約84：33)彼 らは生 まれ変わ り，

聖霊により生 まれた新 しい創造物 とな り，キ

リス トにより生かされた者 となるのである。

昔のそのような忠実な人々について，アル

マは次の ように言っている。「この人々はこの

聖なる神権に召されて(つ まり，メルケゼデ

ク神権を持っていたとい うことである)聖 く

せ られて，子羊(イ エス ・キ リス ト)の 血に

よってその衣 を白 く洗われた。今や この人々

はすでに聖霊によって聖 くせ られ，その衣を

白くせ られ，神の御前に清浄になったのであ

るから，罪悪 を憎み嫌 うのを禁ずることがで

きなかった。この ように浄 くされて自分の神

である主の安息に入った ものが非常に数 多く
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あった。」(ア ルマ13：11-12)

祝 福 その4： 私たちは主イエス ・キ リス ト

の代理 として， 人の子 らに救いをもたらすみ

業に携わることがで きる。

主は福音を説かれた。私たちに もそれが可

能である。主は聖霊の力によって語 られた。

私たちに もそれが可能である。主は宣教師 と

して働かれた。私たちに もそれが可能である。

主は良き業に携わられた。私たちに もそれが

可能である。主は救いにかかわる儀式 を執行

された。私たちにもそれが可能 である。主は

戒め を守 られた。私たちに もそれが可能 であ

る。主は奇跡 を行 なわれた。私たちがあ らゆ

ることに誠実 で，かつ忠実でいるな らば，私

たちには奇跡を行 なう特権があるのである。

私 たちは主の使いであ り，主の代理人であ

る。従って私 たちは， もし主が今 日この世で

み業 に携 わられるとしたら語 り，行なわれる

であろうと思われる言動 を常に とらなければ

ならない。

祝福その5： 私たちには，神の息子 となる

力，主イエス ・キリス トの家族に縁組み され

る力，主を私 たちの御父 とす る力，それに主

が御 父とひとつであるように主 とひとつにな

る力が与えられている。

主はアダムに言われた。「汝は永遠より永遠
わた よわい

に亘 りて，その寿命始めな くその齢尽きざる

者の神権 を受 く。見よ，汝はわれにあ りてひ

とつな り。神の子の一人な り。か くの如 く一

切の者はわが子 らとなるを得 ん。」(モ ーセ6

：67-68>

神 の息子 として，私たちにはまた進歩成長

す る力がある。従 って私たちは成長 を続けて，

「キリス トと共同の相続人」 とな り
，またパ

ウロの説明にあるように，神 の御子の 「かた

ちに似 たもの」 となることができるのである。

(ロ ーマ8：17，29)

祝福 その6： 私たちは族長制度に加 わるこ

とができる。この制度は永遠の結婚の制度で

あ り，家族の絆 を日の光栄の王国の中で永遠

に保つ制度 である。



最高の天界に到達 し，その完全な光 と栄光，

すなわち永遠の生命 を享受す るためには，私

たちは 「この神権の位」すなわち 「新 しく且

.つ永遠の結婚誓約」に 「入 らざるべか らず」

と教えられている。(教 義 と聖約131：2;131：

1-4も 参 照)

祝福 その7： 私たちには万物 を支配す る力

がある。この世の もの も霊的なものも支配で

きる。また世の王国 も地上の元素や嵐や権力

者をも支配 できる。

これに関連 して，聖典 には次の ように記さ

れている。「神は，エ ノクとそのす えに，神 ご

自身の誓約によって誓 いをたてられた。すな

わち，この神権 と召 しに より聖任 された者は

皆，信仰によって，山を砕 き，海 を分け，水

を干上がらせ，水の流れ を変える力を授か る。

また，国々の敵に戦いをいどみ，地 を分け，

あらゆる束縛を解 き，神のみ前に立つ。あら

ゆることを神のみこころによって行なう。神

の命令によって支配者や権力者 を征服する。

そして，これを皆，世 の基が据えられる以前

か らおられる神の御子のみこころに従 って行

なうのである。」(霊 感訳創世14：30-31)

実 際，メルケゼデク神権 とは， キ リス ト御

自身がやがて国々 を治める時に用 いられる権

能 その ものである。その 日，「この世の国は，

われ らの主 とそのキ リス トとの国 となった。

主は世々限 りな く支配なさるであろう。」(黙

示11115)

祝福 その8： 私たちには，神権 を通 じて，

神のあらゆる賜のうち最大の ものである永遠

の生命を得る力が与えられている。

永遠の生命 とは，神が現在保持 しておられ

るような生命の ことである。 これは， まず第

一に
，家族の結び付 きが永遠に続 くことであ

り， 第二に，神の完全な栄光 を受け継 ぐこと

である。

メルケゼデク神権 を受ける者は皆，主 と誓

約 を交わす。厳粛に，次のよ うな約束をする

のである。1

私 は神権 を受ける と誓約する。

私は神権 の召 しを全力を尽 くして遂行する

と誓約す る。

私は戒めを守 り，「神の口より出るすべての

言によりて」(教 義 と聖約84：44)生 活すると

誓約する。

それに対 して主 は， そのような忠実な人々

に，「わが父の もてるすべて」，すなわち神の

王国におけ る永遠 の生命 を与えると誓約 して

下さっている。(教 義 と聖約84：38。84：33-

44を 参 照)

さ らに主は，その約束を決 して破 らないこ

とを示すために，約束 された報いは必ず与え

られると誓詞によって誓い をたててお られる。

この誓詞は，神の御子御 自身にかかわるも

ので，次のように書かれている。「主は誓いを

立てて，み心 を変えられるこ とはない。『あな

たはメルケゼデクの位に したがって， とこし

えに祭司である。』」(詩 篇110：4)

また，や は りメルケゼデク神権 を受ける者

に関 して，聖典 に深のように書かれている。

「この神権 に聖任 される者は皆，神の子のよ

うに され，いつ まで も祭司なのである。」(霊

感訳ヘ ブル7：3)つ ま り， そのような人々は

永遠に王とな り祭司 となって， その神権 も永

遠にわたって続 き，その神権 を持つ者は永遠

の生命 を受ける， とい うことである。

「而 して
，これ らの者は 『長子』の教会員

にして，

御父はこれ らの者の手にすべての ものを与

えたまい，

また，彼 らは御父の無上完全 と御父の栄光

とを受けたる祭 司に して， また王たるな り。

而 して，エ ノクの神権に等 しく， また神の

生みたもう独子 の神権に等 しか りしメルケゼ

デクの神権 に等 しきいと高 き神の祭司なり。

この故に彼らは誌 されたる如 く神々にして，

すなわちまた神の子な り。

この故に，すべての ものは皆彼 らの ものな

り。生けるも死ねるも，現在の も② も，はた

未来の もの も皆然 り。すべては彼 らの ものに

して，彼 らはキ リス トのもの，キ リス トはま
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た神 のものな り。」(教 義 と聖約76：54-59)

祝 福 その9： 私たちには，召 しと選び 壷確

かな ものにす る力がある。従って，世に打 ち

勝ち，あらゆることに誠実かつ忠実であるな

らば，私たちはこの死すべ き世 にある間に，

永遠の生命 を結び固め られ，主のみ前に永遠

に住めるという約束 を無条件に受けるのであ

る。

啓示に次のようにある。「ひときわ確 なる予

言の言とは，ある人が聖 き神権の権能 を通 じ

て啓示によりて また予 言の 『みたま』に より

て永遠の生命に入るを結び固め られたるこ と

を知るを指す。」(教 義 と聖約131：5)

予 言者ジョセブ ・ス ミスは，特にその晩年

に，聖徒たちが正義 を守 って前進 を続けてそ

の 召 しと選び とを確かなもの とし，天か らの

「息子 よ
，あなたは昇栄 を受け るであろう」

という声 を聞け るようにと強 く訴 えた。(7セα一

6勉η8sげ'加Pmρ 履10s6ρ 乃S〃z励 「予言

者ジョセブ ・ス ミスの教 え」p.150)

ジ ョセブ自身，この神権時代にそのよ うな

域にまで達 したひとつの模範 となった。「われ

は主なる汝の神 にして，世の終 りまでもまた

永遠 より永遠 までも汝 と共にあるべ し。われ

は誠に汝が最高の栄 に進むを得 るこ とを結び

固め，わが父の王国に於て汝の先祖 なるアブ

ラハム と共に居るべ き一つ の王座 を汝のため

に備 うべ し。」(教 義 と聖約132：49)

祝福 その10： 私 たちには，心 を清 くして生

活すれば，罪 と悲 しみに満ちだこの世にいる

間にも，神のみ顔を拝す るこ とのできる力が

ある。またそれは私 たちの特権である。

これは，死すべ きこの世で得 るこ とのでき

る最高の祝福である。人を偏 り見 ることのな

い神 より神 の王国にいるあらゆる忠実な人々

に与えられる祝福なのである。

「誠に
，主か くの如 く言 う。その罪を捨て

てわれに来 り，わが名を呼び，わが声に従 い，

わが誠命を守るあ らゆる入々は，わが面 を見

てわれ在るを知 ることあらん。」(教 義 と聖約

93：1)
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「またわれ誠に汝 らに告 ぐ
，今汝 ら充分に
さい ぎ

謙遜ならざる故に， もし汝 ら猜 忌と恐怖 とを

とり棄 ててわが前にへ りくだらば，幕は裂け

て汝 らわれ を見 またわれ在るを知 らん。こは

汝ら肉欲 を有す る心にても肉体 の心にて もこ

れを見るにあらずして，霊 の心 を以てこれを

見るな り。これ汝らの特権 にして， またこの

導きと教え を施す業に按手聖任 したる汝 らに

与 うる約束な り。」主がここで語っておられる

相手 は，メルケゼデク神権 者 である。

「およそ神の 『みたま』に よσて変 るにあ

らざれば，いかなる時にも肉身にて神 を見た

る者誰 もあ らざるを以てな り。

また， 肉体 を有す る者は何入 も神の前に留

るこ と能わず。 肉欲の心に従 う者もまた然 り。

汝 らは今神の前に留ること能わず，また，

人の為に導 きと恵みを施す天使 と共に居 るこ

とも能わず。 この故に汝 ら全 くせ らるるまで

引きつずき耐え忍ぶべ し。」(教 義 と聖約67：

10-13)

以上 が，この神権，すなわち神の御子の神

権の聖なる神権につける10の 祝福である。古

代の聖徒たちは，神のみ名を頻繁に繰 り返す

ことを避け るために，この神権 をメルケゼデ

クの神権 と呼んだ。

これに関 して，聖典か ら次の ような言葉 を

引用す るのが よいであろう。

「さて
， メルケゼデ クは信仰の人であって

義 を行な う人であった。子供の頃，彼は神を

恐れ， ししの 口を封 じ，燃えさかる火 を消 し

た。

か ようにして，神から認め られ，彼は，神

がエノクと交わ した誓約の位に従って大祭司

に聖任された。

これは神の御子の神権によるものであって，

その神権は， 入から来たのでもな く，人の意

志か ら来 たのでもな く， また父母か ら来たの

で もなければ，生涯の初めや生命の終 りによ

って来たので もな く，ただ神か ら来たのであ

る。

そ して， これは，神 自身の声の召しによっ



て，神 自身の意志に従 って，神 のみ名 を信ず

る者にもたらされたのであった。……

さて， メルケゼデ クはこの神権の祭司であ..

っ た。それゆえ，彼はサ レムにおいて平和 を

得，平和の君 と呼ばれた。

その民 も義 を行ない，天国 を得た。そ して

神が地上から分 け，末の 日すなわち世の終 り

の 日までとっておかれるために取 り上げ られ

たエ ノクの市 を求めた。

また民は，誓詞 をたてて誓って言った。『諸

天 と地 とはひとつになれ。神の子 らは，火に

焼かれるごとくに，試しを受けよ』 と。、

こうしてメルケゼデクは，義 を打ち建 てた

ため，彼の民から天国の王 と呼ばれた。言い

換えれば，平和の王 ということである。

そして彼は声を挙げて，アブラム を祝福 し

た。……

そして，神はアブ ラム を祝福 され，富や名

誉や土地 を永遠の所有 として与えられた。こ

れは，彼が交わ した誓約によるものであ り，

メルケゼデ クが彼を祝福 した時の祝福に よる

ものであ.る。」(霊 感訳創世14：26-29，33-

37，40)

さて，兄弟の皆さん， これが私たちの持 っ

ている神権である。 この神権によ り， メルケ

ゼデ クや アブラハムが祝福 を受けたように，

私たちも祝福 を受けるのである。全能の神の

神権がここにある。私たちの教えている教え

は真実である。この教えに従順であるこ とに

より，私たちは，現在 この世 で永遠の生命の

言葉 を享受す ることがで き， 来るべ き世に不

死不滅の栄光 を受け継 ぐことがで きるのであ

る。

諸天が地のはるか上にあるように，私 たち

の話すこれ らの真理の言葉が世のあらゆる道

よりも高 く， また世 の人の授け得 るいかなる

名誉 よりもはるかに高いことを，私たちは知

っている。

願わ くは，私たちが戒めを守 り，恵み深い

主がその民に約束されたものをこ とご とく受

け継 ぐことができるよ うに。イエス ・キ・リス

トの み 名.に よ り，.ア ー メ ン。

教会幹部とタバナクル聖歌隊
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5つ の 「優 」 に 目を向 ける

かつて少年てあった人々と，現在急速に大人へと成長 しつつある少年た

ちに与える助言

七 十 人 第一 定 員 会 会 長

マ リ：オ ン ・D・ ハ ン ク ス

私 は・長年にわた・て愛し・轍 して きた{ブルース ・マ ッコンキー長老のあとにお

話できることを光栄に思 う。

世 界各地にこの教会を代表 して従軍牧師 と

して働いている方々がいる。また，この大会に

も従軍牧師が何人か出席している。私 はその

方々 と会い，素晴 らしい思い出がよみがえっ

てきた』そうした思い出のひ とつに，今思い

出してもほほえましく思 うものがある。私 た

ちがサイゴンに到着 した時，幹部の兄弟のひ

とりが丁度ベ トナムの訪問 を終 えて帰国する

ところであった。その時彼は，「私は今，喜び

とうれ しさの混 じった複雑な気持ちでこの地

を去 ろうとしています」 と語った。兄弟の皆

様，私たちは，皆様が世 界各地で多大の貢献

をしていることを知 って，同 じような気持ち

で皆様のことを考 えている。

私はまた， しばらく前のある 日の昼下 りの

出来事を思い出 して，今 もほほえましく思 っ

ている。全国ボー イスカウ トジャンボリーで

のことである。その 日，私 は雨に降られてず

ぶぬれになった。その時， ひとりの少年が泥

だらけの土手か ら泥水の中にすべ り降 りてい

る光景が 目に入った。その少年はだれにも負

けない くらいびしょぬれで泥だらけであった。

私はその少年に話しかけた。「君，君は雨の中

にいて随分 うれ しそ うだね。」

「そうです よ
。」

「家へ帰 りた くないのかな
。」

∫全然
。・家では， とてもこんなことさせ て

くれ ませんか らね。」

今宵私がお話 したいと思 っているのは，そ

のようなふた りの少年 とふたりの立派な大人

についての話である。

その少年 たちは，この会場にいるあなた方

と同 じように，特別な若人である。そして，

大人もまた，教会 と社会における立派な指導

者である。私はほんの数 日前， そのような父

親のひ とりとその5歳 の息子に会 った。その

父親は，最近息子 と交 わした会話につ いて私

に話 して くれたQ咽.もう.すぐ選挙があ り，周囲

の人々からもう一度市長選挙に立候補するよ

う要請されているとい うことを彼は息子に説

明 した。そしてこう尋ねた。「市長選挙 に立候

補 しようか。」

「う一ん」これが息子の答えであった
。

「実は来週
，教会の指導者が このステーキ

部にや って来る6そ して，今 まで通 りステー

キ部長 を務めてほしいと言われ るか もしれな

い。そう言われたら， 『はい』って返事をしよ

うか。」

「う一ん」

「お父 さんに何 をして欲 しいのかね。」父親

は笑いながら尋ねた。

息子は答えた。「普通 のお父さんでいてくれ

ればそれでいい よ。」

もうひとつの話 も，私に とっては同じよう

に興味深 く， また意味深い。 この家族は，昔

から教育の面で素晴 らしい伝統を持つ家族 で

あった。 その父親が，妻から，高校生の息子

54



の成績表を見せ られた時は，身 も凍る思いで

あった。初めて 「可」があったのである。父

親はそのこ とを憂慮 し，息子が 帰宅すると，

書斎に呼び，成績表を眼の前に突きつけて厳

しく問い正 した。「一体，この成績はどういう

んだね。」

息子の答えはこうであった。「お父さん，『優』

が5つ だよ。」

自分の父親が普通の父親でいて， しか もほ

かに大切 な仕事 もできるとい うことは，子供

にとってはなかなか理解 しがたいことである

のは うなずける。 また，成績表に 「可」があ

る時には，「優」が 目に入 りに くいか もしれな

い。そこで今育は，かつて少年であった人々

と，現在急速に大人へ と成長 しつつある少年

たちの両方 に少しお話 したいと思 う。大人は

自分が子供 であった時のことをよく覚 えてい

る。 しか し，当然なことであるが，子供たち

には， 自分が大人になるということが どの よ

うなことなのか想像す ることは困難である。

しか し，あなた方少.年も.，必.ず大人になる。

どの ような大人になるかは ともあれ，必ず大

人になる。従って，あなた方 自身にとって，

また生涯に出会 う人々に とっても，あなた方

があ らゆる良い意味の少年 とな り， さらに普

通の大 人になるとい うことは極めて重要なこ

とである。

数多 くの大切 なこ とを成 し遂げようとして

いる人々は，家庭でなすべ きことをしていな

ければ， どんなにほかのこ とを一生懸命に し

よっとも， そんなものは重要でもなければ，

満足感 を味わわせて もくれないことを， よく

承知 している。

5つ の 「優」 とひ とつの 「可」に関連 して

申し上 げよう。私たちは皆，いつ も次めこと

を心に留めておかなければならない。すなわ

ち，完全になる とい うことはそれ自体立派な

目標であり，良い成績 を修めることも大切 で

ある。 しか し，人には皆，それぞれ異った能

力と才能があり，不完全さもこの世に生 きる

人の習いである。従って，学業成績 もそれが

努力の結果 を反映しているものであれば，そ

れはそれで よいということである。結局，本

当に大切 なことは，私 たちが どの ような人間

か ということである。世の問題は，根本的に

は人類の問題であ り，世の中にある機会 も根

本的には，人類に与えちれた機会であ る。そ

のよ うな問題を解決する助 けをし，諸々の機

会 をできるだけ利用する人々は，優先順位を

適確に決め，性格的に も成熟し，強い人々で

ある∵

さちに，父親 と息子について語 る時，ほか

にも考 えなければならない事柄がある。それ

は，父親なしで成長す る子供たち も多い とい

うことである。私の父 も，私がまだ幼 い頃亡

くなった。そのために，父親を全 く知 らない

子供たちが多いことと，また良い模範を示 し

導いて くれる父親のいない子供が 多いという

ことが，特に私の心か ら離れない。本 当の大

人は， 自分 の子供に とって良い父親 となるこ

とのほかに，ほかの子供 たちに対 しても関心

を示すにちがいない。 また，素晴らしい母親

に恵まれている子供であって も，やは り見守

り，愛 し，理解 して くれる成人の男性が必要

である。子供には，どのように して大人にな

るのか教えてくれる大人が必要である。そう

しなければ，多 くの子供 たちがそうそあるよ

うに， 間違 ったことを自らする大人や，悪い

考えを持つ大人，また男らしさというのは腕

力や財力， あるいは罪 を犯すことや乱雑さ，

また人を虐 げることや策をろうするこ とにあ

ると考える大人などのまねをするようになる

か もしれない。私たちが参加す ることになっ

ている集会や活動の数ははっきり・とはわか ら

ないが， 自分の家族の間で信頼感を育み， ま

た助けを必要 としている子供の友になること

は，何 よりも優先 して時間 を取って しなけれ

ばな らないことである。このことに異論はな

いであろう。

しば らく私 と一緒に考 えていただ きたい。

まず黒板の一方の端に星印 を描いたと想像 し

てい元 だきたい。この星印は，アレンという
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名の少年 を表わす もの とする。この星の まわ

りに小さな円を描こう。これは，アレンの大

切な家族 を.表わす。この家族の中には，アレ

ンのことを心の底から愛して くれる母親 と，

アレンに話 しかけ，耳 を傾け，素晴 らしい時

を共に過 ごして くれる父親がいる。

黒板のもう一方の端に， もうひ とつの星を

描いて， これ をデ ィックとしよう。ディック

はそれ程恵まれていない。彼にはアレンのよ

うな家族はない。ディックは助けが必要な場

合，家族外か らその助けを受 けなければな ら

ない。

次に，アレンの家族の円とディックを表わ

す星か ら放射状に幾本か線 を引いてみよう。

こうして引いた線の上に，教会のプログラム

がよく行 なわれている時にこのふた りの少年

に良い影響 を及ぼすこ とのできる人々 として

だれがいるか，それ を書いている場面 を想像

していただきたい。初等協会や 日曜学校，若

い男性や若い女性，スカウ ト，セ ミナ リーの

指導者がいる。アロン神権定員会の仲間や会

長会 もいる。定員会ア ドバイザーや ホームテ

ィーチャー もいる。.メルケゼデ ク神権定員会

や扶助協会の指導者 も， もちろん，ア レンと

ディックのために良い影響 を与えて くれるこ

とだろう。最高に恵まれた家族にも彼 らによ

る全面的な援助が必要である。ましてや導 き

を与えてくれる父親のいない少年には， もっ

と友人が必要なことは言うまで もない。 とり

わけ，立派な大人 とは どうあるべ きなのか を

実際に示 して くれる人々の助けは，何 として

も必要である。

このような良い影響力は皆，力強い監督会

の手によって調整され る。監督会は，へ りく

だって祈 り，思慮深 く計画 し，入念に組織立

て，信頼 をもって委託 し， さらにその結果 を

効果的に確認す る。そして，時間を取 って，

青年 男女それぞれの必要に心 を配る。他のい

かなる社会組織が どれ程時間を費して くれて

も，監督会の心遣いの比ではない。監督会 は，

何にも増 して心 を配って くれる。
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これ まで想像 してきたこ とが実際に行 なわ

れたら，一体 どうなるであろうか。私の知 っ

ているひ とりの青年について話 してみたいと

思 う。彼は，そのような心遣いを受け，それ

に適確に応 じたひ とりである。

最近ある少年が薬局 を訪れ， 自分は，ヘ レ

ン ・ブ ラウンの息子， ボブ ・ブラウンである

が，薬代 の代わ りに何 とか雇 ってもらえない

だろ うか と尋ねた。そ の薬局はボブの家族に

薬 を出していたが，代金は全然支払われてい

なかったのである。けれ ども薬局の主人のジ

ョーンズ氏は，実のところそれ以上従業員を

必要 としていなかった。 しか し， この17歳 の

高校生の並々ならぬ誠実 さ.に心を打たれて，

毎週土曜 日に店でアルバ イ トとして働いても

らうこ とにした。

最初の 日のボブの熱心な働 きぶ りは，また

またジ ョー ンズ氏の心を打った。一 日の仕事

が終わると，彼はボブに12ド ルの入った封筒

を手渡 した。アルバ イ ト代 として約束 した金

額である。ボブは封筒の中か ら2ド ル抜 き出

す と， その うちの1ド ルを細か くしてほ しい

と頼んだ。彼はもう一枚の1ド ル札 と細か く

して も.らった20セ ン トをポケッ トにしまい，

あとの80セ ン トを10ド ル紙幣の入った封筒に

入れ， それをジ ョーンズ氏に渡 し，額 は少な

いけれ ど一応家族の借金の返済の一部 に充て

てほしいと言った。しかしジョーンズ氏は，

ボブにその10ド ル80セ ン・ト入 りの封筒を持ち

帰らせ ようとして言った。「君 は学校で もお金

が要 るんだろう。これからもう少 し賃金 をは

ずむことに決めたよ。 とにか く，.半分の6ド

ル くらいは持 って行った らどうかね。」

17歳 の少年は答えた。「いえ， いいんです。

この次はもう少 しいただ くか もしれませんが，

今 日は， この10ド ル80セ ン トを借金の返済に

充てたいんですb」

丁度その時，ボブの友人たちが通 りかか り，

一緒に映画 を見に行こうと誘った。ボブは，

家へ帰 らない といけないので見に行けない と

答えた。けれども彼 らが しきりに一緒に行 こ



うと言 うので，ボブは， お金が ないから行け

ない と言って断わった。「そのや りとりをなが

めていたジ ョーンズ氏が，中に入ってボブの

ためにお金 を出してやろうとした丁度その時，

友だちのひとりがふざけ半分 にボブを押 した。

その時， ボブのポケッ トの中で，例の20セ ン

トのカチンという音が した。少年 たちは また

ボブをか らかい始めた。ボブがお金 を持って

いたか らである。 しか し，ボブは静かにはっ

き りとこう言った。「みんな，僕のポケットに

は少しお金がある。で もこれは僕 のお金 じゃ

ないんだ。什分の一なんだ よ。頼むから行 っ.

て くれないか6僕 は家へ帰って，お母 さんの

具合いをみな くちゃな らないんだ。」

ボブ とその友人たちが店 を出る と， ジョー

ンズ氏は受話器 を取 り，友人の医者に電話を

かけた。「僕は何年 も君の処方箋に従って調剤

してきたし，立派な外科医 としての君の名声
丁を
，僕は心か ら喜 んでいるよ。それに，君が

モルモン教会の監督だ とい うことも知 ってい

た。けれども，今 まで君の宗教には全 く興味

がなか ったんだ。でも今は違 う。君の教会の

青年がひ とり僕の所で働いているんだが，ほ

かの青年 とは とて も違 うんだ。それで，僕 も，

彼のような青年 をつ くりあげる宗教について

勉強してみたいと思 うんだが。」

こうして宣教師 とのレッスンの約束ができ

た。ボブ ・ブラウンがジョー ンズ氏の生涯に

投 じた一石は，次々と波紋を生 じ1ジ ョー ン

ズ氏とその家族， それに多くの友人たちが こ

れまでにバプテスマの水に入った。そして，

彼 らは今，「神の家 の聖徒たち.と共に同じ国籍

の者 として∵=暖か く愛に満ちた生活をお くっ

ている。

ボブは，幼 い頃か ら諸原則を自分のものと

し，立派な人格を築いていたため， 多 くの青

年 たち とは全 く違 っていたのである。彼は，

どれ程 うまく書こ うとも，普通の青年である

.こ とに違いはない。 しか し， この青年が同じ

よ っに して立派な大人 とな り，立派な夫 とな

り，良 き父親 とな り，他人を思いや る指導者

となって，大勢の人々を助け るようになるこ

とに疑いを抱 く人がいるだろうか。

教会は， これか らも家族の大切 さを強調 し

続けるに.ちがいない。力強い誠実な家族こそ，

社会の核 だか らである。いかなる国家 もその

家庭の強さ以上に強 くなることはない。いか

なる組織.も機関 も，家庭でなすべ きことを肩

代 りす ることはできないのである。

しか し私たちは，老若男女 を問わず世の人

入に，.世の中には不完全な状態が広 く存在し，

また一人一人 もやは り不完全であってそうい

う世の中に生活 しているとい うことを認識さ

せ なければな らない。私たちは自分の家族に

対する責任か ら，また私たちが接する人々に

対す る責任か ら逃れることはできない。 また

彼 らを助け，彼 らのために祈 り，援助の手を

差.し伸べ るのを，決 してひかえてはならない。

もし彼 らが間違った決定 を下 し，その仲間の

多くが行 なお うとしている誤った活動に参加

しているとして も，それでもなお私たちは彼

らを愛 し，共 に悩み，共に働 き，そして忍耐

強 く待つのである。 これは丁度，主のたとえ

話の中に出て くる父親が， 自分の非に気付い

て家に戻 って来 る放蕩息子 を忍耐強 く待って

いるの と同じである。「まだ遠 く離れていたの

に，父は彼 をみ とめ，哀れに思 って走 り寄 り，

その首 をだいて接吻 した。」(ル カ15：20)

主御 自身が信頼に満ちた慈悲の心 をもって待

ってお られ るように，私たちも待ち，祈 り続

け る1主 は，2，700年前 に予言者を通じて次の

ように言われた。「それゆえ，主は待っていて，

あなたがたに恵みを施 される。それゆえ，主は

立ちあがって，あなたがたをあわれまれる。」

(イザヤ30：18)

あな た方若い男性が(そ して，いつの日か

あなた方 と結婚す る特権にあずかる素晴 らし

い女性 も)今 自分が属 してる家族を強め，そ

の家庭内で健全な関係 を築 くとい う責 任を果

たそうとする時，そ して，私 たち大人があな

た方 を助けようとする時，私たちは皆，神聖

な義務 を担っているのである。その義務 とは，
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友情の手を差 し伸べ，互いに愛 し合い，そ し

て，家庭を持 たない，あるいは私たちの 多く

のように恵まれた生活をしていない若い仲間

や若い兄弟姉妹たちを愛するといった義 務で

ある。

私は今 まで申し上げたことが皆当てはまる

例 を実際に 目撃す る機会に恵まれた。ここで

は，その うち2つ の例 をお話 したい と思 う。

ほんの数 日前のア リゾナでの出来事である。

私は大会の集会で演壇.のところにいると，小

さな男の子が通路をや って来て，演壇の所ま

で上がって来た。恐 らく聖歌隊の中にいる母

親を捜 しに来たのか，ただちょっと確認に来.

たのかであろ う。その子は何 もうるさ くはし

なかったが， とてもかわいい男の子 だったの

で，私は しばら く話 を中断して1...その子 と話

をした。その子の名前を尋ね，お父さん とお

母さんは どこにいるの と聞 くと，丁度その時，

長身の好青年がひ とり，礼拝堂の会衆の中か

ら，子供 を引き取 りに前へ出て来た。その父

親は，演壇の前で子供を抱き上げると，その

子にキスをした。私は込み上げ.て来 る感動 の

涙 を抑えるのに必死だった。そ.こには，何の

気後れ も，子供 を責めることも， 怒ることも

なかった。あるもの といえば，温かいキスと

大きな力強い腕でやさしく抱擁したことだけ

であった。そして，その場に居合わせた私た

ちは皆，この幸せ な男の子 と，思慮深い，分

別のある父親 とのや りとりを見て，心温まる，

忘れ難い経験をしたのであった。

次に，最近.私は.訪 問の割 り当てを与えら

れたあるステーキ部大会で，子供 日曜学校 を

訪問す る機会があった。私が部屋に入ると，

小さな女の子が大声で泣いていて，、、なにか非

常におびえている様子であった。その子の両

親は，その子を.預けて，大会の会場に入って

行ったばか りであった。する とその時，ひ と

りの若い教師がその子の所へ行 き，そばにひ

ざまずいて抱 きしめると，一生懸命になだめ

た。泣 きじゃ くっていた声がすす り泣 きに変

わ り，やがて小さな女の子の胸に平安な気持
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ちが戻 り始めた。その時，劇の第二幕が始ま

った・もうひとり1や は り泣 き始めた子ヴ吟

たのである。前の子 と同 じように，なにかお

びえていて，おどおどした様子であった。そ

の若い教師は， まだ先の女の子 を抱いたまま，

その子に近付 くと， そばにひざまずいてやさ

しく抱きしめた。そ して私は， この教師が最

初の子に次の ように言うのを耳にした。「エレ

ン， この子 もさみ しがっているようね。この

子 と仲良 くして くれる。」

最初の女の子ほ;も うほとんど泣きやんで

いたが， これに っなつ くと，ふ たりの子供た

ちは，教師の腕 とい う安全な安 らぎの中で互

いに支え合い，やがてふた り共，静かになっ

た。教師は椅子を3つ 寄せ ると，その真ん中

にすわ り，手 をふた りの子供たちのひざの上

にや さしく.置いた。

その朝，そこを去る時，私ははっきりとわ

かった気が した。私たちが互いにどの ように

接 し会って欲 しいと主が思 ってお られ るのか，

そ して，年長の人が身近にいて，私 たちを愛

し，助けの手 を差 し伸べ，後押しし，、また他

人 を助けようとしている私たちを助 けて くれ

ることは，いかに素晴 しいことか， と。

聖典の中には，短いが意味深い聖句がある。

それを引用 したい。「この子供を連れずに，ど

うしてわたしは父のもとに上 り行 くことがで

きましょう。」(創 世44：34)

神 が私たち，若人と大 人を祝福 して下 さり，

私 たちが神の許 される， また望 まれ る者 とな

ることができるように， イエス ・キ・リス トの

み名により祈 るものである。アーメン。

☆ ☆



主を信頼 しなさい

この民の歴史は，聖典の時代も現代も，聖徒が主に信頼を置いた時に見

られる奇跡の物語に満ち満ちている

第=：副 管 長

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

私 は今 日の話に 「主を信頼 しなさい」 とい
うテーマを選 んだ。

私の申し上げることが，すべ ての神権者の

ためになるように と願っている。特 に青少年

のアロン神権者にお話 したいと思 う。私は∴

今育 ここに集っている人々の全員が， この大

会が終わる時に，私が 「主を信頼する」 とい

うテーマで話 したということを思い起こして

欲 しい と願っている。また，主 を信頼する思

いがさらに強められるよう願ってや まない。

主を信頼しなさいとの戒めは，主御 自身の口

か ら度々繰 り返 し述べ られているものである。

教会が組織 される10ヵ 月余 り前に，主はハ

イラム ・ス ミスに対 し，弟の予言者 ジョセブ

を通 じて次のように言われた。

「われは暗 きに輝 く光なれば
，わが能力に

よりてこれらのことを汝に約す。Ψ…

人を善行に導 く 『みたま』に信頼せ よ。然

り，公平なる行い，へ りくだるご と，.義しき

裁 き，これわが 『みたま』な りb… …

わが 『みたま』は……汝に悦びを充さん。」

(教i義と聖約11：11-13)

2年 後 ，ニ ューエル ・.K・ ホイ ットゴー監

督について，主は次のように言われた。

「彼はわれを信ずべ し。さらば，あわて惑

うこ となか らん。而 して，神知 りたまわずに

は彼の頭髪一筋だに地に落つることなからん。」

(教義 と聖約84：116)

1841年 ， ウイ リヤム ・ローが， ノーブーの

民の間に病気が広まっていたため，その子供

たちの健康 を心配 していた時，主は次のよっ

に言われた。

「されば，わが僕ウイリヤムはわれに頼 り，

この地にある疾病のためにその家族のことを

憂 うるなかれ。汝もしわれを愛せ ば，わが誠

命 を守れ。 さらば，この土地の疾病は汝の栄

を高むるに至らん。」(教 義 と聖約124：87)

悪 王 ノアのために荒野へ追い払われた民を

慰めて，アルマは民に次のように語った。「聖

徒 を懲 しめその忍耐 と信仰 とを試 したもうは

主のみこころにかなうこ とである。さりなが

ら，主に頼って信仰する者は終 りの 日に高 く

挙げ られ るはずの者 である。」(モ ーサヤ23：

21-22)

主 を信頼す ることにより報いが もたらされ

る最 も劇的な例のひ とつ として，聖典 には，

少年 ダビデが巨入ゴリアテを倒 したことが記

録されている。ダビデは一片の疑いももたず

に主を信頼 していたために，その ような武勲

をたてることができたのであった。

皆様はペ リシテ人とイスラエルが戦争状態

にあったことを覚 えているであろう。「さてペ

リシテび とは，軍 を集めて戦お うとし，……

向こうの山の上 に立ち， イスラエルはこちら

の山の上 に立った。 その間に谷があった。

時に，ペ リシテび との陣か ら，……ゴリア

テ という名の，戦いをいどむ者が出てきた。

身のたけは六キ・ズビ ト半。」これは約290セ ン

チ メー トルである。

「頭には青銅のかぶ とを頂 き，身にはうろ
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こ と じの よろ い を着 て い た 。」 そ の 重 さ は 約60

キ ロ グ ラ ム で あ る 。(1サ ム エ ル17：1，3-5)

「そ の 上
， 青 銅 の 盾 を背 負 い， 重 い 金 属 の

す ね 当 て を つ け ， 青 銅 の か ぶ とを 頂 い て い た 。
はた

手に持つや りはその柄が 『機の巻棒 のようで

あ り』先端は鉄製 であった。破城槌型 をした

そのや りの穂だけで8キ ログラムは下 らなか

った。」(W・ クレオン ・スカウセン， η16

Fo%7漉7劾%詔 η4y磁 駕 「第4000年 代記」

P.19)

この 巨漢はサ ウルの軍に向かい，大声で叫

んだ。「『おまえたちか ら，ひとりを選んで，

わたしの ところへ下 ってこさせ よ。

もしその人が戦ってわたしを殺すことがで

きたら， われわれはおまえたちの家来 となる。

しかしわたしが勝 ってその人 を殺 したら，お

まえたちは，われわれの家来になって仕 えな

ければならない。』

またこのペ リシテ人は言った，『わたしは，

きょうイスラエルの戦列にいどむ。ひ とりを

出して，わた しと戦わせ よ。』」

す ると 「サウル とイスラエルのすべての人

は，ペ リシテびとの この言葉 を聞いて驚き，

ひじょうに恐れた」 と聖典 に記されている。

こっして， ゴリアテは，朝夕40日 にわたっ

て，挑戦の言葉を言い続けた。

「イスラエルのすべての人は
，その人を見

て，避けて逃げ，ひ じょうに恐れた。」

丁度その時，少年 ダビデがサ ウル王の軍で

働いている兄たちに父からの伝言を伝 え.るた

めに，陣地 にや って来た。ダビデは，ゴ リア

テが戦いをいどむのを聞き，「かたわらに立っ

ている人々に言った，『……この割礼なきペ リ

シテぴとは何者なので，生ける神の軍 をいど

むのか。』」

サウル王は，ダビデの語った言葉を耳にし，

ダビデを呼び寄せた。

「ダビデはサウルに言った
， 『だれ も彼のゆ

えに気 を落 してはな りませ ん。 しもべ(ダ ビ

デ自身)が 行 ってあのペ リシテび とと戦いま

しょう。』
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サ ウルはダ ビデに言った，『行って，あのペ

リシテぴ とと戦 うことはできない。あなたは

年少だが，彼は若い時からの軍人だからです』。

しか しダビデはサウルに言った，『しもべは

(つ まり，私は)父 の羊を飼っていたのです

が， しし，あるいは くまが きて，群れの小羊

を取った時，

わたしはそのあ とを追 って，これ を撃ち，

小羊をその口か ら救いだしました。その獣が

わたしに とびかかってきた時は，ひげをつか

まえて， それを撃ち殺 しました。

しもべはすでに， ししと， くまを殺 しまし

た。 この割礼なきペ リシテび とも，生け る神

の軍 をいどんだのですか ら，あの獣の一頭 の

ようになるで しょう』。.「

ダ ビデはまた言った，『ししのつめ，くまの

つめか らわた しを救い出された主は』 こ

の言葉は少年 ダビデが主に寄せ ていた信頼 を

物語 るものである。 『主は， またわたし

を， このペ リシテび との手か ら救い出され る

で しょう』。サウルはダビデに言った，『行 き

なさい。 どうぞ主があなたと共にお られるよ

うに』。」(1サ ムエル17：26，32-37>

そ れか らサウルは自分の よろいをダビデに

着せ た。 しか し，ダビデには重過 ぎた。慣れ

ていなかったか らである。そこでダ ビデはよ

ろいを脱ぎ捨てた。

「ダビデは……手につえをとり
，谷間か ら

なめ らかな石五個 を選 びとって 自分の持って

いる羊飼の袋に入れ，手に石投 げを執 って，

あのペ リシテび とに近づいた。

そのペ リシテびとは進んできてダビデに近

づいた。そのたてを執 る者が彼の前にいた。

ペ リシテびとは見まわしてダビデを見 」あ

きれかえった。聖典 には 「これ を悔 った」 と

記されている。それはダビデが 「まだ若……

かったか らである。」

「ペ リシテび とはダビデに言
った，『つえを

持って，向か って くるが，わたしは犬なのか』。

ペ リシテびとは(知 っている限 りの異教の神

神の名によって)ダ ビデ をのろった。



ペ リシテびとはダ ビデに言った，『さあ，向

かってこい。おまえの肉を，空の鳥，野の獣

のえじきに して くれ よう』。

ダビデはペ リシテび とに言った，『おまえは

つるぎと，や りと，投げや りを持 って，わた

しに向かって くるが，わた しは万軍の主の名，

すなわち，おまえがい どんだ，イスラエルの

軍の神の名によって，おまえに立ち向か う。

きょう，主は，おまえをわたしの手にわた

されるであろう。わたしは，おまえを撃 って，

首 をはね，ペ リシテびとの軍勢の死かばね を，

きょう，空の鳥，地の野獣のえ じきにし，イ

スラエルに，神がお られ ることを全.地に知 ら

せ よつ。

またこの全会衆 も，主は救いを施すのに，

つるぎとや りを用いられないことを知 るであ

ろう。 この戦いは主の戦 いであって，主がわ

れわれの手におまえたちを渡されるからであ

る』。

そのペ リシテび とが立ちあが り，近づいて

きてダビデに立ち向か った(こ れは，急いで

走って来た， ということである)の で， ダビ

デは急ぎ戦線に走 り出て，ペ リシテび とに立

ち向かった。

ダビデは手 を袋に入れて，その中か ら一つ

の石 を取 り，石投げで投げて，ペ リシテびと

の額(ち ょうどかぶ との下)を 撃 ったので，

石はその額に突 き入 り， うつむ きに地に倒れ

た。」

このようなことは，そのペ リシテび とに と

って，全 くは じめてのことであった。石のよ

うなものが額に突 き刺 さるな ど，かつてなか

ったこ とだか らである。

「こ うしてダビデは石投げ と石をもってペ

リシテびとに勝ち，ペ リシテびとを撃って，

これを殺 した。」(1サ ムエル17：40-50)

さて， ダビデが この武勲をたて ることがで

きたのは，ひとえに，彼が主に信頼を寄せ，

主の導 きを受けていたか らである。

.ゴリアテが倒されたため，ペ リシテ軍は大

混乱に陥 り， その 日，イスラエル軍は大勝利

を収めた。

さて，聖典か らもうひとつの例 も引いてみ

よう。今度はモルモ ン経か らである。 これも，

主に信頼を寄せ る入々を主がいかに力づけ ら

れるか を示す素晴 らしい例である。

それは， ヒラマンがその指導者モロナイに

宛てて送った，いわゆる2，000人 の 息子につ

いての報告 である。この青年 たちは，アンモ

ン人の息子 たちであった。(ア ンモン人とは改

宗 したレーマン人である。)こ の青年たちの父

親は二度 と再び戦争 をしないと誓っていたが，

その息子たちはまだ誓約 を交わす年齢に達 し

ていなか ったため，誓約に縛 られることがな

かった。そこで， この青年 たちは， レーマン

人の侵 入を防 ぐため， 自ら志願 してモーファ

イ人を援助することになったのである。

ニーファイ人の軍が，圧倒的な軍勢 を誇る

レーマン人の軍におびやか された時，ヒラマ

ンは， この2，000人 の青年に尋ねた。「わが子

らよ汝らはどう思 うか。敵 と戦 うつ もりか。」

すると青年たちはこう答えた。「『われらの

神はわれ らと共 にましまして必ずわれらを倒

れさせたまわないから， われらは行って戦お

う。』

わが子 らは まだ戦ったことがなか ったが死

ぬことを恐れず，自分の命 よりも親の自由を

重んじ， また疑いを抱かないなら「ば神が必ず

自分 らを救いたもうとその母から教 えを受け

ていた。

かれ らはその母の言葉 を……話 して 『われ

らの母はわれ らに教 えたことを自分で確に知

っている。われらはこれを疑わない』 と言っ

た。」・

ヒマ ランは，モロナイにさらに次のよっに

報告 している。「われ ら……はレーマン人をと

りかこんでこれを殺したか ら，敵はやむ を得

ず武器をひきわたして自らとりことなった。

敵が降服 してか ら，われはわが部下の青年

……(の)数 をしらべ たところ，

嬉 しいことに一 人も失わなかった。 まこと

にかれ らは神 の限 りない力を得たかのように
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戦った。人が この ように不思議な力で戦 った

ことはいまだかつて例のないことであった。」

(アルマ56：44，4648，5456)

その後の戦闘で も， ヒラマンはさらに続け

て次のように報告 している。

「わが……兵は……勇敢に一歩 もレーマン

人にゆず らず，……一々の号令 をみな正 しく

守って戦ったが，.ついにその信 じた通 りにな

った。

見ると，わが二千六十人の青年の中，二百

人ばか りは血を失って気絶 し……ていたが神

の恵みによって一人も死んだ者がなか ったの

には，敵味方共に非常に驚いた。

わが軍の中一千人も殺 されたのに， この二

千六十人の青年がことごとく死をまねかれた

のはわが全軍が驚き怪しんだ ことであった。

しか し……その命が助かったのは神 の驚 くべ

き力によると認めざるを得ない。」なぜか 。そ

れは 「この二干六十人の青年が正義の神が ま

します ことと，疑わない者は誰 でも皆神の驚

嘆すべ き能力で助け られることを教 わって固

くこれを信 じて疑わなかった」か らである。

「わが話 した二千六十人の信仰は右の通 り

である。かれ らは年 は若いがその心は堅 固で

あってたえず神 に頼っている。」(ア ルマ57：

19，21，25-27)

ヒーバー ・J・ グラン ト大管長の話 も，主

を信頼す る時に報いが得 られることを物語る

好例である。 グラント大管長が まだ若い頃，

当時木曜 日に開かれていた断食集会(教 会の

初期には，木曜 日に断食集会が開かれていた)

で，監督が，献金 を強 く要請 した。丁度その

時， グラント大管長 はポケッ トに50ド ル を持

っていた。それは銀行に預けるつも りのお金

であった。しか し大管長は監督の訴えに強 く

心を動か されて，その50ド ル全部を監督に差

し出した。監督は5ド ルだけ取 って，残 りの

45ド ルを返す と，5ド ルで充分です と言った。

するとグラン ト大管長はこう答えた。「ウー リ

ー監督
，一体何の権利が あって，主に私の負

債をお任せするのを止め るんですか。あなた
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はたった今 ここで，主は4倍 に報 いて下 さる

と説教なさったではあ りませんか。私の母は

未亡 人です。そして母は200ド ル必要なんです。」

監督は尋ねた。「君は，私がこの45ド ルを

受け取れば，す ぐにでも200.ド ル手に入ると

信 じているのかい。」

「もちろんですよ
。」これがグラント大管長

の答えであった。

これこそ主 に対する信頼である。こうして，

監督は残 りの45ド ル も受け取 らざるを得なか

った。

グラン ト大管長の証によれば，仕事に戻る

途中，「ある考 えがひらめいて」， その結果218

ドル50セ ン トを手に入れるこ とができたとい

う。何年かたって，大管長はこの出来事につ

いて，次の ように語っている。「その ことはど

ちらにしても起こったこ とさ という人もいる

だうつ。

しかし，私はそうは思わない。その考えが

どちらに して も浮かんだな どとは思えないの

であ.る。

私は，私たちが金銭的な義務 を果たしてい

れば，主は天の窓を開いて霊的な祝福 を注い

で下さることを固く信 じている。この祝福は，

この世の ものよ りもはるかに価値のあるもの

である。 しか し私は，主がこの世の祝福を与

えて下 さることも信 じている。」(∫ 窺ργo〃6一

彫6窺E廻 「インプルーブメント・エ ラ」42.：

457)

6月 の伝道部長セ ミナーで， トーマス・S・

モンソン長老は，ラン ドール ・エルズワース

長老 とい う宣教師の主に寄せる深い信頼につ

いて話 して下さった。モンソン兄弟は次の よ

うに語っている。その宣教師は，「あの壊滅的

な打撃 を与えたグァテマラの地震で，崩れた

建物の下敷 きとな り，恐 らく12時 間程，下敷

きになったままであった。気が付いた時には

腰か ら下は完全に麻痺 し，腎臓の機能 も停止

していた。 もう二度 と歩ける望みはなかった。

彼は飛行機で……メ リー ラン ドへ送 られ…



…そこの病院でテレビのレポー ターか らイン

タビューを受けた。レポー ターが 『医師は，

あなたは二度 と歩けない と言っていますが，

お気持 ちはどうですか，エルズワース長老』

と尋ね ると，彼はこう答えた。.『私 は歩けるよ

うにな ります。私には， グァテマラで伝道す

るよっに とい っ予 言者か らの召 しが与 えられ

ています。ですか ら，私は グァテマラに戻 っ

て，その召 しを全 うします。』……

彼は医師の指示 に従って2度 ，機能回復の

訓練を受けた。そ して信仰 を働かせ， さらに

神権者による祝福 を受けた。その結果奇跡的

に回復 した。これには担当医師や専門医たち

も驚 くばか りであった。そ して彼はついに自

分の足で立てるようになり， さらに，松葉杖

を使 って歩けるようになったbそ こで，医師

は彼に言っ た。『教会が許可するなら，伝道地

へ戻ってよろしい。』彼は伝道地へ戻った。私

たちは彼 を再度グァテマラへ送 り込んだので

ある。こうして彼は， 自分が召された国へ，

そ して心か ら愛す る人々のもとへ戻 って行っ

た。

帰任 したグァテマラでは，彼は両手に杖を

持って伝道 した。(伝 道部長 は)彼 の様子 を見

て，ある時こう言った。『エルズワース長老，

あなたに信仰があるのな ら，そんな杖は捨て

て，自分で歩いた らどうだろう。』それに答え

て，エルズワース長老は 『伝 道部長がそれ程

までに私 を信頼して下さ.るのなら，(こ の杖を

取って下 さい)』 と言 った。』彼はその場で杖

を捨てたが，以来二度 と杖 を使 うことはなか

った。(1977年6月 伝道部 長訓練セ ミナーの

テープ録音より，教会伝道管理部保管)

兄 弟の皆様，特に若い兄弟の皆様，私は皆

様 に証 申し上げる。私は，主の報いが，主を

信頼する人々に与えられることを知っている。

私 たちが まだ若いうちにこの真理 を学び，生

涯 その真理の教えるままに生活する時に，私

が今述べた様々な体験 と同じように，私たち

自身 も証が持てるであろう。これ らのことを

イエス ・キ リス トのみ名により申し上げる。

ア ー メ ン 。

タバナクルの円柱越 しに大会の説教に耳 を傾ける

聖徒たち
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正 しい声に聞き従 う

私たち神権者は，主のみ声に聞き従う時に，最大の喜びと祝福を与えら

れる

第r副 管 長

N・ エ ル ト'ン ・タ ナ ー

最 初に・他に類 を見ない教師たちのし'る非
常にかわったクラスにつ いてお話 したい

と思 う。その生徒たちは，犯罪 を犯 した青少

年 を収容する州の鑑別所か ら送 り込 まれて来

た人々で，教師を務めるのは，無期か，懲役

25年 以上の服役囚たちである。

最近 ある若者たちのために 「青少年認識プ

ログラム」というのが行なわれた話から始め

よう。生徒は20人 程であった。中には，腕に

入れ墨 をした14歳 の少年 もいたが，ひ とり残

らず，大な り小な り法律 を破 った者たちで，

その範囲は空巣，万引きから暴行にまで及ん

でいた。彼 らはバスで到着す ると，ふてぶて

しく肩で風を切 って刑務所の中へ入って行 っ

た。ところが，3時 間の後，彼 らは肩を落 と

して出て来たのである。中には体 を震わせて，

涙 を流さんばか りの者 もいた。

この態度の変化は，彼 らの 「教師たち」が，

実際の経験をもとに して刑務所暮 らしについ

ていろいろ教 えた結果起こったのである。ひ

どい言葉遣いであったし，強迫めいた場面 も

度々あった。(し か し実際には行為に及ばなか

った。)け れども，入って来た時には落 ち着 き

がな く，ひね くれ，興味 もない様子だったクラ

スの生徒たちが，出て行 く時にはまるで魔法

にでもかけられたかの ように教師たちの話に

心 を引かれていたのである。

このような変化 をもたらして くれた 「教師

たち」の言葉 を少 し引用 してみ よう。

ある殺人囚の言葉である。「俺は今45歳 で

もう二度 としゃばには出られないことを知 っ

ている。俺たちが死ぬ程，外へ出たい と思っ

ているのに，お前たち若い者は 『入れて くれ』

って入口をたたいていやがる。」

他の囚人の話である。「映画に出てくる刑務

所 じゃ，この中の暴力や 自殺についてはわか

るまい。そんなこと，この中じゃ 日常茶飯事

なんだ。お前たち不良どもはまだ青 いんだよ。」

また誘拐で服役 中の囚人は，少年 たちに次

のように言った。「俺はもうここに16年 もいる。

お前たちは， ここに2時 間 とじっとしてはい

られまい。悪 いこ とをす るつ もりなら，四六

時中，人か らこうやれ，ああやれ， と言われ

るのに慣れておいた方がいいぜ。」(Sα〃Lα舵

丁万ろ%η6「 ソル トレー ク ・トリビュー ン」

1977年7月19日 付 ，pp.1-2)

ところが興味深いことに，私 たちには，刑 ・

務所にいようがいまいが， いつ も指示 を与え

る人がいるのである。 しか し，だれが指示 を

与えるのか，そ して何 を指示す るのかに，、は

っきりとした違 いがある。幸福 と不幸の，そ

して神 と共に歩む永遠の生命 と，それ以下の

裁 きとの違いがあるのである。そ してその違

いは，正 しい声 と正 しい原則に従順 であるか

どうかで生 じるのである。

ここで私 と一緒に，人の幸福に とって必要

なことを考 えてみていただ きたい。皆さんは

イエス ・キ リス トの教会の会員であり，神権

を持っている。従って，特に必要 なことだけ

に話をしぼ りたい と思 う。すでに皆 さんは，
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幸福な生活に必要な条件 をある程度 まで充た

して いるかちである。皆 さんは，非常 に恵 まれ

てお り，神か ら神権 を与 えられている。また，

自分 は何者なのか，なぜ この世 にいるのか，

また，実 りある幸せ な生活 を送 り，救い と昇

栄 を享受す るためには何 をしなければならな

いか を，よ く知 っている。私 たちは，主なる

神の命 じられることをことごとく行 なうこと

により， 自らふさわ しいことを証明す るので

ある。今 日，世 の中の多くの人々は， これを

知 ってさえいたならば，今求めている幸福 を

見いだ していたことだろう。兄弟の皆 さん，

この ことをよ く覚 えていただ きたい。

さて，人には， 自分 は神の子 であ り，神 の

み名によって行な う権能である神権 を持 って

いるとい う知識に加 えて，同胞 との交わ りが

必要 である。神権組織 という偉大な兄弟 たち

の集 まりの一員であるということか ら，私た

ちはどれ程大 きな力を得ているこ とであろう。

この組織ではすべての者が，神の王国 を打ち

建てる助 けをす るために，義のみ業に携 わっ

ている。 しか し，その一貝 となって完全 な祝

福 を享受す るためには，規則に従わなければ

ならない。これには，ある種の必要条件 と，

従わなければならない規則 とがあるのである。

「われ らは，正直，真実， 貞潔，慈善，高

徳なるべ きこと，およびすべ ての人に善 を行

うべ きを信ず。まことにパウロの訓戒に従 う

というを得べ く，われらはすべてのことを信

じ，すべての ことを望む。すでに多 くのこと

を堪え忍びたれば，あらゆることを堪 え忍び

得んこ とを望む。 もし何にても，徳高 きこと，

好 ましきこと，よき聞えあること，.あ るいは
ほ

褒むべ きことあらば，われらはこれらをたず

ねもとむ るものな り。」(信 仰箇条第13条)

ほ かにも必要なことがある。それは家族や

友人の愛 と交わ りである。これもや は り， あ

る種の行動規範に従い，それに従順 であ るこ

とに より獲得 しなければならないものである。

若人の皆 さんは，友人 として選んだ女性に，

また，主 を愛 し， 自ら神の霊の子供たちの母

親 となるべ く備えをしている女性に，親切 で，

思いや り深 くなければならない。皆 さんは，

正 しく清い生活 をす ることにより，また戒め

に従 うことによ り，そのような女性 を迎える

にふ さわ しい者 とならなければならない。

すでに結婚 している男性 も，妻子に対 して

思いや りを持ち，親切 でなければならない。

神権 を不正に用いることがあってはならない。

妻子の虐待が末 日聖徒の家庭でもかな りの数

に上 るという記事 を読み，憂慮 している。先

日， ある地方紙の編集者に投書 した人がいた。

その人は，モルモンの数が圧倒的に多い地方

で，家族の大切さが強調 されていながら，な

お子供の虐待事件が数 多い と，驚 きを隠 しき

れない様子で書 きつづ っている。妻子に愛を

示すことにおいて も，救い主の模範 に従わな

ければな らないことは言 うまで もない。

さらに また，人は， 自分の選んだ仕事 を通

じて幸福 を見いだす。私 たちは，生計 を立て

るための仕事 を自由に選べる ということを知

って，幸福な気持ちになる。

若い人々が， 自分の生涯の仕事 を決めるに

当たってよく私の ところへ助言を求めてや っ

て来る。その ような時，私はいつも、自分で

喜んでできる仕事 を選ぶようにと勧める。そ

して，可能な限 り最善 を尽 くし，正直で，徳.

高 く，また高潔な思いを持って仕事 をすべ き

であると助言する。また，他 のあらゆるもの

がすべて添えて与 えられるということを知っ

た上で， まず第一に神の王国 と神の義 とを求

めることが大切 である。

ある実業家が， 自由競争社会 を擁護す る立

場か ら，若い経営者たちに向かって次のよう

な助言 を与えた。

「(熱心 に)働 きなさい
。適切な時に適切な

場所にいるよ うにしなさい。ある程度の謙虚

さを保ちなさい。しか し，ただ平々凡々 と毎 日

を過ごすのではな く，心の中にある，他 よりも

抜 きん出ようとする心意気 と望み とを大切に

育て なさい。そして常識 を積み重ねなさい。」

この ような仕事の面での助言に従順に従 うこ
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とも成功 を収め，幸福 を得る助け となる。

今 日，非常にしばしば耳に し， 目にするこ

とは，政界や実業界や労働組合内など，努力

を要す る分野で，不正直な行為が著 しい とい

うことである。どの場合 でも，必ずある種の

道徳律 を破 った り，法律 に違 反した りするこ

とがつきまとう。 ところが，ほ とん どの場合，

それに対する良心の苛責 がまるで見 られない。

その上，人の命を大切に しよう「どしない人間

が余 りにも多い。また，講演家や映画 スター

として巨額の富 を得ている犯罪人さえいると

いう。

最近のニュースで知 ったことであるが，あ

る男が，自分のしていない窃盗罪のために刑

務所に入れ られ，後に釈放 された と言 っ。 自

分にはア リバイがあることを， ようや くの こ

とで判事に納得 させ たのである。この男は，

事件当 日， そこか ら400キ ロ も離れた他の店

で窃盗を働 いていたのであった。

過度に寛容な両親にも少年犯罪の責任の一

端がある。教会は現在，ふたつのスローガン

のスポンサー となっている。そのスローガン

は両方共， よく知 られている。「お父さん，

お母 さん，10時 です。お子 さんが今夜 どこに

いるか知 っていますか。」「子供の皆 さん，今

晩お父さん とお母 さんが どこにいるか知 って

いますか。」 このふたつである。現在，非常に

多 くの親たちが，自分たちの責任 をテ レビに

託 しっぱなしにしている。テレビはまるで子

守 りのような働 きをす る。 しか し，取返 しの

つかない害 を与 えることが 多い。

次に申し上げる話は，現代 に起 きた悲 しい

出来事 である。ある15歳 の少年が年輩の隣 人

を冷酷な方法で殺害 した という罪で告発 され

た。弁護士は，少年が犯罪時には 「心ならず も

テレビに夢中」になっていたため，精神 異常者g)

犯行 とみなされ無罪である と訴 えた。訴訟準

備手続きの調書には次の ように書かれている。

「『この興奮性の高い 〔テ レビ〕を長時間にわ

たって過度に視聴 を続けた』ため， 『精神異常

とい う病状が引 き起 こされた。』 この状態は，

66

『心の病気』であって…… 〔少年は〕『自砂の

行為の犯罪性』を認識 し，『法律に従 う意識を

持 でない』状態であった。」(Sα」昆 盈6野 づ伽麗

「ソル トレー ク ・トリビュ}ン 」1977年8月

18日 イ寸p.A4)

子供 たちは従順 について学ばなけれ ばなら

ないし，また親 も，子供 たちに従順 さを求め

なければならない。子供 たちを愛 しなさい。

あなたが子供たちを愛 していることを知 らせ

るようにしなさい。子供たちにしてはならな

いことをさせてお くこ とは愛情ではない。 こ

のことを忘 れてはな らない。私 のこれ までの

数 々の調査結果か ら， また個人的な体験か ら

知 ったこ とは，子供たちも自分 たちの生活の

中でなんらかの指導 と抑制 とを欲.してお り，

また自分 たちの生活に責任 をもって導 きを与

えて くれる人々の期待 に添った生活 をしたい

と思っているとい うことである。

神の律法 も自然の法則も国の法律 も皆，人

のために，すなわち人の慰め.楽 しみ，安全，

福利のためにあるのである6.そ れゆえ， これ

らの律法や法則について学ぶことは，また法

律に従 い戒め を守ることに よってこれ らの利

益 を享受す るか どうか ということは，皆，個

人個人にかかっているのである。実 りある幸

せ な生活 を営むためには，私たちの活動に関

係す る律 法や規則に従 う必要が ある。 これ ら

の律法は，.私たちの行動次第で，喜びや幸福

をもたらす方に も，損失や悲 しみ をもた らす

方にも， どちらにで も働 くのである。

自分のすることに対 して人か ら指図を受け

たくない と言う人々が何 と多いことだろう。

若い人々は，特に，規則や規律に従わせ られ

るこ とに反感 を抱 くことが多い。時々若い人

人が私の所へやって来て，.噛分たちは 「これ

をしなさい」「あれ をしな.さいコと言われるこ

とに飽 き飽 きしています と言う。自分 のした

いことは 自分で決めた.いど言うのである。

それに対 して私は次のように答える。人に

は自分の したい と思 うこ とをその通 りす る自

由がある。(た だし，他 人の権利 を侵害 しない



限 りとい う条件が付 く。)し かし，私 たちの行

動には必ずある一定の結果が伴 う。従って，

そのような結果の責任を とれる備 えができて

いなければな らない， と。

聖典に次のように言われている。「汝 らわが

言 うところを行わば，主なるわれこれに対 し

て責任あ り。され ど，汝らわが言 うところを

行わずば汝 ら何 ら約束 を受けず。」(教 義 と聖

糸勺82：10)

十戒 のひ とっ に次のようにある。「あなたの

.父と母 を敬 え。これは，あなたの神，主が賜

わる地で， あなたが長 く生 きるためである。」

(出 エジプ ト20：12)

これ についての良い例 を，私 は最近耳にし

た。ある少年が友達 と野球 をしていると，母

親が大きい声で 「チャー リー， チャー リー」

と呼ぶのが聞こえた。彼はす ぐにバ ットを投

げ出す と，上着 と帽子 を拾 い上 げて家へ帰ろ

うとした。

「まだ行 くなよ
。試合が終わってからに し

ろよ」 と他の子供 たちが叫んだ。

「す ぐに行かな くちゃいけないんだ。お母

さんに呼ばれたらす ぐに帰るって約束 してい

たか ら」 と，チャー リーは答 えた。

「聞こえなか った振 りをしろよ。」

「でも
， ちゃん と聞こえたか ら。」

「そんなことわか りゃ しないよ。」

「でも僕はわかっているから，行かな くち

や。」

す ると仲間のひとりが言つた。階 かせてや

れよ。あいつの気持 ちは変わ らないさ。お母

さん子なんだよ。まだ赤 ん坊だか ら，呼ばれ

ればす ぐに走 ってい くのさ。」 ・

チ ャー リーは駆けなが ら，後 ろを振 り向い

て言 った。「お母 さん との約束 を守 ることで，

赤ん坊だなんてことないさ。それが男らしさ

なのさ。お母 さんとの約束を守 ちない者は，「

ほかの人・との約束も守らないからね。」

それか ら幾年か経ち，.チャー リーは実業界

で成功 し，ある大会社の社長になった。彼の

仲間たちはいつも，「彼の言葉は，証書 と同 じ

ですよ」 と言っている。 またある時，新聞記

者のインタじユーで， どのようにして現在の

名声 を勝ち得たのですか という質問に彼はこ

う答えた。「私は子供の頃か ら，誘惑がどんな

に強 くて も，約束を破 ったことは一度 もあ り

ませ んで した。その頃培われた習慣が，生涯

を通 じて私 の支 え とな ってい るの です。」.

("T㍑6朋4Ez〃 励1"ル1bη1S彦o万 θ∫σ五漉16

勘 廊 『真実 と誠実』 「子供のための訓話」

P。122)

神権 者である私たちは， まじめに誓約を守

り，天よ りの召 しを全力を尽 くして遂行 しな

ければならない。私 たちは，戒めを守るとい

う誓約を交わしたのである。神は常々，いろ

いろな事柄に関係 して私たちを召 してお られ

る。神のみ声が聞 こえた ら，私たちもバ ット

を捨て， ゴルフ クラブを捨て，つ りざおを捨

て， あらゆるものを捨てて，急いで神の命令

に従お うではなヤ・か。私たちが まず第一に神

の革国 を打ち建てることを求めるなら1ギ，神

は私 たちに成功 と幸福 とをもって報 いて下 さ

るであろ う。

これについての実話 をお話 したい。七十人

第一定貝会の リチャー ド・G・ スコット長老

は，1950年 に ジョー ジ ・ワシン トン大学の機

械工学科 を卒業 した。そしてす ぐにウルグア

イに向けて，31カ 月の伝道に出発 した。彼は

こう語っている。「教授や.友人たちは私に伝道

に行かないように，伝道に出ることは技師 と

して進む上で大きな障害になると忠告するの

でした。 しか し，伝道 を終えると間 もな く，

私 は海軍核プ ログラムの一員に選ばれました。

(この分野は最高機密で，テネシー州 オー ク

リッジにおいて，科学分野の先駆者が与える

初めての最高の訓練であった。)私 が派遣 され

指導にあたった会には，私に伝道を思い止ま

らせ ようとした教授がい ま.したが，彼はその

プログラムでは私 よりもはるか下の方で働 い

ていたのです。私が主の ことをまず行なった

ことで，主が私 を祝福 して下 さっていること

を強 く感 じ，証.を強めることができました。」
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(「聖徒の道」1977年10月 号p.539>

時に そのような考え方 を受け入れ ることが

難 しいこと.はよく承知 している。著名な人々

が一応表面上は成功 を収め，各界のいわゆる

トップに立っているというのに， そうい う人

人が必ずしも正直でな く，信頼 もできず， ま

た自分の目的を達成するために時には卑劣な

手段 さえ用いているか らである。 しか し， よ

く覚えておいていただ きたいことは，そのよ

うな人々 も審判 を受け，大衆 の批判 にあって，

その名声が情け容赦 な く失墜 させ られ るこ と

がよ くある とい うことである。私は，彼 らが

やがて， 自分 とその罪のない家族 との面 目が

つぶれたことは，法律や秩序や健全な道徳規

範に従わなか った報い としてはあまりにも大

き過 ぎると感 じる時が来るであろ うと確信 し

ている。

私たちが他 人の経験か ら学び取 ることので

きる教訓が数 多 くある。 これらの教訓を自分

の生活の中に取 り入れれば，私たちは，かな

りの量の苦痛や苦悩 を味わわな くて済むであ

ろう。私たちは導 きのないまま放 り出 されて

はいない。私たちには，いつ でも，あ らゆ る

ことにおいて，それが霊的なものであろ うと，

物質的な ものであろうと，導 きを与 えて くれ

る福音があるのである。

サタンは神の目的を挫折 させ ようと誓いを

立て，私たちを誤った方向に導 こうと， あら

ゆる種類の策略 をめ ぐらしている。私たちが

もしそれに聞き従 うな らば，必ずや徳 を失い，

自尊心 を失い，他人を尊敬する心 を失い，や

がては永遠の生命 まで も失ってしまうのであ

る。

私たちが黄金律に従って生活するようにし，

思 いや りの精神 と救い主が言われた愛の精神

とで私たちの行動 を制御することができたら，

私 たちは必然的に他のあらゆる戒めに従 うこ

とになるであろう。盗むことも，殺す ことも，

偽証す ることも，姦淫 を犯すことも，むさぼ

ることもないであろう。両親 を敬 い，安息 日

を聖 とし，主のみ名に適切な敬意 を払 うこ と
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で あろう。

しかしなが ら，戒め を守 ることが容易な反

面，誘惑に心 を奪 われた り，あの狡猜な恵魔

にだまされたりす る人がいることも事実であ

る。 しか し，私たちは本当に恵まれてお り，

罪 を犯 した人々にも，悔い改め という栄えあ

る原則 を通 じて贈 いの道が用意されているこ

とを知っている。主は私たちに悔 い改める方

法 を教え， また赦 しを与え ると約束 して下さ

った。主は言われた。「人罪 を悔い改めしや否

やは，見よ，彼は 自らこれ を告 自しその罪を

捨つべければ，その悔 い改めたることはこれ

によりて知るを得べ し。」(教 義 と聖約58：43)

主 は また私 たちに，あらゆる人の罪を赦す

ようにと勧告 された。私たちは皆，悔 い改め

る必要があ り， また，罪を悔 い改めた人々に

愛 と友情の手を差 し伸べ なければならないの

である。

さて，私 たち神権者は， 自ら率先 して世の

人々の前に模範を示して， 自分の罪を悔 い改

め，人々に赦 しの手を差 し伸べ，神の戒めに

従 わなければならない。私たちは世の人々が

救 い主の再臨に備 えるのを手助けする必要が

ある。 ノアの時代の人々の ように， あるいは

思慮の浅いお とめたちのようにな らないよう

にしようではないか。彼らは，洪水 がいつ来

るのか，花むごがいつ来るのか全 く知 らなか

ったため，何の備えもしていなかった。

私 たちは今備えをしなければならない。マ

タイ伝 を読んでみよう。「だから，目をさまし

ていなさい。いつの日にあなたがたの主がこ

られるのか， あなたがたには，わか らないか

らである。……だか ら，あなたがたも用意を

していなさい。」(マ タイ24：42，44)

私 たち一人一人が，救い主に まみえ1主 と

共に栄えある勝利のみ業 を進め ることがで き

るよ うに， 自らを備え，ふ さわ しい者 となる

ことは， いかに大.切なことであろ うか。これ

はい くら強調 しても足 りないであろう。私は，

1834年6月22日 に予言者 ジョセブ ・ス ミスに

対 して啓示 として与え られた主のみ言葉が，



/

現在の私たちに も当ては まると確信 している。

「されど見よ。彼らはわが彼らに要求 した

る ところにおとなしく従 うことを覚 らず……

されば， わが民の律法に従順 なるこ とを覚

るまでは必ず これを懲 しむるを要す。 もし必

ず要すれば，彼 らの受 くることによりて打ち

懲 しめ らるるな り。」(教 義 と聖約105：3，6)

私 た ちは盲従を呼びかけているのではない。

人の限 られた理解力では完全には理解 できな

くても，神 の無限の知恵か らみて人の利益 と

祝福のためになるものをすべて信ず る信仰 に

よって従いなさいと語 りかけているのである。

アダムとイブは，エデ ンの園を出て間 もな く，

この教えを学んだ。

「主
，彼 らに誠命 を下 して宣けるは，主な

る汝 らの神 を礼拝 し，主に供物 としてその羊

の群の中の初子 を捧 ぐべ しと。アダムは(神

を信ずる信仰 を持 っていたので)主 の誠命に

よく従いぬ。

多 くの 日を経て，主の天使一人アダムに現

われて言いけるは，汝何故に主に犠牲 を捧 ぐ

るや と。アダム彼に言いけ るは，われその故

を知 らず，ただ主の誠命に従 うのみ。」(モ ー

セ5：5-6)

これ が，私たちが戒めを守 る充分な動機 と

なるように。私たちも信仰 を篤 くし，やがて

いつの日かアダム と共に 「私 たちが戒めを守

るめ は，主がそれを与えて下 さったか らです」

と言えるよっに。

私たちが神権 を持 っているこ とをいつ も心

に留め，決 して忘れないようにしようではな

いか。私たちは神の霊の子である。私 たちに

は，真の永遠の福音があ り，またこの末の 日

に導 きを与 えて下 さる神の予言者，す なわち

スペンサー ・W・ キンボール大管長がお られ

る。大管長 の言葉に耳 を傾け， よ く聞いて，

大管長 に従 っていただきたい。そうすれば，

必ず祝福 を受けることができる と私は約束す

る。イエス ・キ リス トのみ名によ り申し上 げ

る。.アー メン。

タバナクルの円柱越 しに大会の説教に耳 を傾ける

聖徒たち

69



赦 し の 力

(1)青 少年と成人が不活発 になるのを食止めるように，そ して(2)私 た

ちの生活に赦 しの律法を取リ入れるように，との大管長の勧告

大管長

スペンサー ・W・ キンボール

皆 様は今・ふたりの素晴らし幅 暗 長の話
をお聴 きになった。ふた りとも偉大な人

であって， この大いな る教会 にかか る重荷の

多くを背負って下さっている。

兄弟の皆様，私 は今宵，閉会の前に，少 し

お話 したいと思 う。私 たちは，教会の青少年

が成人して不活発になる傾向を少な くし，相

当数の成人を活発にすることが急務である と

して， この問題に深い関心 を抱いている。こ

のことを念頭において，次のように提案 した

いと思う。

1.教 会に改宗 した人々のフェロー シップ

に一層の努力を払 うこと。バ プテスマ を受け

て改宗 した人々にす ぐにホームティーチャー

を割 り当て，ホームティーチャーが個人的に

十分に関心 を払ってフヱロー シップす ること

が，是非共必要である。 このホームティーチ

ャーは，神権役員 と協 力して，改宗 した成人

にチャレンジを伴 う活動の場が与 えられてい

るか どうか， また福音の知識 を増すための機

会と励 ましが与えられているかどうか をよ く

見守 らなければならない。また改宗者に，教

会員 と打ち解けた関係 を築 くことができるよ
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う助け を与 えなければならない。そうすれば，

孤独感 を味わ うことがな く，活発な末 日聖徒

としての生活を始めることができるか らであ

る。

2.認 可 されたアロン神権 の若い男性 と若

い女性のプログラムに一層重点を置 くこと。

このプログラムの意図するところは，教会の

青少年 の教育課程を強化す ること，そして，

青少年が数 多くの様々な才能 を発揮できるよ

うに報いある意欲的な活動の機会 を与えるこ

とである。今 の青 少年 を救 うことは，何代に

もわたって子孫 を救 うこ とになる。

3.ワ ー ド部やステーキ部の扶助協会の役

員にもっと責任感 を抱かせ，教会 の姉妹たち

を扶助協会会貝として登録 し，すべての活動

に参加 させ るようにす ること。そのために，

集会の 日程 を調整 し， もっと多くの姉妹たち

が この偉大な組織のプログラムに参加 できる

ようにすることが必要になる。監督の皆さん

は， この問題について是非扶助協会の会長 と

話 し合っていただ きたい。

4.ホ ームティーチャーに，転居す る教会

員に対 して もっと責任 を持つ よう強 く勧める

こと。親戚や隣人 と接触 をとれば，引っ越し

をす る人々の多 くはす ぐに も所在がわかるし，

新 しい居住地 に到着次第す ぐに様々な方法に

よって歓迎の気持 ちを表わす ことができる。

5.長 老見込み会貝 と言われる人々に もっ

と積極 的に働 きかけること。現在のプログラ

ムの下では，長老定員会がこれらの人々に対

する責任 を持 っている。 しか しながら，現在，

大祭司や七十人が これらの人々を助け るプロ

グラムを準備中である。長老定員会は，神権

役貝会 を通 じて，大祭司に彼 らのホームティ

ーチャー として働 くよう要請 をすることがで

きる。特に大祭司のホームティーチャー と話

の合 う人がいる場合はなおさらである。同様
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に，教会員 でない人のいる家族のためには，

七十人に援助 を要請す ることがで きる。この

場合，単にホームティーチャー としてだけで

な く， その家族の教会員でない人.のために宣

教師 として も訪問する。兄弟の皆様，私たち

には，これ らの人々 を活発にするために，現

在行.なわれてい ないことがまだある。私 はそ

のこ とを心から喜んでいる。そのようにすれ

ば，私たちは彼 らの生活に も，その家族 の生

活にも祝福 をもたらすこ とがで き，そして実

際に主のみ業を強め るこ とができるのである。

6.長 年にわたって私たちは，長老見込み

会貝 とその妻，ならびに不活発な長老のため

にセ ミナー を朋 き，一緒に参加 させてほ しい

と強 く勧めてきた。霊感あふれる有能 な教師

の指導の下に，彼らの福音の知識 を増 し，主

の宮居.に行 く.ための備 えをさせ ることがその

目的である。私たちはそのようなセ ミナーの

学習課程 を承認 したところである。 これは，

教会本部の神権役頁会 の指示の下に準備され

たものである。従 って，監督やステー キ部長

が今後 この重要なプログラムを十分に活用 し

て下 さるよう，心か ら望んでいる。

兄弟の皆様，私 たちは，大勢の兄弟姉妹や

青年男女が教会のプログラムにまだ積極的に

参加 してはいない とい うのに，ゆっくりとし

てい られるであろうか。私は，皆様がこの点

に関 してもう一度 自分 の責任 を思い返 し， こ

の贈 いのみ業を進め る速度 を上げて下 さるよ

うお願いす る。，

夫 を亡 くした若 い母親がいた。家族 は困窮

していた。生命保険はわずか2，000ド ルで あ，

った。 しか しこれは天からの贈 り物のように

貴重なお金であった。保険会社は死亡通知が

入るとす ぐその額の小切手 を支払った。若 い

未亡人はこのお金 を非常用に充てることにし，

銀行に預金 した。 ところが，彼女が預 金 した

ことを知った親戚のある人が，高い利息を払

うか らそのお金 を貸 してほ しいと話 をもちか

けて きた。

数年が過 ぎた。彼女は利息はおろか元金す

ち受け取 ることがで きなか った。彼女か らお

金 を借 りた人は彼女を避け，お金の話をす る

と口先ばか りの約束 をす るのであった。彼女

がお金 を必要 としている今，それが手元に全

くないのである。

「本当にひどい人です」 と彼女は私に語っ

た。声は憎 しみと恨みで震え，黒い目の中に も

それがうかがえた。強壮な男が家族 を抱えた

若 い未亡人か ら金 をだまし取 ることを考えて

みていただ きたい。「彼のことを考えただけで

もぞっ とします」 と彼女は何度 も言っていた。

私はその時，ケンプ トン監督の話 をした。父

親を殺害 した男 を赦 したあの監督の話である。

彼女は じっと聞いていた。そして，いた く感

銘を受けた様子であった。私が話 を終える頃

には彼女の 目には涙が光 っていた。「ありが と

うございます。本当にあ りがとうございます。

確かに私 も敵 を赦さなければな らないのです

わ。 もう私の心か ら憎 しみ を取 り去 ることに

します。私のお金を取 り戻すことは期待 しま

せん。彼の ことは主にお任せ しますわ。」

数週間後 また彼女が訪ねてきた。彼女が言

うには， ここ数週間 とい うもの，今 までの生

涯で最 も幸福な時期 であった とのことである。

新 しい平安に包まれ，彼女は1ド ル といえど

も返 して もらってはいないけれ ども， この罪

人のために祈 り，彼 を赦す ことができたとい

うので ある。(ス ペ ンサー ・W・ キンボー ル

「赦 しの奇跡」pp .302-303参 照)

自分の小 さな娘 を汚された婦人 と会ったこ

とがある。「私が生きている限 り絶対犯 人を赦

さない」 と母親はそれを思 うたびに言ってい

た。確かに犯人の行為はむごい醜悪な もので

ある。 このような犯 罪を見聞 きすれば，だれ

でも衝撃 を受け心 を騒がせ るであろう。 しか

し， だか らと言って赦そ うとしないのはキ リ

ス トにつ く者 らしくないことである。その非

道な行為はすでに過去の ものであった。間違

いな く過 ぎ去ったこ とである。犯人は捕えら

れ， それ相 当の制裁を受けている。それでも

なお犯人に対 して憎 しみを抱き続け るこの婦
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人は， 自分 をみ じめな人間に しているのであ

る。(「赦 しめ奇跡」p.303参 照)

この婦人と対照的なのは， 自分の顔 を傷っ

けた男を赦 して最高度の 自制 を示 した末 日聖

徒 の若い女 性 である。ユ ナ イテッ ドプレス

の記者ニール ・コルベ ッ トは彼女のことをサ

ンフランシスコの新聞で次の ように述べてい

る。

「『彼に限らずあのようなことをする人はみ

な苦 しむに違 いあ りません。彼を気の毒に思

わなければ。』これはサンフランシスコで起き

た残忍なナ イフ襲撃事件で被害を受け，3週

間入院することになったエプ リル ・アー ロン

が犯人について語った言葉である。彼女は22

歳 になる熱心なモルモンであって……。彼女

は秘書で，名前の とお り可愛らしい人である

が，顔に一条の傷がついてお り右 眼が失明 し

ている……。MIAの ダ ンスに向か う途中，サ

ンフランシスコの ゴールデンゲー ト・パー ク

付近でひった くりにナ イフで切 りつけられた

ものである。彼女はこの男の手 を逃れて走っ

たが，教会 まであと1ブ ロックといっところ

で追いつかれ， もみ合 いにな り，この時左の

腕 と右の脚部に深 い傷 を負った……。
『追いつかれるまで1ブ ロック半ほ ど走 り

ました。ハイヒールではそう速 く走れるもの

ではあ りませ んわ。』エプ リル は微 笑 みなが

ら語った。脚部の傷は非常に深かったので，

医者は一時切断を考えたほどであった。しか

し，犯人の鋭い刃先は， 彼女の快活 さと同情

心 を損 うことはできなかった。『……だれか彼

を助けてあげて欲 しいわ。彼にはそれが必要

なのよ。 どうしてこの ようなことをしたのか

知っている人がいるか しら。それを見つけ出

さなければまた同 じことをしてしまうわ。』

……エプ リル ・アーロンはこの悲劇に直面

した ときに示 した勇気 とすば らしい精神 をも

って，サンフランシス コ ・ベ イ地域の人々の

心 を捕えてしまった。聖 フランシス病院の彼

女の病室は，彼女が入院している間中，花の

絶え.ることがなかった。付添人の話では， こ
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んなにた くさんのカー ドと見舞いを受けた人

はこれまでいなかった とのことである。」(「赦

しの奇跡」pp.303-304)

次 に あげるのはロサ ンゼルス新聞の記事か

ら転載 した ものである。 これは，この ような

状況下では通常の人々なら陥 るに違 いないあ

さましい復讐や醜い思いを立派に超越 した人

人の精神的な強さを示す ものである。

「ロサ ンゼルスの ノーマン ・メ リルの子供

を誘拐 し殺害 した犯入 として，3人 の男が逮

捕 された。私 は個 人的にノーマンをよ く知 っ

ていた。この青年 は私 と同 じ地方で成長 した

ので，幼 い頃か らよく知 っていた。……ワー

グナー局の郵便集配人たちは葬儀の席で弔辞

を述べ る代表者 としてアンジェロ ・B・ ロー

リンズを選んだ。彼は黒人の郵便局員である。

メ リル長老は20年 以上 も郵便局に勤務 してい

た。教会堂には，勤務先か らそのまま駆けつ

けた制服姿の郵便局員が大勢集 まっていた。

……ロー リンズは次の ような言葉 を述べた。

『命を奪 った犯人たちの行為 を見逃せる人は

いないで しょう。 この邪悪で下劣な行為のた

め私たちは恥 じ入 って顔 をあげることもでき

ず，また何百万人 という罪のない黒人たちが

このために犯罪者 として指差されることにな

るのです。罪深 くて弱い私は彼 らを八つ裂き

に しても足 りない思いです。 しか し，主の声

が静かに聞こえて くるのです。「復讐はわた し

のすることである。」……このモルモンの長老

ノーマ ン ・メリルは信仰の上 に固 く立ち，キ

リス トの教 えに従って歩んでお られ ます。彼

は犯人たちに対 して多分，キ リス トがカルバ

リの丘で言われた ように，「父よ，彼 らをおゆ

るしください。彼 らは何 をしているのか，わ

か らずにいるのです」 と言われることであ り

ましょう。』」(「赦 しの奇跡」pp.304-305)

隣 人が次のように言 うのを聞いたことがあ

る。「私 は国境 を越えて来るあの人たちが嫌い

だ。うす汚いし，世の中に非常に多くの害悪

をまき散 らして きた。」この人は，そのような

人々の中に も，善良で正直で立派な人々がい
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るとい うことを考 えようともしなかうた。彼

らは，その国の指導者が行なったことに対 し 、

て何の責任 もないのである1す べ ての人が不

道徳で残忍だったわけではない。それを，た

またま同胞が犯 した悪事のために，裁 くよう

な ことがあってはならない。多 くの人々が，

そのよ うな罪悪 に心 を痛め ていたからであ

る。

他に も，国境 を越えて来 る人々を苦々しく

思っている隣人がいた。「あそこにいるや つ ら

は嫌 いだ。残忍で，不道徳で，無慈悲なやつ

らさ。」

私 はこの隣人にこう言 った。「私は個人的に

はあの人々が好 きです。一部の人たちは残忍

で不道徳 でしたが，立派な人たちが大多数で

す よ。神か ら愛 されている人 もい るでしょう

しね。」

次は，激戦地 で出会 ったふた りの兵士 の話

である。たまたま休戦中の出来事であるが，

ひ とりの青年が戦線を越えてやって来て，敵

軍に向かって尋ねた。「この部隊にモルモンの

長老はいますか。」

答 えがあった。「はい，私はモルモンです。」

す ると青年が言った。「私たちの錘壕 まで来

て，けがをした友 人に癒 しと祝福の儀式 を施

す手伝いをして くれませ んか。」それまで敵同

士であった このふた りは，「無人地帯」を越え

て一緒に歩いて行 った。ひ とりが油 を注 ぎ，

もうひとりが注がれた油を結び固めた。 こっ

して，けが をした仲間は祝福 を受 けたのであ

る。大 きな平安がふた りの心の中に満ちた。

ひとりはまた義務 を果たすために前線に戻っ

て行った。そして，彼の心の中には，新 たな

平安な気持 ちが湧 き上 っていた。

もちろん私たちは，すべての人々に，個人

の行ないの責任を負わせるつ もりはない。私

たちは赦すようになるのである。

私は，教会に とって極めて重要 なある地域

で，ひ とつの経験 をした。不幸なことである

が，.教.会のふた りの指導者が反 目し合 ってい

て，互いに一歩 も譲ろ うとしなかった。

私はその日，ステーキ部大会に出席 した後，

夕食もとらずに出かけ，山をいくつ も越えて

この不幸な人々に会 いに行っ.た。

私 たちは何時.間も話 し合い，力を尽 くして，

このふた りの気持 ちを変えさせ，和解 させよ

うとしたが，何のかいもなかった。

8時 にな り，9時 になり，10時 にな り，11

時 にな り，12時 になった。1時 になり，2時

にな り，時間はどん どんたっていった。・私の

疲労 も頂点に達 していた。私は自分の1「教義
.と聖約
」をぱ らぱ らとめ くった。すると，(英

文の)105ペ ー ジが開いた。そこで私はそこの

聖句 をふた りに読んで聞かせた。ふた りは驚

きで息も止まらんばか りであった。そこには

次のよ っに記 されていた。

「さ りなが ら彼は罪を犯 した り。然れ ども，

誠 にわれ汝 らに告 ぐ，主なるわれは死に当る

べ き罪を犯さず してわが前に罪を告 白し，赦

しをわれに乞 う者 にはその罪 を赦すな り。
おり

古えわが弟子たちに して陥入れんとす る機

をねらい心中互いに相赦すことなき者あ りた
はなはだ

るが，彼らはこの悪のために苦 しみまた甚 し
こら こうむ

き懲しめを蒙 りしな り。

この故にわれ汝 らに告 ぐ，汝 ら互いに赦し

合 うべ きな り。そは，人その兄弟の過ちを赦

さざれば， その人主の前に罪に値する故にし

て，そは更に大いなる罪なお彼に在ればなり。

主なるわれは，その赦さん と欲する者を赦

す。され ど汝 らにはすべての人を赦すことを

求め らる。

汝 ら心の中に言うべ きな り。神 をして汝と

われ とを審 き， また汝の行為によりて汝に報

いを与 えしめ よ.と 。

また己が罪を悔 い改めず してこれを告 白せ

ざる者は，汝らこれを教会の前に引き出して，

神 の誠命 または啓示何れか聖典に示されたる

が如 くに処置すべ し。」(教 義 と聖約64：7-

12)

私 は，敵対 していたふたりが徐々に譲 り合

お うとしているの を感 じた。そこで私は主の

祈 りを読 んで聞かせ た。
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1

「また
，祈 る場合，異邦人のように， くど

くどと祈 るな。……

あなたが却の父なる神は，求めない先か ら，

あなたがたに必要な ものほご存 じなのである。

……あなたがたはこう祈 りなさい，

天にいますわれ らの父よ，

御名があがめ られますように。

御国が きますように。

みこころが天に行 われる とお り，

地に も行 われますよう.に.。

わたしたちの 日ごとの食物を，

きょうもお与え ください。

わたしたちに負債のある者 をゆるしまし

たように，

わたしたちの負債 をもおゆるしください。

わたしたちを試みに会わせないで，

悪 しき者からお救い ください。

王国と力 と栄光 は永遠にあなたの ものだ

か らです。アー メン。」(欽 定訳マタイ6：

7-13)

ここで主は，人々の心を洗い清めるかのよ

うに，主題に戻って話 をされた。

「もしも
， あなたがたが，人々のあやまち

をゆるすならば， あなたがたの天の父 も，あ

なたがたをゆるして下 さるであろう。

もし人をゆるさないならば，あなたがたの

父 も， あなたがたのあや まちをゆるして下 さ

らないであろう。」(マ タイ6：14-15)

実行 するのは大変なことであろ うか。 もち

ろん大変である。主は容易な道，安易 な福音，

あるいは低 い標準や低 い基準 を備 えるような

ことは決 してなさ.ちない。支払 っべ き代価は

高い。 しかし，それに見合 うだけの ものが得

られる。主御 自身は別の頬 も向けあ れた。抗

議せず，打 たれるままにしておられた。あら

ゆる軽べつに甘.んじられ，一言め非難の声 も

あげられなかった。主は私たちに，「汝.ちはい

かなる人物にてあるべ きか」 と問いかけてお

られる。主の答えはこれである。「われ と同 じ

人物ならざるべか らず。」(IIIニ ー ファイ27：

27).「
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ア メ リカの政治家ウィ リアム ・ジェニ ング

ス ・ブライアンは彼の著書 「平和の君」で次

のように書いている。

「あ らゆ る徳の中で培 うのが最 も困難な も

のは赦 しの精神である。復讐 は人間に とって.

当 然のこ とのように思われている』敵 と対等

にわた り合お うとするのが人間である。復讐

心があ るの を自慢す ることす ら， 当然のこと

の ようになっでい る。ある人の墓碑に， 自分

が受けた以上 に友人や敵 に報復 した人 と刻み

込 まれた ものがあ る。 これはキ リズ トの精神

ではない。」(η 泥P7初6θ げP6α66「 平 和 の

君」P.35)

不 当に取 り扱われ，`気持 ちを傷つけ られる

ようなことがあっても，赦 したな らばそのこ

とを完全に心から消 し去らなければな.らない。

赦 し，忘れることはいつの時代に も通 じる勧

告 である。中国の哲人孔子は，「害 され，盗ま

れても，それ を根に持たなければ，何 でもな1

い ことである」 と言っている。

隣人，親類，配偶者か ら受ける害は，少な.

くとも当初は問題にす るほどのことでないの

が普通 である。そのよ うなことは赦すべ きで

ある。主は非常に慈悲深い御方である。従っ

て私た.ちもそうあるべ きではないだろうか。

「憐み深 き者 たちは憐み を受 くべ き故にさい

わいな り。」(IIIニ ー ファイ12：7)、.こ れは黄

金律 を言い換 えたものである。「人の子に対 し

て言.い逆 らう者は，ゆるされるであろう.」と

主.は言わ れている。「しかし，聖霊に対 して言.

い逆 らう者 は， この世 でも， きたるべ き世 で

も，ゆるされ るこ とはない。」(マ タイ12：31)

主 が非常に慈悲深 く親切な御方であるなら，.

私 たちもそ うあるべ きである。

「未亡人
， ケンプ トン監督，エ プリル ・ア

ーロンといった手痛 くいためつけられた人々

が赦 し， またステパ ノやパウロが悪意に満 ち

た攻撃 をしかけて くる人々 を赦 し，赦 しの模.

範 を示 したように，完全 を目指 して歩む私た

ちも.人.を赦 さなければならない。

憎 しみ と悪意の不毛の荒野を横切 ったとこ



うに，天国のように美 しい谷がある。新聞や

テレビで，世 界は 『恐ろしいほ ど混乱 してい

る』の をよく見聞きす る。 しか しこれは真実

ではない。世界はまだ非常に美 しい。人間の

方でそれ を見ていないのである。太陽は今な

お昼に輝 き続け，あらゆるものに光 と生命 を

与 えている。月は夜，輝き続け，海は世 界に

食糧 を供給 し，運輸の便 を与えている。川は

地 をうるおし，作物 を養 うために灌概用水 を

供給 し続けでいる。時の経過 で生 じる荒廃で

さえ， 山並の雄大 さを取 り去っていない。花

も今 なお咲 き，鳥は歌い，子供は笑いさざめ

き，遊んでいる。悪 くなっているのは人が作

った世界なのである。

できるはずである。人は 自己を征服 し， 克

服できる。人は自分に罪を犯 した人を赦 し，

この世では平安 を得，来 たるべ き世では永遠

の生命 を得 ることがで きるのである。」(「赦し

の奇跡」p.310)

現 在 私たちは，神の王国，すなわちイェス・

キリス トの教会が，世 界の教会にな りつつあ

ることを認識 している。全世界にその力が及

ぶ 日は速やかにや って来 る。私たち教会員は，

自制に努め，全人類 を， またあらゆる国々の

兄弟姉妹 たちを愛す るようにならなければな

らない。私たちから，敵意や悪意や恨みが完

全にな くなる日は確かに来 る。私 たちは， 自

分が赦 されるために，人を赦 さなければなら

ない。神に義 しい裁きをしていただこ うでは

ないか。

私た ちは， 自分 自身を愛す るように隣人を

.皆愛そう。そ うすれば神が私 たちを皆祝福 し

て下さる。私 たちの主であ り，救 い主である

イエス ・キ リス トこそ， この世の主である。

神が私たちを祝福 して下 さり，私 たちが神の

指示にしっか りと従 ってい くことができるよ

うに，イエス ・キ リス トのみ名により祈 るも

のである。アー メン。

教会幹部とタバナクル聖歌隊
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10月2日(日)午 前の部 におけ る説 教

福 音.の 光
「φなたがたの光を人々の前 に輝かし

，そして，人々があなたがたのよい
おこないを見て1天 にいますあなたがたの父をあがめるようにしなさ'い。」

第一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

聖 書は次のような諜 で始ま・ている・
「はじめに神は天 と地 とを創造された

。

地は形な く，むな しく，やみが淵のお もて

にあ り，神の霊が水のお もて をおおっていた。

神は 『光あれ』 と言われた。す ると光があ

った。

神はその光 を見て，良 しとされた。神 はそ

の光 とやみ とを分け られた。」.(創世1：1-

4)

この聖句か ら，神が光の必要なことを知っ

ておられたことがわか る。光は良いものであ

り，従って神は光 を闇から分けられたのであ

った。

神はなぜ 「光 あれ」 と言われたのだろうか。

その訳 を知 るために，まず第一 に，光 とは

何か をはっきりさせ なければならない。あな

たはどう定義す るだろうか。一見 してわかる

ものは当然す ぎて定義のしようがないことが

ある。「光」という言葉は科学的，哲学的にい

ろいろな意味があるが， ここでは簡単にウェ

ブスター辞典 の観念的な定義 を取 って，物を

見えるようにす るもの， または霊的啓蒙 とだ

け説明しておこう。

科学者たちは光 という実体の性質につ いて

様々な解釈 を下 しているが， あらゆるエネル

ギーは光(そ れもほとんどを太陽)に 源 を持

つ という点では一致 している。

私たちは光がなければ周囲の事物 を見るこ

とも，行 く先を知 ることもできないこ と， ま

た霊的な光がなければ知識や理解が得 られな

いことを承知 している。 しか しここで注意す

べ きことがある。それは， 目の見 えない人も

闇に取 り残 されているわけではないこと，つ

まり彼 らも霊的な光によって心を照 らされる

機会 を他の人 と同様に持っているということ

である。

闇は光のない状態，光 を受けた り，反射 し

た り，伝播 したり，放射 したりす ることのな

い状態，釈然としない状態，あるいは悪癖，

邪 念のある状態 と説明される。従 って，全 く

の闇とは光 と真理の不在を指す。つま り闇は

英知の中には存在 し得 ないのである。

聖句を引いて， このことをもっとはっき り

させ よう。

ヨハ ネ伝にはこう書かれている。「イエスは，

また人々に語ってこう言われた， 『わた しは世

の光である。わたしに従って来る者は，やみ

のっちを歩 くことがな く，命の光 をもつ であ

ろ う』。」(ヨ ハ ネ8：12)

イエ スはご自分 を神の子 と称 してこう言わ

れた。

「彼 を信 じる者は， さばかれない。信 じな

い者は，すでにさばかれている。神のひとり

子の名 を信 じることをしないか らである。

その さばきとい うのは，光がこの世 にきた

のに，人々はそのおこないが悪いために，光

よりもや みの方 を愛 したことである。

悪 を行 っている者はみ な光 を憎む。そして，

そのお こないが明るみに出されるのを恐れて，

光にこようとはしない。
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しかし，真理 を行っている者 は光に走る。」

(ヨ ハネ3：18-21.)

イザヤは，地 と地に往む民 をおお う闇 と背

教 を予見 して，こう告げた。

「地はその住む民の下に汚 された。これは

彼らが律法にそむき，儀 式を変 え， とこしえ

の契約を破ったからだ。

それゆえ，のろいは地 をのみつ くし， そこ

に住む者はその罪に苦 しみ， また地の民は焼

かれて，わずかの者が残 され る。」(欽 定訳イ

ザヤ24：5-6)

「見 よ，暗きは地 をおおい，やみはもろも

ろの民 をおお う。 しか し，あなたの上には主

が朝 日のごとくのぼ られ，主の栄光があなた

の上 にあ らわれ る。」(イ ザヤ60：2)

この背教の時代は，福音の光が地から取 り

上げられたので 「暗黒時代」 と呼ばれている。

さらに近年に至って，主は啓示の中でこう

宣言された。「異邦人の時始まるに及び，暗き

に坐する者の中に光輝や き出でん， この光は

わが完全なる福音な りとす。」(教 義 と聖約45

：28)

私 た ちは光 と真理が増す という約束 と共に，

忠実に生活す るように との指示 を受けている。

主は次のよっに言われた。

「神によるものは光明な り
。その光明を受

けて神に従 うこといよいよ久 しき者は，その

受 くる光 明いよいよ明 らかな り。その光 明い

よいよ明らか とな りてつ いには完 き昼 となる

べ し。」(教 義 と聖約50：24>

「而 して
， もし汝ら誠心誠意わが光栄 を顕

さん とすれば，汝 らの全身光明に充たされて

汝らの中に暗黒なく，その光 明に充ちたる体

はすべての事 を理解せん。」(教 義 と聖約88：

67)

何 と素晴 らしい}叉何 と喜ば しい祝福であろ　

う。 このような祝福 を得たいと思わない者が

いるだろうか。神の御子のこのみ言葉 を考 え

てみていただきたい。

「すなわち，キ リス』トはいと高 き所に昇れ

り， また同 じくよろずの物の下にまで身を落

せ り， それにて彼はすべ ての物 を含み以てす

べての物の中に在 りて，すべての物 を貫 き真

理の光 となる。

而 してその真理は輝け り，こはキ リス トの

光な り。 また同 じく彼は 日輪の中に在 り， 日

輪の光に して また日輪 を造 りしその.力な り。

……月輪の光 にして……

……また同 じく星の光にして……

またすなわち汝らの立てる地 を造 りしその

力なり。

而 して今輝 きて汝 らを照らすその光は，汝

らの眼を明る くする彼に よりて来 り。而もま

た汝らの理解 を生かす光 と同 じ光な り。

而 してこの光は，神の前よ りさし出でて広

大なる宇宙に満ち充て り。

す なわち， この光はすべての物の中に在る

光な り。こはすべての ものに生命を与え，而

もすべてのものを支配す る律法にして，すな

わちすべ ての ものの中に在 り，永遠の内に在

り， 自らの王座の上に在る神の力なり。」(教

義 と聖約88：6-13)

「暗黒時代」の背教について語っている聖

句は数 多い。旧約の予言者たちは大背教 を繰

り返 し予言し，地 と地に住む民 をおお う闇に

つ いて語 っている。先にあげた聖句か ら，人

はキリス トのみたまによってのみ啓発され，

真理 を理解す るこ と， また福音が地上か ら取

り去 られれば人の進歩は遅れ ることが明らか

である。しか し，福音が回復 され，神の神権

に よって神の力が再び人に付与されて以来，

あらゆ る学問の分野にめ ざましい発達が見ら

れた。 これは特筆すべ きこと.である。すべて

の真理が真理のみたま，すなわちキリス トの

光によって見 きわめられることは，次の聖句

が証 している通 りである。

「主の言は真理に して，お よそ真理なるも

のはすべて光な り。およそ光なるものはすべ

て 『みたま』に して，すなわちイエス ・キリ

ス トの 『みたま』なり。」(教義 と聖約84：45)

救 い 主が十字架 の苦 しみを耐えてお られた

間，地の面は暗黒 と化 した。ルカはζのよっ
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に記録 している。

「時は も.う昼の十二時ごろであ
ったが，太

陽は光 を失い，全地は暗 くなって，三時に及

んだ。

そして聖所の幕が まん中か ら裂けた。

その とき，イエスは声高 く叫んで言われた，

『父よ
，わたしの霊 をみ手 にゆだねます』。こ

う言ってついに息を引きとられた。」(ル カ23

：44-46)

これ と同じ頃，ア メリカ大陸に住む人々は，

主のお受けになる十字架の刑に関連 して予言

者たちが予言していた数々の出来事が起こる

のを待ちかねていた。やがてその時にな り，

しるしと異変が現われ，かつてない大風 と嵐

と稲妻が地を襲った。そして恐ろしい大地震

によって地の全面が一変 し，その後深い暗黒

が3日 間続いた。

「この暗黒の霧のために光があることがで

きずに，ろうそ くもたいまつ も火をつけるこ

とができず，よ くよ く乾か した薪でも火をつ

けることがで きなか ったか ら光が少 しもなか

った。

それで，地の面 を覆 う暗黒の霧が深いか ら

火の光 も，火 も，かすかな光 も， 日も， 月も，

星 もすべて何の光 も見えなかった。」(IIIニ ー

ファイ8：21-22)

この暗黒は，復活された主の出現によって

晴れた。主は， ヨハ ネ伝の中で 「他の羊」 と

呼ばれたその民に姿 を現 わされたのである。

「わた しにはまた
，この囲いにいない他の

羊がある。わたしは彼 らをも導かねばならな

い。彼らも， わた しの声に聞 き従 うであろう。

そして，ついに一つの群れ，ひ とりの羊飼 と

なるであろう。」(ヨ ハネ10：16)

光 と闇 との対照は，福音の回復に先立って

ジョセブ ・ス ミスの受けた最初の示現で， さ

らにはっきりとしている。ジョセブ ・ス ミス

はどの教会に入るべ きか知 りたいと思い，熱

心に求めていた時，ヤコブの手紙の次の聖句

に目が と.まった。

「あなたがたのうち，知恵に不足 している
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者 があれば，その人は， とがめ もせずに惜 し

みな くすべての人に与える神に，願い求める

が よい。そうすれば，与 えられるであろう。」

(ヤ コブ1：5)塗

彼はそれを実行 しようと決意 し，森に入っ

て行 った。その時のことをジョセブ ・ス ミス

自身の言葉か ら読 んでみたい。闇と光に注意

して聞いていただきたい。

「私は
，前以て行こ うと計画をして置いた.

場 所へ人目を避けて入 り込んでか ら……，ひ

ざまずいて 自分の心の願いを神に祈 り始めた

が，私が祈 り始め るや否や，直ちに私は何 と

も知れぬ力によって捉えられ，ついに私 は全

く抵抗力を失 った。またその力は私の舌 さえ

しびれる程の驚 くべ き力 を振ったので私は物

言 っこともできなかった。そ してあたりはだ

んだん暗 くな り，一時はあたか も私はこのま

ま急に死んでしまうかのように思われた。

しか し，私は自分を捉えたこの敵の力から

何 とぞ逃れ しめたまえと，全力 を振 りしぼっ

て神 を呼び求めたが，私が今 にも絶望 に打ち

沈んでわが身 を破滅に任せ ようとしたその瞬

間，それは考えただけの滅亡 とい うようなも

のではな く， 目に見えぬ世界か ら来た何 とも

わからぬ生き者で，全 くこれまで私がどんな .

者 に逢 っても覚えたこ とのない程 の驚 くべ

き強い力を具 えた者の力に打 ち負けて，わが.

身 を見捨 てようと.レたその瞬間， この非常な

驚 きの瞬間である，私は自分の真上に太陽に

も増 して輝や く一つの光の柱 を見た。そして

その光の柱は次第に下 りてきて，光はついに

私の上にふ り注いだ。

その光の柱が現われるや否や，私はわが身

を縛 った敵か ら救い出された事 に気が付 いた。

そ してその光が私の上に留った時，私は筆紙

に尽 し難 い輝 きと栄光 とを有ちたもう二人の

御方が私の真上の空中に立ちたもうの を見た。

そ してその中のお一人が私に言葉 をかけて私

の名 を呼びたまい，他のお一人を指 して 『こ

はわが愛子な り，彼に聞け』 と仰せ られた。」

(ジ ョセブ ・ス ミス2：15-17)



ジョセブは，既存の どの教会にも加わって

はならないと言われた。そこでその指示に従

い，「平凡な世渡 りを続け」，やがて(4年 ほ

どたって)ま た導 きを求める気持 ちに駆 られ

た。その時のこと.をジョセブ自身の言葉から

引用 しよう。「全能の神に対してすべて私の罪

と愚な行 いをお許 しになるように， また神の

御前では私の立場 と状態 とがどの よう.なもの

かお示 し下 さるように と，祈 り且つ願 い求め

た。」

彼は こう語っている。「かように私が神 を呼.

び求めている間に，私は室内に一種の光が現

われるのをみつけた。その光は次第に明るさ

を増して，ついには室中真昼 よりも明る くな

った。その途端に一人のお方が空中に立って

私の寝台の側に現われた。それは， そのお方

の両足が床か ら離れて居たか らである。

……このお方の全身は筆に も口にも絶した

輝 きに充ち，御顔は誠にいなづ まのように輝

いていた。室内は非常 に明るかったが，この

お方の体のす ぐ周 りは特別によく光 り輝いて

いた。私が初めてこのお方を仰ぎ見た時は恐

れを感 じたが，す ぐにその恐れは去った。」(ジ

ョセブ ・ス ミス2：27，29-30，32)

この御方は天使 モロナイで，彼はモルモン

経の原本である金版についてのメッセージを

携 えて来たのであった。 この出来事に続レ・て

(旧新約聖書の予言者たち も予言 した)福 音

の回復があ り，さらに光 と真理が もたらされ

たのである。そして人は，イエズ ・キ リス ド

の教えを受け入れ，神権の影響力に頼 る時に，

この光 と真理 を享受することができるように.

な った。この神権 は，神のみ名によって働 く

ことのできる神の権威である。

あらゆる人は生涯にキ リス トの光 を絶えざ

る影響 力 としていただ く権利を持つ。 しか し

その特権 と祝福は 自分で労 して得 るものであ

る。私たちは主の祝福 をいただ くにふさわ し

い生活 をしなければな らない。つま り，主の

戒めを知 って，理解 し，それを守ることであ

る。私たちは福音の救いの原則に従 えば， 自

分の生活に光 を取 り入れ，その光によって世

の闇を払 うことができる。そして，神 と御子

イエス ・キ リス トが定められた生命 と救 いの

栄えある計画 をくじ.き人類 を滅ぼそうと誓っ

た暗黒の君 ，サタンの計画 を阻止することが

できるのである。

昔 と同 じように，神が人類 に語 りたもう時

の代弁者 として，現在 この地上に神の予言者

スペンサー ・W・ キンボールがおられる。彼

の勧告に従えば，私たちはなお一層光 と知識

を得ることができるであろう。

両親 には，光に従い，闇を避けるこ との大
.切さを子供たちに教える特別な責任がある

。

これは霊的な意味で も物質的な意味でも言え

ることである。大方の悪事が闇の中で行なわ

れる。それは事実である。主はこう警告 され

た。

「また
，シオンまたは組織せ られたるシオ

ンのステーキ部内にて子供 を有する両親あら

ば，その子供八才の時，悔改め，生ける神の

子 キ リス トの信仰，`バプテスマと按手による

聖霊の賜な どの教義 を教えて理解せ しめ ざれ

ば，罪その両親の頭に留 るべ し。

また両親はその子供 たちに祈 ることと，主

の前に正 し く歩むこととを教えざるべからず。」

(教 義 と聖約68125，28)

私 たちは，息子や娘に，彼 らが実際に神の

霊の子供 であ り，神か ら愛されていること，

そして神 は彼 らが成功 し幸福になるのを願っ

ておられるということを教えなければならな

いぎ..神にジ ョセブ ・ス ミスや，アダムか ら現

在に至 る神 の子供 たちに与 えて来 られたよう

に，私たち一人一人に祈 りの答えを下 さる。

聖霊の慰めの力 と，闇でつ まずかないための

光 と知識 を与えて下さる。

最近作 られたキャロル ・リン ・ピアソンと

レックス ・デ ・アゼベ ドによる音楽劇 で，魅

力ある小曲が歌われている。「小さな灯をお捜

し」 というのがその歌 である。

良いこと，いけないことがちょっと

わか らない とき，
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ど っ し た ら よ い の か 困 っ た と き，

道 は 暗 く， ま ご つ く と き，

さ あ， お 聞 き。

明 る い 灯 をお 捜 し な さ いb小 さ な し っ か り

者 の 心 の 灯 ，

日に 日に 明 る く， ど ん ど ん 明 る く，

あ な た の 道 を見 つ け て くれ る 。

暗 くな る こ と な ん て な い の ，

お 父 様 の そ ば に い さ え す れ ば 。

だ っ て ， 灯 を と もす の は ， そ う， お 父 様 だ

か ら。

私たちは完全な福音をいただいている。私

たちは福音の光 の中を歩み，福音に従い， そ

れを全世界に伝 えるよ'うにと常に警告 されて

いる。主はまた，この ように言 ってお られる。
「その ように

，あなたがたの光を人々の前

に輝か し， そして，人々があなたがたのよい

おこないを見て，天にいますあなたがたの父

をあがめるように しな さい。」(マ タイ5：16)

私 た ち一人一人が義 しい行ないをし，生活

の中にキリス トの光 を輝かす ことによって，

悩み多い暗い世の中に明るい夜明けを呼ぶ ひ

とつの力 とな り得んことを。イエ ス ・キリス

トのみ名に よってお祈 り申 し上げる。アー メ

ン。

タ バ ナ クル の前 で

1
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「御名があがめ られますように」

祈リ，敬慶，礼拝，献身，神聖なものを尊ぶ心が，私たちの 日々の生活

に必要である

十二使徒評議員会会員

ハワー ド・W・ ハンター

現 代は祈りの気持ちをも・て献身すること
や神聖なものを尊ぶ心を不合理，あるい

は好ましくないとす る傾向があるように思わ

れる。 しか し，懐疑的な 「現代」人にも祈 り

は必要である。危機に遭遇 した時，重責 を担

う時，深い悩みや悲嘆に暮れる時，それ まで

の充足感や決まりきった 日課 を根底か ら揺 る

がすそれらの出来事によって，私 たちの内部

にある感情は表面に出て くる。そして，私 た

ちが押 しとどめ ようとしなければ，その感情

は私たちを謙遜に し，心 を和らげ，真心の祈 ，

りに向かわせるのである。

危機に直面 した時だけに急に思い出 したよ

うに捧げ る祈 りは，全 く自己本位であ り，神

を非常時の修理 人のように考えていると言わ

ざるを得ない。私たちは至高者 を最後の頼み

の綱 としてではな く，夜昼 を問わず絶えず胸

に とどめておこうではないか。類 まれな成功

と心にこの上ない貴重 な跡を残すたったひと

つの要素がこの人生にあるとすれば， それは

祈 りの気持ちをもって敬慶に真心か ら天父 と

交流す ることである。`

詩 篇の作者ダビデはこ う歌った。「主 よ，わ

たしの言葉 に耳を傾 け，わた しの嘆 きに，み

心 をとめて ください。

わが王，わが神 よ，わたしの叫びの声をお

聞きください。わた しはあなたに祈っていま

す。

主 よ，朝 ごとにあなたはわたしの声 を聞か

れ ます。わた しは朝 ごとにあなたに祈 りを捧

げて待ち望みます。」(欽 定訳詩篇5：1-3)

この世界にことのほか必要な ものは，詩篇

作者が言 うよ うに 「待 ち望 む」 こと，つまり

喜ぶ時 も悩む時 も，富め る時 も乏 しい時も待

ち望むことである。私 たちは常 に神 を仰 ぎ見

て，あ らゆる善の源であ り私たちの救いの主

である神 を認めるべ きである。

イエスはみ業に携っておられた間常に待ち

望ん でお られた。絶えず祈 り，誠実に天の御

父の指示 を求め ておられた。またその上に，

御 自身が果たされるみ業 とみこころが，自分

自身のものではなく天父の ものであることを

よく御存知であった。イエスは世界史上どの

人物 にもまさって， 己を低 くし，至高者のみ

前に頭 を垂れ，誉れ と栄光 を神に帰 した御方

である。

崇敬の思いは主の祈 りに よく語られ，「だか

ら， あなたがたはこう祈 りなさい，天にいま

すわれ らの父よ，御名があがめ られますよう

に」(マ タイ6：9)と ， 山上の垂訓の中に も

美しく表現 されている。

ある著作家はこのように言っている。「主の

祈 りの中で最 も見逃されがちなのは 『御名が

あがめられますように』 とい う箇所であろう。

この箇所は神 とい う偉大なみ名と， 人々が待

ち望んでいる栄えある御国の間にはさまれて

いる。私 たちはここを， まるで挿入句でしか

ないとい うふ うに素通 りして，食物 と敵か ら

救われることに急いで進んで しまう。」(チ ャ

ールズ ・エ ドワー ド・ジェファー ソンC肱 ηひ
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ホ67げ∫㏄%∫「イエスの人となり」pp.313-314)

イエスは 「御名があがめ られます ように」

という願いを祈 りの最初 に持 ってこられた。

神に対する崇敬 と祈 りと賛美の気持 ちがまず

私たちの心になければ，十分な祈 りの用意は

できないのである。私たちの思いが自分 に向

いて神 に向いていなければ，イエスが教えら

れたような祈 りはできない。御父のみ名 と立

場が美 しく神聖に保たれることはイエスの一

番の願いであった。イエスは神の栄光 をひた

す ら仰 ぎ見なが ら，人々 もそのように語 り，

行ない，生 きることを，そ してその ような人

人の善行を見て天父をあがめ る気持ちを民に

起こさせるように と勧めたのである。

御父に対する救い主の崇敬 と愛は，全世 界

に希望 と敬神をもたらした。イエスが教 えを

説き，礼拝の場所 とした もうたエルサ レムの

神殿 も，御父 をあがめて御父に奉献すべ く建

てられたものである。 その建物 自体が沈黙の

内に敬慶 を教 えていた。ユ ダヤ人はだれでも

神殿の外庭に入ることができたが，内庭や聖

所に入ることのでき.たのは特別な人々だけで

ある。そ して，一番奥 の至聖所 と呼ばれた聖

域に入ることが許 されたのはただひとりであ

り， しか も至聖所が開かれ るのは年に1日 だ

けであった。このようにしてひとつの大切 な

真理が教えられた。 それは，心 を込めて，敬

慶な思いで，十分に準備 して，神 に近づかな

ければならない とい うことである。

道徳の衰退に伴って真っ先に消滅する徳の

ひ とつは敬慶である。現代の敬震さの欠如に

は，重大な関心 を寄せて しかるべ きである。

金銭への執着はイエスの時代に も大勢の人々

の心 をほかにそ らし，神 よりも富に心 を向け

させ ることが多か った。神 に心 を向けずにど

うして神殿を心にかけるこ とができるだろう

か。民は神殿の庭 を売買の市場 にしてしまい，

利益 をむ さぼる両替商や無心な子羊の鳴 き声

が信者の祈 りや聖歌をか き消 していた。宮清

めの時ほど， イエスが感情 を爆発 させた もう

た例 はない。怒 りに燃えた主は，不敬な人々
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が事の次第を考える余裕を夢えずに，お金を

神殿の床に叩 きつけ，家畜 の群 れを外に追 い

出したもうた。

その怒 りの理由は，「わたし.の父の家」とい

う言葉 に如実に表われている。そこは普通の

家ではなかった。神の家であった。神 を礼拝

するために建 てられた宮であった。.敬慶な心

で臨む場所であった。そこは人の苦悩や苦労

をいやす，天への門 ともなるべ き場所 であっ

たのである。主は，「これ らの もの を持って，

ここか ら出て行け。わた しの父の家 を商売の

家 とす るな」(ヨ ハネ2：16)と 言 われた。至

高者に対す るイエスの深い愛が胸に火 をつけ，

不敬な人々の心 を剣の ように刺す言葉 となっ

て出たのであった。

イエスが御父のみ名 に心 を砕 いてお られた

ことは，誓いにつ いて言われた主のみ言葉に

よく示 されている。当時の宗教指導者たちは

祈 りや敬慶な振舞 いというものを型にはめて

いて，窮屈で浅薄にな りがちであった。彼ら

は神のみ名 をつづ った文字に非常な敬意 を払

っていてそれは決 して口に出さないように し

なが らも，神の被造物の名は誓いに用いてい

た。救い主は御父 を敬い，非常に敬慶な思い

を抱 いていたため，御父の造 られたもの，所

有 してお られる ものすべてにその崇敬の気持

ちが及んでいた。当時の信者たちは天を指 し

て誓 う習慣があったが，天 は御父の住 まいで

、あるためイエスにはそれは冒漬 であった。 ま

た時々地 を指 して誓 うこともあったが，地は

御父の足台であ るため，イエスにはこれ も不

敬であった。実に繊細で敬慶な心である。永

遠の御 父の威厳 と.尊厳を鋭敏に感 じたイエス

に とって，万物は神の栄光であった。俗悪に

引き下げ，愚弄 し，いや しむべ きものはひ と

つ としてなかった。

私たちの杜会の至 る所 で，祈.1りの精神や敬

慶さや礼拝の心が失われている。多 くの社会

に才気に富み，魅力的で立派な男女がいるが，

全 き人生に とって肝心なひとつの要素 を彼ら

は欠いている。彼 らは待 ち望む ことをせず，



教義 と聖約に述べ られているように 「毎 日常

に」(教 義 と聖約59：11)正 しい誓言 を神に捧

げることをしない。彼 らの会話は光彩を放つ

が敬慶ではない。機知にあふれてはいるが，

分別がない。会社であろうがロッカー室であ

ろ うが実験室であろうが，威厳か らはほ ど遠

く自分の非力をまざまざと見せつけて，結局

は天か らの無限の力 を冒漬せ ざるを得ない状

態でいる。

残念なことに，教会の中にも敬凄 さの欠如

を見ることがある。大声 で話をした り，心を

清める礼拝 と祈 りの時間 となるべ き集会 に礼

を失 した出入 りをする。敬凄は天国の雰囲気，

祈 りは天父な る神に対す る身 と霊の言葉であ

る。私たちは御父を待ち望 み，常 に御父を忘

れず，御父の世 界とみ業に繊細な心 を向けて

こそ， もっと御父に似 た者 となることができ

るのである。..

ノーベル医学賞を受賞 したアレ クシス ・カ

レル博士はこう語っている。「人類 と国家は今

日，かつてないほ ど， 日常の祈 りを必要 とし

ている。宗教心が薄 らいで，世界は破滅の時

代に踏み込んでいる。私 たちの力 と完成の最

も大 きなよりどころが，不幸なことに開かれ

ず して捨て置かれている。」(R6α4硲D忽 臨

「リーダーズ ・ダイジェス ト」1941年3月 号，

P，36)

人類が聖なる神 を恐れ敬わず，モルモンが

彼の時代の民につ いて語ったあの言葉 さなが

ら，「道 を守 らず慈悲の心のない」(モ ロナイ

9：20)状 態 になったならば，恐ろ しい時代

が訪れるであ ろう。何年 も前に，デビッ ド・

0・ マ ッケイ大管長はこう語っている。「私た

ちは混乱 した時代に生 きている。 多くの教会

員が多数の世人 と同様，不安 にお じ惑い，様

様 な事柄の前兆に心を重 くしている。半世紀

の内に3度 目の暗い戦雲が世 界平和 をおびや

か している。おお，何 と愚かな人間よ!過 去

の経験を益 と転 じないのか。…… まことの霊

的な標準 を高 く掲げることは，教会員の義務

である。そうしてこそ， どのような事態に対

してもよ り良い備 えがで きるので ある。」

(Co卿 廻%66R勿oガ 「大会報告」1948年4月 ，

pp.64=65)

祈 り，敬慶，礼拝，献身，神聖なものを尊

ぶ心， これらは私たちの霊の基礎的な働 きで

あ り，私たちの 日々の生活に心 を打・ち込んで

取 り入れなければ失われて しまうものである。

末 日聖徒のある従軍牧師は敬慶な信仰の必要

性，つ まり待 ち望 むことの必要性について教

会指導者 のひ とりに次のような手紙 を書いて

きた。「戦場では，従軍牧師はその気になれば，

軍人たちの神経中枢 に刺激を与 え，天か らの

何かが必要 なことを彼らに悟 らせることがで

きるどいうことを知 りま.した。こちらでかけ

る言葉1'あ ちらでかける言葉，こち らでする

会釈，この人 との祈 り，あの人 との会話，ほ

ほえみや励 ましの手，それがみんな奇跡を起

こして，狂気 と不安が 日常の場に正気と安ら

ぎとをもたらすのです。」(ハ マル ド・B・ リ

ー 「祈 り」ブ リガム・ヤ ング大学セ ミナ リー ・

インステ ィテユー ト職貝への説教，1956年7

月6日 ，p.6)

主 はモーセに，「聖なる行動の法典」とも呼

ばれる律法を与えられたが，そこには現代に

通 じる教 えがある。主は言われた。「イスラエ

ルの人々の全会衆 に言いなさい，『あなたがた

の神，主なるわた しは，聖であるから，あな

たがた も聖でなければならない』。」(レ ビ19：

2)

私 た ちは待 ち望み，祈 りの心を持 ち， また

キ リス トのよ うに 「御名があがめ られ ますよ

うに」 という言葉 の本当の意味を理解 しなけ

ればな らない。

主の祝福が あって，私たちが敬慶 に祈 りの

態度で，.また礼拝 と献身の心 をもって，父な

る御方のみ前 に再 び戻ることができるように，

御子，主 イエス ・キ リス トのみ名によってお

祈 り申 し上げる。アーメン。
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奉仕はその人を救う

子供を育て上 げた夫婦は是非伝道に出ていただきたい

七十人第一定員会会員

A・ セオ ドア ・タ トル

前 回はこの壇上から浦 米の伝道部出身の宣
教師たちを援助することの必要性について

お話 した。それら諸国の年間平均所得は，こ

の国(ア メリカ合衆国)の1割 に も満たない。

そこで私は，彼ら若者たちが多大の犠牲 を払

って伝道に出ていること， また彼らには援助

のできる人々か らの経済援助が必要なことを

お話 した。基金 を仰 いだわけではな く，ただ

事実を御紹介 しただけである。

私はこの場を借 りて， これらの宣教師たち

への援助を自発的に申し出て下 さった実に多

くの方々に感謝 申し上げたい。実際に援助 を

要請 していたらどのようになっていたか， 見

当がつかない。ある婦 人の手紙 には，「寄付の

要請を極力避け られたご様子で， どちらにお

送 りした らよいかお話なさいませんでした」

とあったが，不足な点はおわび申し上げたい。

ためらいの気持ちもあるが，教会本部の所在

地は皆様御存知のことと思 う。

私個人に宛てた手紙 もあった。それ らはみ

な差 し伸べ て下さった援助 と共に，心暖まる

ものであった。ある婦 人は早速 ひと月分 とし

て小切手 をお送 り下さったが，それには彼女

のめいの代筆文が同封 してあった。「収入の少

ない私にはそれほどの援助はできないだろう

とお考 えの方 もおあ りで しょう。でも私は 自

分の分 を果たしたいのです。そ うすれば，主

は私 を顧みて下 さるでしょう」 と。これは失

明して体 も不 自由な99歳 の御婦人である。

5歳 の少年が活字体で署名 したカー ドには，

1セ ント硬 貨4枚 と5セ ン ト硬貨1枚 がテー

プで張 りつけてあ り，母親の代筆で 「ぼ くは

天のお父様が大好 きです。ですか ら，ぼ くの

お小遣いか ら宣教師さんにあげたいのです」

と書かれていた。

また15歳 の少年はこう書いてきた。「2ド ル

は大 した額 ではない と思いました6で も父か

ら，教会中の人が2ド ルずつ送 ったら600万

ドル以上になると言われて，それでお送 りす

ることに しました。」

またこういう手紙もあった。「8人 の息子の

父親 として， 自分の息子のだれかが経済的な

理由で伝道に出られなかったらどんなに残念

か よくわか ります。同封のお金 をどうぞお使

い下 さい。」

年輩の御夫婦は神殿の誓約 を思い起こしな

が ら，「7人 の子供を伝道に出しましたが，今

は昔 よりもた くさんのお金がかかることで し

ょう」 と書いておられた。

ある母親の手紙にはこうあった。「10月の大

会の後の家族会議 で，今年 はクリスマスのた

めではな く，宣教師たちに送 るためにお金を

貯め ようと相談 しました。5歳 と6歳 の息子

たちは再利用で きる空きかんを集め，落葉か

きをし， まきを集め，車 とガレー ジの掃除 を

しました。2歳 のべ ッキーはまきを集め， テ

ーブルの支度 をしました
。私はピアノを教 え，

主人は8年 間開けていな.い貯金箱 を開けまし

た。ひ とりの息子の歯が1本 抜けて，主人が

その分 に25セ ン トをあげたら， その子はす ぐ
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に もう2本 をぐらぐらにさせて抜いて もう50

セ ン トをもらいました。貯 まった分(81ド ル

85セ ン ト)を こうしてお送 りできるので喜ん

でいます。」

一番短 い手紙はこうである。「先 日の総大会

のお話の件でお送 りします。」

歯 を抜いた少年 についてはいささか心配だ

が，皆様 に心か ら感謝申し上 げる。兄弟姉妹，

あ りが とう。

喜ば しいことに，その必要 はいまだに存在

し，事実 日ごとに増大 している。昨年は地元

出身の宣教師数が37パ ーセン ト増加 した。

また伝道部の大半 と，特に発展の著 しい地

域では，こ れ とは また別の必要に迫られてい

る。昨年 中に14万 人以上の改宗者が教会に加

入したが，大勢の改宗者を得て小 さな支部が

急速に大 きくな り，新 しい指導者たちが 日浅

くしてみ業の役職に召されている。これらの

人々は有能であるが，教会の手続 きや運営に

つ いては未経験である。以前からいる指導者

もそうであるが， そのような新 しい指導者た

ちには教会の正 しい組織法や正 しい運営法 を

教 える必要がある。その原則を教 えることが

で きるのはだれだろうか。地区代表だろうか。

確かにそうである。しか し地区代表の訪問に

は限界があ り，担当の地域は広す ぎる。伝道

部長だろ うか。1その通 りである。'しか し伝道

部長には仕事が 多す ぎて， しか も広い地域を

まとめて管理 しなければな らず，現実にはそ

れ を行な う時間がない。では教会活動 の経験

が豊かな円熟 した夫婦では どうだろうか。確

かにふ さわしい。では彼らはどこにいるのか。

教会にはその ような夫婦が大勢いる。

経験の豊かな兄弟姉妹の皆様， どうぞ働い

ていただ きたい。 このような召しで第一線 を

退 く日は延 び，ゴルフもおあずけになるであ

ろう。 しか し，深 い霊性 と熱心な祈 りと篤い

信仰が求め られる身のひきしまる毎 日になる

ことであろ う。教会で働 きたい方々は，その

資格 と能力があるか どうかを神権指導者に尋

ねていただ きたい。予言者か らの伝道の召し

を受けられる状態か否か を判断す るのは彼ら

である。推薦する人については，神権指導者

が細心の注意 を払い，提出されるすべての情

報 を入念に検討 し，健康診断書には特に気を

つけて，全時間の伝道に支障 となるような心

身の問題がないか どうか を確認す ることにな

っている。

そのような方々の子供たちはみな成人して

それぞれの家庭を持っていなければならない。

また本人が健康であることは もちろんである。

伝道の気持ちや資金が十分で も，健康に問題

が あれば不可能である。率直に申し上げてお

くが，伝道はセンチメンタルな旅行ではない。

必要に即 して幾 らか柔軟にはできても，やは

り仕事 は仕事 である。出産，葬儀，結婚式な

どの家族の出来事には参加 できず，暮 らしも

かな りきつ くなるであろう。そ して，生涯で

最 もチャレンジに富んで，失望 も落胆 も困難

も多い時期 となるであろう。

しか し，現在伝道中の夫婦の方々の証 を聞

いて，いろいろ不便なことはあるが，ひとつ

のことは確かにお約束できる。それは他では

得 られない喜 びである。勤勉 な働 きと私心を

忘 れた奉仕か ら来る喜びである。アンモンは

そのような喜びを知 っていた。モルモン経に

は こう書かれている。「アンモンとその兄弟た

ちの記事，ニーファイの地に於けるかれ らの

旅行 と苦難 と悲歎と苦痛 と想像 も及ばない喜

びとの記事」(ア ルマ28：8)あ なたも，他の

いかなる方法 をもってしても知 り得ないこの

喜び，歓喜 を経験 できるであろう。

皆様 の助 けを必要 としている人々はほとん

どが異国語の民である。 しか し，それぞれの

状況に合 った方法で新 しい言語を学べ るよう

になってい る。

皆様の仕事 は若い宣教師たちとは若干異な

る。今 ここで強調 したいのは，経験豊かな夫

婦が未経験の指導者たちに，自分 の知 ってい

る教会の指導の原則を教 えるということであ

る。一般には支部長や地方部長にはな らず，

そのような人々の能力が増 して教会が正 しく
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運営されるように手伝 うのが務めである。個

人や家族の備えの原則 を教 えることもある。

保健や農業や専門職のスペ シャ リス トとして

働 くこともある。 また，福音を説いて伝道す

ることもあるであろう。奉仕 の期 間は通常1

年半であるが，半年や1年 も可能 である。

皆様 を必要 としている地域 は様々である。

従ってどの御夫婦にも経験 を生かす適当な場

がある。費用は月々400ド ルか ら500ド ル(10

万円前後)か か るが，子供たちで両親の伝道

費用を援助するという例が多い。

今 日のこの話 を聞いてお られる御夫婦の中

には，顔を見合わせて 「どうだろう，資格が

あるか どうか尋ねてみようじゃないか」 と言

う方がおいでであろう。 また，教会員以外で

も奉仕 したい と望む方がおいでか もしれない。

そのような方々も歓迎 したい。 しか し，推薦

するにあたっては事前に一，二のことが必要

である。教会の若 い宣教師たちについて知 っ

ていただ くために，あるいは教会員 を知 って

おいでなら， どうか彼らのメッセージを聞い

ていただきたい。そうす ることはあなた 自身

に永遠の生命への扉 を開 くと同時に，主のみ

業に携わる素晴 らしい機会の扉を開 くことに

もなるのであろう。

救い主は，奉仕 はその人を救 うと言われた。

「そは
，見よ畑は早 白くして刈 り入れを待つ

が故な り， また見よ，勢力 をつ くして鎌 を入

るる者 は，亡びず してその身 も霊 も救いを得
く ら

るために庫に積み入るるなり。」(教 義 と聖約

4：4)

「而 して汝 らもし生涯今の世の人々に向い

て悔改め を叫ぶことに力を尽 し，唯一人の人

たりともわれに導かば， わが御父の国に於 て
い か

彼 と共に汝らの悦び如何ばか りそや。
も と

さて，わが御父の国にわれの許 に導きたる

唯一人の人につ きて汝 らの悦び大いな らば，

汝 らもし多 くの人を導 き来 らばその悦びは果
い か

して如何ばか りそや。」(教 義 と聖約15-16)

私 た ちは主のみ業に携 わっている。イエス

はキ リス トであ り，現実生 きておられる。そ
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して生け る予言者スペ ンサー ・W・ キンボー

ル大管長 を通 じて，み業を導いておられる。

これ らのこ とをイエス ・キ リス トのみ名 によ

り証す る。アーメン。

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大 管長
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真の守り手である若い女性たち

青年たちの生活に大さな影響を及ぼす光を放ちなさ'い

十二使徒評議員会会員

デ ビッ ド・B・ ヘイ ト

亡 れられない人生緻 は数々あ るが， 中で
'じr、も
，人をバプテスマの水に導いたことを

語 る宣教師の，主 に対す る愛 と喜びを見聞き

するうれしさは また格別である。

キンボール大管長は，すべての資格ある青

年男子は伝道に出る準備 をす るようにと要請

している。いまだに霊の闇の中で神のまこと

のみ言葉 を待 ちかねて いる人 々が，この 地

上 に大勢 い る。教会 は，全 世 界で奉仕す る

宣教 師 の人数 が 多いこ とを誇 りに している

が，それで もまだまだ多くの宣教師が必要で

あ る。

世界中の町や村で，ひ とつの家族がほかの

家族 を教会に導 く。やがて宣教師が派遣 され

る。小 さな支部が発展 してワー ド部にな り，

ステー キ部ができる。地域の聖徒 と宣教師に

より驚 くべき方法でこれが繰 り返 され，良 き

お とずれ と新たな希望が各地の民に伝わる。

教会の宣教師はさらに増え続けるであろう。

現在伝道中の25，000入 の青年男子が35，000人

となり，やがて50，000人 となるであろう。 ど

のような手 もこのみ業 を阻む ことはできない。

しか し， 多くのワー ド部に，天 よりの次の

指示 に従 えない青年たちがいることは，悲 し

く残念なことである。「わが教会の長老たちを

……諸々の国民に遣 わして万国の民 を訪わ し ・

め……」(教 義 と聖約133：8)教 会 の立派な

若者たちの中に自由放任な社会の流儀に縛 ら

れてしまっている人々がいる。

今 日私は，教会の若い女性，特に教会の青

年 とデー トをしている女性 たちにお話 したい。

この場にふ さわしい話をしたい と思 うが，緊

急で不可欠な事柄の性格上，腹蔵な く率直に

申し上げたい と思 う。

青年たちの中には，資格に欠けるために伝

道に行 くことのできない人々がいる。

私は教会の若い神権者たち とデー トをし，

交際 している教会の若い女性 の皆さんに，道

徳 の真の守 り手たるようにと申し上げる。あ

なたはその ようになれる。またそうならなけ

ればな らない。多 くの女性が現にそうである。

どうかあなた 自身の役割 を過少評価しないで

いただ きたい。すべての責任があなたにある

というわけではない。 しか し，デー トの時に

相手が神の戒めを守 りたいと思 うような雰囲

気 を作 ることはで きる。事実 あなたには，栄

えあるモルモ ンの理想の女性像 を今一度新た

にする機会があるのである。

若い女性の皆さんは，若い男性の行動に対

して大 きな影響力 を持 っている。彼 らはあな

たの好む服装 をし，あなたの好 きな髪型にす

る。 また，そうしようと思 えば，あなたは彼

が運転す る車の速度まで左右できるのである。

あなたがだ らしのない格好を好めば，彼はそ

のような装いになるであろう。あなたは流行

の最先端 を行 くような身な りをする必要はな

いのである。ファッシ ョンを決め るのは買い

手であるというこ とを御存知だろうか。売れ

さえすれば，若者の社会にどのような影響が

あろうと，たとえ良 くないものであろうとお
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かまいなしである。 しか し，世が この教会の

道に倣 う日.はやがて来る。その影響は星の光

めように人々の行動 を動かすであろう。若い

男性に及ぼすあなたの影響は重大である。教

会の標準を支持 し，服装や行動を決め るのは

あなたである。

宣教師になろうとする青年たちとの面接か

ら，女性 とかかわるある種の悲 しむべ き行為

が明 らかになることがある。 これは残念なこ

とである。その中には，皆さんに期待 されて

いる姿か らあまりにかけ離れた醜悪な行為 も

ある。救い主は私 たちの弱さをよ く知 ってお

られ，こう警告された。「誘惑に陥らないよう

に， 目をさまして祈っていなさい。心は熱 し

ているが，肉体が弱いのである。」(マ タイ26

：41>

若 い女性の皆 さん，伝道の召 しを受け る準

備をしている青年 たち との交際を高い水準に

保っていただ きたい。 自動車や家であなたの

横にすわるその青年は，主のみ業に必要 とさ

れている人である。何百人，何千人 とい う彼

のような青年たちが必要 とされてお り，主の

方法によって準備 されている。

デー トの相手の青年たちは伝道に備 えてい

る神権者である。監督か らふさわしいと認め

られ，頭に手 を按かれて，神権を授けられた

青年たちである。考 えていただ きたい。主は

彼 らに説 き，教 え，釈 き，勧め，バプテスマ

を施す権能をお与えになってお られる。主御

自身に代わって行なう神聖な権限を与えてお

られるのである。あなたのデー トの相手は祭

司であるか もしれない。彼は大神権 を受ける

にふさわしくあ りたい， そしていつか霊的な

祝福の鍵 と権能を持 ちだいと願っている。彼

は 「ありきたりの青年」ではない。特別な青

年である。訓練中の人間であ り，伝道に行 こ

うとい う青年である。あなたは彼に大きな祝

福 をもたらす ことができる。青年 に愛される

あなたは，重大な落 とし穴を避けるように彼

を導 く人である。

勉学途中の人生の形成期にある青年男子は，
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理 想 と理想の人間像 とを持 っている。あなた

がそのような理想であるかもしれない.。これ

らの青年 たちは程 なくして宣教師 とな り，`み

たまによって求道者に教えるという祝福 にあ

ずか るのである。主は こ う言われ た。「この

『みたま』は，信仰の祈 りによ りて汝 らに与

えらる。而 して汝らもし 『みたま』 を受け ざ

る時は教 うべか らず。」(教 義 と聖約42：14)

宣教 師た.ちはみたまによって教え，証す る。

彼らは主のみ こころにかなわなければならな

いのである。みたまを望 むだけでは十分では

ない。祈 りがあって も十分ではない。宣教師

は主が求め られることを行なわなければ.なら

ないのである。戒めを守 り，身を清 く保 ち，

健全な行ないをし，また健全な思いを抱 くこ

とである。「主が 自分は不浄な宮 に宿 らない.

…… と仰せ になっているか らである
。」(ア ル

マ34：36)

「主 の山に登るべ き者はだれか
。その聖所

に立つべ き者はだれか。

手が清 く，心のいさぎよい者，……」(詩 篇

24：3-4)詩 篇作者は神の律法に従 った清い

行動の必要なこと，清い心，清い思 い，主の

みこころにかな う生活，主 を愛そ うとい う望

みの必要なことを教えている。

私は伝道部長 として働 いていた時に， 自分

の召 しになか なか打ち込めないぴ とりの宣教

師 を ドライブに誘い，ふたりで丘の頂上近 くま

で ドライブした。ほかに人はいなかった。それ

か ら何時間もたってか ら，彼はこれ まで罪の

意識を感 じながら隠し通 してきたある問題に

ついて話 し始めた。彼は自分 のしたことを恥

じていた。私 は話を聞 き，ふたりでじっくり話

し合った。その後その宣教師は，召 しを受け

た者にふ さわ しい生活に立ち戻ったのである.

宣教師が心配する事柄の大半は，過去のデ

ー トや交際がふ さわしいものであったか どう

か という懸念である。「全世.界に出て行 って，

すべての造 られたものに……宣べ伝 えよ」(マ

ル コ16：15)と い う主の指示は， キリス トの

み名を受けた私たち全員に関係がある。老い



も若きもキ リス トの教会のすべての会員に関

係 がある。適当な年齢に達 した青年男子は，

予言者に召されて親元 を離れ，全世界に出て

行 く。そ して，他の者は家庭にいて福音 を広

め る。また，ある者は経済援助 をす る。すべ

ての教会員は，福音 を火々に伝え広めるとい

う主の計画に参画す る責任が あるのである。

若い女性 の皆さんは，教会の青年 たちの伝道

の準備 と訓練に関 して重大な役割を担ってい

る。もしあなたがふ さわしい生活をし，'すべ

てのものの共同の相続人 として 自分の神聖な

役割につ いて前向きの しっか りしたイメー ジ

を抱 くならば，あなたはあなたの影響 を受け

ることになる青年にとって祝福の源 となるで

あろう。

ある時，若 い人々が 自分の義務や楽しみや，

福音を分かち合 うことについての考えを語 り

合った。その時に，「あなたの務 めは一体何で

しょ.っ」 と問われたワンダといっ名の女性は

こう答えている。

「す縛 ての教会員は宣教師であるように期

待されていま.す。そして，私には教会のこと

.を知りたい友達が大勢います。たいていの質

問に私は多分答えられると思います。私 たち

は 自分でできる限 りのことをしなければいけ

ないと思い ます。」

またビバ リー姉妹はこう答えている。「男の

人たちが伝遣に出るように励 ますこ ともでき

ると思います。……小さなことで……励 ませ

ると思う・んです。……私たちが模範を示せば，

それが一・番の助けではないで しょうか。」

着 い女性の皆さんは，良い模範 とならなけ

ればな らない。身を清 く保 って，ふさわしい

状態で主に仕 える霊的な備 えができるように，

教会の青年たちを助けな さいげ女性の皆 さん

には，世の考 えではな く，教会の信ずるとこ

ろに従 って女性 であることを尊ぴ，主に仕え

る義務がある。最 も大切 な責任のひ とつは，

清さを保つことである。皆 さんが清ければ，

デ7ト をする青年 も清いであろう。声 しも青

年が良 くないことを.言い寄ってきたら，「私は

いや です。主 を悲 しませ るようなことは させ

ないで下 さい」 と拒否す る神聖 な義務があな

たにある。

シオ ンの娘 であるあなたは，明るい光 とな

り，正し一い模範 を示すことができる。若い内

はデー トを避 け，またデー トの相手を特定の

人に決め るのを急がないようにしなさい。関

係を持つ ことは何 としてでも避けなさい。恋

人 との散歩で過ごす時間に，精神 を鍛練 し，

人格 を磨 いては どうだろうか。あなたには自

ら伸ばせ る才能 と，人に分け与えることので

きる才能の両方がある。

良 い本 を読みなさい。良い音楽 を聞きなさ

い。知恵の言葉にある祝福を調べ，論 じなさ

い 。

聖典 を読みなさい。そこには，最 も偉大な

物語が語 られでいる。

デー ト中の男女はら「一緒の時間が 多過 ぎる

時」， また 「夜遅 ぐまでデー トをする時」， ど

のような事態を招 きやすいかすでに承知 して

いる。その ような危険は避けなさい。理性 を

負かすこ とのある感情の力がそこに潜伏 して

いるのである。勇気は，望み と自己訓練によ

って培われる貴い徳である。

200年 程昔の英国の政治家，エ ドマ ン ド・バ

ークはこう書 き残 している。「青年たちの心 を

占め る感情を教えて くれれば，私は次代の人

人の性格 を言い当てよう。」(エ マー ソ玖 ・ロ

イ ・ウェス ト 巧物1Qπ0鰯 ∫0ηS「珠玉の言葉」

P.427)

愛 する若き友人たち，私たちは何 としても

世 を風靡する偽 りと不道徳の潮流を阻止 した

い。それ をす るのは教会の若人の皆 さんであ

る。皆 さんの信仰 と力によってである。神の

戒め を自ら守 り，人にもそうさせ たいという

望み を持 ちなさい6勝 ち目はないと考えて力

を落 としてはならない。時 として， ゴリアテ

に戦いを挑むダビデの心境になることがある

であろう。しかし，忘れてはな らない，ダビ

デは勝 ったのである。

人生の本当の目標 を考 える時，.私たちは何
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を望むべきだろうか。主は1829年 に予言者 ジ

ョセブ ・ス ミスを通 じてジ ョン ・ホイッ トマ

ーに啓示を下 し
，こう言われた。「汝に とりて

最 も価値あ.ることは，汝今の代の人々に悔改

めを宣べて人々をわれに導 き，以て彼 らと共

に父の御国に休まんことな り。」(教 義 と聖約

15：6)

キンボール大管長は，宣教師の数が多 くな

ることと共に，宣教師がよ り良い準備をし，

奉仕 したい とい う望み を持って伝道地に赴 く

よう呼びかけておられる。主は，「汝 らもし神

に仕 えんと望むならば， 汝ら神の業に召 さる

るな り」 と言われた。宣教師には 「すべから

く心 をつ くし，勢力をつ くし，思 をつ くし，

体力をつ くして」(教 義 と聖約4：2)働 く

ことが求められている。若い女性の皆さん，

あなたの励 ましによってひ とりの青年が 自分

の召しの尊 さを悟 り，卓越 した現代の宣教師

になろ うと決意 したな らば，あなたはそのこ

とか らどんなに大 きな喜びを味わえることだ

ろっ。その よっにな った若者 は多い。・しか

し私 たちはすべ ての若者に その ような宣教

師になってほ しいのである。主は こう言われ

た。「畑は早 白くして刈 り入れを待つ……。勢

力をつ くして鎌を入るる者は，亡びず して…

…救いを得る……」(教 義 と聖約4：4)テ キ

サス州サ ンアン トニオ伝道部 のボー ン ・フェ

ザース トーン伝道部長は，「鎌 を使 うのはやめ

て， コンバインを使 おうではないか」 と述べ

ている。

キンボール大管長 は 「改宗者がいなければ

教会は力を失い，滅びてしまう」(『隣人を警

むる責任あ り』「聖徒 の道」1977年11月 号，

p.557>と 語 っている.。.若い女性の皆 さんには，

世の人々 をイエス ・キリス トの福音に導 く大

切な務めがある。あな たは人生の大切な一時

期にある青年 を励まし，影響 を与え，守るこ

とさえできるのである。「目が まだ見ず，耳が

まだ聞かず， 人の心に思い浮びもしなか った

ことを，神は ご自分 を愛す る者 たちのため

に備えられた。」(1コ リン ト2：9>主 は この
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約 束 を守られる。若い男性がふさわ しい状態

を保 ち;主 に仕える準備ができるように助け

ることは，あなたが主 に示す ことのできる愛

である。

少女ジャンヌダル クを題材にしたマ ックス

ウェル ・アンダー ソンの劇 中に， こラい う言

葉がある。「あらゆる女は 自分の信ずるものの

ために命 を捨てる。時に人々はささいなもの，

無に等 しい ものを信 じ，それのために命 を捧

げる。たった一度の命，私たちは信ずるまま

に一度の人生 を生 き，死んで行 ぐ。 しか し，

自分を引 き渡 して信念なしに生 きるこ とそれ

は若 くして死ぬよりも痛恨はなはだしい。」

(マ ックスウェル ・アンダー ソンノ∂αηげ五〇処

m勿 θ「ロレーヌのジャンヌ」第2幕 第4場)

若 い女性の皆 さん，青年の心に必要 とあら

ば 「大きな改心」(ア ルマ5：14)を 生 じさせ

る力 となる影響力 と霊性 を放 ちなさい。願わ

くは皆 さんの努力により，神によって霊的に

生 まれ，神のみたまを顔いっぱいに輝やかす

教会の若い世代が生 まれんことを。皆 さんは，

青年たちを本来あるべ き姿に まで成長 させ る

ことのできる， しか し開けるも閉め るも，益

するも損な うも可能な神聖な鍵 を造 り主か ら

与 えられている。

神のみ業は後退することがない。み業 と目

的は絶えることな く，ついには義が世界に満

ちる。教会の若い女性の皆 さん，私は皆 さん

にお願 いしたい。あなたの責任 として， キリ

ス トとキリス トの福音の.回復 を証す るにふさ

わしい若人を主 とキンボール大管長の もとに

送って下 さるように。これ らの事柄 を，イエ

ス ・キ リス トの聖なるみ名によって証す る。

アー メン。

☆ ☆



ギ レァデの乳香

落胆や苦悩，悲嘆，不安，挫折に遭遇するあなたへ

十二使徒評議員会会員

ボイ ド・K・ パツカー

私 は心配や不安 を抱いている方々・平安の
ない方々に訴えたレ㌔ 落胆や苦脳や悲嘆

の中にいる人，挫折感や無力感 を抱いている

人，あるいは不安や差恥に沈む人，そのよう

な方々にお話 したい。

聖書には，昔ヨルダンの川向こ うのギレア

デで鎮痛に使われ る薬が産出 した と書かれて

いる。それは灌木からとれるもので，古代世

界の主要な交易品であった。そしてギレァデ

の乳香 といわれ，痛みを和 らげる力の象徴 と

なった。

歌に も歌われている。

ギレアデの乳香

傷つ く者 を健やかに

ギレアデの乳香

病める魂 をいやすべ く

最近私はかか りつけの内科医に純然たる体

の病気の治療にどれ位の時間を当てているか

尋ねてみた。大勢の患者 を抱えている彼は，

しば らく考 えてか らこう答えた。「20パーセン

トに もならないだ ろうね。あ との時間は，体

その ものには起因しないが，患者さんたちの

健康に非常 に影響するいろんな問題にかかわ

っている感 じだね。」そして彼は最後にこう言

った。

「そ ういう人々の体の不調は，別の問題が

そんな形 を取って表われたに過 ぎないんだよ。」

近年は主要 な疾患が次々 と矯正治療に座を

明け渡す ようになって きた。従来通 りの疾病

もあるが，ほ とんどの病気は何 とかできるよ

うな感 じである。

私たちには触知す ることはで きないが，肉

体 と同 じように存在の確かなもうひ とつの部

分があ る。その触知で きない部分は，心，感

情，知性，気質な ど，様々に言われている。

霊性 と呼ばれ ることは きわめてまれである。

しか し，人には霊がある。それを見過 ごす

ことは現実 を無視す ることである。実際に霊

は不調になるし，病気になる。そして，極度

の苦 しみを被ることがある。

人の体 と霊はひ とつに結ばれている。その

ために しばしば，不調な時に， どちらが どう

なのか判別が非常に困難な場合 もある。

体には休養，栄養，運動など，健康の基本

ルール ともいうべ きものがあって，それを無

視する と体調 を害 う。基本ルールをないがし

ろにす る者は，いつか 自分の愚かさゆえの代

償 を払 わされ ることになる。

霊の健康 にもルールがある。簡単ではある

が無視 できないルールであ り，見て見ぬふ り

をす る者はやがて悲しみを刈 り取ることになる。

私たちはだれで も体の病 いを体験する。そ

れ と同様にだれで も時折霊の病 いを経験する。

ところが，霊 の慢性病 にかか っている人が実

に 多いのである。

そこに逗留す る必要はない。私 たちは霊の

伝染病 を撃退 して，霊の健康 を得るこ とがで

きる。 たとえ体が大病にかかっていて も，霊

的に健康でいることは可能である。

心配事に悩む人，悲嘆や差恥に沈む人，嫉
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妬，失望，羨望 に苦 しむ人，その ような人に

お話 したい。

あなたの自宅付近 に， どこか空地があると

思う。隣接の庭はよ く手入れされていても，

空地はいつ も雑草がいっぱいである。

そこに人の歩 く道か 自動車の通る道がつい

ている。そして，ごみや屑が捨てられている。

まずだれかが刈 り取 った芝 をそこに捨 てた。

それだけではどうとい うことはない。次にだ

れかが近所の庭から木片や 木の枝 を持 って来

て捨てた。それから新聞，雑誌，ビニールかば

ん，ついには空きかん，空きびんが捨てられた。

こうして空地はごみ捨て場になった。

近所の人々はそのつ もりでなか ったのだろ

うが，あち らこちらか ら少 しずつ集まってき

てごみの山ができたのである。

この空地は私たちの心に非常に よく似てい

る。心 を空っぽに して人が踏み込むに まかせ，

何を山 と置いて行かれて もそのままとい うわ

けである。

空 きかんや空きびんのようなが らくたを自

分の心 にどさっと山積みされるのはだれしも

拒否す るであろう。しかし，芝や新聞紙な ど

が置かれている所に別のものを捨てるのは，

たいして悪い と思わないであろう。

私たちの心に，捨て去 られた汚い思想は，

少しずつ蓄積す ると，本物のごみの山にもな

り得るのである。

何年 も前に，私は心の中にある標識を掲げ

た。それは簡単な もので， しっか りと心に刻

み込んだ。「立入 り禁止」「ゴミを捨てるな」

時にはそれを人にはっきりと示す必要があった。

私は，守 るだけの価値 も有益な 目的 もない

ものに， 自分の心 を占有 された くない と思 う。

私は 自分の心に生える雑草取 りに懸命である。

自分を高めないもののために心 を乱された く

ないと思 う。

私はこれ までの生涯に何度かその ような思

想を運び出した。失礼にあたらないように、

それを垣根越しに もとの所へ投げ返 したこと

もある。
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あ る考 えは，居すわられないように何百 回

も追い立てなければならなかった。そして，

その場所に有益なものを置いてみて，や っと

それが功 を奏 した。

私は自分 の心 を，卑 しい思想や考 え，ある

いは失望や苦い思いやねたみ，差恥心，僧悪，

不安や悲嘆のごみ捨て場 にはした くない。

もしあなたが そのようなものに悩んでいる

なら，庭掃除をするのは今である。ごみを片

付けなさい。す っか り始末 しなさい。

「立 入 り禁止」の標 識 と
，.「ゴ ミを捨てる

な」の立て札を立てて自分 をコン トロール し
..なさい
。自分のためにならない ものを置いて

はならない。

傷の手当てに医師が とる最：初の処置は消毒

である。た とえどんなに痛 くても，医師は異

物を取 り除いて感染を防 ぐ。

あなたも霊的にその ような処置 をすれば，

見通 しはずっと違 って くる。悩みはずっと少

な くなる。悩みを寄せ集めて混乱す るのはい

とも簡単なことである。

どこかにこう異議 を唱える声がある。「心配

が無駄事だ とは限 らない。心配 していること

に限って本当に起 きた りは しないのだ」 と。

何年 も前に，私は心か ら敬愛 していたある

人か らひ とつの教訓を学んだ。面識ある人々

の中でも，彼はまさに.聖徒その もの といった

人であった。穏やかで落 ち着 いてお り，その

深い霊性 には大勢の人を引 きつけるものがあ

った。

彼は苦 しんでいる人をどう助けたらよいか

を知 っていた。彼が病気やその他 で苦 しんで

いる人々を祝福する場に，私 は何回も同席した。

彼の生涯は教会でも社会でも奉仕の一生 で

あった。

彼は伝道部長 を務めたことがあ り，年に1

回の帰還宣教師の親睦会 を楽 しみに していた。

高齢になって夜の運転がで きな くなってから

は，私が運転 を買って出て親睦会に出席 した。

その ささやかな私の行為が何百倍にもなっ

て報われて返ってきたのである。



ある時，ふ たりきりでしか も気分がのった

時に，彼は一生の教訓 となる体験談 を私 に話

してくれた。私はそれまで彼のことをよく知

っていると考えていたが， その私の想像 もで

きないようなことをその時聞いたのである。

彼は小 さな町で育った。少年時代に何か大

きなことので きる人間にな りたい という夢を

持 ち，一生懸命に学問を身につけた。

彼 は素晴らしい女性 と結婚 し，万事が川頁調

な生活だった。良い仕事 を得 て将来は明るか

った。心か ら愛 し合 うふたりに，やがて子供

が誕生することになった。

ところが出産当夜 に困ったことが起きた。

ひとりしかいない医者が往診で田舎に出かけ

て しまい，彼に連絡がつかないのである。何

時間も苦 しみ抜いて母体の状態がひどく悪化

していた。

や っと医者が戻って来た。事態の急を感 じ

た医者はす ぐに処置に取 りかか り，事は落 ち

着 き，子供 も無事生 まれた。それで危険が去

ったかの ように思われた。

しかしその数 日後，若 い母親は医者が往診

先で感染 して きた病気にかか り，それが もと

で死んでしまった。

友人の世界は暗 く閉ざされた。 もはやすべ

てが一転 して，何 もかもが うまくいかな くな

った。最愛の妻を亡 くし，生 まれたばか りの

子供 を世話す るあて もなく，仕事に向か う気

力 もなか った。 ・

日がたつにつれ，悲しみにます ます心が う

ずいた。「医者は治療する資格などなかったの

だ」，「彼が妻 を病気に したのだ。注意 さえす

れば，妻は死ぬ ことな どなか ったのだ」 と，

彼はそればか りを考 え，悲痛のあまり暗い気

持 ちに陥っていった。

そんなある晩，玄関でノックの音が した。

少年が一言，「パパが どうぞ来て下 さいって。

お話がしたいそ う.です」 とだけ言った。

「パパ」 とい うのはステー キ部長だ った。

悲 しみに打ち沈んだ友.人は，霊の指導者に会

いに出かけた。霊の牧者は 自分の羊の群れを

見ていて，彼に何かを言いたかったのである。

その賢い僕の助言はただこれだけだった。

「ジョン，深 く考 えないようにしなさい。何を

した ところで奥さんが返って来るわけではな

い。何か をすれば， それだけ悪 くなる。ジョ

ン，考 えすぎないように しなさい。」

友人は，それは非常な試 しで 自分 に とって

はゲッセマネの苦 しみだったと語った。

どうしてそのままに しておける というのだ

ろうか，正 しいことは正 しいのだ，ひどいこ

とをした らその報恥は受けて当然だ。

彼は苦 しみ，そのような自分 と闘った。そし

て，す ぐではなか ったが，彼はやがて，た と

え結 果が思わしくなくて も従順になるべ きだ

と考 えた。

従順は強力な霊の薬である。万能薬にも近い。

友 人は賢明な霊の指導者の助言に従お うと

決意した。そ して，過去のことを気にかけ ま

いと決心 した。

友人は私にこう話 してくれた。「結局理解で

きたのは年 とってか らだったよ。彼は気の毒

な医者だった。忙 しいばか りで収入は少な く，

次から次へ と診察にかけまわって， ろくな薬

はな く，むろん病院 もな く，器具 もわず'かし

かない。彼は人の命 を救おうと一生懸命だっ

たんだ。そ してほとんどの場合，立派な仕事

をしていた しね。」

「ふたつの命のどちらがどうな るという瀬

戸際に立たされて， ぐず ぐず していられなか

ったのだろっ。」

「ようや く理解 できた時には，私はすっか

り年 をとっていたよ。」彼はそ う繰 り返した。

「私は 自分の人生をだめにす るところだった。

それか ら他 人の人生 もね。」
「ジョン
，深 く考 えないようにしなさい」 と

だけ勧告 して くれた賢明な霊の指導者のこと

を，彼はひざまずいて幾度も主に感謝 した と

いう。

この言葉を，私 も皆 さんに申し上げたい。

恨みや不満や苦い思いや失望，嫉妬に苦しむ

時， 自分を抑えなさい。他人とのことは抑制
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できない場合があるであろ うが， 自分の心の

問題は 自分で抑制 できる。

だか ら， 申し上 げたい。ジョン，あま り深

く考えないように しなさい。 メア リー，あま

り深 く考 えないように しなさい， と。

それをす るには，霊の強 さが必要 となるで

あろう。それを求めなさい。それが祈 りであ

る。祈 りは強力な霊の薬である。この薬の使

用法は聖典に書かれている。

教会の聖なる讃美歌にこういう一節がある。

部屋を出る前に 祈 りしか

霊かなしむ とき

ギ リエ ドの乳香 か りたるか

疲れを休めて 光 もた らす

祈 りを忘 るな なやむ とき(讃 美歌58番)

私 たちはだれでも，時々重い荷物を背負う

ことがあるが，賢い人はそれ を長 くは背負っ

ていない。荷 を降 ろすのである。

問題の完全な解決を待たずに荷 を降 ろさな

ければな.らないこともある。 どうにか しなけ

ればな らないことも， 自分ではどうしようも

なくて思 うようにな らないこともある。

しか し，背負 う荷物が取 るに足 らない荷物

といっことは よくある。クララおばさんが結

婚式のパーテ ィーに来て くれなかった という

ことを何年 たって も根に持っていたら，あな

たの成長はあるだろうか。そんなことは忘 れ

なさい。

昔の失敗に くよくよといつ まで もこだわっ

ているなら，その気持ちを沈めなさい。前を

見なさい。

監督が 自分を正 しく召して くれなかった，

正 しい解任 をしなか ったとい うなら， 忘

れなさい。

だれかの仕打ちを恨みに思 っているなら，

忘れなさい。

それ を赦 しとい う。赦 しは強力な霊の薬で

ある。 この薬の使用法は聖典に記 されている。

繰 り返 し申し上げる。ジョン，いつ までも

こだわ らないように しなさい。メア リー，い
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つ までもこだわらないようにしなさい。あな

たの心 を，胸中を，魂 を，清 くし，和 らげなさい。

そうする時に，あなたを取 り巻 く世界から

薄黒い膜がはがれるであろ う。問題は依然 と

して残るかもしれないが，太陽は昇って来 る。

あなたの目か らは梁が落ちる。そうして，理

解 を越える平安が もたらされるのである。

イエス ・キ リス トの福音の大いなる教 えは，

キ リス トに与え られた 「平和の君」 とい う称

号が示す通 りである。 キリス トに従 うならば，

私たちは個 人としても全体 として もこの平和

を得ることができる。

主は言われた。「わたしは平安 をあなたがた

に残して行 く。わたしの平安 をあなたがたに

与える。わた しが与えるのは，世が与 えるよ

うなもの とは異なる。あなたがたは心 を騒が

せ るな， またおじけるな。」(ヨ ハネ14：27>

兄 弟姉妹の皆様，悩む時にほ， ギレアデの

乳香ではないが，痛みをいやす乳香があなた

のす ぐ手 もとにある。

次の聖句について考 えていただ きたい。

「何事で もわたしの名によって願 うならば
，

わたしはそれ をかなえてあげよう。

もしあなたがたがわたしを愛す るならば，

わた しのいましめ を守 るべ きである。

わたしは父にお願いしよう。そ うすれば，

父は別に助け主を送って，いつ までもあなた

がた と共にお らせて下 さるであろ う。

それは真理の御霊である。この世はそれを

見 ようともせ ず，知 ろうともしないので，そ

れ を受けることができない。あなたがたはそ

れ を知 っている。なぜなら， それはあなたが

たと共にお り， またあなたが たのうちにいる

か らである。

わたしはあなたがたを捨てて孤 児とはしな

い。あなたがたの ところに帰 って来る。」(ヨ

ハネ14：14-18)

私 は大いなる慰め主である主 を証 し，権威

を授け られた者のひとりとして，主が生 きて

お られ ることを証す る。イエス ・キ リス トの

み名に よって申し上げる。アーメン。



10月2日(日)午 後 の部に おける説教

父親 あなたの役割と責任

教会の既婚者の兄弟たちよ，夫と父親の役割を完う しようではないか

/ 十二使徒評議員会会員

L・ トム ・ペ リー

モ ルモン経には・息子 を愛す るがゆえ1こ自
分 と同 じ名前 を付けたひ とりの素晴 らし

い父親の話が記されている。その父親は大祭

司であって，生涯の多 くを人々に霊 の糧 を与

えるために費や した。そのため，息子が教 え

から離れて行 った時，彼は非常に落胆 した。

義 しい父親 ならば皆 そうであろうが，彼も

また息子の生活が変わるように と主に嘆願 し

た。 そして祈 りは聞 きとどけ られ，ひと りの

天使が息子の前に立 って， こう言っ た。「見

よ，主はすでにその聖徒 らの祈 りも神の僕で

ある汝の父アルマの祈 りも聞 きとどけたもう

た。汝の父は汝に真理を知 らせ ようとして堅

い信仰 をもって汝のために祈 った。」(モ ーサ

ヤ27：14)

聖 典 には，その義 しい父親 の祈 りが どの よ

うに して聞きとどけられたかが記録 されてい

る。歴史が立証 しているように，家庭におけ

る義 しい指導は非常 に大 きな力を発揮するの

である。

私は今 日の この話を，皆 さんの中の一部の

方々に宛ててしたい と思 う。夫 あるいは父親

とい う偉大で崇高な称号 を持つ皆さんにお話

したい。私は現在， 自分の周囲で目にする様

々な事柄 を非常に憂慮 している。この混沌 と

した世の中で，老若男女の別な く，すべての

人々が 自分は何者であるかを知 りたいと模索

しているのである。

私が今 日こうして皆さんの前に立っている

のは，私 の声 を聞 きなが ら，神が与えたもう

た2つ の大 きな責任 を果た していない全世 界

の夫 と父親に申し上げたいことがあるからで

ある。今 日世の中に見 られる諸問題の大半の

原因は，皆 さんにある。離婚や無信仰，不正

直，薬物乱用，家庭生活の崩壊，認識の欠如，

不安，不幸などは，家庭 におけ る皆 さんの指

導力のなさに帰因するものである。

夫や父親の皆さん， ここで もう一度皆さん

の責任 と役割 を確認 したい。

まず第1に ，夫 として次のようでなければ

な らない。人類の創造に引き続 いて与えられ

た最初の教えはこうであった。「それで人はそ

の父と母 を離れて，妻 と結び合 い，一体 とな

るのである。」(創 世2：24)

こ う して神 はその神聖な計画の中で，基本

的な組織体である家族 を生 じるために結婚 を

定められたのであった。夫 と妻の役割は世の

初めか ら明確 に定義 されていた。主の計画で

これらの役割 は永遠不変である。

かつてある予言者は女性の役割について次

のように述べ ている。「美しく，慎 しい上品な

女性はこの世 の最高の傑作である。」(デ ビッ

ド・0・ マッケイGosρ ♂ ∫4θα1s「 福 音 の理

想」p.449)

この最：高の傑作 を守 るために，主は扶養 し，

守護する責任 と義務 を男性に与えられた。そ

こで，主の計画を推 し進め るためには，主が

お与 え下 さった導 き手 としての役割 をどのよ

うに果たせばよいかを学ばなければならない。

これらの条件の幾つか を取 り上げてみよう。
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初めにデビッド・0・ マ ッケイ大管長の妻

エマ ・レイ ・マ ッケイ姉妹の経験 をお話 した

いo

「昨年の夏，私 たちは白サ ンゼルスに旅 し，

到着す ると，ウィル シャー通 りにあるガソリ

ンスタン ドで車 を洗 うことにしました。

私がベ ンチに座 って洗車の様子 を見ていま

すと，不意に傍 らで 『あの人はきっとあなた

を愛 していると思 うよ』 という声が聞 こえま

した。

振 り向 くと，そこに7歳 位の，茶色の 目を

したかわいい子が いました。

『えっ
，何です って』 と私は尋ねました。

『あの人はあなたを愛 していると思 うって

言ったの。』

『ええ
，彼は私 を愛 してい ます よ。私の主

人なの。で もあなたはどうして……』

顔に笑みを浮かべ ながら少年は，小声でこ

う言いました。『だっそあの人はにこに こして，

こっちを見ているで しょう。 もしあの人のよ

っにぼ くのお父さんがお母 さんに，に こにこ

したら，何だってあげちゃうけどな。』

『お父さんはに こに こしないの
。』

『あなたたちは離婚 しないでしょう』 と少

年は問いかけ るように言いました。

『もちろん しません よ
。私 たちは結婚 して

50年 以上にな るの よ。でも， どうしてそんな

こと聞 くの。』

『このあたりの人はみんな離婚す るの
。お

父さんはお母 さん と離婚 しようとしているん

だよ。でもぼ くお父さんもお母さん も愛 して

いるんだもの……』

少年の声がつ まって， 目に涙が あふれて き

ました。でも，い じらしいまでにそれをじっ

とこらえていました。

『あら
， ご免なさいね。こんなこと聞 いた

りして。』

すると少年 はそっと近づ いて きて，私の耳..

も とでこうささやきました。『急いでこの町か

ら出て行った方がいいよ。そうでない と離婚

するようになるよ。』」.(1救い主 と神権 とあな
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た」メルケゼデ ク神権定貝会用テキス ト，1975

-76年 ，pp.248-49)

夫 である皆さん，あなたは奥さん を愛 して

いることをいつ も行ないで示 しているだろ う

か。 もしもあなたがあのガソ リンスタン ドで

自動車 を洗 うとしたら，あの少年は同 じよう

なや さしい愛 をあなたに感 じることがで きる

だう つか。

第2に ，あなたの責任は家庭に平安 と安全

をもたらすことである。家族に必要 なものを

与えることは.あなたの義務 である。あなたは

この責任 を果 たせ るように自らを備 え， それ

を達成 したいという望みを持たなければなら

ない。あなたの奥 さんに，あなたが健康で丈

夫な限 り，何はさて置いても面倒 を見てもら

えるという絶対的な確信 を持 たせ るように し

なければならない。あなたが働ける限 り，彼

女を家庭外の仕事に就かせてはな らない。主

か ら与えられた務めを果 たす機会を奪 っては

ならない。

第3に ，奥 さんに対 して感謝 と思いや りを

示すのは1日24時 間の仕事である。主は聖典

の中で次のような警告 を与えられた。

「われ ら悲 しむべ き経験によりこの事 を知

る。およそ殆んどすべての人間は，少しばか
たちま

り の権威を得 た りと思 うや，忽ち正 しか らざ

る支配 を始めんとす る生れつ きの性癖 あり。

如何なる権i力も勢力 も，神権によりて維持

す る能わず， また維持すべ きものにあらず，

ただ説服 と堅忍 と柔和 と温情 と偽 らざる愛と

による。」(教i義iと聖糸勺121：39，41)

奥 さんはあなたの所有物ではない。彼女は

義 しくないこ とであなたに従 う必要 はない。

彼女はあなたの妻 であ り， 同僚であ り，最：良

の友であ り，完全 な伴侶であるd主 は彼女に

大いなる可能性 と才能 と能力 を賜わった。従

って彼女 にもまた自己を表現 し，進歩する機

会 を与えなければならない。奥 さんを幸せに

す ることこそあなたの最大の関心事 とな らな

ければならない。夫婦が共にそれぞれの責任



を果たし，実 りある幸福な生活を営 むために

はどのようにすれば よいかをよく学んでいた

だきたい。

兄弟の皆さん， あなたの最 も大切 な責任 は

義 しい夫 となることである。これは， この世

だけでな く永遠に も及ぶ責任である。

夫の称号に次 ぐのが父親である。天の御父

が人に与 えられ るすべての賜の中で，永遠の

生命 に次いで大 きな賜は，息子や娘 たちに恵

まれる機会である。健全 な神の息子はすべて，

次のような賜 をその子供 たちに与えるこ とが

できる。

第1に ，誉れある尊い名前。私は父が よく

考 えて，父 と同 じ名前 を付けて くれたことに

心か ら感謝 している。それは私が育 った地域

で人々の誉れ と尊敬 を受けていた名前であっ

た。 この名前は，私が6歳 の時か ら伝道に出

る数 カ月前 まで，いつ も 「監督」 とい う称号

と共 に呼ばれていた。私は父の奉仕 を誇 りに

思っていた。また私は，父が辛抱強 く私 を手

伝わせて くれたことに感謝 している。福祉農

園で働 くことや，礼拝堂の清掃，ワー ド部の

財政記録の計算，未亡人のところに小麦粉の

袋 を運ぶ ことなどが，私の若い頃の仕事 であ

った。私はいつ も父 と一緒にいたので，「監督」

という愛称で呼ばれたほ どである。私はそれ

に恥 じないように と努めてきた。それが私 を

常 に進歩させ る結果 となったようである。私

はいつ も父 と同じ道 を歩 もうと努力 してきた。

このような機会 をすべての子供たちに与 える

ことはできないものだろっか。

父親の皆 さん，子供たちに誉れ と尊敬 を受

ける名前を残すのはあなたの義務ではないだ

う つ.か。

第2に ，すべての子供たちに安心感 を与え

なければな らない。私 はしば しば 自分が堅固

な家庭の中で守 られて きたことを思い出す。

それは悪に対抗する砦 であった。私たちは朝

晩ひざまずいて家族の祈 りをし，神権の祝福

を受けた。 また必要 な時 には，父がその神権

を使って家族に祝福 を与 えることもあった。

父親の皆さん，神権の権能によって祝福 さ

れた家庭 を子供たちに提供するのはあなたの

義務 ではないだろうか。

第3に ，進歩の機会 を与 えることである。

ある時，私は子供 たちか らひとつの大 きな教

訓 を学んだ。私たちは仕事 の関係でカリフォ

ルニアか らニュー ヨー クに引っ越 し，新 しい

家 を捜 していた。初めは町の近郊に求めたが，

希望する家 を見つけるこ とができず，次第に

町か ら離れた ところを捜す ようになった。 よ

うや くコネチ カッ ト州で，一軒の家 を見つけ

た。 それはニ ュー イングラン ドー帯に広がる

豊か な森に囲 まれた美しい家だった。みんな

満足していた。そこで，購入の申込みをする

前に，ニュー ヨークまでの通勤時間を計 って

み ることにした。私は実際に電車に乗ってみ

たが，帰 りの足どりは重かった。何 と片道に

1時 間半 もかか ったか らである。私は家族が

待 ってい るホテルに帰 り，父親 と新 しい家の

どちらを取 るか子供 たちに尋ねた。すると驚

いたこ とに，子供 たちはこう答えた。「私たち

は家 を取 ります。 とにか くお父さんはあまり

家にはいないのだから。」

私は彼 らの言葉 を聞いてが く然 とした。も

しそれが真実 だとすれば，何 よりも私が悔い

改めなければならない と思った。子供たちに

は もっと父親が必要だったのである。子供た

ちとできるだけ多くの時間を過ごし，正直 と

勤勉 と，道徳的に清いことの大切 さについて

教 えるのは，父親の義務 ではないだろうか。

第4に ，子供 たちに楽 しい子供時代の思い

出を持 たせ ることである。4年 前の神権会の

テキス トにブライアン ト・S・ ヒンクレー兄

弟の話が載っている。

「インデ ィアナポリスに近いある地区に住

む326人 の小学生 に， 自分の父親 をどう思 う

か無記名で書 くように頼みました。

教師はPTAの 集 会でそれを読む と発表 し

たら， 多くの父兄が参加するのではないか と

思 っていました。そしてそのようにな りまし

た。
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父兄の乗って来た.自動車は10万 円位の もの

か ら100万 円以上 もす るものまで様々で，職

業 も，銀行 の頭取，労働者，医師，店貝，セ

ールスマ ン
，検針員，農夫，理事，商人，パ

ン屋，洋服の仕立屋，製造業者な ど様々でし

た・そしてすべての人がそ9)属 貌から・ どれ

ほど裕福か， どのような技術 を持 っているか，

あるいはどれほど善良かが うかがえるのでし

た。……

PTAの 会長は もう一つの作文の山から無

差別に とって，「私はお父さんが好 きです」で

始まる文 を読みました。理由はいろいろあ り

ました。お父さんは人形の家を作らて くれた

から，海へ連れて行 って くれたかち，勉強 を

教えて くれるか ら，公園へ連れて行 って くれ

るか ら，犬 を飼 うのを許 して くれたか ら，な

どでした。多 くの作文は要約すれば，.「私 はお

父さんが一緒に遊んで くれ るか ら好 きです」

ということに落 ちつ くようで した。

自分 の家や 自動車，近所の人，食物，衣服

について書 いた子供は一人 としていませんで

した。

そこに集 まった父親の生活は様 々で したが，

その会合では2つ のタイプの父親 しかいませ

んでした。つ まり，子供の友だ ちであるか，

他人であるかで した。

子供たち と遊ぶのに裕福すぎるとか，貧 し

す ぎるとい うこ とはありません。」(「救い主 と

神権 とあなた」pp.269-70)

私 は，私 たち一人一人が今 日の世の指導者

とどれほど深い関係にあるかをよく知 ってい

る。国や社会の指導者 を義 しい指導者に変 え

るためには，何年 も一生懸命に働 きかける必

要がある。 しか し私たちが住んでいるこの世

界をより住み よい所 とするために今 できるこ

とが ある。夫 または父親である.皆さん，その

力は神権者である皆さんの中にある。永遠の

父なる神か ら霊感 を受け， 自分の家族 を義 し

く導き，教えていただきたい。皆 さん揮現在

長 として立っている組織は，私の知 る限 り，

永遠に存続す る唯一の組織 なのである。そ う
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で あるとすれば，その責任 をあなたの生活で

最優先にすべ きではないだろうか。

神の祝福があって，皆さんが義 しい夫また

は父親 となるための義務 と責任 を悟 ることが

できるように。イエス ・キ リス トのみ名によ

ってへ りくだ り祈 るものである。アー メン。

リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ長 老.。1938年 に管 理

監 督 に召 され て以 来 ，教 会 幹 部 在職 年数 は現

在 の 幹 部 の 中 で最 も長 い



福音の律法がもたらす護り

霊に関わる律法を知り，それに従うことが私たちの生活に必要である

七十人第一定員会会員

ウイリァム ・R・ ツラッ ドブオー ド

一 の場 で私が語ることが
，皆さんがこの世

一

で平和 を得，来 るべ き世で永遠の生命を

得 るのに何 らかの助け となるよう心から願っ

ている。

すべての人は霊における兄弟である。あの

バベルの塔で起こった言語の乱れ も，みたま

の言葉に まで影響 を及ぼす ことはできなかっ

た。従って，私がみたまによって語 り，皆さ

んがみたまによって聴 くならば，私の弱い言

葉を超えて，共に理解 し合 えるに違 いない。

私は科学者ではない。 しか し私は， よちよ

ち歩きの子供の時かち，重力の法則があるこ

とを知っていた。私は重力 とい うものを見た

ことはないが，その影響力を知っている。私

たちを取 り巻 く万物は， それぞれ場所が与え

られ， この法則に従 っていることを，私はは

っきり知 っている。

重力の法則には限界があり，条件がある。

人間の発明品 と運動はすべて， この条件に従

う。人間が高い所にいて倒れれば下に落 ちる。

本人の意思に関係な くである。ジャンプして

飛 び降 りようと，事故で落 ちようと， とにか

く落下するのである。重力の法則 を無効 にす

るこ とはできない。そのため，落ちた人間は

大けが をす ることになる。

飛行機か ら飛び降 りる人々のために，身を

護 る道具が発明された。パラシュー トがそれ

である。.人間はこの道具 をよ く研究 し，正 し

く利用することによって，空か ら落ちても命

を失わずにすむようになった。

もしも人がパラシュー トな しで飛行機か ら

飛び降 りるならば，死んでしまうに違いない。

パラシュー トに身を護 る力があることを知っ

ているだけでは，何の役にも立 たない。また，

パラシュー トを身につけていても，落ちた時

にそれが開か なければ， これ また身を護 るこ

とはできない。重力の法則を無効にすること

はできないか らである。同様に，私 たちが救

いの律法 につ いていかに知 っていようとも，

その律法 に従 って生活 しなければ救いは得ら

れないこ とも明白である。

仮 にこの重力の法則 をこの地上か ら20秒 間

だけな くした としたら，どうなるであろ うか。

この地上の万物 は完全に壊乱す ることだろう。

そのことを想像 しただけでも，悌然 とする。

私は科学者ではない。 しか し，皆 さん と同

じように，この地上の万物には重力が働いて

いることを知 っている。私は また重力を見た

こ とはないが，その影響力をこの 目で見， こ

の体で感 じている。

ここで私は もうひとつの法則について皆さ

んにお話 したい。それは重力の法則よりもも

っと大 きな影響力 を持つ ものである。それは，

重力の法則があらゆる法則 を包括する律法の

一部 に過 ぎないか らである
。そして，そのす

べてを包括す る法則が イエス ・キ リス トの福

音の律法である。私は重力と同じように， こ

の律法 を見たことがない。しかしその効力を

目撃 し，私 の生活 に及ぼ している大 きな影響

力をよく知っている。
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それは神の御子，イエス ・キ リス トの律法

である。「すなわち，世 の光にして，世の贈 い

主，世に来れる真理 の 『みたま』な り。そは

世は彼に依 りて造 られ， また人は皆彼に依 り

て造られた り。また万物は彼に依 り，彼 を通

じ，彼に因 りて造 られたり。」(教 義 と聖約93

：9-10)

また，次の ように も述べられている。「およ

そ律法によりて支配さるる者はまた律法によ

りて護 られ， これによ りて全 くせ られ聖 くせ

らるるな り。」(教 義 と聖約88：35)

「この王座に座する者は万物を含み
，万物

はその前にあ り。また万物 はその周 りにある

な り。彼は万物の上に在 り万物の中に在 り，

万物を貫きて在 り万物の周 りに在 り，万物 は

彼に依 りてあ り，彼に因 りてあるなり。彼は

すなわちとこしえに神 なり。」(教 義 と聖約88

：41)

も しもイエス ・キ リス トの福音の律法がこ

の地上から20秒 間取 り上げ られたとしたら，

どうであろうか。重力の法則 をはじめ とす る

すべての法則がこの包括的な律法の中に内包

されていることを考えると非常に恐ろ しい。

この地上に存在する万物が一瞬にして壊乱す

るか らである。

しか しながら， イエス ・キ リス トの福音の

律法が この地上から取 り上 げられるこ とはな

いであろう。「神の業，計画，目的が破れ，また

水泡に帰す るは共に有 り得べから」(教 義 と聖

約3：1)ざ ることだか らである。律法によっ

て治め られてい るものは，律法によって護 ら

れ，律法の条項に従わない者には救いに至 る

権利は与えられないのである。

イエス ・キ リス トは 「昔 よ り万物に一つの

律法を与え， この律法 によりて万物は時 と期
したが

に随い運行 を止め ざるなり。」(教 義 と聖約88

：42)し か も 「そのいかなる王国に も一つの

律法を与えらる。且つ いかなる律法にもまた

或る制規と条件あ りて，すべて， これらの条

件に堪え得 ざる者は，皆義 しとせ られ ざるな

り。」(教 義 と聖約88：38-39)
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イエ ス ・キ リス トの福音の律法では，すべ

ての人は律法者の模範に従 って悔 い改め，水

に沈め られ るバプテスマを受けなければ救 わ

れないと定められてい る。

従 って， この律法の枠外にいる人は決 して

義 とされることはないのである。

両親はこの福音の律法が求めているように，

子供たちに悔 い改めの教義 を教えて理解 させ

なければならない。そ して，生ける神の子 キ

リス トを信 じ，祈 り，主の前に正 し く歩むよ

うに， さらに8歳 になった時にバ プテスマの

水に入 るように教えなければならない。

この神聖な律法を放棄 し，約束された王座

を平然 と捨てている両親がいる。彼 らはその

ことで義 とされ るであろうか。彼らは忠実 で，

従順 であったならば，王国の王子，王妃 とな

る子供たちと共に，神々として王座に座す こ

とができるといっのに。

この律法の条項 として，主は次の ような戒

めを与えられた。「わが教会の長老たちを遙か

に離れたる諸々の国民に遣わし， また海の島

島に至 らしめ， また外国に遣わ して万国の民

を訪わ しめ，まず異邦人を訪 い次にユ ダヤ人

に至 らしめ よ。」(教 義 と聖約133：8)

では， この律法を受け入れながら，神の代

弁者である予言者のラッパの音に耳 を貸 さな

い長老が義 しいと言えるだ ろうか。予言者は

腐敗 した世 の人々に救いをもたらすイエス ・

キリス トの福音の律法 を説 く権能 を授け られ

た人である。伝道の旅に出 る準備 をするよう

呼びかけられた人々が， 自分の召しに忠実 で

なければ， どうであろうか。

恐 らく最 も不幸なのは，聖典に記 されてい

る福音の律法を研 究しようとしない人々であ

ろう。彼らは高い建物か ら落下 しながら，各

階の窓 を過 ぎるたびに 「これまでの ところ万

事 うまく行っている」 と繰 り返 しているか，

あるいは屋根 をすべ り落 ちなが ら，「主よ，助

けて下さい。このままでは屋根か ら落 ちて し

まいます。主よ，どうか助 けて下 さい。落 ち

そ うです。でももう大丈夫です。釘につかま



ることができましたか ら」 と言う， まさに楽

天家 としか言いようがない。

犠牲の律法，互いに助 け合 うこと，道徳的

に清 くあること，什分の一 と捧 げ物，正直な

ど，語ることはた くさんある。福音の律法に

は多 くの律法がある。そして，私たちがそれ

らに従順であるならば，私たちは律法に よっ

て確かな護 りと救 いを得 るこ とがで きるので

ある。また，律法に従わなければ，重大な結

果 を招 くことも私たちは知っている。

愛す る兄弟姉妹の皆さん，重力の法則は本

当に存在 しているのだろ うか。あなたの生活

への影響はどうであろうか。高い所か ら飛び

降 りたら，下に落ちないだろうか。重力を無

効にす ることがで きるだろうか。あなたは重

力圏外に出ることができるだろっか。

イエス ・キ リス トの福音の律法はどうであ

ろうか。本当に存在 しているのだろうか。あ

なたの生活への影響は どうであろ うか。その

条件に従 わなければ，あなたの霊性は落 ちる

のではないだろうか。あなたはイエス ・キリ

ス トの福音の律法 を無視す ることがで きるだ

ろ うか。その圏外に足 を踏み出すことが でき

るだろっか。

ああ，かの人は

諸々の光栄 を見，

永遠の律法に支配 された

万物 を眺め見た。

神のみ業を初めか ら終 りまで

すべて知 ったかの人，

万物の内にあり，万物の上にあって，

.心 を留め る人々 を救 う。

かの人の計画 と律法は真理に して，

永遠にまで至る。

かの人が説いた聖 なる律法を

人々が無視 しようとも。

サ タンの声に聞 き従 い，

神聖 な道を踏みはずす人々は，

神のみ前に戻 るには，

再び元の道 に立ち返ることが必要だ。

古代の予言者モロナイは，モルモン経の中

で福音の律法 を総括する偉大なテーマについ

て， この神権時代の私たちに次のように述べ

ている。「あなたたちはキリス トの御許へ来て

一切の善 い賜物 をつかめ
。悪 いたまものまた

は汚れた ものにかかわってはならない。

……汝は再 び散 り乱れないよう， また永遠

の御 父がイス ラエルの家に立てた もうた誓約

が果たされるよっ，……

キリス トの御許に来てキ リス トによって全

くなれ。すべて.神のみこころに背 くことを捨

てよ。 もしこの ように して勢い と心 と力とを

つ くして神 を愛す るな らば，神があなたたち

に与 えたもう恵みは充分 である。恵みが充分

な らばあなたたちはこの恵みを受けてキ リス

トにより全 くなる。も.し神の恵みを受けキリ

ス トに より全 くな るならば，決 して神の能力

と権能 とを否定す ることがで きない。

もしあなたたちが神の恵み を受 けキ リス ト

により完全な者 となって，神の能力と権能 と

を否定せぬならば，神 の恩恵 を蒙 りキリス ト

により聖め られ，御父の誓約の中にあること，

すなわちキ リス トが血 を流 したもうたことに

よりあなたたちは罪の赦 しを受けて汚れを除

かれ聖 くなる。」(モ ロナイ10：30-33)

願 わ くは皆さんの思い と行 ないの上に神の

祝福があって， それらがこの聖なる律法にか

なうもの とな るように。王座に座 し，万物を

管理 し，治めておられるイエス ・キ リス トの

み名によって祈るものである。アー メン。
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帰還宣教師への手紙

「かつてあなたの証が私の助 けになったように
，今の私の証があなたの

助けになるようにと願っています。」

七十人第一定員会会員

チャールズ ・A・ ディディエ

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私は教会のある
兄弟姉妹たちにこれからの話 を捧げたい

と思う。私たちは彼らについてあ まり語 ろう

とはしない。それは，彼らが語 ろうとしない

からか もしれない。あるいはその懸け橋が非

常に遠 くにあるか らか もしれない。しかし，

皆 さんは今 日，明 日， これか ら日々そのよう

な人々に出会 うであろう。彼 らは私たちのす

ぐ身近にいる。現在でも5万 人の両親，10万

人の祖父母の方々，そのほか兄弟姉妹，従兄

弟や友人たちなど大勢の人々が彼 らの ことを

心配している。私たちは皆，彼らのことを気

づかっている。その彼 らとは帰還宣教師であ

る。

今ここに，そ うした帰還宣教師のひ とりに

宛てて私が書いた手紙がある。その手紙 を伝

道活動への称賛の辞 として皆 さんにご紹介 し

たい。特に帰還宣教師に対す る私たちの責任

を思い出す一助 になれば と願っている。これ

を読むにあたって，まず申 し上げてお きたい。

この手紙の人物やその入の性格な どは架空の

ものでな く，実在の話であ り，大勢の帰還宣

教師にも当てはまるものである。

愛す るブラウン長老

あなたのこ とを長老 と呼んだとして も，恐

らくあなたは気にな さらないことでしょう。

私があなた と知 り合 った時にあなたはこの名

前で呼ばれていました。'この名前は私の脳裏

に永遠 に刻 み込 まれ て消 えないことでしょ

う。あの暑い夏の 日の午後のこどを憶 えてい

らっしゃい ますか。あなたは同僚 と一緒に自

転車を押 して，私 たちが住んでいる高台にや

って きました。私 たちは暑いさ中に白いワイ

シャツ とネ クタイ姿でいるおふた りに驚いた

もので した。 それか ら2，3日 ほ ど，私たち

は坂 を飛ぶようにして下って行 くおふた りの

姿 をじっと見ていました。そして，おふたり

が私たちの家のベルを鳴 らした時，私たちは

この若 い外国青年がだれであり， この辺 りで

何 をレているのか知 りたくて，4人 の子供た

ち と一緒に家族全員で玄関に出ました。そし

て家に入っていただ き，冷たい紅茶 を勧めた

時も，おふたりは，のどは渇いていませ んの

でと丁寧に断わ りました。それか ら，あなた

方がだれであり， どういう目的で来られたの

か を伺 った時，宣教師 としてのおふた りの敬

度な姿に私は感心 した もので した。おふたり

が何を伝えようとしているかがわかるまでし

ばらくかか りました。ア メリカなまりの強い

言葉で，インデ ィアンや南ア メリカの遺跡の

写真， それに3つ の輪 で綴 じた手造 りの銅版

などを見せ て くれ ました。私たちは新大陸 を

発見 した時のクリス トファー ・コロンブスの

ように，不思議な心の高 まりを覚えました。

訪問が度重なるにつれて，私 たちは急速に

良 い友達にな りました。あなたは福音の回復

のメッセージを宣べ伝 えていましたし，私た

ちは学校で英語を習っていました。このよう

に，お互いに近し くなる動機があったわけで

す。英語 もよ く教 えていただきました。特に，
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「愛 してい ます」 とい う言葉の表現について

は，おふた りは生きた模範でした。私 たちは

あなたを心から愛 しています。

ある日私 た.ちは，あなたが町 を去 ることを

知 らされました。宣教 師の言う 「転任」で し

た。そのことで，私たちは新 しい宣教師に愛

を示すこ とを余儀 な くされ ました。 しか し私

たちは間もな く新 しい宣教師の教 えと模範に

従 うようにな りました。けれども最初 に教え

て下 さったのはあなたであり，私たちの心に

はあなたの印象が強 く残っていました。さら

に伝道は2年 間であるこ とを知 らされ， あな

たは国に帰 ったら便 りをす ると約束 して下 さ

いました。そして2カ 月後に一通の短い手紙

をいただ きました。写真 も同封 されていまし

た。すべてうまくいっているよ うで した。け

れども写真 を見 た時に，一瞬それがだれであ

るか分か りませんで した。乗っているものが

伝道中の 自転車か ら馬に変 わっていたためで

も，服装のせいでもあ りません。あなたが も

み上げを長 くし，髪 を伸ばしていたか らです。

私たちはあなたがあのバ ッファロー ・ビノレの

物語 を再現 しているようでおか しくな りまし

た。伝道が終わって家に帰ると，性格 までも

変わって しま うのか と思いました。かつての

あなたは本当に特別な人で した。事実，私 た

ちがあなたを家に招 き入れたの も，その よう

なあなたの人柄からで した。あなたは全 く世

の人 とは違っていました。世の人と違 った生

活 を続けることはなぜそんなに難しいので し

ようか。

私 たちはあなたか らの次の手紙 を心待 ちに

していました。私たちは教会に熱心に集 うよ

うになり，次々にバ プテスマを受け;や がて

神殿結婚 の大切 さについて学び ました。その

うちにあなたのかつての同僚 たちか ら結婚式

の招待状 をいただ きました。でも，あなたの

はあ りません。私たちはその理由を尋ね よう

ともしませんでした。

それから数年後，私は初めて ソル トレ」 ク

を訪れ ました。 そしてあなたが私 たちに語っ

てくれたこと， いや 自慢 していた と申し上げ

た方が よいか もしれませ んが，その一つ一っ

をこの目で見 ました。私はその町を見ても大

して驚かなかったと言 ったら，あなたは信 じ.

られるで しょうか。

あなたがこの盆地の.こととタバナクル，神

殿，そしてそこに住む人々について熱心に教

えて下 さったので，心の中にその姿 を描 くこ

とができたか らです。あのブ リガム ・ヤング

が盆地に入った所で，「まさにこの地だ」と言

ったその場所に も立 ってみました。その時，

あなたがジ ョセブ ・ス ミスの最初の示現 と，

それが世の人々 と私 自身に とってどの ような

意味 を持 つかにつ いて説 明 して下さった，

その時 と同 じように私の 目が開かれたので し

た。

もちろん，私たちはあなたを訪れたいと思

いました。長老，私たちはあなたの笑顔 と，

目に涙を浮べて次のように証 していた姿を忘

れることができなかったのです。「私は自分が

語っているこ とが真実であることを知ってい

ます。なぜな ら，天父に祈って，直接にその

答えを得 るこ とができたか らです。 もはや疑

いの余地はあ りません。心はおだやかです。

イエスは.キリス トであ り，ジ ョセブ ・ス ミス

は予言者 です。 そしてこの教会，末 日聖徒イ

エス ・キ リス ト教会 はこの地上で唯一真の教

会であることをはっきり知っています。」

私 はモルモン経 を読んで，あなたの証を否

定することができませんでした。あなたは聖

霊の力によって私の心に語 りかけて下 さいま

した。私 はその時の気持ちをあなたに伝えて

いませんでした。それはあまりに も神聖なこ

となので，めったに口に したことはあ りませ

ん。 しか し，それは私に とって新 しい目的の

ある新 しい生活の始 ま りでした。そして，教

会 と真理 について確かな知識を得ることがで

きたのです。

私 たちが ソル トレー クを訪れた 日，あなた

が教 えて下 さったように，私たちも知 ってい

ます と言いたかったのです。私たちは次のよ
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うに言いたかったのです。「長老，どうもあ り

がとり。あなたの証によって私 の生活が変 わ

ったことを心から感謝 しています。あなたは

主の道 を備えて下 さいました。主の道 をまっ

す ぐに して下 さいました。現在， この福音は

あなたが伝道 した町々に広がっています。ヨ

ーロッパに もシオンのステー キ部が数 多くで

きました。この喜び を良 き忠実な僕であるあ

なたにも味わっていただきたいと思います」

と。

私たちはまず，以前 のあなたの同僚 に会い

ました。そしてあなたのことを尋ね ました。

最初，彼はため らって，何 も答 えよ うとしま

せんでしたが，結局 あなたがガソリンス タン

ドで働 いていること，そ して恐 らく総大 会に

は来ないだろうし，放送 も聞か ないだろ うと

教えて くれました。 あなたはいわゆる教 会で

言 うところの 「活発会員」ではなか ったので

す。あなたは以前私 たちに教えて下 さっ た原

則に従 って生活してはいなかったのです。

私たちはす ぐにあなたに会 うことに しました。

自動車でそのガソ リンスタン ドへ行 きました。

私たちがあなたを捜 していると，あなたの

方が先に私たちを見つけ，一瞬あなたはその

場に立ちす くみ ました。私 はあなたの顔に浮

かんだろうばいの色 を見逃 しませんでした。

あわててタバコを隠すあなたに，私たちは微

笑 しなが ら握手 を求め，奥 さんや子供 たちの

こと，あなたの生活や将来のことを尋 ねまし

た。けれども，何かが違 っていました。それ

はあなたも気付 いていました し，私 たちも気

付いていました。そ して別れ ました。車の窓

こしにあなたを見て，手 を振って別れたので

した。

私は今 日，再びソル トレー クに来てい ます。

そして，あなたの手元に届 くこ とを願いながら

この手紙 を書 いてい ます。私は今あなたが ど

こに住んでいるか知 りませ ん。以前勤めてい

たガソ リンスタン ドに行 ってみましたが，あ

なたは もうそこにいませんで した。兄弟， あ

なたは今 どこにいるのですか。
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あな たが人生の最良の時にいつ も述べてい

たことを私は幾つかお話しますが，不愉快 に

思わないで下さい。なぜ今でも同 じように行

なえないの でしょうか。なぜ この 「最良の時」

を過去のこととして しまい，将来 も持続 しよ

うとしないのですか。イ手ス ・キリス トの福

音は過去の記念に造 られた福音ではあ りませ

ん。私たちが今 日それに従 って明 日のことを

知 るために与え られている福音なのです。ア

ルマは次のように証 しています。

「現在は
，入間が神に逢 う用意をしな くて

はな らぬ時期である。現世の生涯は，人間が

各々働 きを遂行せねばならぬ時期である。.

私が前にあなたたちに話 したように，あな

たたちに証 を立てた人々は非常に多いので，

私はあなたたちが この世 を去る時 まで悔改め

を引 き延さないようにねんごろにすすめる。

永遠の来世 に行 く準備ができるように私たち

に与えられている現世の生涯の光陰 を有益に

用いなか ったな らば，後か ら夜のよ うな暗や

みの生涯がや ってきてそこへ入ったら何の働

きもできるはずがない。」(マルマ34：32-33)

愛 す る長老，ある時あなたは大会で，母親

は子供 を産むことができるが，宣教師は人々

に永遠の生命を与えることがで きると証 して

いました。私はそれを今 でもはっき りと記憶

しています。私 たちの救 い主イエス ・キ・リス、

トのみ言葉には，私 たちが忘れるこ とのでき

ないことが記 されています。キ リス トの犠牲

によって，私たちは過ちを悔い改めるこ とが

できると。キ リス トはニーフ ァイ人に向かっ

てこう述べておられます。「見よ，われは律法

にしてまた光な り。われにすが りて終 りまで

堪 え忍べ。然すれば汝らは必ず生 く。終 りま

で忍ぶ者にわれは永遠の生命 を与 うればな り。

われはす でに汝らに誠命を与えたればこれ

を守れ。律法 も予言者たちもまこ とにわれの

ことを証する ものなるにより，わが誠命 を守

ることはすなわち律法 と予言者の道にかなう

ことなり。」(IIIニ ー ファイ15：9-10)

あ なたは多くの人々にその門を開いて下さ



いました。それなのに，なぜ 自分 自身に対 し

てその門 を閉 じよ うとす るのですか。かつ

てあなたが したように，私が その門に立ちま

しょうか。 まだ.遅くあ りません。どっかその

手 を差 し出して下さい。私たちはあなたを愛

しています。監督はあなたを待 っています。

ホームテ ィーチャーも心配 しています。また

宣教師時代の同僚 もあなたの ことを忘れては

いませ ん。 しか し何よ りも，私たちにはあな

たが必要です。その ままでいらっしゃって下

さい。私 たちはいつ も手 を広 げて待っていま

す。

筆 を置かねばな らない時が迫 ってまい りま

した。今 ならや り直す こともできます。かつ

てあなたの証が私の助けになったように，今

の私の証があなたの助けになるようにと願 っ

ています。私 は啓示のみたまがあることを聖

霊の力によって知っています。私は神が生き

ておられ， イエスがキ リス トであ り，私たち

の埴 い主であ ることを心か ら証 します。また

現在，生ける予言者スペンサー ・W・ キンボ

ールがいて
，彼の指示 と勧告に従えば私たち

は天父に近づ き， その罪 を悔い改めることが

で きることを知っています。あなたがこのこ

とを再び認識 して生活 し，主の弟子 となる決

心 をされるように と祈っています。イエス ・

キ リス トのみ名に よって申し上げます。アー

メン。

大会会場に入場する大管長会を迎える教会幹部
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3つ のものを分かち合う

王国建設のためにすべてを捧げる覚悟です

七 十人 第 一 定員 会 会 員

ヒ ュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク

A私 は兄弟姉妹の皆様 に個 人的 にお伝 え
7 す る義務 を感 じて

いることが3つ あ りま

す。まず第一に， イエス ・キリス トの福音は

真実であるということです。予言者の言葉に

耳を澄 まし，みこころを求めて聖典 をひ もと

き，戒めと教会幹部の兄弟たちの警告に従っ

て生活することに よってはじめて，私たちは

永遠に続 く幸福 を見出すことがで きるのです。

第二に，私は皆様に私が不完全な者である

ことを率直にお伝えしなければな りません。

私は七十人第一定員会の一員 としての召しを

受けましたが，主に，また前に座 っておられ

る教会の指導者の方々や これか ら一緒に働 く

ことになる方々に，忍耐 をもって共に働 いて

下さるようお願い したいと思 います。

最後に，今感 じている恐れ 多い感謝の念を，

言葉 と行ないを通 して私 を親切 に指導して下

さった方々， それに夫であ り父親である私 を

いつ も支えて くれた愛す る妻 と子供たち， そ

していつ も何が大切 かをよく把握 し，正 しい

優先順位を定めて くれた両親に伝えなければ

なりませ ん。私は兄弟姉妹 とその御家族に感

謝 しています。また，私の弱点，生活態度，

その他私の下 した決定 を理解 し忍耐 して下さ

った友人と同僚 に感謝 しています。A・ ルイ

ス ・エルグレン伝道部長，ハロル ド・B・ リ

ー大管長や リチャー ド・L・ エバンズ長老
，

大おばのベルサ ・アル ビンその他 の人々に も

感謝の気持 ちを表わしたいと思います。 また，

ここにおいでの教会幹部の方々に も感謝 して

います。私の人生の原動力 とも言える変わら

ぬ模範 を示 して下 さい ました。そして私が特

に感謝 したい御方は，思いや りと愛のある救

い主です。私 たちを教え導いて下 さるだけで

な く，いつ も赦 し，愛 して下 さっています。

妻のアンと子供 たち， ラリー ・アネッ ト，

マーカス， ジョナサ ン，ナサ ン，アン ドリア

を含めた私たち家族は，王国建設のためにす

べてを捧げる覚悟 です。見いだ し得 るどのよ

うなものも惜 しみなく捧げたい とい う気持ち

です。

ヘ ンリー ・ヴァン ・ダイクはこう語ってい

ます。「不死不滅に備えるための唯一の道があ

る。それは， この人生 を愛 し，勇 ましく，誠

実 に，快活に生 きることである。」私たちすべ

てがこのよ うにできるよう，イエス ・キ リス

トのみ名によってお祈 りします。アーメン。

☆ ☆
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彼 らはあきらめなかった

主の僕になるよりほかに，何の望みもありません

七十人第一定員会会員

F・ エンツイオ ・フツシエ

私 は・ こ礎 物 の内にみたまの とどま・て
いることを強 く感 じます。 また，主の予

言者をは じめ とする教会幹部の方 々， また皆

さん と同席 できることは，私 にとってこの上

ない喜びです。私は今， 自分 の気持 ちを表わ

す言葉 を見いだせ るように と祈ってい ます。

私は， これまで多くの霊的な祝福 を.いただ

きました。 また，立派な両親を持ち，教育の

機会に も十分に恵まれました。衣食住 を十分

に満 たし，数 多くの祝福 をいただ きました。

私は実業界で働 く機会があ り，そのために世

界各地 を訪れ， 多くの人々に会いました。私

は多くの祝福をいただ きましたが，最 も大き

な祝福は末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の謙

遜な宣教師を通 して与えられた ものです。

私の家 を訪ねて下 さった若い青年たちに心

から感謝 したい と思います。彼 らは訪ねて来

るだけでな く，深い愛 を持 ち，決 してあきら

めませ んで した。私にとって改宗は とて もむ

ずか しいことで した。私は自分の教育，学歴，

経歴，家族のことを考 えては，高慢な思いに

浸っていました。私は宣教師 を哀れにさえ思

いました。そして，こう言ったのです。「こん

な立派な青年がそんなばかげたメッセージを

持 って くるなんて。」 しか し彼らはジあきらめ

ませんでした。足 しげ くや って来 ました。そ

の結果私 は，以前の生活で得たすべ てあ知識

に勝って，彼 らか ら力強 く放 たれるイェス ・

キ リス トの真実の愛の力を感 じたのでした。

私は，あ きらめなかった宣教師たちと伝道部

長に感謝 したい と思います。それは，セオ ド

ア ・M・ バー トン長老で した。私はそのこと

を決 して忘れません。

私は今 まで受けた恵みの中で，これが 自分

の人生において最 も大 きな祝福であることを

確信 してい ます。私の人生はすっか り変わ り

ました。私は， ジョセブ ・ス ミスによって回

復 されたイエス ・キ リス トの福音の知識，ま

た，生ける予 言者スペ ンサー ・W・ キンボー

ルに至 る数々の予言者 を通 して与 えられてき

た教えを知 るこ とをおいて，この世に重要な

ことは何 もない とい うことを知ったのです。

この教 えな しに，私は今の ような家族は得 ら

れなかったでしょうし，美しい妻への愛 も持

てなかったことでしょう。 そして，私の子供

たちを誇 りにすることもできなかったに違い

あ りません。

私たちの長男は現在，宣教師 としてイギリス

のマンチェスターで働 いています。また，次男

は来年伝道に出るため今準備 を進めています。

この私の召 しについては，人知 では測 り知

れないものがあ ります。私には皆 さんの斬 り

が必要 です。私は，バプテスマの水に入った

時， また後に神殿に参入 した時，主に信頼 さ

れる者になるとい う約束 を交わ しま した。

私は，主が私を信頼 して下さっていることを

キンボール大管長にお伝 えしたいと思います。

私には，主の僕 とな るよりほかに何の望みも

ありません。イエス ・キ リス トのみ名により

申し上げます。ア出 メン。
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主よ，なぜ私を

私は全く， このような重い責任に召されることを予期 していま'世んでした

七十人第一定員会会員

菊 地 良 彦

私 の名前を正しく読み上げようとして下さ
ったロムニー副管長に感謝 します。次の

世界へ行ったら， 自分 の名前 を変 えることが

できるかどうか，天父に尋ねてみたい と思い

ます。

キンボール大管長， そしてすべ ての教会幹

部の方々， また主イエス ・キ リス トの福音の

内にある愛する兄弟姉妹の皆様，今 日，私は

皆様の前に立ち，へ りくだって主 イエス ・キ

リス トの福音の神聖 さについて，証申 し上げ

たいと思います。はじめに，私 を助け，深い

思いや りを示 し，励 まし，鍛 え，教え導いて，

私の生涯に素晴 らしい助け と影響 を与.えて下

さった方々に，心か ら感謝いたします。妻の

登志子 と子供 たちに感謝 しています。私たち

にはキンボール大管長 をは じめ，福音の下に

おけるすべての兄弟姉妹の祈 りが必要 です。

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー長老は，私がま

だ宣教師に召されたばか りの頃，私に とって

生涯の指針 となる特別 な祝福 を与 えて下 さい

ました。愛す る兄弟姉妹の皆様，私は全 くこ

のような重い責任に召 されることを予期 して

いませんで した。私は今 もって， 自問 し，ま

た，主に尋ねている次第です。

「主よ
，なぜ私 を。主よ，なぜ私 を」 と。

しか し，心の底にこう言う声 を聞きました。

「主よ
，みむねの まま行かん

海，山，野を越え」(讃 美歌100番)

さ らに，他の声は こう言い ます。

「私は主が命 じた もうことを行って 行 う
。」

(1ニ ーファイ3：7)

また，別の声は，

「ああ私が天使になって私の心の願いを達す

ることができたら善 いもの を。私の願 いとは

出て行 って神のラッパのように地 を震 わせ る

声で話 し，万民に悔 い改め をすすめ ることで

ある。」(ア ルマ29：1)

愛 す る兄弟姉 妹の皆様，私 は天父 を愛 し

ています。私は神が生 きて ましますこ とを心

か ら知 っています。また私は，今 日神の生け

る予言者が いることを知 っています。キンボ

ール大管長 こそその方です
。私は大管長 を愛

し，心か ら支持 しています。モルモン経は真

実であ り，神 のみ言葉です。私はこの証 を皆

様に残 したい と思います。イエス ・キ リス ト

のみ名によ り，へ りくだって申し上げます。

アーメン。

☆ ☆
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最高の評価

行動，達成，称賛に，すべて最高のものを得る

十二使徒評議員会会員

マー ビン ・J・ アシュ トン

噛 の大切な責任 をいただいてこの演壇に向
一

か う時，私は神の予言者が私 の手をしっ

か りと握 りしめて 「マービン，あなたを愛 し

ています。心か ら支持 しています」 と言 って

下 さっているような気持 ちが して力強いもの

を感 じた。では，私にキンボール大管長の気

持 ちが どうしてわかるのだろうか。大管長が

私 に語 りかけて下 さるからである。では，皆

様 にはいつそのような機会があっただろ うか。

つい昨 日のことである。

私たちが 日常生活の中でよく経験す ること

のひとつに 「評価」がある。子供たちは評価

される時に， 自分の行動が両親に受け入れら

れるものか どうかを知 ることができる。家庭
ほ

の中で褒めた り，罰 した りす る両親の評価は，

理想的な生活の形成 と大 きな関わ りを持つの

である。

学校に入 ると，将来生活 を共にし，職場 を

同じくする人々か ら受け入れられるような評

価 を得 ようと，一生懸命に努力 をする。 また，

軍隊に関係するようになると，間 もな く数限

りない検査や評価 を受けるようになる。

仕事に就けば，私た ちは与えられる責任 と，

特に主の称賛

支払 われる賃金によって評価 される。そ して，

立派な仕事 をすれば，多 くの報酬 を得，素晴

らしい機会 を数 多く持つようになる。

商品や 品物，食料 品な どを製作 ・製造する

人々は各種の消費者 団体 の評価を受ける。「G

マ ーク」(優 良商品)の ついている製品は値段

も高い。

また， 自由社会に住む私たちは，選挙のた

びに指導者を評価 している。

新聞や雑誌の購読者数は，一般大衆に対す

る貢献度 をはっきりと示す ものである。特に

テレビ番組は専門家筋の評価の対象 とな りや

す く，視聴率の低 い番組は継続されなくなっ

て くる。

この ように考 えてみ ると，評価は私 たちの

生活のほとん どすべてに関わっていると言え

る。私たちは他人 を評価 し，他の人もまた私

たちを評価する。そして，私たちの観察が正

しければ， これらの評価を活用することによ

ってよ り高度な目標を目指 し， 自己鍛練 をす

る動機づけ となるのである。評価の目的は，

高度な目標 を立てさせ，それ を達成するよう

チャレンジを与えるこ とである。

人にはこの ように天性の達成欲があるにも

関わらず，高 く立派な評価を無視する傾向も

見られないではない。映画，書籍，雑誌，劇

場の催 し，テレビ番組などに，不道徳や暴力

をあおるものが ます ます 多くなっている。巷

に見 られる年齢制 限付 きの映画はまさにその

典型である。

私は表現の自由が自由意志 という永遠の原

則の中の重要な一部であ り， それを擁護 しな

ければならないことを知 っている。 また，あ

る種の力が働 いて，言論の 自由を悪用 して人

人の品位 を落 とし，r性の倒錯や隷属 をもたら

していることも知 っている。私は物事には常

に反対の ものがあることを知 っているので，
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いろいろな形のわいせつ行為が一掃 され る日

はす ぐには来ないのではないか と考 えている。

しか し，同時に徳高 い生活 を送っている人々

の生活か らごれらの行為 を完全に排除できる

と信 じている。思慮深い人々の大部分は，私

たちが勧めれば，健全な価値 ある文学や芸術，

習慣 を選んで高い評価を得よ うと努めるよう

になる と，私 は確信 している。

私たちは皆，私たちの生活に関係するもの

を自由意志 を用いて選択するわけであるが、

その時に，最高級のものを選ぶか，あるいは

低俗なものを選ぶか という戦 いがある。 これ

は天上 で始 まり，今 日もなお続いている戦い

である。敵はあらゆる手 を尽 くして要塞や橋
ほ

頭墨を手に入れ，そこを固めてさらに次の戦

いに備 えようとする。従 って，彼らに勝利を

許せば許すほ ど，私たちはこの戦 いで決定的

な打撃 を被 ることになるのである。

悪魔はこの戦いをどのように進めているで

あろうか。 どんな戦略 を用いているであろう

か。ポルノや わいせつな行為 に反対 している

人々は，その戦闘計画をこう述べ ている。人

がわいせつな行為 に関与するようになると，

す ぐに人の行為に対 して歪んだ考 えを持つよ

うになる。そ して普通の健全 な方法で人々 と

接することができな くなる。 しか も他の習慣

と同じく，それに耽溺 して しまう。暴力や ポ

ルノは感覚 を鈍 らせ，さらにその度 を増 し，

深める。そして間 もなく無感覚 になり，細や

か な配慮，責任のある行動が取れな くなる。

これが特に自分の家庭において顕著にな って

くる。善良な人々でもこのような卑わいな行

為に冒されると，結局は恐ろしい破滅を招 く

のである。

かつては立派な夫 であ り，社会人であ りな

がら， この戦いの犠牲者 と.なった人がいる。

ある時彼の職場の同僚が見るか らにひ どいポ

ル ノ雑誌を持 ってきて，事務所で回覧 した。

みんなは初め冗談半分にそれ を見て，ふ ざけ

合っていた。 しか し彼は，好奇心か ら，この

ような世の悪 と戦 う時のために もっとよ く研
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究 してお くべ きだと考えた。そしてその雑誌

を何度 も繰 り返 し見た。 その結果，彼は悪魔

の霊 に負か されて しまった。 しかし彼自身は

そのことに全 く気づ いていなかった。間 もな

く彼はもっとひどいポルノ雑誌を同僚に求め，

ふた りでこの邪悪な事柄につ いて話 し合 うよ

うになった。

それで も彼はなお世 の方法に通 じることに

よって友人たちに良 い影響を与えることがで

きると信 じていた。 しか しサ タンの戦法 に無

知であったが故に，結局その罠にかかってし

まったのである。同僚 は雑誌に紹介されてい

ることを実際に試 してみ るべ きだと主張 した。

す でに霊 的 な感覚 が 鈍 くな っていた彼は，

あっさりとそれに同意 し，そのことを自分の

妻に話 した。妻は驚 き，ひどいショックを受
しつよう

けた。それで もなお執拗に迫 るので，つ いに

妻は彼 との関係 を一切絶 った。そこで彼はそ

のはけ口を外部に求め，結局は妻 も家族 も失

い， さらに 自.尊心 まで もな くしてしまったの

である。

聖典 はこのような敵の戦略や手段 を知 る上

で助け となるであろう。ニーファイは現在の

戦いを予見 し，モルモン経の中で簡潔にこう

説いている。

「ごらん， その時に悪魔 はある人々の心に

入って荒々 しい行 いをさせ， またこの人たち

に善い事 を怒らせ る。またほかの人々をなだ

め， この人たちをすか して肉欲 をほ しいまま

にさせ る……悪魔 はまたほかの或 る人々にへ

つ らってこの人々を迷 わせ，地獄はないもの

であると言い， また悪魔はないものであるか

ら私は悪魔ではないと言い， このように耳に

ささやいて一度かか ったら決 して逃れ られな

い恐 ろしい鎖 でとうとう縛ってしまう。」(II

ニー ファイ28：20-22)

ま た偉大な予言者モルモンは，堕落 した自.

分 の民を見て，彼らはその邪悪のために 「慈

悲の心のない者」(モ ロナイ9：20参 照)で あ

ると息子モロナイに告 げている。みたまが取

り去 られ，善悪 を区別す る感覚が麻痺 して し



まった状態は，何 と悲惨 なことであろうか。

もしもサタンとの小ぜ り合いで絶 えず敗れ

るならば，ついには私たちは，聖典 に記され

ているように恐ろしい鎖に縛 られて しまうで

あろう。 この状態が どれほどひどい ものであ

るかは，辞典から 「卑わい」 という言葉 を見

てみれば明 らかであ る。「卑わい」 とは，「汚

す」「嫌悪する」「敵対す る」「歪める」 「損な

う」「堕落する」「伝染す る」「誤用する」「曲

解す る」「弱める」である。これらの言葉 を見

ていると，予言者 ジョセブ ・ス ミスが 「徳高

きこと，好 ましきこと， よき聞えあること，

あるいは褒むべ きこと」 を尋ね求め るよう勧

告 したこ とを思い出す(信 仰箇条第13条)。 そ

して，多 くの人々が このことに気付いていな

いのを知 って私は身震 いする。

昔 は戦闘の前に， ラッパ を高 らかに吹 き鳴

らしたものである。私が吹 き鳴 らす ラッパは，

肉欲 に付け入る隙を与えないように健全 で立

派な生活 をするよう呼びかけるものである。

永遠の喜びを失 うことのない評価 を受けるよ.

うに努力す ることである。

まず第一に，両親 の皆様に，子供 たちがど

のような書物 を読み，何 を見ているかに関心

を持つようお勧め したい。良い読書は子供の

枕元に始 まる。一 日の終 りにベ ッ ドの傍 らで

健全な書物を読んであげ られないほど忙 しく

していてはならない。児童文学の中か ら，子

供 たちに気高 い理想を抱かせる有益 な話 を選

んでいただ きたい。私は今 でも小 さなエンジ

ンについての話を覚 えている。それは，人は

で きると思えば何で もできるという話であっ

た。私はこれまで何度 も 「自分にはできる，

自分にはで きる， 自分 にはできる」 と言い聞

かせなが ら，事態 を.好転 させ る力 を養 ってき

た。寝る前に両親 に抱かれて良書 を読んでも

らい，一緒にひざまずいて祈 る子供たちと，

テレビの暴力番組 を見て寝る子供 たちの違 い

を考 えていただ きたい。

次に，祖父母の皆様 に，お孫さんたちと一

緒に読書するようお勧め したい。お孫さんた

ちと一緒に住んでいるならば，彼らの人格 を

築 き，理想を高めるのに役立つ書物 を読んで

あげていただきたい。もしも遠 く離れて住ん

でいるならば，彼らに書物 を贈 り，それを読

んだ後の感想文を書 き送って もらうようにす

るとよい。

次に，青少年の皆 さんには， あなたが読ん

だ り，見た りする ものに関心 を寄せている両

親に協力す るようお勧め したい。 自分の心に

入って くる事柄に注意 していただきたい。若

人の皆さん， あなたは腐 って汚染 された食べ

物を口にはしないであろう。読 むものや見る

ものによく注意 し，いつ も好みの良いものを

選ぶようにしていただ きたい。

さらに，家族の方々には，健全な映画 を見

るようにお勧め したい。両親は子供たちが何

の映画 を見に行 っているか.を知っておくべき

である。子供 たちもまた両親の許可 を得 た映

画 を見るようにしなければならない。家族全

員が映画が好 きで， しか も一般の映画館 で良

い映画が見られない場合，両親は楽 しくしか

も.益になる映画フィルムを借 りるようにする

とよい。

最後に，すべての末 日聖徒 に，聖典 につい

ての知識 と理解を深めるようにお勧めしたい。

この神聖な書物は狡猜 な悪魔に対抗する防御

の砦である。全貝がそれぞれ 自分の聖典 を持

ち，使 うようにすべ きである。集会やクラス

に持参 し，暇 を見つけて聖典 を読んでいただ

きたい。 また研究 と瞑想の時間 も持つよう計

画 して，旅行 にも聖典 を持って行っていただ

きたい。

先 日，私の友人が夏の家族旅行のことを話

して く.れた。 ドライブの時間が余 りに長 いた

め， まだ学校前の子供から高校生の子供 まで，

みんな我慢で きな くなっていた。そんな時に

両親は聖典 を利用 したのである。みんなの落

ち着きがな くなると，家族で順番にそれを読

み，読んだ箇所についてみんなで話 し合 った。

それまで小 さい子 をいじめていた子供たちも

それをやめて聖典 を読み，い じめられていた
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小さい子供 もお兄さんやお姉 さんが読 んで く

れるのをじっと聞いていた。こうしてその家

族は， その休暇旅行中に新約聖書 のかな りの

ページを読んだのであった。

立派な評価 を受 けるための戦いは，勝利 を

得るための戦いである。私 たちはこの世で多

くの事柄を成功に導 くことがで きる。 しか し

私たちが不純なものを読んだ り， 見た りする

時に，いかにたやす く悪魔 に屈服 して しまう

か，予測 もつかないのである。

生活のすべての面で立派な評価が得 られる

ように努めていただきたい。学校 でも良い成

績を得，食事 でもできる限 り良いものを選び

たい。同時に，好ましきこと，健全なこと，

褒むべ きことで心を養 うように努めたいもの

である。

愛する創造主は，私たちに達成欲 をお与え

になった。私たちの自由意志 を尊 び，私たち

が立派に物事を成 し遂 げることを望んでお ら

れる。そして主は，私たちの永遠の報告書に

成績 を記されるのである。他方悪魔は私たち

の感覚 を弱め，鈍 くして，私たちに最後の評

価すなわち裁 きの ことを忘れ させよ うとす る。

私たちは今，狡猪で邪悪な悪魔の軍勢 と.戦っ

ているのである。 もし私たちが細心の注意 を

払わなければ，私たちは肉欲に屈 して無力な

もの となってしまうであろ う。しか し，私た

ちが防御 を固め，褒むべ きことを尋ね求め る

ならば， どの ような剣 も刺 し.貫くこ とのでき

ない武具 を身に付けることができるのである。

今この戦 いの真 っただ中にあって，私たち

は'最高の評価 を目指 して進む ようラ ッパを高

らかに吹 き鳴 らさなければならない。行動，

達成，称賛に，すべて最高の もの を得なけれ

ばな らない。その称賛 も 「良い忠実 な僕よ，

よ くや った。……主人と一緒に喜んでくれ」

(マ タイ25：21)と 主 か ら言われるものでな

ければならない。

これ らのことを私たちの救い主，埴 い主，

イエス ・キ リス トの尊いみ名によってへ りく

だり祈 る。アー メン。

神権 部 会 に 出席 した神 権 者 た ち と語 る，H・ バ ー ク ・ピー ター ソ ン管理 監 督 会 第 一 副監 督
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イ エ ス ・キ リス ト

イエス ・キ リス トは世の救い主であり，私たちの身と霊の救い主である

大 管 長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

愛 する兄剃市妹の皆様 この栽 ある絵
も終 りに近づいてきたが，非常に有意義

で，祝福された大会 であった。皆さんは30余

名の方々か ら， イエス ・キリス トは神 の御子

であるという証 をお聞 きになった，私 もまた，

イエス ・キ・リス トが復活 して墓か ら出て来 ら

れた ということを証したいと思う。「彼は御子

であられたにもかかわらず，さまざまの苦 し　　

みによって従順 を学び，そして全 き者 とされ

たので，彼に従順 であるすべての人に対 して，

永遠の救の源 と」(ヘ ブル5：8-9)な られた

のである。

大勢の予言者たちに啓示を与え，黙示者 ヨ

ハネを通 じて人々に次のように語 られたのも，

この同じイエス ・キリス トである。「わたしは

初めであ り，終 りであり， また生きている者

である。わた しは死んだことはあるが，見よ，

世々限 りな く生 きている者である。そして，
よ み

死 と黄泉 とのかぎを持 っている。」(黙 示1：

17-18)

また，栄光ある状態でインディアンの先祖

に現われ，彼 らの問で.「大い なる 白い霊」，

「白い神」その他数 多くの名 をもって呼ばれ

ている御方 も， イエス ・キリス トである。

ヨルダン川で(マ タイ3：13-17参 照)， 変

貌の山で(マ タイ17：1-9参 照)， ニーファイ

人の神殿で(IIIニ ーファイ11-26参 照 〉，ニュ

ー ヨー ク州パルマイラの森で(ジ ョセブ ・ス

ミス2：17-25参 照)そ こにいる人々に紹介

され，驚異を与 えたの も，私たちの救 い主，

イエス・キ リス トである。 しか もそのイエス・

キ リス トを紹介された御方は， キリス トの実

の御父，聖なるエロヒムであった。そ して，

主イエス ・.キリス トは御父の御子であ り，御

父のみこころを行なわれたのである。

多 くの人々は， 旧約 の時代に神あるいは主

と呼ばれていた御方は御父であると考えてい

る。

しか し注 目に値す ることがある。それは.

各々の新 しい神権時代の新 しい人々に，必要

であれば， 父なる神，エロヒムがこの地上に

現われて御 子 を紹介 し，御子イエス ・キリス

トが御父の み業 を行なわれたこ とである。

このことは現在の神権時代にも起 こってい

る。御父 と御子の御二方が この地上 を訪れ，

ひ とりの若者に現われた もうたのである。こ

の神聖な出来事は，備 えのできた，敬慶なこ

の若.者によって書き留め られている。

私 たちの創造主に対す る考 え方は様々であ

り，神に対する信仰 を告 白す る人は大勢いる。

しか し神 がどのような御方であるか を知って

いる人は少ない。彼らは創造主にまみえるこ

とを期待 していないのであろ うか。恐らく，

創造主の訪れ を受けても，待ち望む御方 を知

らないために気付かないことだろう。

山や川，火山などが多 くの人々の神 となっ

た。そして人は学問によって，自ら形 も姿 も

権能 もない神 を造ったのである。.

イエス ・キ リス トはこの世の神である。主

はそのことを度々はっきりと語っておられる。
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主イエス ・キ リス トはアブラハムに向かっ

てこう宣言された。「わが名はエホバな り。」

(ア ブラノ、ム2：8)

またアブラハムは次のように述べている。

「か くの如 く
， われアブラハム，一 人の人の

別の人に語 る如 く主 と顔 と顔 とを合わせて語
わざ

りぬ。主， その御手に成る工をわれに語 りた

まえり。」(ア ブラハム3：11)

モー セは造 り主についてこう語っている。

「モーセ神 と顔 を合わせ て相見 ……神の栄

光モーセの上にありき。これ を以てモーセ神

の御前に在るに耐え得 たり。神，モーセに語

りて言いたまえ り。見よ， われは全能の主 な

る神にして永劫 とはわが名 なり。」(モ ーセ1

：2，3)

1世 紀にこの地(ア メリカ大陸)に 住んで

いた人々は，聖典 を読み，予言が成就 したこ

とを知っていたので，バウンテフルの地にあ

る神殿の周 りに大勢集 まってきた。そして彼

らは，驚きの気持 ちを持って，すでにイエ ス・

キ リス トの 死の し るしが現われたこ とを話

し合 っていた。「民が このように話 し合ってい

た時に，天から出て くるような声が聞 えた，

……この声はまことにかれらの中心にまで浸

みわたり心が燃えるような感 じを与えた。……

す ると三度 目にはその声の意味が解 った。

その声は，

『わが喜ぶ愛子 を見よ
， われはこれに由 り

てすでにわが名の栄光 を示 しぬ。わが愛子に

聞け』 とかれ らに仰せになっていた。

群衆はその意味が解 ってまた天を仰 ぐと，

天か ら一人の男の方が降 りたもうのが見えた。

このお方は白い衣 を召 して，降ってきて群衆

の中に立ちたもうた。群衆の 目はみなこのお

方の上に注がれたが，互いに物 を言う勇気が

なかった。みなは 自分 らに現われたこのお方

を天使であるとは思 ったが，そのお方が降 り

たもうたわけは知 らなかった。

時にそのお方は手 を伸 して群衆 に話 しかけ

て仰せになった。

『見よ
，われはイエス ・キ リス トな り。予
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言者 らが この世 に来ると証 をしたるその者な

り。

われは世 の光にしてまた世の隼命なり。わ

れは御 父がわれに授けたまいしかの苦 き杯 を

すでに飲み，世 の人の罪 をわが身に引き受け

て御父の栄光 を示 した り。世の人の罪をわが

身に引き受 くることに於て，われは最初より

すべて御父のみこころに従えり』と。」(IIIニ ー

ファイ11：3，6-11)

こ うしてイエ スは，キ リス ト教の教義 を長

い時間かけて説 き教 えた後に，次の ように言

われた。「しか し見よ。汝 らはわが声 を聞きま

たわれ を見る」(IIIニ ー ファイ15：24)と 。

「イエスが ピリポ ・カイザ リヤの地方に行

かれたとき，弟子 たちに尋ねて言われた，『人

入は人の子 をだれ と言っているか』。

彼 らは言った。『ある人々はバプテスマのヨ

ハネだと言っています。しかし，ほかの人た

ちは，エ リヤだ と言い，また，エレ ミヤある

いは預言者のひ とりだ， と言っている者 もあ

ります』。

そこでイエスは彼らに言われた，『それでは，

あなたがたはわたしをだれ と言 うか』。

シモン・ペテロが答えて言った，『あなた こ

そ，生ける神の子キ リス トです』。

す ると， イエスは彼にむか って言われた，

『バル ヨナ ・シモン
，あなたはさいわいであ

る。あなたにこの事 をあらわしたのは，血肉

ではな く，天にいますわた しの父である。

そこで，わたしもあなたに言 う。あなたは

ペテロである。そして，わたしはこの岩の上

にわた しの教会 を建てよう。黄泉の力もそれ

.に打ち勝つことはない。

わたしは，.あなたに天国のか ぎを授けよう。

そして，あなたが地上でつな ぐことは，天で

もつながれ，あなたが地上で解 くことは天で

も解かれるであろう』。」(マ タイ16：13-19)

これ こそ，この地上で権威に よってつなが

れたことは天でもつながれる，神聖な結び固

めの鍵である。

そしてこの堅固な岩は，使徒たちがイエス



こそ生ける神の子キ リス トであるこ とを知っ

た啓示の岩であった。神の教会はその啓示の

上に建て られ，地獄の門 もそれに打ち勝つこ

とはできないのであ る。

「その翌 日
， ヨハネはイエスが 自分の方に

こられるのを見て言った，『見よ，世 の罪を取

り除 く神の小羊。』……

『わたしはそれを見たので
，このかたこそ

神 の子 であ る と，あか しをしたのである。』

イエスが歩いておられるのに目をとめて言

った，『見 よ，神の小羊』。」(ヨ ハネ1：29，

34，36)

また，ペテロはこう証 している。「わたしが

この幕屋にいる間， あなたがたに思 い起させ

て，奮 い立たせ ることが適当 と思 う。

それは」 わたしたちの主イエス ・キ リス ト

もわたしに示 して下さったように， わた しの

この幕屋 を脱 ぎ去 る時が間近であることを知

っているか らである。

わた しが世 を去 った後に も，これ らのこと

を，あなたがたにいつ も思い出させ るように

努めよう。

わた したちの主イエス ・キ リス トの力 と来

臨 とを，あなたがたに知 らせ た時，わたした

ちは，巧みな作 り話 を用いることは しなかっ

た。わた したちが， そのご威光の 目撃者なの

だからである。

イエ スは父なる神か らほまれと栄光 とをお

受けになったが，その時，おごそかな栄光の

中か ら次のようなみ声がかかったのである，

『これはわたしの愛す る子，わたしの心にか

な う者 である』。

わた したちもイエス と共に聖なる山にいて，

天か ら出たこの声 を聞いたのである。」(IIペ

テ ロ1：13-18)

これ らは確かに，私たちの救い主イエス ・

キリス トについての偉大な証 である。

非常に有益 な大会であった。素晴 らしい説

教のひとつひ とつに，私は よく耳 を傾 けるこ

とがで きた。 また，家に帰ったら，前に もま

して立派な人間になろうと決心 をすることが

できた。そして指示や提案 を聞 きながら，そ

れを聞 くすべての人が同様の決心をするよう

に と願っていた。私たちが耳にしたことはす

べて イエス ・キリス トの教 えに一致 している.。

主の奉仕のみ業に献身す る人々による美しい

話であった。この大会で学んだ多 くの事柄を

家に持ち帰 り， 自分の心に とまった事柄 をも

う一度 よく考 えてみていただきたいざあなた

の生活に生 かせ る限 り， それを隼か して，主

が私 たちに告 げておられる完全に至る道に立

ち返 っていただきたい。

.、昂弟姉妹の皆様，皆様 と共にこの大会に出

席できて光栄である。皆様に平安があるよう
に。安全に帰宅し，無事 に家族 と会 うことが

できるように願っている。この大会が私たち

の愛 と関心を伝えるもの とな り，皆様の人生

における偉大 な成功の道 しるべ となるように

希望 している。最後にもう一度申し上げてお

きたい。神は生 きておられ，イエスはキ リス

トである。私 たちが述べた証 と祈 り，そして

歌った讃美歌のすべてを，イエス ・キリスト

のみ名によって皆さんに捧げるものである。

アー メン。

☆ ☆
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10月1日(土)福 祉部会 におけ る説教

福祉活動 ：福音の実践

福祉の根底をなす6つ の原則 愛，奉仕，労働， 自立，奉献，管理

大管長

スペンサー ・W・ キンボール

一 の讃美歌(「 時 を惜 しみて」)を 歌 うたび
一
に，昔のことが思い出 される。私がまだ

若い頃に世 を去 った母は，食事の仕度や家事

をしなが らよくこの歌 を口ずさんでいた もの

である。そのため，私はこの歌が大好 きであ

る。

さて，再 びこの大会で皆様 とお会 いし，私

たちの交わ した誓約 と義務 と祝福について考

え，天父のみこころを知る機会をいただいて

いることを感謝 したい。

私は この福祉部会で何 をお話 しようか考 え

ていた時，1世 代が40年 とすれば，1936年10

月に この偉大な福祉事業が再び確立されて，

すでに1世 代 を経過 していることに気づいた。

そして， この事業 を指導 した偉大な人々のこ

とが次々に心に浮かんで きた。ヒーバー・J・

グラン ト大管長，J・ ルーベ ン ・クラーク ・

ジュニア副管長，デビッ ド・0・ マ ッケイ大

管長，ヘ ンリー ・D・ モイル副管長，ハロル

ド・B・ リー大管長，マ リオン ・G・ ロムニ

ー副管長， その他枚挙にいとまがないほどで

ある。彼らの勧告や聖典 にある教えも思 い起

こされた。

こうして，彼 らが福祉活動 に対 してなした

貢献 と， この分野における教会の急速な進歩

を考 えていた時，はたと次の ような疑問にぶ

つかった。今 日の私たち， もっと具体的に言

うな らば，地区，ステーキ部， ワー ド部の指

導者は，前の世代の人々 と同じように福祉の

原則 を理解 し，福祉活動に対 して同 じように

心血 を注いでいるだろっか， と。

この点に関しては，ロムニー副管長の評価

に同意せ ざるを得ない。数年前に開かれた教

会幹部の指導者会で，彼は次のように述べて

いる。

「『ここに
，ヨセブの ことを知 らない新 しい

王が，エジプ トに起った』 ように，教会内に

も，前任者 たちのように教 えと訓練 を受けて

いない新 しい世代の監督 とステーキ部長がい

る。」(マ リオン ・G・ ロムニー，7%θ ・磁sゴos

o∫C肱7娩 賄 碗 塑 「教会福祉の基本」1974

年3月6日)

この福祉計画は非常 に重要な意味を持って

いる。従 って，私 はこの業の基をなす真理 を

ここで再確 認し， それ らを今 日の私たちにど

のように応用すべ きか をお話 したいと思 う。

この業に関 して私 たちが霊的な面 で受け継 い

でいるもの をさらに強め，それ を土台に して

実行の歩み を速めることができるよ.う願って

いる。

主は時の初め より，隣 り人を自分 自身のよ

うに愛せ よと民に求めてお られる。エノクの

時代の人々についての記録 を読んでみたい。

「主はその土地 を祝 したまいたれば
，民は山

の上 と高 き所にて祝福 を受け誠に栄えたり。

主，その民をシオンと呼びた まえり。彼 ら

心を一 にし，精神 を一 にし，義に住みたれば

な り。されば彼 らの中に貧 しき者一人もなか

りき。」(モ ーセ7：17-18>

この真理 を教えた指導者たち， この真理 を
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学んだ人々については，モルモン経の随所に

その記録が見 られ る。慈愛に満 ちたベ ンジャ

ミン王は次の ように語 っている。

「ねがわ くは
，私がお前た ちに話をしたよ

うに 日々 自分の罪の赦 しを保 ち，罪無 しに神

の前を歩 くことができるように，お前たちが

一人一人みなその財産の多い少いに応 じてそ

れを貧 しい人々に分け与えることを望む。そ

れはた とえば，腹のすいている者に食物を与

え，はだか でいる者に着物 を着せ，病んでい

る者 を見舞 い，各々の必要に従って肉体につ

いて も霊について も救助を施すこ とである。」

(モーサヤ4：26)

ニー ファイ第四書には，利 己心 を捨てたた

め，4代 にわたって完全な義の うちに栄えた

ニーファイ人の記録が ある。理想みシオンを

実現 した彼らの有様を心に描 く時，私 たちは

感動 を覚えるのである。

「……一同は一切 の所有物 を共有 したので

富んでいる者 と貧 しい者 との区別 もな く， 自

由な者 と奴隷 との区別 もな くて，誰 もかれ も

自由 とな1)天 の賜 を授 けられた。

また，嫉妬，争闘，暴動，みだらな行い」

虚言，人殺 し，および何 らみた.りがわ しい行

いがなかったか ら， まことに神が造 りたもう

たすべての民の中でこの民ほど幸福な民があ

るほずがなかった。」(IVニ ー ファイ3，16)

この最後の神権 時代 の，現在か ら約4世 代

前に，主は現代のシオンを築 くこ とに関 して

次のよう忙述べておられる。

「ことごとくの者
，兄弟 を己が身の如 くに

思い，わが前に徳 と聖 きを履み行 うべ し。

われ重ねて汝 らに告 ぐ，汝ら皆己が身の如

くに兄弟を思 うべ し。

汝らの中誰か十二人の息子を有つに， その

一人にのみ偏 よることをせ ざればその子 たち

よ く父に仕 う。然 るに，すなわち一人に向い

て汝礼服を着けて此所に座せ よと言い， また

他に向いて汝ぼ ろを着て彼所に居れと言い，

しか も息子たちに向いて，見よ，われ公平な

りと言 うことを得んや。

た と え

見 よ， こは一つの比喩を以て汝 らに語ると

ころなれど，正にわれ在るが如 く真な り。わ

れ汝 らに向いて言わん，汝 らひとつ となれ。

もしひ とつ とならずば，汝 らはわが ものにあ

らず。」(教 義 と聖 約38：24-27)

ジ ョセブ ・F・ ス ミス大管長は，福祉活動

の再設 を予告す る言葉 を1900年 に語っている。

「あなたがたは
，物質的な もの と霊的なも

のが溶け合ってい ることを，いつ も心に留め

なければならない。この二つは分離 したもの

ではない。私たちが地上にいる限 り，片方な

しで， もう一方の ことを行な うことはできな

い。

末 日聖徒は，霊的な救いだけでな く，この

世 の救いをもたらす福音を信 じている。……

私たちはまず善良，忠実， また正 直で勤勉な

人にならなければ，本当に良い，信仰深いキ

リス ト教徒にはなれない と思っている。それ

で私 たちは，勤勉，倹約，謹厳を説 く福音を宣

べ伝 えている。」(「福音の教義」第1巻p.252)

そ して，1936年 に大管長会は，現在実施 さ

れている福祉計画 という形でこれ らの原則を

宣言 している。この宣言は，理想のシオンを

築 くためのより完全な機会 を当時の人々に提

供するものであった。

大管長会は次の ように述べ ている。「私たち

の第一の 目的は，可能 な限 り，いまわ しい怠

惰や施 しの もたらす悪弊を除去 し，独立心，

勤勉，倹約， 自尊心 を再び私たちの間に確立

す る体制 を築 くことである。教会の目的は，

人々の 自立 を助けるこ とにある。勤労が再び

教会員の生活 を貫 く原則にならなければなら

ない。」(「大会報告」1936年10月 ，p.3)

この大管長会の意向に誤 りはない。 この業

は，物質的な性格 を帯びているように見える

か も知れないが，真髄は霊的な ものであるこ

とを私 たちははっき りと理解 しておかなけれ

ばならない。次のJ・ ルーベ ン ・クラーク ・

ジュニア副管長の言葉にあ るように， これは

人々を第一に考え，神からの霊感 によ り設け

られたプログラムである。「福祉計画の長期 目
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標は，与える者と受け る者双方の教会貝の人

格 を築 き，豊かな精神 という人の 目につかな

い結実 をもたらす ことである。 これは結局，

この教会の使命 と目的であり， また存在す る

理由でもある。」(J・ ルーベ ン ・クラー ク ・

ジュニア副管長，ステーキ部長会特別集会，

1936年10月2日)

私 たちは世 界各地 を訪れ， 人々に会 うたび

に，私 たちの民が物質的な必要 を抱えている

ことを強 く感 じる。けれども，彼 らに援助の

手を差 し伸べ たい と思 う時に，私 たちは，「肉

を制 してはじめて高度の霊性が得 られる」 と

い う大切 な教訓 を彼 らに学ばせなければなら

ないことを，感 じるのである。人々に 自分の

必要を自分で満たす よう促 してこそ，その人

の人格 を築 くことが で きるのである。

与える者が 自分 の欲望 を抑 え， 自分の望み

に照 らして他 人の必要を正 しくとらえる時に，

福音は彼らの生活の中で生 きたものとなる。

大いなる奉献の律法に従 って生活す る時に，

人は物質的な救いだけでなく，霊的な清め を

も受けるのである。

そして，受け る者 も，感謝の気持ちをもっ

て受ける時，真のシオンにおいて人は物質的

に も霊的にも救いにあずかることができると

い りことを知 って，喜びを覚 える。 こうして

彼 らは自立 しようとい う気持 ちに駆 られ，ほ

かの人々 と分か ち合えるようになる。

素晴らしい計画である。皆様は，シオンに

美 しい衣を着せ るこの福音に感動 を覚 えない

であろ うか。こうして考 えてみ ると，福祉活

動はプログラムではな く，福音の本質である

ことがわかる。 まさに，福音の実践である。

キ リス ト教徒の生活を貫 く最 も気高い原則

である。

こうした結論に至 る過程を具体化 し， この

業の根底をなす原則を明確にす るため，私は，

基本的な真理であると思 う事柄についてお話

したい。

第一にあげ られるのが，愛 である。隣人に

対す る私たちの愛， さらに主 に対する私 たち
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の愛 は，私たちがお互 いと貧 しい人，悩んで

いる人に対 して どのよ うに行動す るかによっ

て測 られる。

「わたしは
，新 しいいましめをあなたがた

に与える，互に愛 し合 いなさい。わたしがあ

なたが たを愛 したように，あなたがたも互に

i愛し合 いなさい。

互に愛 し合 うならば，それによって， あな

たがたがわたしの弟子 であることを，すべて

の者が認めるであろう。」(ヨ バ ネ13：34-35;

モ ロナイ7：44-48;ル カ10：25-37;14：

12-14参 照)

第二は奉仕である。奉仕 とは， 自己を空 し

くし，助 けの必要な人を助け，「貧 しい者に持

物 を分け与 え，飢 えた者に食物 を与 えて，・…・

キ リス トのため，あらゆる銀難 をその身に受

け」ることである。(ア ルマ4：13)

「父 なる神のみ まえに清 く汚れのない信心

とは，困っている孤児や，や もめを見舞 い，

自らは世 の汚れに染まずに， 身を清 く保つこ

とにほかならない。」(ヤ コブ1：27)

第三 は労働である。労働は，幸福 と繁栄 と

自尊心 を生む。またあらゆることを成 し遂げ

るための手段である。怠惰は この反意語 であ

る。私 たちは働 くよう命 じられている(創 世

3：19参 照)。 私たちの物質面，社交面，情緒

面，霊的面 での安寧を施 しに よって得 ようと

す ることは，労働によって物 を得るよう命 じ

られた神 の戒めに反す る。労働は教会員の生

活 を貫 く原則にならなければならない。(教義

と聖約42：42;75：29;68：30-32;56：17

参 照)

第 四は 自立である。教会 と教会の会員は，

自立す るよ う主か ら戒め られている。(教 義 と

聖約78：13-14参 照)

各 人の社交面，情緒面，霊的面， 肉体面，

経済面におけ る安寧を維持す る責任は， 第一

に本人，第二にその家族， 第三にその人が忠

実な教会員であれば教会が負 う。

肉体および情緒面で健康 な末 日聖徒は， 自

分 と自分の家族の安寧に関 して，その責任 を



他人に譲 り渡す ことはで きない。主の導きを

受け，力を尽 くすならば，物心両面 で自分 と

自分の家族 を養 うこ とができるはず である。

(1テ モテ5：8参 照)

第五は奉献である。 これには犠牲が含まれ

る。奉献 とは，霊的面であれ物的面であれ，助

け を必要 としている人のために， また主の王

国の建設のために， 自分の時間 と才能 と財産

を提供す ることである。福祉活動における奉

献には会員たちが生産事業 で働 くこと，デゼ

レト産業に材料 を寄付す ること，専 門的な技

能 を分か ち合 うこと，惜 しみな く断食献金 を

納め ること，ワー ド部お よび定員会の奉仕活

動 に参加することがある。また，ホームテ ィー

チングや家庭訪問でも時間を奉献す る。私 た

ちは自分 を捧げ る時，奉献 しているのである。

第六は管理 である。教会における管理 とは，

霊的面 もしくは物的面において神 よ り委託を

受けることであり， これには責任が伴 う。万

物は主の ものであ り，私 たちは自分の体，心，

家族，財産 を管理 しているに過 ぎないのであ

る。(教 義 と聖約104：11-15参 照)忠 実な管

理人になるには，正義に基づいて治め， 自己

に属するもの を世話 し，貧 しい人乏 しい人に

目を向け る必要がある。(教 義 と聖約104：15

-18参 照)

これらの原則は福祉活動の推進力である。

私 たちは皆， これらの原則を学 び，従い，そ

して教 えなければな らない。指導者の皆さん

は会貝に，父親は家族に， これらの原則 を教

えていただきたい。私 たちは これらの真理 を

実践 してこそ，理想のシオンへ近づ くことが

できるのである。

シオンとは，主の誓約の民に対 して主 より

与えられた名前であり，清い心を持ち，貧し

い者，乏 しい者，悩む者に絶 えず援助の手を

差 し伸べ る人々のことである。(教 義 と聖約97

：21参 照 〉

「主
， その民 をシオンと呼 びたまえり。彼

ら心 を一 にし，精神 を一 にし，義に住みたれ

ばな り。されば彼 らの中に貧 しき者「人 もな

か りき。」(モ ーセ7：18)

この神権 に基づ く最高の社会は，愛 と奉仕，

労働， 自立，管理 とい う教義の上に建てられ

ている。そ してこれ らはすべて，奉献の誓約

の中に包含されるものである。

では， これらの原則を実行に移すための活

動 とプログラムについて述べてみたい。

御存知の通 り，私たちは数年前から，個人

と家族 の備えをかな り強調 して きた。教会員

全員がこの方向に向かって努力 していただ き

たい。 また，この件につ いては消極的でなく

積極的に理解 し，強調 していただきたい。

扶助協会は個人 と家族の備 えを 「将来を考

えての生活」 として教えているが，私はこれ

を好 ましいことであると思 う。 これは次のよ

うな意味 を含んでいる。すなわち，資源 を節

約すること，財政計画 を立てること，健康管

理に万全 を尽 くす こと，教育 と雇用条件の改

善のために準備す ること，家庭生産 と貯蔵に

関心 を払 うこと，情緒の安定 を図ることが含

まれる、.

例 えば，家庭菜園 を造 ることによって，食

費を軽減 し，新鮮 な野菜や果物を収穫す るこ

とができるが，恵みはこれだけにとどまらな

いことを理解 していただきたい。菜園の雑草

を抜 き，水をまく時に交わされる父親 と娘の

会話には測 り知れない価値がある。種蒔 きと

耕作 と収穫の律法を学んでいる彼 らに， どれ

ほ どの恵みが もた らされていることだろ っか。

また，か ん詰作業には家族全員の協力が不可

欠である。 これに よって家族が一層親密 にな

るという祝福 もあ る。私 たちは家庭貯蔵を行

なっているが，つ ましい生活をし，それ を子

供たちに教 えることの中にはそれ以上の教訓

があるであろう。

家計に関して家族会議 を開 く時，・子供たち

はどのようなことを学ぶだろうか。10代 の息

子が計画に参加 し，状況 を理解 して，夏休み

のアルバ イ トで得 たお金 を， くたびれた冷蔵

庫の買い換えに使 ってほしいと申し出る時，

両親は どのよ うな気持ちがす るだろうか。
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私たちは雇用条件の改善の意味か ら読 み書

きの能力と教育 を提唱 しているが，聖典や教

会の出版物，その他いろいろな良書を読むこ

とか ら得 られる喜びを決 して評価 していない

わけではない。私たちは家族の祈 り，親切 な

言葉，完全な意志の疎通によって情緒の安定

を図ることの大切 さを教えているが， それ と

同時に，礼儀 をわきまえた活気のある雰囲気

のもとで生活することが どれほど喜ばしいも

のであるか ということも知 っている。

個人と家族の備 えの各分野は， このように，

直接災害 と結び付け るのではな く， 日常生活

における恵み と関連 してお話す ることがで き

る。

これらは正 しく，私たちに満足を与えるも

のである。従ってこれ らを実践 しようではな

いか。また，私 たちは主の勧告に従順 であ り

たい と願 っているはずである。このような気

持ちでいれば，私たちはほとんどの不測の事

態に備えることがで きる。そして主か ら繁栄

と慰め を与えられるであ ろう。苦難 の時代が

到来す るのは確実である。主はそのように予

告しておられる。そして，シオンのステーキ

部は確かに，「防禦のため とな り，また暴風雨

の避所」 となる(教 義 と聖約115：6)。 私 た

ちは知恵 を用いて慎 しみ深 く生活しているな

らば，主のみ手の中にあるがごとくに守 られ

るであろう。

私は，神権定員会 と扶助協会の集会 におい

て，個人と家族の備 えの考え方 を正 しく教え，

教会員全員が これに積極的に取 り組めるよう

にして欲 しいと思 う。

また，断食の律法に関する義務についても

教 えていただきたい。会貝一人一人が貧 しい

人，乏 しい人のために惜 しみな く断食献金 を

納めるべ きである。 この献金は，少な くとも

断食をしている間の2食 に相当す る金額でな

ければな らない。

「私たちは時折
，惜しむ気持ちか ら，朝 食

を卵1個 で済ませ ているので，それに相当す

るお金を主に納めようと考えるこ とがある。
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現在 は多 くの人が裕福であると思 うが，裕福

な時は， もっ と寛大になる必要がある。.

私 は，断食 した2食 分の金額ではな く， で

きる状態であれば もっと多く，10倍 以上の金

額を納めるべ きであると考えている。」(Co%

忽 飢6ε1～ゆoγ'「 大会報 告」1974年10月 ，

P.184)

主 に従 いなが ら貧 しい生活を送っている人

の必要 を満たす手段 として，長年の間，断食

献金が使用 されて きた。過去 と同様に現在 も，

教会 は，福祉プログラムにおいで現金が必要

な場合にこの断食献金 を使用 している。 日用

品は福祉生産事業から得 られるように してい

る。 もし私 たちが惜 しみなく断食献金を納め

るな らば，私たちは霊的にも物質的にもさら

に繁栄す るであろう。

さて，個 人と家族 の責任か ら，教会の公式

な福祉活動 に話 を移そう。これは教会の備え

とも呼ばれているが，「資源貯蔵制度」と理解

する方が よいと思 う。い くつかの点を強調 し

てお きたい。

1.教 会 から援助 を受けている人々に，各

自の能力に応 じて，援助に見合 う作業 もしく

は奉仕 を行 なう機会 を与 える。

2.正 しい判断に基づいて福祉生産事業 を

取得 し，運営す る。食料品や 日用品の提供 だ

けに とどまることな く，私たちは与える者 と

受ける者が共に成長す る民であることを覚 え

て，事務的にむだな く行 なう。

3.個 人と家族がどの程度まで 自分でまか

なえるか を判断す るにあたっては，みたまの

導きに従 う。

4.地 元の援助手段 を最大限に活用す る。
15
.最 ：後に，各管理 レベルで効果的な福祉

委員会を定期的に開 く。

兄弟姉妹の皆様，以止 のことを心に留めて，

この偉大な業 を推進するよう私は切 にお勧め

したい。現状 は私たちにとって も主にとって

も満足すべ きものではない ということを，全

体 として， また個人として認識するかどうか

が，私たちの今後 を大 きく左右する。
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福祉活動における監督の役割

監督と神権定員会の務めは，会員の物質面と霊的面の福祉を図ることで

ある

第 二 副 管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

愛 する兄弟姉妹の皆様・これから私が編
す る間，全員が主のみたまを享受 できる

よう，皆様の祈 りをお願い したい。 これか ら

お話することは，3，40年 前 に主 とし.てJ・

ルーベ ン ・クラ7ク 副管長から私が教わった

ことである。そこで私 は，彼の言葉 をしば し

ば引用し， また直接の引用でないもの も，彼

の教えか ら派生 した事柄につ いて述べるつ も

りである。

私は，福祉活動に関 して3つ の事柄を強調

したいと思 う。すなわち，第一に監督の役割，

第二に神権定員会の責任，第三に教会の福祉

と教会外における福祉の違いである。

監督の役割

1831年12月 ， 教会が組織 さ.れて2年 に も満

たない頃，主は， 「聖 くされて……貧 しき者乏

しき者に与えらるる」ため，「主 の倉庫 を守 り，

……教会の資金を受 け納め」るのは
，監督 の

責任であると言われた。(教 義 と聖約72：10，

12参 照)

10カ 月後に，主はさらに次のことを監督 の

義務 として付け加えてお られる。「貧しき者を

へ り く だ

探ねて富め る者おごれるものの謙 りによって
にぎ

その乏 しきを賑わ しめよ。」(教 義 と聖約84：

112)

クラー ク副管長は監督の役割 を次のように

要約 している。「什分の一 は監督に納めるべき

である。監督 は俗世につけ るすべてのことを

管理す る。……監督はその召しにおいて，神

のみ名を口に しなが ら神に従 わない者 を見破

る識別の力を受けている。 また 『教会の資金

を受 け』て，『貧 しき人々および乏 しき人々に

給与 し』，『貧 しき者 を探ねて……その乏しき

を賑わしめ』なければならない。

主が教義 と聖約の中で貧 しい人々 を世話す

ることに関して言われたすべての権能 と責任

が監督に委ね られているのである。……監督

以外にこの義務 と責任を課せ られている人は

いないし， この仕事に必要な力 と職務 を授け

られている人 もいない。……

主のみ言葉により，教会の貧 しい者を世話

するよう委任 を受け，裁量 を行使できるのは

監督だけである。……ワー ド部の会員に対 し

て，教会の資金 とワー ド部の援助 をいつ，だ

れに，どの ように， どれだ け与 えるか を判

断するのは，.監督のみに与えられた義務 であ

る。

これは主御 自身より与えられた厳粛な務め

である。監督はこの務めを回避 した り， なま

けた り，他のだれかに委せて安穏 としている

ことはできない。 どのような援助 を求めたと

して も，責任は依然 として監督の上 にある。」

("研s加 ρs伽4Rθ1∫ θ∫Soo飽 げ'「監督 と扶助

協会」J・ ルーベ ン ・クラー ク，1941年7月

9日)

さて， キンボール大管長が語ったように，

これらの指示が与 えられてか ら丸1世 代に相

当す る歳月が過 ぎた。しかし今 なお，・これち

の指示は現行の手引 き等で教 えられている。
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「監督のガイ ド」には
，監督の務め を大 きく

5つ の分野に分 け，そのひとつ を 「福祉活動

の管理役員」 としている。そ して，25ペ ージ

から28ペ ージに，具体的な義務が記 されてい

る。すべての監督はこの指示 と 「福祉活動の

手引 き」 を読み，研究 し，実施すべ きである。

人々の物心両面における必要 を福祉活動施

設を通 じて正 しく満たすには， ワー ド部の各

会員が何 を必要 としているかを知 らなければ

ならない。ごれを知 ることの大切 さにつ いて，

クラー ク副管長 は1944年10月 の大会で次のよ

うに述べている。

「ワー ド部全体 をよ く見て援助の必要 な人

人に どれほどの援助が要 るか を考えていない

監督がい るとしたら，その監督は務め を果た

しているとは言いがたい。これは安易にでき

る事柄 ではない。……正 しい評価 をす るには，

正 当な権能を持 った入々がワー ド部 内の全家

庭 を訪れ，その上最終的に監督自身が訪 問し

て，ワー ド部内で援助 を必要 としているすべ

ての会員に どの ように適切 な援助 を手配す る

か を判断 しなけ れば な らない 。」("F観4α 一

勉θ窺α♂sげC肱7漉 予施〃加召P臨η，"「教会福祉

計 画の基本」監督集会，1944年10月6日 ，p.567)

ワー ド部会員の，物質面，情緒面，財政面，

霊的面の状態に関 して適宜情報 を入手してい

る監督は，よ くその務めを果たしていると吾

えよう。

監督はこの情報 を入手するために，ワー ド

部内のいずれの組織 いずれの会員をも活用

す るこ とができる。特に，扶助協会会長，扶

助協会訪問教師， そして もちろん神権 ホーム

テ ィーチャー を活用すべ きである。

監督は，会員たちの必要 を知 るほかに，個

人 と家族がどの程度まで自分で問題 を解決で

きるかを判断 しなければならない。これは福

祉活動 の基本である。

本人ので きるこ とを代 りに行なって も，そ

の人には全 く祝福 にな らない。福祉計画の目

的は，「独立心，倹約，自尊心」を確立するこ

とにある。そ してすべての人は独 立すること

を心がけ， 自立するために全力 を尽 くすべ き

である。

個 人を支援す る責任は，本人に次いで，本

人の家族にある。つ まり，両親は子供に対 し

て子供は両親に対 して責任がある。キンボー

ル大管長が語ったように，援助 を必要 として

いる両親に対 して，能力があ りなが ら援助 を

回避 しようとしている子供は恩知 らずな子供

である。

個 人が 自立す るために全力を尽 くし，次に，

家族があ らゆる手段 を使 ってその個人を援助

した後，教会は，本人が福祉プログラムを受

け入れ，能力の範囲内で働 く意志を持 ってい

る場合に，援助する。すなわち，「その家族数

と財政状態 と乏しきと必要 とに応 じて」援助

を受けるよう手配する。(教 義 と聖約51：3)

監 督は，必要 を見 きわめ，援助に必要な人

材や物資 を手配す る。その際， ワー ド部福祉

活動委員会は監督 を助ける。ワー ド部福祉活

動委員会は実に大きな働 きをなす組織である。

私は リー大管長が，ワー ド部福祉活動委員会

を毎週開かない監督は不活発な監督であると

語ったのを覚 えている。私は，現在教会内に

不活発な監督がいないことを希望 している。

もし不活発な監督が いたら，その監督は悔い

改めて，来週か ら活発になり，今後活発な状

態 を維持 していかなければならない。

福祉活動で重要な位置を占める社会福祉に

関 して， リー大管長は1970年10月 の地区代表

セ ミナーで次のように述べている。

「(この〉プログラムは，すでに教会員に大

きな祝福 をもたらしている。 このプログラム

は，豊かな社会の中で私たちの会員を悩 まし

ている多くの問題に応えようとす るものであ

る。また今後必ず このプログラムの価値は増

す ことだろう。 とい うのは，この機関が取 り

扱 う数 多 くの問題 こそ，現代社会の象徴であ

るか らである。会貝には衣服 よりもカウンセ

リングが必要 となることだろう。そして，監

督 を通 して社会福祉プログラムの機関に紹介

された会員は，神権(生 産)プ ログラムを通
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して援助を要請するのに比べ ると，はるかに

気軽にこの種の援助 を求め るようになるにち

がいない。」

神権定員会の責任

これまで福祉活動における監督の役割 を検

討 して きたが，私は特 にステーキ部長 の皆 さ

んに，神権定員会は福祉活動において重要 な

役割 を担っていることを申 し上げたい。当然

のことなが ら，彼らは監督 に課せ られている

義務 を果たすわけではない。彼 らは物質の生

産 と収集 を受け持つのである。

しか しなが ら，神権者である彼 らは，その

高尚な精神 と兄弟愛に基づ いて，個人として

も定員会 として も，身を誤 った兄弟や不幸 な

状態にある兄弟を霊的に， また物質的に援助

するため， 自らの財力と労力 を行使す る。

監督は，物質的な事柄を管理す ることか ら，

援助 を必要 とする人の問題 を，物質的(一 時

的)な 問題 としてとらえ，本人が 自立できる

まで援助する。そして神権定員会は，援助 を

必要 とする兄弟の問題 を，経験的な問題 とし

て とらえ，物質的な必要 だけでな く，霊的な

必要 をも満 たす ようにする。

具体例 をあげよう。職 人が失業 し，生活に

窮しているとす る。その間援助するのは監督

である。一方，神権定貝会は，本人に再就職

の準備 をさせ，彼が完全に 自立 し，神権につ

ける義務 を果たせ るようになるまで見守 る。

私たちは福祉活動 のこの面にもっと多 くの関

心 を払わなければならない。

第3に ，私は非常に大切 な意味 を持つ事実

に皆さんの注意を換起 したい。監督が与える

援助は，政治や社会，経済を考慮 した上で与

えられる教会外の援助 とは全 く異なるという

ことである。後者は，援助の良否，霊的面で

の心遣いは二の次である。個人の福祉ではな

く，国家の福祉 をまず考えた上で，援助の方

法 と規模を決定 している。 この種の援助には

しばしば，政治的支援 という見返 りと交換に，

特別な援助 を行な うといった状態が見 られる。
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このように堕落 した援助は，国家 と個 人を損

うものである。私たちはこのような悪に立ち

向かわなければならない。

教会外の私的機関や個 人が実施 している援

助の中には，立派な精神に立脚 し，宗教上 の

戒めや勧告に則って行なわれているものが多

い。 しか し，この場合 も，受け る人 よりも与

える人のことが表面化 している。そこには利

己心の要素 をはっき りと見ることができる。

与えるこ とがいかにも宗教 を信 じている者 ら

しく見えるため，そうしているか らである。

しか し，監督から与えられる援助は全 く異

質のものである。

第一に，教会は教会内の貧 しい人，乏 しい

人を直接的に援助す る。そ して，監督はこの

戒め を実施す る責任 を与え られ，そのために

必要なすべての権利，特権，職務 を受けてい

る。

第二に，援助の基準が明示されている。監

督は，「主の倉庫を守り，……教会の資金を受

け納め，(民 の)不 足す るところを援 く」よう

指示 されている。(教 義 と聖約72：10-11)

主 は教会貝に対 して次の律法 を与 えられた。

「妻 たる者は……夫に扶養 を要求する権利

あ り。

すべて子女たる者は……養育の義務 を両親

に要求する権利を有す。

丁年に達 したるのちその両親相続物 として

彼 らに与 うるもの無 き時は，教会すなわち言

い換 うれば主の倉庫に向いて要求する権利を

有す。

而してこの倉庫は教会員の捧物によ りて支

えられ，寡婦孤児および貧者 も同じくこれに

より給与 を受 くべ し。」(教 義 と聖約83：2，4

-6)

主 は，恵 まれない会員の世話をするための

物資 を確保す る方法 として，例外的な手段 を

も認めてお られる。主は監督に対 して 「貧 し
へ り く だ

き者 を探ねて富め る者おごれるものの謙 りに
にぎ

よってその乏 しきを賑わしめ」(教 義 と聖約84

：112)る よ う命 じておられる。



また，別の折に主は次の ように言われた。

「貧 しき者に財物 を与 えんとせ ざる汝 ら金

持は禍なるかな。汝 らの富は汝 らを腐蝕すれ

ばな り。而 して車の来 りた もう日， また主の

怒 りの 日に汝らは歎 き悲しみて言わん。あ ・，

刈 り入れは終 り夏はすでに過 ぎ去 りぬ，われ

は救われず， と。」(教 義 と聖約56：16)

公 共 の援助や個 入の慈善 は，援助 を受ける

貧 しい人に対 して何の義務 も拘束も抑制 も課

していない。彼はただ受けるだけで， もっ と

手に入れようとする。教会においてはこのよ

うな状態は見られない。主は，ふさわしくな

い者に対 して次のように言われた。

「また真にへ りくだ りたる心 を持たず深 く

罪を悔いる精神な く，腹に満足 を抱かず，他

人の物を取 ることを止めず，その眼は貧 りに

満ち，已れの手 を以て働かんとせ ざる汝 ら貧

乏人たちは禍 なるかな。」(教 義 と聖約56：17)

主 の 計画では，貧 しい人 を援助す る者には

恵みがさらに付け加 えられ るが，援助 しない

者か らは恵みが取 り上げられて しまうと宣言

されている。

「また汝ら貧 しき者
，乏 しき者お よび病め

る者，悩め る者たちを万事に憶えて憐れむべ

し。これ らの事 を為 さざる者はわが弟子にあ

らざればな り。」(教 義 と聖約52：40)

「地 は物に満 ち足 りて余 りあり。然 り， わ

れ よろずの物を備えて人の子 らにこれを与 え，

入各々を自由意志によりて動 く者 となす。

この故に， もし何 人た りともわが造 りし多

くの物の中より取 り，わが福音の律法に従い

てこれを貧しき者乏 しき者に自己の取前 をわ

かつことをせ ざる時は，悪人 と共に地獄に落

ちて苦悩 を受け 目を挙げて望み視ん。」(教 義

と聖約104：17-18)

主 の計画においては，貧 しい人乏 しい人に

援助 を与える真 の目的は，単に物質的な援助

にとどまるものではない。なぜな らば，主は

貧 しい人に対 して，高慢，貧欲，盗み，む さ

ぼ り，怠惰に陥 らないよう警告 を与 えた後，

次の ように言ってお られるか らである。なお

これらの諸悪は，公共の福祉援助，個 人の慈

善に入 り込んではならないものである。

「されど清 き心，真にへ りくだ りたる心，

悔いる精神 を持てる貧 しき者は幸福なるかな。

そは彼 らは，彼 らを救い出さんために権能 と

大いなる栄光 とを以て来る神の王国を見ん。

地の豊なるものは皆 その入のもの となればな

り。

見 よ，主は来 らん。その報いを持ちて来 ら

ん。而 して彼はあらゆる人々に報 いを与え，

貧 しき者たちは悦びを得ん。

而 して彼 らの子孫は，いつまで も代 々限 り

なく地 をつ ぐ者 とならん。」(教 義 と聖約56：

18-20)

教 会 が貧 しい人を援助す る上で第一 に果た

すべ き義務は，彼 らの必要 を物質的に満たす

ことではな く，身 と霊に救いをもたらすこと

である。

監督はこのよ うに，「貧 しき者を探ねて」，

未亡 人には夫 として，孤児には親 として 「そ
にぎ

の乏 しきを賑わしめ」るのである。物質的な

必要は倉庫から満たし，霊的には，本人が 「悔

いる精神 とへ りくだ りたる心」 をもち，心の

清い者になるよ うに導 くのである。

以上のことは金銭 で成 し遂 げられ るもので

はない。従 ってすべ ての人を同じ生活水準に

至 らせるこ とはで きない。援 助 を必要 とす

る人に合わせて，ある人には多 くの援助を与

え， ある人には少ない援助に とどめ る。すべ

ては霊的な進歩を基準に して判断 しなければ

ならない。

私 は，すべての監督 とステー キ部長が 自ら

の義務 を十分にわきまえ，主の再臨に先立つ

シオンの貝費いを実現すべ くこの業を実施する

よう，祈っている。イエス ・キ リス トのみ名

により申し上げる。アー メン。

☆ ☆
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断食の律法

断食は，断食をする者と援助を必要とする者双方に大いなる祝福をもた

らす

管理監督

ビクター ・L・ ヴラウン

断 食の律法は・他の永遠の律法と同様に・
これ を守 る者に大いなる祝福が約束され

ている。この律法 を正 しく守 るにはい くつか

の要件 を満たさなければならない。 目的 を持

ち，祈 り，行動を決意 し，献身す る， それ と

共に断食するのである。断食は，断食をす る

者と援助 を必要 とする者双方に大 いなる祝福

をもたらす。

この関係の重要性はい くら強調 しても強調

しす ぎるとい うことがない。断食をしで 階し

みなく献金する者は，実際に貧 しい人に衣食

住 を提供するのみならず， 自らの犠牲により

自分自身が清め られるのである。

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長はかつ

て，惜 しみな く主に捧げ物を捧げるこ とにつ

いて，私たちの視野 を広げて下 さった。(そ し

て，今朝 もその言葉が繰 り返 し述べ られてい

る。)

「私 たちは時折
，惜 しむ気持ちか ら，朝食

を卵1個 で済 ませているので，それに相 当す

るお金を主に納め ようと考えることがある。

現在は多 くの人が裕福であると思 うが，裕福

な時は， もっと寛大になる必要がある。

私は，断食 した2'食 分の金額ではな く，で

きる状態 であれば， もっ と多 く，10倍 以上の

金額 を納めるべ きであると考えている。」(Coη 一

々解η66Rのoγ'「 大会報告」1974年10月 ，p.

184)

3年 半前にキンボール大管長のこの呼びか

けがあって以来，断食献金は非常 に増加 し，

全世 界に住む多 くの教会員に恵みをもたらし

ている。援助 を受けた人々 も確かに祝福 され

たが，援助 を与えた人々はそれ以上に祝福 を

受けている。卒牟 ちは惜 しみな く主 に差 し」覧

す時，私なちの箆げ物以上に煩填のあゑム9>

を主からいただ くのである。 もし私たちが主

の戒めを守 るならば，主は 「直 ぐに祝福 を与

え」て下 さる(モ ーサヤ2：24)。 私 たちは主 ，

に負債 を負わせ ることはできないのである。

備 祉事業部で私たちと如 ・働いていたお
一ムズ ・0・ メイソン博士が何年か前に，あ

る発展途上国 を訪 れた。その時に博士はある

十代の少年か ら，斗 ンボール大管長 に贈 り物

を届けて欲 しいと頼まれた。その贈 り物は羽

を一杯に広げた くじゃ くの絵で，羽が一枚一

枚克明に描かれていた。あま りの見事 さに，

私たちは少年のこ とをいろいろと博士に尋ね

た。すると， メイソン博士はその少年の写真

を差 し出した。少年には両腕がなかった。生

まれつ きの不具であった。 しか し，'彼は足の

指に絵筆 をはさんで絵 を描 き，このような美

しい;複 雑な絵 を描けるほどに才能を伸 ばし

たのである。

私たちは，教会 の基金 を使 って彼のために

義手を作 ってあげてよいか どうか という問合

せ を受けた。そこで私たちは，彼の家族がで

きる限 りのことをした後であれば使って よい

と伝道部長に通知 した。家族が福祉活動の原.

則 に従 秘て無 れば翫碁金 暫1弔 で琴るのであ…

鼠. .
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しばら くして， もう一枚の写真が送 られて

きた。新 しい腕 と手をつけた少年の写真 であ

った。その写真には， 自分で服.を着られるこ

とが うれ しいという彼の言葉が添えられてい

た。この少年は，断食の律法 を守 り，惜 しみ

な く献金 をした人々によって大 きな祝福 を受

けたのであ嶺

私たちは，毎月の断食には惜 しみない献金

嘆 無 蘇 疑 婚 む.払1源則を再駕
し，すべての人にこの原則 を完全に守るよう
ヨ ロリ 　 　 り　　　 　

技勲鐙」L牟.㌢'・

断食は，貧 しい教会員を援助する手段であ

る以外に， 日常生活において私 たちが正 しい

目的を達成する力を与えて くれる原則でもあ

ゑ 倥 典には断食の持つ力を示す例力・数多く
記されている。

主のみ業を行 なうために大判事 を辞 したア

ルマが教 えた断食に関す る偉大な教えを考 え

てみていただきたい。アルマは各地で大 きな

成果 をあげ，アモナイハ市へ行 った。聖典 に

は次の ように記録 されている。「サタンはす で

にアモナイハ市に住む人々の心 を固 く捕えて

いたか ら，民はアルマの言葉 に耳を傾け よっ

としなかった。」(ア ルマ 『.：9)

ア ルマは心を励 まして，熱心に祈 り，神に

願 った。 しか し，人々はアルマ をのあ しり，

唾 を吐 きかけ，市外へ追い出 した。(ア ルマ8

：13参 照)

ア ルマが市 を出て.旅を続けていると， ひと

りの主の使 いが現れ，アモナ イハ市へ戻って

入々に悔い改めを叫ぶよう指示 レたgそ こで

アルマは天使の指示に従 った。このたびは，

市に入る前 に長.い間断食した と学ル ・÷は語 っ

エ鎗 る。(ア ルマ.8：26参 照)

ア ルマの断食はす ぐさま答えられた。アル

マに道 を備 えるため，義 の軍勢が働 いている

ことを知 ったのである.。アルマは市内に入る

と，見知 らぬ人にこう言った。「私はつ まらな

いものであるが，神 の僕 であ るか ら何か食べ

物 をもらえないか。」すると男は こう答えた。

「私ば……汝が神の聖 い予言者であることを

知っている。なぜならば示現の中で天使が 『迎

えて接待せ よ』 とお言いになった人はほかで

もない汝であるか らである。・一 しょに私の家

へ入れ。私は食べ物 をわけ る。」 アルマ8：

19-20)，　 　い
この男は，神の予言者 を迎えるために特に

備 えちれ，..、マ緒に神㊥み業に携 わることにタ

っていたア ミヌレ.クであっな。τ撫ア嫉断食

ク)結果，ア ミ子レタρ評 を潭 レて，禾㊥箪勢

が 自分1を勘けていることを主より知 らされた。

ど写 しそテ.ルマは，みたま1ご満たされ，主の

み業に携わったのである。アルマは断食を終

えると，ア ミ子レクと共に驚 くべき働 きを次

次 になした。その結果，アモナ イハから義人

を導 き出すことが でき却。そして，.市に残 っ

た者たちは，邪悪の極みに達 し，滅ぼされた。

断食に関す る最 も偉大な教え1ま，救い主御

自身の教 えである。ルカ伝 には次のように記

されている。

「四十 日のあいだ……悪魔の試みにあわれ

た。 そのあいだ何 も食べず， その 日数がつ き

ると'，空腹になられた。

そこで悪魔が言った，『.もしあなたが神の子

であるな ら， この石に，.パ.ンになれ と命 じて

ごらんな塔 い』。

イエスは答 えて言われた，『「人はパンだけ

で生 きるものではない」と書いてある』。」(ル

カ4：2-4)

す る と，悪魔は，救い主に使命 を放棄 させ

ようとあらゆる誘惑を試みた。 しか し，ルカ

伝に記 されているように，救 い主は次のよう

に答えられた。「サ タンよ，退け。『主なるあ

なたの神 を拝 し，ただ神にのみ仕えよ』 と書

いてあるからである。」(欽 定訳ルカ4：8)

「悪 魔はあらゆる試み をつ くして，一時イ

エスを離れた。

それか らイエスは御霊の力に満ちあふれて

ガ リラヤへ帰 られると……。」(ル カ4：13-

14)

断 食 の律法に従 うこの力強い模範の中に，

い くつかの基本的な教えを見ることができる。
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第 一 に ， こ ま こ 庫 し た 目的 が な; .

ソ 》ナ い ・ い 主 御 自身 は 苦 難 に 遭 遇

L鋼 力と霊白・ナ 得る血 め」に」断

食さ虹な。私たち、も断食の建法藍従黒て生活

す.る.ならぜ臨透惑にあ烹時1や遡 に坐ユな壁 .

に，同様の祝福蟹 蚤こLとができる。

欺 屋 嵐丁度朱敗 した使命を果たす力 と

盤 毒ぬ蕊断食.した。成 し遂げるため

には神 の助けが必要なことを知っていたので

ある。アルマは自分の使命 を果たす という目

的をもって断食した。断食を終えると主の力

が働いて，アルマは大 きな力を得 た。私たち

もそのように断食すれば， これ と同 じ祝福に

あずか ることができるのである。
～律法
に従写て一笙活ず'都こぼ;r目 酌 「をも一ろ重 』

一 雨 ・面瓢 属函 岬・轟 ・幽 い・ド1鴫・・川 鰯 ・岬 甲.肉_、、叫 、π川..)剛.翫..阿.

　 幕.太騨忽あ講.毎 且の定例碕

断食であろ.う.と個ム的な断食であろうを， 跨

.食を連続レて断つだけでは不十分なのである。
ここで，断食り目的とするにふさわしい事栂

をい≦つカ・あげてみた陸。

拶 救い主がされたよ獄 鐵 欝
に打ち勝った蹴

「わたしが選ぶ ところの断食は
，悪のなわ

をほ どき， くび きのひもを解 き， しえたげら

れる者 を放ち去 らせ，すべての くびきを折 る

などの事ではないか。」(イ ザヤ58：6)

拶 集 晒.泓 い雌 職 紘 夢、
「また飢えた者に

，あなたのパ ンを分け与

え，さすらえる貧 しい者を，あなたの家に入

れ，裸の者を見て，これに着せ， 自分の骨肉

に身を隠さないなどの事 ではないか。」(イ ザ

ヤ58二7)

..・吾1)へ集 で感漁 騰難 ぬ ま
「そうすれば

，あなたの光が暁のようにあ

らわれ出て，あなたは，すみやかにいや され，

あなたの義はあなたの前に行 き，主の栄光は

あなたのしんが りとなる。」(イ ザヤ58：8)

艦 議響 甑 岱ワ1烈蹄
ら

イザヤ書にこう記されている。「また，あな

たが呼ぶとき，主は答 えられ，あなたが叫ぶ
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とき，『わたしはここにおる』と言われる。も

し，あなたの中か らくびきを除 き，指 をさす

こと，悪い事を語 ることを除き，

飢えた者にあなたのパンを施、し，苦 しむ者

の願いを満 ち足 らせ るならば，あなたの光は

暗 きに輝き，あなたのやみは真昼の ようにな

る。

主は常にあなだを導 き，良き物 をもってあ

なたの願 いを満ち足らせ，あなたの骨 を強 く

される。あなたは潤 った園のように，水の絶

えない泉の ようになる。」(イ ザヤ58：9-11)

断食 と祈 りは，進取 的な姿勢を要す る行為

である。また主が特に勧めておられる礼拝の，
一形態である

。私 たちは祈 りをもって断食す

る時，心の奥底にある望みを表わし，力の及

ぶ限 りあらゆることを行な うと決意 し，結果

を主に委ねるのである。

福音のあ らゆる原則を実行する上で鍵 とな

るのは，行動 を決意す るこ とであ る。原則が

要求している事柄 を実際に行なわなければな

らない。断食と祖n .蟻 び位いた行動は，』そ'

な 躰 が信仰⑳祈煎.なのである。聖典が伝え

る偉大 なメ ッセ了 ジのびとつ も，この行動の

原則である。アルマは断食 と祈 りの後に力 を

得て宣べ伝 えている。救い主は断食に よって

力を得，サ タンのあ らゆる申し出 を拒否 し，

サ タンを叱責された。
ゆ

。私な鰻 断食す磁 賑断東9月 的を達.成す
る悲烈 罵乱薫急 ゑ爆ユ燃漂凱を年 し!'布決網 .{
畑 協柵ば・齪ら.廓・。断食力鷺 薦2勲 県

を発揮するのぼ，力の及ぶ限りのことを行誉

雅 薫蘇 幾 肋 碕 鵜 ∵ド意識的に藪
ること，現在の感情や姿勢 を捨てること，赦

す こと，力強 く立つこと，犠牲を払 うこと，

正 しい目標に向か って力を尽 くすことが含 ま

れる。

最後に，私 は36年 前のこの大会でハロルド・

B・ リー大管長が語った言葉を読 ませ ていた

だきたい。

「私は
，人々が どうして年収の10分 の1を

.納め，毎月の第一 日曜 日に2食 を断って，そ
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れを貧しい人を助けるために献金す る犠牲を

払えないのか理解に苦しんで いる。また私に

は，私 たちの民の 多くが，共同制度に対 して

10パ ーセ ン トも準備ができていないように思

われ る。……

私たちは確かに，主が言われたように 『主

の方法』 を実施 し，貧 しい人が高められる 日

を迎 えている。つ まり，富め る人が低 くされ，

それに よって貧 しい人が成功 と自信を持ち，

精神 を高揚 させている。 さらに言うならば，

富める人がへ りくだり， 自分の財産，時間，

才能，知恵 を提供 し，模範を示す ことに よっ

て，貧 しい人が導きを得ている。私は，共同

作業や協力の姿勢が次第に強 くなっているの

を目にしている。神権者が最 も素晴 らしい方

法 で教会貝に物質的に も霊的にも祝福 を与え

る姿 を見ている。

もし私 たちが現在，什分の一の律法に従う

ことができず，断食献金を納めることができ

ず，福祉計画での作業 を喜んで行 なうことが

できない としたら，私たちは主の再臨に備え

る 日の光栄の律法に従 うことはできないと私

は確信 している。」(α，η々 7例66Rゆoπ 「大会

報告」1941年10月 ，pp.112-14)

私 た ちの 目に しているあらゆる事柄か ら，

私は36年 前よ りも多くの人々に現在この偉大

な出来事に対す る準備ができていると信 じて

いる。 しか しなが ら，準備のできていない人

もまだ まだ 多い。

全世 界の神権役 員と扶助協会役員が民に道

を示 し，すべ ての人が主の告 げたもう時によ

り高度な律法に従 う準備ができるよう，主イ

エ ス ・キリス トのみ名により祈る。アーメン。

七 十 人 第一 定 員 会 の新 しい会 員 ，(右 より)ヒ ュー ・W・ ゆノ ッ ク，F・ エ ン ツ ィオ ・馴吻

シ ェ， 菊地 良彦 の 各 長老
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「＼

福祉に関する神権定員会の責任

すべての神権定員会には，問題を抱えた会員を助けるための専門的意見，

知恵，関心を持った人がいる

十二使徒評議員会会員

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

私 は・かつて私がステーキ音阪 であ・塒
の経験 をお話 したい と思 う。ある監督か

ら電話があ り， ワー ド部のある夫婦が離婚 を

望んでいるということであった。ローンが支

払い能力 を越え，ふたりは金銭上の問題で果

てることもな く論争 を繰 り返 してきたのであ

った。

夫は職場で給料の差 し押えに絶 えず脅かさ

れ，妻は債権者の取立てで，家にいられなか

った。その上，ふた りは間 もなく家 を失 うこ

とになっていた。担保物の受け戻 し権 を喪失

した旨の通告を受けたのである。ふんまんや

る方ないふた りは互いに，家計のや りくりが

下手だ，働 きが悪いとな じり合った。

監督の報告によれば，監督はすでに緊急の

必要 を満たすべ く援助を実施 し，ふた りにか

つての愛 と尊敬の気持ちを取 り戻 させ ようと

かなりの期間カウンセ リングを行 なって きた

とのことであった。そ して，万策尽 きたので

ある。

私は，その人が神権定員会に属 しているか

どうかを尋ねた。彼は長老だった。その夜，

定員会会長会は監督 と会合を持ち，内密のう
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ちに問題 のあ らましを聞か された。そして，

その家族 を助ける委貝会 を組織 し，委員会 に

加わる人々が会長会か ら提案された。確か，

弁護士 と信用調査部長，会計士で構成されて

いた と思 う。全員がその定員会の会員だ った。

次いで，夫婦が呼ばれ，問題 をこれらの兄

弟たちに預ける気持 ちがあるか どうかを尋ね

られた。ふた りは耐 えられない重荷に手 を貸

そうとする彼 らに涙を流 して喜んだ。

次に，委員会 に指名 された兄弟たちに援助

を要請 し，全員が同意 した。彼 らが見たのは，

まさに地獄図 とも言 うべ き有様だった。毎 月

の支払い総額は月収の2倍 に もなっていた。

しか し，彼 らはそのような問題に慣れてお り，

状況を綿密に分析 した。

例 えば， この家庭には2台 の 自動車があ り，

多少の不便 を我慢すれば1台 は処分できる。

このように処分 できるものがほかに もあった。

彼 らは事実を調べた上で，債権者たちを招

いた。混乱 した主人にはで きないことだった。

専門用語 をまじえなが ら，彼らは債権者一 人

一人と支払い計画を話 し合い
，決めていった。

そして，委員会が家族の資産 を預 る旨を債権

者たちに約束 した。 この約束と委員会の専 門

的意見に満足 して，債権者たちは提示 された

支払い計画に同意 したのである。

問題 を処理す る一方で，委員会は夫婦に予

算計画の原則，財政上の責任，財政管理の方

法を教えた。 しか し，問題は一 日で解決 した

のではない。何 カ月もの期 間を要 した。そし

て奇跡が起こったのである。夫婦は節度をわ

きまえた生活を始め，憤務 を完済 した。家庭

が救われたのである。そして，一番大切 なこ

とは，愛 と平安が家庭 に戻って きたことであ

る。

私がこの経験 をお話 したのは，ひ とつの原

則に皆さんの目を向けていただ くためである。



J・ ルーベ ン ・クラー ク副管長はこの原則 を

次の ように定義 している。

「神権定員会 は，援助の手を差 し伸べ るが，

監督に課せ られている義務の領域には立ち入

らない。 しか しなが ら，神権者である彼らは，

その高尚な精神 と，神権に伴 う無私の兄弟愛

から，個人 としても定員会 として も，身を誤

った兄弟や不幸な状態にある兄弟 を霊的に，

また物質的に立ち直 らせ るために，あらゆる

手段 を尽 くさなければならない。監督は，物

質的な事柄 を管理す ることか ら，援助 を必要

とす る人の問題 を，物質的(一 時的)な 問題

として とらえ，本人が自立できるまで援助す

る。神権定員会は，援助 を必要 とす る兄弟の

問題 を，継続的な問題 としてとらえ，物質的

な必要だけでな く，霊的な必要 をも満たすた

め援助する。具体例 をあげ ると，職人が失業

し，生活に窮 しているとす る。その間援助す

るのは監督 である。一方，神権定員会は，本

人に再就職の準備 をさせ，彼が完全に 自立 し，

神権 につける義務 を果 たせ るようにす る。」

(J・ルーベン・クラー ク・ジュニア， 「：8納oρs

伽4R6伽 ∫So6ゴθ砂"「監督 と扶助協会」1941

年7月9日 ，pp.17-18)

さ らにクラー ク副管長の言葉 を続け よう。

「援助の方法は
，本人の実際の問題や必要

を満 たす とい う形をとる。すなわち，家 を建 、

てる，小規模の仕事 を始める， もし職人であ

れば道具 をそろえてや り， もし農夫であれば

種の入手を手配 し，あるいは種蒔 きや収穫 を

助ける。緊急の支払 いがあればそれ を助け，

そのほか衣食住，医療，子弟の教育な どを援

助す る。」(エ スツ ・パー クでの説教，1939年

6月20日 ，p.20)

兄 弟の皆 さん，私はすべての神権定貝会に

この ような専門的意見や知識，力，関心 をも

った人々がお り，彼 らに適切な協力を求めれ

ば，定員会内の問題 を抱 えた会貝 を援助 でき

る体制が整っていることに満足を覚 えている。

中国の哲人カンツは次のよ うに述べている。

「ある人に魚を一匹与えれば，その人は一食

を得る。だが，魚の とり方 を教えれば，その 9
、

人は一生食べ物 を得る。」私はこれが福祉活動

の原則であると考えている。個人とその家族

が苦境に立 たないように，緊急の援助 を与え

るのは，監督の責任である。そして，個人 と

その家族に恒久的援助 を与 える手段や人員 を

調達す るのは，神権定員会の務めである。

ハロル ド・B・ リー大管長はかつてこのよ

うに語 っている。「すべての神権定員会は，力

を結集 して，神権の精神 と権能の もとに，困

窮している人々がその所属す る定員会の助け

を得て自立できるようにするよう主か ら 『命

じ』 られて いる。」(1吻 名oθθ耀 窺Eη 「イン

プルーブメン ト・エ ラ」1937年10月 号 ，p.634)

主 は神権定員会に， 日曜 日の朝のクラスに

限ることなく， それ以上の働 きを期待 してお

られると私は信 じている。当然のことながら，

福音を効果的に教えるこ とによって，霊性を

築 き，証を強め るという大切 な責任が神権定

員会にはある。 しか しこれは定員会の仕事の

一部に過 ぎない。定貝会がその目的 を達成す

るには，すべての会駄 滋 ↓調 騰蕪黒 薫嚢 .

を示』 _鳳 蕊家族魚備鼠 厩眠する原 則を教

えな け、れば：ゑムな い。、、蕊 の教育 は効果的に猛

な柔li癒烹肱飽奮煽熱 蕉なる。というのは，そ

のような知識を持つ定員会の会員 とその家族

は，将来，問題に遭遇 して もその多くを手際

よく処理することが できるからである。財政

と資源の管理，家庭生産 と貯蔵について教え，

肉体 と情緒 と霊の健康 を育む活動 を推進する

こと，定 貝会会長会 は会員たちのために以上

のことを考 える必要がある。

さらに定員会 は，監督やステーキ部長が福

祉で使用する日用品 を生産加工する際に，訓

練の行 き届いた人力 を提供する場 となる。砂

糖大根を刻み，干 し草を運び，棚 を作 り，そ

のほか福祉事業で要求される無数の仕事 をす

る働 き手 を見つけるのはこの定員会 の中にお

いてである。

私 は，私たちのステーキ部のひとりの定員

会役貝のことを思い出している。彼は同 じ定
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員会の会員である実業家のもとで働 いていた。

その実業家は，週40時 間，定員会会長の雇い

主だった。この定員会会長は，雇い主である

実業家に対 して，朝5時 にステーキ部農場へ

行って砂糖大根 を掘 り起こす責任 を与えたの

である。ふたりは互 いに相手の立場 を尊重 し，

偉大な愛 を表わしていた。

この実業家は，定員会の会員 をほかにも雇

っていたことを付け加えてお きたい。彼 らが

所属 していた定員会は， ワー ド部福祉活動委

員会の片腕 として，雇用 プログラム を立派に

実施 していた。失業者に就職 口を見つけるだ

けでな く，潜在能力を評価されていない人の

雇用条件の改善 をも助けたのである。

1831年 に与えられた啓示の中で，主は，長

老たちに教会員 を守護す るよう命 じてお られ

る。「汝 ら貧 しき者，乏しき者お よび病め る者，

悩め る者たちを万事に憶 えて憐 れむべ し。こ

れらの事 を為 さざる者はわが弟子にあらざれ

ばなり。」(教 義 と聖約52：40)

各定 員会はホームティーチャー を通 じて全

会員の家庭 を直接的に把握す ることができる。

ホームティーチ ャーは教えるだけでな く，任

された人々が必要 としている事柄 を尋ね，知

り， さらにはみたまの力によって識別する責

任がある。 もし物質的(一 時的)な 性質 を持

つ事柄であれば，監督が委員長を務め るワー

ド部福祉活動委員会へ その情報 を知 らせる。

委員会はその問題 を祈 りをもって考慮 し，援

助手段 を手配する。そして監督は，扶助協会

会長の助けを借 りて緊急の処置をとる。一方，

長期的な援助は，定員会会長の指示の もとに

行なわれる。

兄弟の皆さん，神権定員会は教会の男性の

ために設け られた主の組織 である.。同様に教

会の女性のためには扶助協会がある。両組織

とも，援助を必要 とす る人々 を援助する とい

っことが，基本的な 目的 となっている。

扶助協会が組織 された時，予言者 ジョセブ

は扶助協会の女性たちにつ いて次のように語

っている。「彼女たちは旅人 を助 け，苦 しみ
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に傷 ついた心にブ ドウ酒 と油 を注 ぐ。彼女だ

ちはみなし児の涙をぬ ぐい，や もめの心 を喜

びで満たすであろ う。⊥(B・H・ ロバーツ，

α2吻 解加η∫勿6H癖o刎o∫ 劾θC肋 κぬ「教会

概史」4：112>私 は神権i者もこれと同じ言葉

で語 られ るように願 っている。

兄弟の皆さん，神権定員会が所属す るすべ

ての会員に とって力の源 となり，会員一 人一

人が次の ように言 うことができるとすれば，

それは驚嘆すべ き 日の到来であ り，主の 目的

の成就する日の到来である。「私 は末 日聖徒イ

エス ・キ リス ト教会の神権定員会のひとつに

所属 しています。私は兄弟たちが必要 として

いることなら何 でも援助 します。そして私 自

身も必要 であれば彼 らの助けを受けるこ とが

できると確信 しています。兄弟たちと共に働

く時，私 たちは神の誓約 の息子 として成長 し，

それが財政的なものであろうと，社会的，霊

的な ものであろうと，逆境にあっても， とま

どい も恐れ も覚 えることな く，確 固として立

つ ことができるのです。」

私 たちがそれを実現する日に向か って努力

する時に神の助けがあるようへ りくだって祈

ると共に，この業が神のみこころにかなうも

のであることを主イエス ・キ リス トのみ名に

より証申し上 げる。アー メン。

☆ ☆



家族の福祉に関する父親の務め

父親は，家族全員の幸福 と繁栄と安寧を図る務めを主よ り与えられている

管 理 監督 会 第 一 副 監督

H・ バ ー ク ・ピ ー タ ー ソ ン

私 は・家族の福祉に関して父親が果たすべ
き務めについて話す よう依頼 を受 けてい

る。 この割 り当てについて長い間考えた末，

私はひとつの原則を皆さんに理解 していただ

くために少 しお話す ることにした。 この原則

を理解 し，実行するな らば，神 より与えられ

たこの責任 をさらに効果的に果たす ことがで

きる と思 う。

私たちは，父親の影響力がほ とん ど感 じら

れない家庭が教会内で増加 していることに心

を痛めている。 多くの家庭で，母親 と子供た

ちが 自分の務めのほかに父親の務め をも果た

さざるを得 ない状況 に置かれている。離婚，

富の追求，ゴ神聖 な事柄への無関心， これ らは

父親が家族 の福祉 を拒んでいる多 くの原因の

一部にす ぎない
。この世において， 父親は決

してその責任か ら解かれることがない。私 た

ちは監督 を召す と，彼らはしば らくの間その

職 にあって働 き，やがて解任 される。ステー

キ部長 も同様に，召 され，奉仕 し，やがて解

任される。 しか し，父親の召しは，本人がふ

さわ しければ，永遠に解かれることのない召

しである。

テモテへの第一の手紙には，次のような主

の厳粛な言葉が記されている。

「もしある人が
，その親族 を， ことに自分

の家族 をか えりみない場合には， その信仰を

捨てたことになるのであって，不信者以上に

わるい。」(1テ モテ5：8)

積 極 的な意味での福祉 とは，「幸福，繁栄，

安寧」である。父親の務めは，家族全員の幸

福 と繁栄 と安寧 を図ることである。父親は 「自

分の親族 をかえ りみ」なければならない。つ

ま り，家族 を霊的にも物質的に も導 くことで

ある。家族の必要を見極め， それを満たす方

法 を講 じる時に，父親は家族の福祉 を図って

いることになる。 もちろん，父親 のいない家

庭では，家長が これらの義務 を果たす。

私たちはブ リガム ・ヤングの模範か ら学ぶ

ことができる。息子の ジョセブに宛てた手紙

の中に，父親はどのように霊的指導性 を発揮

すべ きかがありありと伺が える。

「カ リフォルニアで採れ るすべての金をも

って しても，お前に対する私の気持 ちと主へ

の感謝 の気持 ちを買 うことはできない。……

母 さんか らお前のために少 し書いて欲 しい

と頼 まれた。体の具合 は相変 らずで，余 りよ

くないが，一 日中働いている。真夜中まで働

くこ ともしば しばある。私 たちは神の大義 と

王国のために働いているお前のことを考 える

と主 の前に誇らしく思 う。息子よ，忠実であ

って くれ。子供 として出て行 ったお前はきっ

と救 いを携 えた燃えるような長老 となって帰

って来ると信 じている。主の前に清 くあって

欲 しい。父さん もそれ をや りとげた。お前 に

もそれができると信 じ，そ して祈 っている。

とこしえに神の祝福があるように。

また会 う日を楽 しみに している。

ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ」
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(デ ィー ン ・ジ ェ シ ー ，L雄 θ鴬(ゾ

β7勾 んα勉yb%η9'o雇s80ηs「 息 子

た ち に 宛 て た ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ の 手

紙 」P.16)

メリーラン ド州アナポ リスの海軍兵学校に

在席す る息子に宛てたブ リガム ・ヤ ングの手

紙を読んでみたい。 この手紙には，父親が ど

のように俗世 に関す る指導性を発揮すべ きか

が記されている。

「拝啓

すべてのことにつ いて慎 しみ深 くあり，金

銭の支出はすべて記録する計画 を立てなさい。

これによって，君の使ったお金が どうなるか

がわかるばか りか， ビジネスの習慣や方法 を

身につけ，金銭 を正 しく扱 うこ とが できるよ

うになる。この世の幸福はその多くが，価値

のあることを立派に成 し遂げることにかか っ

ている。『いや しくもなすに足る事な ら立派に

や るだけの価値がある』 と言われている通 り

だ6田 畑 を耕すならそれを立派にや りなさい。

ボル トのね じを切 る仕事でも，良い もの を作

りなさい。ふいごで風 を送 る場合は，鉄 を熱

くしなさい。 日常の務め をおろそかにしてい

ては立派な人物にはなれないのだか ら。 より

良いことをなし，進歩で きるように，知識を

得なさい。勝利 というものは，主 を信頼 し，

高望 みをせずに現在 を誠実に生 きるのでなけ

れば得 られない。……お父さん，お母 さん，

兄弟姉妹，友達，事務所の兄弟たちはみんな

君を愛している。また幸福 を祈 っている。

敬具

ブ リガム ・ヤング」

(同 上，pp.305-6)

家 庭において父親が果 たすべ き第一の義務

は，家族 と心 を通わせ，家族の必要 を満 たす

ことである。観察だけに頼るのでな く，個人

面接によって も家族の必要 を評価すべ きであ

る。私は，一人一人の子供 と毎週，個人面接

を行なっている父親を何 人か知 っている。
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父親 が真剣に耳 を傾ける時， これは父 と子

の双方に とって容易に忘れ難い経験 となる。

父親 はこの時には平凡な会話 をしない。簡潔

ではあるが慎重に選んだ質問 を1，2投 げか

け， そして，深 く腰かけ，耳 を傾けるのであ

る。 じっ くり聞いて くれる父親に代るものは

ない。父親の耳 と心はひとつになっていなけ

ればならない。 この父親の代役はいないので

ある。

もし予言者ジ ョセブ ・ス ミスに話 を聞いて

くれる父親がいなか ったらどうならていたか，

考 えたことがおありだろうか。 この状況 を心

に描いていただきたい。

ス ミス家はニュー イングラン ドの農家であ

った。この地方の耕作期間は短かった。彼 ら

には，現在私たちが使っているような袈耕機

械 はなか った。従って，父ス ミスには息子たち

全貝の手が必要 だった。朝早 くから夕方遅 く

まで仕事 をしていたに違 いない。

そのようなある日の朝，少年 ジョセブが父

親のもとへや ってきて，前夜 と朝に起こった

奇妙な出来事 を話 した。一連の示現 である。

父スミスは，仕事が山ほどあるか ら話はあ

とにして，す ぐ仕事 にとりかか るよ うに とは

言わなか った。彼は手 を休めて，話 を聞き，

そしてこ う言ったのである。「それはまさしく

神ごとである。」そして，天使から命 じられた

通 りに行 ってするように言った。聞 く耳を持

った父親の何 と素晴 らしい模範 であろうか。

二人にとって何 と忘れがたい経験だったこと

であろうか。

時々，私たち親は聞いているつ もりなのだ

が，子供 は私 たちが聞いていないと感 じるこ

とがある。子供が私たちの関心 を感 じていな

い限 り，私たちには まだなすべ きことがある。

よく準備のできた∴聞 く耳 を持 った父親に

なっていただきたい。父親の皆さん，あなた

は良 きにつけ悪 しきにつけ，絶 えず何かを教

えているのである。家族はあなたのや り方 と

信 じていることを学んでいるのである。ベ ン

ソン会長が語ったように，「子供 たちがあなた



に従 うかどうかはわか らない。 しか し，子供

たちの前を照らす最大の光はあなたの模範で.

あ る。あなたはその光に対 して責任 をとらな

ければならない。」

立派な父親が果たす役割 を考 える時，次の

ことを忘れないでいただきたい。福音の原則

を実際に行 なって経験 してみない限 り，家族

が その原則を信 じることは，極めてむずか し

いQ

例 をあげてみると，愛されたことのない娘

はどうして，成長 して愛を示すことので きる

大 入になるだろ うか。

信頼 されたことのない息子は，ほかの人を

信頼するだろうか。

家庭 で模範によって教えられていない子供

は，労働が永遠の原則であることや，福祉活

動 のその他の事柄 を理解することができるだ

うつか。

家庭で正直 というものを経験 したことのな

い子供に，正直 を理解 した大人に育ってい く

ことを期待できるだろうか。

これは福音のすべての原則につ いて言 える

ことである。物事 を学ぶにあたって，実際の

参加 と模範ほど力強い経験はない。

兄弟の皆 さん，家族にどれほ どの霊的指導

性 とこの世に関する指導性 を発揮す るかは，

私たちが どのような生活を営むかにかか って

いる。父親 らしくなるためには，教 えたいと

思 うことを私たちの生活に反映 させ なければ

ならない。生活を改め る時機を逸 したと感 じ

ている方は，次の ヒュー ・B・ ブラウンの言

葉 を考 えていただきたい。

「私 たちは永遠に 自分 と共に住まなければ

ならない。そして私たちは今，永遠 につ き合

う自分 をどのような人間にするか を決めてい

るのである。そこで，今こそ行動する時であ

ると申し上 げたい。決 して遅す ぎることも，

早す ぎることもない。」(ルf'11θηη毎1S孟αγ「ミ

レニアル ・スター」1964年2月 号，126：51)

兄 弟 の皆 さん，家族に，財政 と資源の管理，

肉体 の健康，情緒の安定，職業の計画，読み

書 きの能力 と教育，家庭生産 と貯蔵に関する

原則 と方法 を教えるのは今 である。決 して遅

す ぎることも早すぎることもないのである。

もっとよ く耳 を傾け，子供たちと一緒に過

ごす時間を持 ち，模範を示 し，義の族長 とし

て子孫の頭に立つのは，今か らでも決 して遅

す ぎない。 また，早す ぎることもないのであ

る。

すべての父親が きょう，ペ テロの述べた高

貴な使命 を果たすことがで きるよう願 ってい

る。私たちは真に， 「選ばれた種族，王国の神

権者，聖 なる国民，特異な民」(欽 定訳1ペ テ

ロ2：9)で なければならないのである。

イエス ・キ リス トのみ名によ り，アーメン。

☆ ☆
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「手を貧 しい者 に 開き
， 乏 しい人 に手 をさ'しのべ る 」

女性の務めの優先順位は，策譲 察族，..第二乱磁 会脚最後鳳地域鹸 斜

蜘nあ る'

扶助協会中央管理会会長

バーバラ ・B・ ス ミス

聖 書の箴言には・ どのような女性が理想白勺
な妻，母親，賢明で慎 しい主婦，思いや

り深い女性であるかが実によく説かれていま

す。そのような女性について述べた次の聖句

の一節に関連して，これか らお話 したい と思

います。

「手を.貧.し虹者に，闘鳶薦乏.し肱人に手をさ

L鰯 。.⊥.(箴言31：20)

福音 の基本的な教えであ り，福 祉 活動の基

杢灘 あ丑瓜.「かつ福祉活動 と扶助協会の双方に

とって伝統 となっている考 えは，「奉仕」の原

則です。

教会の姉妹たちは，奉仕 に非常によ く通 じ

ています。扶助協会は教会が困難 と迫害 と犠

牲のただ中にある時に生 まれ ました。 そして，

女性が与え得る最大の愛 と援助 と奉仕が求め

られたのです。

そのようなノーブーの時代か ら今 日に至 る

まで，苦境にある人々を救 い，困窮者に援助

を与え，病人を世話 し，喪 に服 している人々

を慰めた姉妹 たちの活動が，扶助協会の記録

にた くさん記されています。

末 日聖徒の女性 は，急速 な発展 を遂 げてい

る教会の福祉プログラムにおいても， また多

くの問題が ます ます混迷の度 を深めてい く地

域社会の中にあっても， これまで以上に奉仕

す ることを要求 されています。教会の福祉活

動は喜 発的な奉佐によ のて進め：彦πで淑e，

ゑa豪 蕊拡 鷹に よって行なわれています。

奉璽三関して女性の第一9～責賃1ヰ鰹
，堕

。これは主がお定めになった，

基本的な優先順位だか らです。女性はまずそ

のことを心 に留めなければな りません。また，

女性 を責任に召した り，何であれ女性に援助

を求める場合 も，同 じことが言えます。堅 固

な家庭 を築 くことは，堅固な社会 を築 く土台

となるか らです。

家庭 に次いで大切 なのは教会におけ 士..

でまゆ そして，地域社会への奉仕は3番 目と

考 えてよいでしょう。

教会の奉仕で最初にあげ られるのは，責任

への正式な召 しです。神権指導者は，祈 りの

気持ちをもって家族の状態や その他の個人的

な事柄 を十分考慮 した上で，正式に召しを与

えます。召 しは，役貝，教師，訪問教師，宣

教師のような特定の職に召 され ることであ り、，

ある期 間続けて奉仕す ることが要求 されます。

このほかに正式な割 り当て もあ ります。こ

れには教会で行なわれ るあらゆる奉仕が含ま

れます。

神権者あるいは扶助協会の指導者は正式な

割 り当てを与 える場合，まず家族に対す る責

焦鉱教叙 ～旦 レゑ煮慮すゑ。較票があツ跳 す・

ほかの人の必要 を満たす という慈善奉仕に関

しては， ワー ド部扶助協会会長か ら個人的に

正式な要請が あるでしょう。

最近，70歳 以上 の姉妹たちが70名 いるとい

うあるワー ド部のことを耳 にしました6そ の

ワー ド部の賢明な扶助協会会長は，家に閉 じ

こもりきりの人に も奉仕はできると考え，70
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名の姉妹空ち二.人二人に訪問教師の割り当て

か慈善秦仕の割つ、当ての験.ずれかを与んたとノ 　

Uの です。不冶鑛 いに冒さ.れている、姉妹

にさえ，外.出でき.ない3人 の姉妹にそれぞれ　 り　

毎 旦よ圓 手紙 を書 くという責任が与亮られた

と聞いています。また，何 入かの姉妹 たちに

は，他の姉妹 たちを毎 日訪問 して健康状態を

尋ねる責任が与え られたとも聞 きました。

ある姉妹は病気で外出できない時で もち「訪

問教師地区主任 とし.て奉仕 しまし.な。この姉

妹につ いて扶助協会会長 は次のように報告 し

ています。「彼女は大変な努力 をしました。毎月

電話 をす る時には必ず一番素敵 な ドレスを着

て，電話に向かい ました。そ うすることによ

って，彼女 は主の代理人 としてこの務め を果

たしている という責任の重み と尊 さを感 じて

い.たのです。」

正式な割 り当ての中には，デゼ レ・ト産業委

貝会で働 くことや手工芸委員会の委員長 とし

て奉仕すること，あるいは福祉工場のかん詰

製造事業 に携わることがあげられ ます。また，

末 日聖徒社会福祉に関連 した奉仕 もあります。

それには，、、ケースワー カーの手伝いをした り，

里親になること， あるいはインデ ィア ン学生

里親プログラムに参加することがあげられ ま

す。

扶助協会のホーみメ「キ ン.グの且の昼食会

り責任やヂ福性魚なぎ)魚李暉を緯 う仕事，.病

人の看護 あ.ムぬは葬儀 の手伝 い， これ らを扶

助協会の正式な割 ワ.当.て.と思 到ムカ鉱)..るか も

知れませ ん。 しかL詫 ，.蕊れ ら9～劃 り当ては特.

別 なゐ辺 で：転 繕 って・教会の職 ζ.』聯 瞳 、

して任命 されることはありません ，.また通常

割 り当ては召しよりも短期間であり，一度に

ひ とつの仕事が与えられ ます。

一般に教会奉仕 に含まれるものとしてもう

ひとつ，自発的な，個人を基本 とした奉仕が

あ ります。これは，一人一人の女性が困って

いる隣人に日頃か ら心 を配 ろうというもので

す、

1975年 の福祉集会ならびに 「福祉活動の手

引き」で'，私たちは姉妹 たちの才能 と能力，なら

びに必要事項止要望裏頂を葺黒なzヱ 証ノk金

用泓.。 薫 れ鳳瞭2ゐ 瓢 蕊駕 蹉 艮を記入して

お購 。提案 レました。こ蟻 惑醸 存

ちが捻 識工臨 る.黒聞知讃 麹 鯉 乱2黒 て塔ず

記撫 ます・(「福祉事業集会」1975

年4月p.18)

ス テーキ部扶助協会会長は，いろいろな方

法 を用 いてワー ド部会長を援助 し，姉妹 たち

の積極的な参加 を促す ことができます。その

方法 として，

1.フ ァイルを利用する。

A.姉 妹たちに扶助協会の奉仕1Ω割 り

証 を与える。

B.ホ ームメーキングの小 クラスや家

庭管理 に関す み特別訓練.の機会を

通.じて， もっと奉 仕の時問，を撞つ

よ.う.に.勧め る。

C.、地域結念の奉態活動に参加：玄ゑ 乱

うに勧 める 。

2.奉 仕 を希望する女性が自分の置かれて

いる環境や 自分 自身の決意，時間，体

力 といった要素 を評価 できるように助

け る。(既 婚女性 は夫と相談して行なう

ことが望 ましい)

3.容 易 に奉仕 活動 に参加できるよう家族

や その他の人々の協 力を得 るように勧

める。

次に，家拠 教会に対：する責任 忍.果た、して.

な お蹟 閲点能九 と体力に余裕のあ.る人なは，

、主㈱ 論 急の奉仕に参加愈 るよう，に.します。

事情が許せ ば，地域社会の特別に関心のある

分野や専門の分野で 自発的に奉仕に携 わりま

す。

女性 にで きるこの種 の奉 仕 には際 限がな

く，ふさわしい社会建設 ，市民生活改 善 の

ために当事者 として多くの面で貢献がで きま

す。

予言者 ジョセア ・ス ミスは，彼の時代だけ

でな く，今 日の私たちの時代をもよく見抜い

ていたように思われ ます。ジョセブ ・スミス
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1
…

は叔 助 協 会 を剰慌，丸す る に 当 た っ て ， 姉 妹 た ち

に 地 域 社 会 の 風 紀 を 」1・し， 徳 を 高 め る 」 よ

うに と勧 イ1fLて い ま す1ル 〃〃1〃〔・sθズ〃～(・F〔L

刃κ～々 ノ～ρ/～〔ブ&，(腫〆鍵v`ゾ 八加1～1θθ 「ノー ブ ー一.女

性 扶 助 協 会 議 串fま11842年3月17[1，P.7)

'家族 に 対 す る義 務 一N・教 会 ノ)召Lを 負担 に 感

Lて い な い 有 能 な 一女性 力・人勢 い ま す 、 彼.女 た

ちは 自 分 の 貼 聞 を/曲 値 あ る 自 発 的 な 奉 仕 ， つ

圭 り社 会 の 改 善 や 厘k紀 向Lの 刊斐 と な る 秦fl：

の た め に 使 う こ とが で き ま す 。 ま た 同 時 に ，

本 仕 の 原 則 を 強 調 す る こ と も で き ま す 、，こ れ

は ， 姉 妹 た ち の 秦仕 を 末 日聖 徒 の 問 の み な ら

す ， 教 会 貝 で な い 隣 人 に ま で 広 め る 機 会 とな

り ます 「、

聖 典 の 中 で ， 主 は 私 た ち に 「努 め て 善 き 業

に 従 」 う よ う に と 命 じ て お ら れ ま す(教 義 と

琶1」罫」58：27)、 ほ とん ど弓ン文て プ)女'i生1よ{「1」らカ・

の 方法 で そ の 「善 き 業 、 に 従 斗 す る こ とか で

きます、，就学年齢の千供を持つ母親の場 合，

地域社 会に塔＼仕する最善の方法は， 自分の 」'・

供が通学 している学校の改善に努めた り， ∫・

供に地域社会の 「善き業」に参加する方法を

気づかせ るこ とです。

4く仕ク)大切さと読ミ聯∫らしさをf里角イし， 自分・

に どのよ うな機会かあるかを評価 しては じめ

て一.こ れは秦仕 をのがれるために言い訳を

することで もなければ，無理な努力をするこ

とでもない一一一一 「賢い麦」の例にあるように，

[手 を貧しい者に剛き
，乏 しい人に.手をさし

のべる」 ことができ， また本仕に対 して約束

された祝福を受け ることかで きるのです、，

姉妹たちが識別の力をもって困窮者に一 一

もちろん霊的に低い状態にある人々に も

手をさしのべ， また仕えるこ とかできるよう，

イエ ス ・キリスi・のみ名に よりお祈 り申L -L

け ます。アー メン。
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末 日のサマ リヤ人

良きサマリヤ人の物語は今日の福祉活動の理想的な姿てある

第一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

する兄弟姉妹の皆さん，福祉活動と福祉愛
の原則に関 してこの ような素晴 らしい教

えを受けた例は私の記憶にない。私たちは，

神の予言者がこの大いなる業の重要性 を強調

し，私たち一入一人がプログラムに参加する

よ う奨 励す る予 言者 の呼 びかけ を聴いて き

た。私 たち は心 か らこれに応 えなければな

らない。 また，福祉 の権威者 であ り，教会福

祉委員会の委員長であるロムニー副管長は，

私たち全員が果たすべ き義務 を説いて下さっ

た。

教会福祉委員会は，大管長会，十二使徒評議

員会，管理監督会，扶助協会 中央管理会会長

会および書記のクイン ・ガー ドナー兄弟の面

面で構成されている。そして各組織の代表者

が今朝，ここで有益 な話 をして下さった。私

は，この集会の精神 に添い，大切 な事柄 を少

しお話できれば と思っている。

キンボール大管長は，近代の福祉活動 の起

源について語 られたが，それ を聞いて私 は，

ルカ伝10章 に記されている良 きサマ リヤ人の

物語に思 いをはせていた。この物語の中で救

い主は，時の絶頂の時代における福祉に関し

て最 も感動的な教訓を与えておられる。最初

にこの物語 を読み，次 に現在の福祉活動 との

関連 を追ってゆ きたい と思 う。

「するとそこへ
，ある律法学者が現れ，イ

エスを試み ようとして言った，『先生，何をし

たら永遠の生命が受け られ ましょうか』。

彼に言われた，『律法にはなん と書いてある

か。あなたは どう読むか』。

彼は答えて言った， 『「心 をつ くし，精神 を

つ くし，力をつ くし，思いをつ くして，主な

るあなたの神 を愛せ よ」。また，「自分 を愛す

るように，あなたの隣 り人 を愛せ よ」 とあ り

ます』。

彼に言われた，『あなたの答は正しい。その

とお り行いなさい。そうすれば，いのちが得

られる』。

す ると彼は自分の立場 を弁護 しようと思 っ

て，イエスに言った，『では，わたしの隣 り人

とはだれのこ とですか』。

イエスが答えて言われた，『ある人がエルサ

レムか らエ リコに下 って行 く途中，強盗ども

が彼を襲い，その着物 をはぎ取 り，傷 を負わ

せ，半殺 しに したまま，逃げ去 った。

す るとたまたま，ひとりの祭司がその道 を

下 ってきたが，この人を見ると，向こう側 を

通って行 った。

同様に，レビ人 もこの場所にさしかか って

きたが，彼 を見 ると向こう側 を通 って行 った。

ところが， あるサマ リヤ人が旅 をしてこの

人の ところを通 りかか り，彼 を見て気の毒に

思い，

近寄 ってきてその傷にオ リブ油 とぶどっ酒

とを注いでほ うたいをしてや り， 自分の家畜

に乗せ，宿屋に連れて行って介抱 した。

翌 日，デナ リニつ を取 り出 して宿屋の主人

に手渡 し，「;の 人を見てや って ください。費

用が よけ いにかか った ら，帰 りがけに，わた
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しが支払います」 と言った。

この三 人の うち，だれが強盗に襲われ た人

の隣 り人になった と思 うか』。

彼が言った，『その人ピ慈悲深 い行いをした

人です』。そこでイエスは言われた，『あなた

も行 って同じように しなさい』。」(ル カ10：25

-37)

この純粋なキリス トの愛の模範に私たちが

こぞって従 うな らば， この世はどれほど変わ

るだろっか。それでは，私 たちの現状 を検討

してみることにす る。

第一に，サマ リヤ人は 「気の毒に思った。」

彼は助けたいという気持 ちにかられた。傷つ

いた男の ことを思いやったか らである。主の

みたまを心に感 じた人はだれでも， この思い

や りを抱 くはずである。そして私たちは互い

にこの気持 ちを抱か なくてはならない。事実，

救い主は，誓約の民 イスラエルが他 の民 と区

別されるのは，互いに抱 く愛によるのでなけ

ればならないと言っておられる。(ヨ ハネ13

：35参 照)

第 二に， サマ リヤ人は 「近寄 って きた。」

彼 は助 け を求めて人が来 るの を待っていた

のではな く，助けが必要 と考えて，頼 まれな

くて も自分か ら近寄 って行 った。予言者ジ

ョセブが こよな く愛 した讃 美歌 「悩 め る旅

人」(149番)に 歌われているように，救い主

は，親切 な行ないをただするというのではな

く，直ちに，時を選 ばず， 己を忘れて行 なう

時に大 きな報 い を与 えると約 束 しておられ

る。

第三に，サマ リヤ人は 「その傷にオリブ油

とぶ どっ酒とを注いでほうたい をした。」彼は

手当てをして，苦 しむ人の渇きをいや した。

この応急処置が人の命を救 ったのである。

第四に，サマ リア人は傷ついた人を 「自分

の家畜に乗せた。」つ まり，彼 を 「宿家 に連れ

て」行って休息 させ，手当てを受けさせた。

この適切 な処置を講 じることにより，彼は回

復に必要な状況を確保 したのである。

第五に，サマ リヤ人は 「介抱 した。」彼は手
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当て の初期の段階で，それを他人に任せ.ず，

自分の時間 と労力 を犠牲にして，自分で介抱

した。このことに注目していただきたい。何

でも他人任せ にする現代にあって， この良き

サマ リヤ人が示 した模範には目を見張るもの

がある。

第六に，サマ リヤ人は 「翌 日，デナ リニつ

を取 り出して宿屋の主人に渡 した。」彼は他人

の金でな く， 自分の金 を取 り出して， 自分で

できない奉仕の費用 を支払 ったのである。彼

はこうして，貧 しい人，乏 しい入を世話する

ために自分の財産 を捧げた。

第七に，サマ リヤ人は 自分の生計 を立てる

必要があるため，宿屋の主人に 「この人 を見

てや って くれるよう」頼んだ。 こうして，手

当てを継続 して行なうため，他の人つまり援

助 を提供 できる人 を求めたのである。

第八に，サマ リヤ人はさらに 「費用がよけ

いにかか った ら，帰 りがけに，わた しが支払

います」 と約束 した。ここに思いや りの極致

が示 されている。彼は援助 に限界を設けなか

った。恐 らく， これ よりも大切 なことは，彼

が援助 の手をそこまでに して忘れて しまうよ

っなことをしなかったことであろう。彼は戻

って来ようと決意 し， 自分 にできるすべての

ことを行なったのである。

これは，奉仕 を完全に描 いた物語であると

思 う。この中には，すべてではないに して も

今 日の福祉計画の基本が数 多く見られる。私

たち個人では，必ずしもこれら8段 階の援助

をすべて提供できないかも知れないが，福祉

制度 によればこれ らすべて を達成で きるので

ある。

私 たちは思いや りを示すことがで きるし，

また示すべ きである。

私 たちは援助 を必要 としている人々を捜す

ことがで きるし，捜すべきである。主は，教

義 と聖約84章 で，はっきりとこの責任 を監督

に課 してお られる。(教 義 と聖約84：104-5)

私 た ちは医療，食物，住居，輸送手段およ

びこれらに関連す る援助 を提供できるし，提



供すべ きである。

私たちは神権役員，扶助協会役員 として自

己を捧げることが できるし，捧げ るべ きであ

る。つ まり，訪問教師，ホームティーチャー，

友人，親，愛 を抱 いている者 として。

私 たちは断食献金 を納め， 日用品を生産 し，

専門的援助 を与え，使用可能な ものを寄付す

るこ とがで きるし， またそ うすべ きである。

私たちは援助提供手段 を手配 し，また自ら

も援助 を提供す ることがで きるし，それ を行

なうべ きである。これは通常，先 に話のあっ

たワー ド部福祉活動委貝会 を通 じて行 なわれ

る。

そ して最後に，私たちは問題の解決策が見

つか り，必要が満たされるまで関与すること

がで き，またそうすべ きである。つ まり，援

助 を必要 とする人が再び自立できるまでを言

う。私 たちは，思いや りを示 し，誓約 した働

きをなすのに外部の機関に依存 しない という

ことを，是非 とも強調 しておかなければな ら

.ない。

さて， この福祉活動 を効果的に実施するた

めには，い くつかの基本的な事柄 を行なわな

ければならない。ここで，神権指導者が実施

すべ き主な福祉活動の優先順位 を簡単にあげ

てみたい。

1.手 引きに記されている様式 と管理神権

役員の指示に従 って組織する。適切な組織 を

整 えていないと，福祉活動の効果 と一貫性が

薄れる。

2.義 務 を知 る。責任 と義務 を理解す るの

に役立つ資料がたくさん用意されている。あ

なたの割 り当てについて，何をどのように行

な うべきかを理解 しているだろうか。

3.定 期的に，効果的な集会 を開 く。その

際，アジェンダを活用す る。すべての集会で，

以前に与 えた割 り当ての報告 を受ける時間 を

とっていただきたい。これは，神権評議会で

決定 された事柄 を確認す ることであ り，良き

サマ リヤ人になるために是非とも必要なこと

である。今年の4月 総大会において も強調 さ

れたが，福祉活動 を主のみ こころ通 りに進め

る上で不可欠な3つ の集会 を私は再度強調 し

たい。 それは，週例ワー ド部福祉活動委員会

と，月例ステーキ部福祉活動委員会，それに

月例ステー キ部監督評議会 である。(「聖徒の

道」1977年10月 号 ，pp.514-16参 照)

4.福 祉 活動の原則を教 え， その模範 を生

活 の中で示す。総大会 の福祉事業集会報告を

読む習慣 を身に付けなさい。これは福祉活動

の原則に関す る素晴 らしい資料である。今 日

私 たちは父親 として家族に何 を教 えるべ きか，

監督 としてワー ド部に何 を教えるべきかを学

んだ。 またキンボール大管長は， この福祉活

動について私たちが知 っていなければならな

い基本原則 を再度確認された。

5.必 要 を満たすための施設や機構 を確立

しう維持す る。生産事業，倉庫，雇用プログ

ラム，末 日聖徒社会福祉機関の活用，デゼレ

ト産業，以上の確立については，長年にわた

り， 多 くの勧告が与えられてきた。それ らの

あるべ き姿 と確立の方法については，私が語

る必要はないであろう。ただ一言，私 たちは

正 しい計画 に則 り，主の完全なプログラムを

確立 しなければならないとだけ申し上げてお

きたい。

6.自 由意志に基づ く援助 を中心にプログ

ラム を進める。私はステーキ部長であった時，

自由意志に基づ く教会 の奉仕活動 として，人

人の生活に慰め と恵みをもたらすため，かの

良きサマ リヤ人のようにあ るいは良 きクリス

チャ ンとして自らを捧げた人々の生活に変化

と幸福が生 まれたのを目に した。 リー大管長

は確かこのプログラム を専門家だけのプログ

ラム としてはならないと語 っていたと思 う。

私たちはこの業 を成 し遂げるにあたって，で

きる限 り教会の奉仕つ まり兄弟姉妹に依存す

べ きである。専任 もしくは臨時の従業員を雇

う場合 も，完全に資格のある人を雇 うように

すべ きである。

兄弟姉妹の皆 さん，この教会の業はかつて

その例を見ないほど大 きく前進 している。私
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たち一一人一人が この王国の建 設で 自らを捧げ，

完全に自立し，思いや りのある民 となること

ができるように願っている。そして，適切で

あれば，他の人々にこの福祉 活動 を利用 し，

彼 らの尊厳 と自尊心 を維持 させていただきた

い 。

この非常に大切 な業が真実の，主のみ業で

あることを証 し，イエス ・キ リス トのみ名に

よ り申し上げ る。アー メン。

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大 管 長
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ヒ ュ ー･W･ピ ノ ッ ク

｢ホ ー ムテ ィーチングは楽 しみです
。苦労

ではあ りませ ん｣と,か つて月に17件 のホー

ムティーチングの訪問 を行なったピノック長

老は語 る。｢そ れは人々との親 しい交わりの場

です。毎月1回,単 に福音についてひざを交

えて話 し合 うことだけではあ りません。へい

の修理が必要であれば,ホ ームティーチャー

は力 を貸 します。そうす るこ とは,双 方にと

って祝福です。持てるもの を交換 し合 うのは

素晴 らしいことです。｣

10月 の総大会で新 たに七十 人第一定員会会

員に支持されたヒュー･W･ピ ノック長老は,

ホームテ ィーチングにつ いて実に詳 しい。ピ

ノック長老は長年ホームティーチャーとして

の責任 を果たすと共に,｢家 族全貫を愛してき

た。｣そ して,ホ ームティーチングと家庭の夕

べ担当の中央神権小委員会の委員長を務めて

きた。

｢担 当の家族にあなたの愛 を理解 して もら

えたら,素 晴 らしいことが起 こります｣と,

ピ ノック長老は自分の経験か ら語 る。事実,

人々に愛を示すこ とが,ピ ノック長老の生活

の中心になっているようである。保険業者 と

して16年 前にユタ州で最小の代理店をあずか

ったが(｢私 がそれを引 き受ける前,18人 か ら

断わ りの通知がありました｣と 笑 う),今 で は,

山岳部 きっての大 きな代理店 となった。それ

も人々に対す る愛の結果である。

ク ェ ダロ朋鰯磯 翫話藤 泌

醗 藪ll;
ゆ ね ヨ 　 し

鱗欝1糠臨
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F･エ ン ツ イ オ･フ ツ シ エ

ポーランドか ら西ベル リンに戻 ったキンボ

ール大管長は,そ の 日の午後8時 か ら,ド イ

ツベル リンステーキ部の聖徒たちを集めて大

会を催 した。この時,1時 間にわたって予言

者の言葉 を通訳したのが,ド イツの7つ のス

テー キ部 を担当していた地区代表のF･エ ン

ツィオ･ブ ッシェ長老である。

集会は10時 に終わった。｢す べての人がみた

まを感 じた会で した。 しか し,疲 れ ました。｣

ブッシェ長老はこう語る。｢軽 い食べ物 と飲み

物が用意 されていました。けれ ども,そ れに

手をつける前に,キ ンボール大管長か ら 『ブ

ッシェ兄弟,ス テーキ部長の事務所に一緒に

行っていただけませ んか』 と言われました。｣

事 務所に着 き,腰 を下ろす と,キ ンボール

大管長はブ ッシェ長老に,教 会幹部 として働

く意志があるかどうか をお尋ねになった。

その時,こ の召 しについてどう感 じたか と

いう質問に対 して,ブ ッシェ長老はこう答え

た。｢主 は,そ の時にすべてを理解 できないよ

うにして下'さったのだ と思います。 もしもこ

の召しの意味が十分にわかっていたら,何 も

答えられないで しょうね。｣

驚 きのあまりしばらく口をきけなか ったが,

やがてブッシェ長老は答えた。｢お 断わ りす る

理由がないようです。｣

す るとキンボール大管長は｢快 く受けて下

さいますか｣と 言われた。

そして,ブ ッシェ長老は この召しを快 く受

けた。快 く受けることはブ ッシェ長老に とっ

てそれほ どむずか しい こ とで はなかった。

と言 うのも,召 しを承諾することは長い間の

家族のきまりであり,ド イツ担当の地区代表

として長老が特 に力説 して きたことだったか

らである。

｢私 たちの家庭では,な すべ きことと,.し

てはならないことがい くつかあ ります。人の

悪 口を決 して言わないこともそのひ とつ です。

人の悪 口を言 うことは,家 庭に悪意の種 をま

き,根 づいて しまうとなかなか取 り除けなく

な ります。 また下品な言葉にも気 をつけ,そ

れをな くす ように しています。

ほかに,口 論 しないようにするとい うきま

りもあ ります｣と ブッシェ長老は語 る。｢口 論

を避けるということは,家 庭内の事柄に正 し

い優i先順位 をつける上 でとても役立ちます。

擁護されている,助 け られているとい う雰囲

気 と,真 の愛が何 よりも大切です。それに先

立 って欠かせ ないのが,日 々の聖典の勉強 と

謙遜な祈 りです。｣ブ ッシェ長老は,子 供たち

を育てるのに 自分たち夫婦に特有の方法は何

もない と考えている。｢私 たちはいつも入々の

良い模範か ら学んできました。｣

ブ ッシェ長老は,こ の数年間に ドイツにお

いて教会が著 しく発展 していることを心か ら

喜んでいる。｢プ ログラムを知らない教会員が

いたり,仕 えたい とい う望み を持っていない

教会員がいるこ とは,大 して重要ではありま

せん。 なぜ なら彼 らは実際にプログラムを実

施 し,働 いているか らです。むしろ大切 なの

は,態 度や振舞いといった些細な事柄です。

これ を改め なければな りません。他の会 貴に

心か ら歓迎の気持ちを示すこと,上 手に人に

赦 しを請えるようになるこ と,感 情 を害 さず

に人々に悔 い改めを求め ること,人 を裁 いた

り非難 した りするのをやめること,こ れらの

ことを実行 しなければなりません。

知識 と行ないのギャ ップをな くす こと,こ

れが ドイツの指導者たちの当面の 目標です｣

と,ブ ッシェ長老は語 る。このことは他の国

のすべての人々に も言えることです。

ブ ッシェ長老は,1930年4月5日 に ドイツ
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の当たりに して きた。｢スイス神殿で,私 たち

はいろいろな言語 を耳にし,様 々な国の人ρ

にお会 いしました。 しかし,み たまに変わ り

はあ りませ ん。み たまに国境はあ りませ ん。｣

七十人第一定員会会員

菊 地 良 彦

20年 ほ ど前に,ユ タ州西バウンテフルのポ

ール･W･バ イズ家族 はひ とりの 日本人宣教

師のスポンサーになった。それには大 きな犠

牲が求め られた。 しか し,そ の犠牲は,彼 を

七十入第一定員会会員 として支持する挙手 を

した1977年10月1日 に報われたのである。

菊地良彦長老は,日 本生まれの日本人で教

会幹部に召された最初 の人である。教会幹部

にア ドニー･Y･小 松長老がいるが,小 松長

老は 日系のハワイ人である。36歳 の菊地長老

は教会幹部 でも若手 グループに属する。ほか

に,34歳 の ジョージ･P･り 一長老,36歳 の

ジーン･R･ク ック長老が若い教会幹部 とし

ている。

菊地長老は北海道幌泉で生 まれた。父親は

第二次世界大戦で戦死 したため,4人 の子供

は母親の腕ひ とつで育 てられた。14歳 の時,

菊地長老は毎朝4時 に起 きて豆腐作 りをし,

夜学に通った。 しか し過労か ら病気にな り,

室 蘭のお じの家で静養す ることになった。ふ

た りの宣教師の訪れ を受けたのはこの時であ

った。そ して1カ 月後にバ プテスマを受けた。

同じ頃,2年 間の求道生活の末にバプテスマ

を受 けていた越谷登志子姉妹 と出会った。｢彼

女に会った瞬間,こ の人こそ自分の妻になる

人だ と感 じました｣と 菊地長老は語る。一方

菊地姉妹は笑いなが ら,自 分はそのように感

じませんで した と言 う。事実,姉 妹は伝道 中

の菊地長老に別れの便 りを書いた と打 ち明け

て くれた。 しか し,ふ た りは菊地長老が帰還

して2週 間後に結婚 した。現在一 男三女に･恵

まれている。菊地姉妹は現在,東 京第3ワ ー

ド部の霊的生活の教師 をしている。また菊地

長老はステーキ部長を務めてきた。ふた りは

献身的に日本の聖徒 たちを導き,神 殿資金 を

1年 半の間に124パ ー セン ト集めることを可

能にしたのであ る。

小松長老か らの電話によって,ふ た りの生

活は大 きく変わることになった。小松長老は,

キンボール大管長の秘書が3度 も電話 をかけ

たのに通 じないと菊地長老に伝えた。そこで

長老の方か ら電話 をす ると,キ ンボール長老

は｢大 会においでになれますか。お会 いした

いのですが｣と 言われた。

それか らと言 うもの,障 害の連続であった。

祭 日と土曜 日で査証(ビ ザ)と 旅券(パ スポ

ー ト)の 更新が遅れたこと
,仕 事上の問題が

生 じたこと,日 曜日のワー ド部大会,伝 道集
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地区代表セミナー報告

文化活動,.一活発化,

伝道活動の強化

副 主幹

:オル ソ ン･ス]ッ ト･カ ー ド

｢私 が19歳 で
,ミ ズー リ州で伝道 していた

頃｣と,ス ペ ンサー･W･キ ンボール大管長

は地区代表セミナーで語 り始めた。｢私 たちは,

全世 界に2,000名 余 りの宣教師がいるという報

告 を受けていた。それ を聞いて,私 たちは落

胆 したものだった。全世界の人口を宣教師の

数,2,000で 割 り,さ らに私たちが ミズー リ州

セン トルイスで改宗 した人数で割 ると,全 く

望みはなかった。｣

しかし,ス ペ ンサー･W･キ ンボール大管

長は,9月30日,金 曜日の開会の説教 で158名

の地区代表に対 して,現 在では25 ,000人 の宣

教師に加 え,宣 教師 として働 くことのできる

会買たちが数百万 人にのぼ ることを発表 した。

｢300万 ,400万,ま たそれ以上の宣教師が,

伝 道活動のために時間 を捧げ,祈 って くれて

お り,ま た,4万 人か ら5万 人の若い専任宣

教師に加えて,300万 か ら400万 人にのぼる成

人,青 少年,子 供たちが世 界各国で福音 を宣

べ伝える時が来た ら,何 と素晴 らしいことだ

ろっか。また主はどれほ ど喜ばれることだろ

うか。｣

それからキンボ"ル 大管長 は地区代表 たち

に向かって,｢私 たちはそれ を行なうことを誓

約 している｣と 語 った。

近年,総 大会に先立って地区代表の集会が

行なわれるようになった。.エズラ･タ フ ト･

ベ ンソン会長が司会 したこのセ ミナーでは
,

伝 道活動 の大切さ,現 在不活発な教会員の活

発化が急を要すること(こ れには移転した会

員の所在地をつきとめることも含む),教 会に

おける文化活動とレクリエーションの必要性,

セ ミナ リー とインスティテユー トの価値,地

154

区 代 表が地区内のステーキ部に助言す るこ と

の大切 さが強調 された。

活発化

.｢不 活発 と無関心の風潮は両親から息子娘

..へと循環 している。今 こそ,私 たちはこの循

環 を断 ち切 らなければならない｣と,キ ンボ

ール大管長は開会の説教で語 り
,1974年10月

の 説教｢歩 みを速める｣対 象をさらに広げて

いる。ほかの話者 もこの言葉 を引用 し,一 層

の努力 を要す る分野を強調 している。

ゴー ドン･B･ヒ ン クレー長老は,十 二使

徒 の神権役貝会を代表 して次のように語った､

｢神権指導者 と補助組織(り指導者が結束 して
,

継続的な働 きかけを行なうことにより,『不活

発』 と称される人々をよくフェロー シップし,

活 発にする必要がある。｣

また,記 録の送 り先 も告げずに移転す る教

会貝を｢追 跡する｣こ とも大切な仕事 である。

さらに,教 会員すべてが果たすべ き責任が

ある。そ.れは,活 発にな りたいと思っている

教会員が,囲 いの中にいるという気持 ちを味

わえるようにすることである。十二使徒評議

員会のマービン･J･ア シュ トン長老は,次

のように指摘 している。｢不 活発会貝を完全に

福音の中に連れ戻すには,次 のふたつの事柄

を満たさなければな らない。

1.教 義上の改宗 従順 と奉仕に導 く,

福音の教義に対す る正 しい理解 と証

2.生 活環境の変化 世の人々 との交際

だけでな く教会員 との交わ りに も安 らぎを感

じるようになる山

不活発会員が上記の事柄を達成できるよう,
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活動委員会には次のような責任がある。聖

徒の技術や才能 を磨 く機会 を設けること,ま

た要請に応じて,各 組織で行なわれ る文化活

動 と体育活動 を相互調整し,質 を高め,実 施

できるよう準備す ることである。

さらに,文 化活動 スペ シャリス トは,音 楽

をはじめ美術,ス ピーチ,演 劇,ダ ンス,文

学の各スペ シャ リス トを監督す る。一方体育

スペ シャ リス トは,競 技スポーツを専 門に引

き受けるスポー ツデ ィレクター を監督 しなが

ら,健 康管理,家 族のレク リェーションを奨

励する。

文化活動が改めて強調されているのはなぜ

だろうか。すべ ての聖徒が持てる才能 を高め,

活用する必要があることはもちろんであるが,

文化活動は教会プログラム全体に大 きな力を

与えることができるか らである。ワー ド部活

動委員会の委員長は,ワ ー ド部 コー リレー シ

ョン評議会に出席 し,そ こで割 り当てを受け

る。また,不 活発会員のす ぐれた才能や特別

な趣味 を生かした活動 を行 ない,彼 らを活発

にさせることができる。組織の合同活動だけ

でな く,単 独で行な う場合 も,神 権定員会の

指導者や補助組織の会長は活動委員会に援助

を要請す ることもできる。(｢ワ ード部活動表の

見本｣P.159を 参 照のこと)

セ ミナ リー

｢なぜ私たちには予言者がいるのですか｣

教育委員長代理のヘ ンリー･B･ア イ リング

兄弟は尋ねた。｢な ぜ私たちはバプテスマを受

けなければな らないのですか。｣

ソル トレー ク盆地か ら集 まった10数 人のセ

ミナ リーの生徒 は聖典 をめ くる。数秒もしな

いうちに,彼 らは参照聖句を見つけ,鍵 とな

る聖句をまとめて述べ る。

次に,ア イ リング委員長代理は,見 守る地

区代表たちに責任 を預けた。集会に先立って,

数名にセ ミナ リーの生徒に質問するよう依頼

しておいたのである。｢な ぜ地上に真の教会は

ひとつ しかないのですか。 すべての教会
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が神 の望んでおられる生活をするように教 え

ていないのは,な ぜで しょうか｣と ひとりが

尋ねた。

｢なぜ什分の一を払わなければならないの

ですか｣と もうひとりが尋ねる。3番 目の人

は,伝 道に出る必要のあることを証明す るよ

っチャレンジした。

それぞれの質問に対 し,青 少年は聖句を引

用して答えを出しただけでな く,重 大な問題

の答えを出しただけでな く,重 大な力 を持っ

ていることも示 したのである。

特別 な生徒 を集めたのではないだろうか と

いう疑問が湧いた。しか し,そ うではなかっ

た。 こうして地区代表たちは,最 も効果的な

セ ミナ リー システムを目に したのである。週

5日,放 課後にセ ミナ リーを行なった結果で

ある。しか しながら,放 課後のセ ミナ リーは,

聖 徒が大勢 いる所でしか実施 されていない。

そのほかの方法 として,生 徒が狭い範囲に住

み,学 校が始まる1時 間前に出席できる地域

では早朝セ ミナ リー を,生 徒が広範囲に及ん

でいるため毎 日集まれない地域では家庭学習

セ ミナ リー を行 なっている。

これら3つ の方法に よって,今 日教会のす

べての青少年がセ ミナ リーの祝福にあずかっ

てい るのである。

教会教育委貝会のジョー･J･ク リステ ン

セン兄弟は,上 の3つ の場合についてそれぞ

れほ とんど同数の有資格者がいる,と 指摘 し

ている。 しか し実際は,放 課後セ ミナ リーの

場合,有 資格者の82パ ーセン ト,早 朝セ ミナ

リーでは56パ ーセン ト,家 庭学習セ ミナ リー

では41パ ーセン トが登録 しているにす ぎない。

セ ミナ リーはそれほ ど大切な ものなのだろ

うか。

今 日の専任宣教師の88パ ーセン トがセ ミナ

リー を学んでいたという事実に 目を向けてい

ただ きたい。 またセ ミナ リー卒業生の神殿結

婚の割合は,他 に比べて高い。

スペ ンサー･W･キ ンボール大管長は,地

区代表に見せたフィルムス トリップの中で,
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世の人々にその平安 を宣言 しなければな らな

い。｣(Eηs麺η｢エ ンサイン｣1975年6月 号p,6)

知 的 な備え。若 い兄弟た一ちは四大標準聖典

をすべて読む必要がある。特にモルモン経 と

ジョセブ･ス ミスの証は入念に読む。また,

基 本的な学習方法や暗記方法を身につけてお

くと伝道中の福音の勉強を容易にす ることが

で きる。

社交上の備 え。十分な備えができている宣

教師は,人 によい影響 を与える方法 と,自 分

の気持ちを適切に表現する方法,身 だしなみ

を心得ているだけでなく,自 分 と異なる信仰

や習慣,文 化 をもった人がいることを理解 し,

その違 いを敏感に とらえ,寛 容な気持 ちを抱

くことができるものである､

情 緒面の備 え。若い兄弟たちは愛 されてい

ることを感 じる必要がある。また人に愛を示

せるようになっているこ とも必要である。十

分な備えができている宣教師は 自信 を持って

いる。また,自 分の長所,短 所を心得 ,独 立

独行ができる。その上,自 己鍛練 を積んでい

るので,目 標の達成に力を集中することがで

きる。

肉体的な備え。十分な備 えがで きている宣

教師は,肉 体的に も健康である。伝道に赴 く

前に,健 康上の問題は解決 されている。

経済的な備 え。伝道の準備の段階で,金 銭

の管理の仕方を学び,倹 約の習慣を身につ け

る必要がある。少なくとも伝道資金の一部 は

自分 で働 いて得 る。

ステ ーキ部
ステーキ

部 長 会 副ステー キ部長

活動

委員長

コー リ レ ー シ ョ ン評 議 会

｢　 『 一 一 一 一 一 一 一 『1-

i

l憾 器協1

隠 議:魏灘･一
i

II

委員会

(高等言平言義員)

文化活動
スペ シャ
I/ス ト

体 育
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リ ス ト
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L_________一

健 康 管理,
家族 の レク リ
エ ーシ ョン,
組 織 のスペ シ
ヤ リス ト

活動

コ ー リレ ー シ ョン評 議 会
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lI

!乙 錨 誌憐lll
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委員長

文化活動
スペ シヤ
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体 育
スペ シ ヤ
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サモア神殿の建設,発 表される

大管長会は,サ モア,ト ンガ,フ ランス領.

ポ リネシア(タ ヒチ),お よびフィー ジー等,

南太平洋諸島に住む約5万 人の教会員のため

に,サ モアに神殿を建 設することを発表 した。

サモア神殿は教会で21番 目,1975年4月 以

来大管長会が発表 した5番 目の神殿になる。

鍬入れ式は,1978年 後期 に行なわれ,引 き

続いて建設工事に入 り,1980年 には完成 して

献堂 される予定である。工費は150万 ドルと

見積 られている。

現在,南 太平洋諸島の教会員は,神 殿 の儀式

を受けるために,は るか4,000キ ロも離れたニ

ュージーラン ドまで足を運んでいる。 しか し,

サ モア神殿が完成す ると,ト ンガ,.タ ヒチ,

フ ィー ジーの教会員に とって,神 殿ま..での 距

離は現在のほぼ2分 の1に 短縮され,そ れに

伴い旅費 も時間も節約 されることになる。ニ

ュー ジーラン ドおよびハワイへの高い航空運

賃は,点 在する島々に住む教会員に とって非

常な負担である。大管長会はサモア神殿の建

設の理由のひとつ としてこれをあげている。

ハ ワイ 太平洋諸島 を担当している七十 入

第一定員会のジョン･H･グ ローバー グ長老

は,次 のように述べている。

｢こ れらの島々の教会員は
,神 殿に行 くた

めに精一杯の努 力をしてい ます。しか し,彼

らの収入で航空運賃を用意するのは大変です。

ですか ら,大 家族の場合,家 族そろって神殿

に行 くということがなかなかできません。そ

ろって行 くというのは,そ れこそ一大決心で

す。｣

大管長会は,昨 年の10月2日,グ ローバー

グ長老 とふたりの地区代表,な らびにこれら

南太平洋諸島の13人 のステー キ部長 と集会 を

開いた。｢私 たちは大管長会から,サ モアに神

殿を建設するという大管長会の決定 を支持す

るか否か,尋 ねられました。私たちは全員一

致 で支持 しました。皆 さんの目に涙が光 って

いました。｣

集会 では,神 殿の建 設に伴 って教会員に課

せ られる数々のチャレンジと責任が説明され

た。南太平洋諸島に住む教会員は今後,神 殿

の建設にかかる費用の一部負担 と労働力の提

供 を求め られることになる。 また,そ れに加

えて,神 殿職 貝となる人々の訓練 と系図の探

求 も行 ない,神 殿の完成に備 えなければなら

ない。

タヒチ･パ ペーテステーキ部の ビクター･

L･ケ イブ部長は,こ う語 る。｢神 殿は人々を

強 くします。神殿 を建 てるにはた くさんの犠

牲 を払わなければな りませ んが,そ の犠牲に

よって会貝の結束 は強 くな ります。私たちの

前途にはなだ らかな丘ではなく,チ ャレンジ

の山が横たわっています。しか し,私 たちはそ

の山を登る必要があ ります。低 い山ばか り登

っていたのでは進歩はあ りません。私たちは,

必ず このチャレンジの山を乗 り越えることが

できると信 じています､会 員たちにはそれだ

けの強い信仰があります。｣

また,グP一 バーグ長老はこのように述べ

ている。｢私 はただもううれしくて,感 謝の気

持ちで一杯 です。こんなに早 く建て られると

は思 ってい ませんでした。島々の人々の喜び

はひとしおでしょう。彼らはキンボール大管

長に心から感謝す ると思います。｣

予備設計の段階 では,神 殿は一階建て,水

害 を避けるため高い場所に建てられることに

なっている。教会の建築家 であるエ ミール･

B･フ ェ ッツァー兄弟によれば,建 物は将来

増築できる設計になっているという。神殿の

屋根は.,サ モアの豪雨 を見越して,水 はけ を

よくするため雨が さの ような形をとることに

iso
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皆 さん,こ んにちは。確か昨年(1976年)

の7月 のこ とだった と思い ます。同 じこの金

沢で,場 所 は中央ビルでした。今 日のように,

私 は地方部大会に出席 しました。

私はそれまで何度 とな く宣教師 と約束をし,

レッスンを受けていました。けれ ども,い ざ

戒め となると,こ れは私に とって非常に大き

な問題で した。仕事から帰 ったら晩酌をし,

テ レビの番組をあれ これ見る,そ れが私の生

活でしたか ら,宣 教師の訪問をしだいにわず

らわしく思 うようにな りました。そんな状態

では,福 音を受け入れ ることな ど,毛 頭でき

るはずがあ りません。そこでひ とつのことを

思いつ いたわけです。

その大会には,伝 道部長 とい う宣教師の中

で一番 えらい人が来られる。私はその当時,

宣 教師 と会 うこと,ま たレッスンを受けるこ

とを本当にわず らわしく思 ってい ましたが,

せ っか く来て くれる彼らに自分の口から,も

う来なくて も良いか らと,断 わ りを言 うこと

はできませ んでした。そこで,大 会へ来られ

る伝道部長に,も う私のところに宣教師 をよ

こすのをやめてほ しい と言おうと考え,そ の

isa

大会 に出席 したのでした。

ところが,そ の大会でた くさんの兄弟姉妹

の証 と,指 導者の話を聞きました。そしてそ

の時は少しでしたが,私 の心 に,別 に断わら

なくて もよいのではないが という思いがあ り

ました。それか ら大会後,少 しの時間でした

が,私 は今 ここにおいでになる田中伝道部長

にお会 いしました。

いろいろ話 した後,伝 道部長は私に,｢わ か

りました。で もあなたは,宣 教師の訪問がな

くなって も後悔 しませんか｣と 言われました。

私はその言葉を聞いて,ふ と考 えました。そ

っだ,自 分は本当に後悔 しないだろうか。後

悔 しないために,も う少 し宣教師の話を聞 く

必要があるのではないだろうか。そのように

いろいろ考えた末,何 とな くまた宣教師 と会

っことにな りました。

けれ ども,宣 教師か ら読む ように言われた

モルモン経は少しも読 もうとしませんでした。

しか し,い つ も読まなかったと言 うのはどう

か と思 い,た まに1ペ ージ読みました。そん

な時は,い かにもたくさん読んだかのように

｢は い
,読 みました｣と 言って,宣 教師 を喜
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とて も楽 しく話 を聞 くように な りました。

けれ ども私は何か気が進 まず,宣 教師の方々

にあ まりよい感 じを与えなかったように思い

ます。今 になって,本 当に後悔 しています。

でも宣教師たちは,雨 の 日も風の 日も,私 た

ちの家に来て,福 音について教 えて下さいま

した。

そ して主人は去年(1976年)の8月,子 供

たちは今年(1977年)の1月 に,そ れぞれバ

プテスマを受け ました。私は少 し遅れて,7

月16日 にバプテスマ を受けました。 このよう

にバプテスマを受けることができ,本 当に感

謝 しています。

初めて教会へ行 った時,教 会員の方々が と

ても強い握手をし,私 たちを心から歓迎 して

下 さいました。私は本当の兄弟姉妹以上に親

しみを覚 え,ど うしても初めてお会いしたよ

うには思われませんでした。

私は教会貝になって日も浅 く,ま だまだ勉

強が足 りませんが,毎 日祈 って,神 様の助け

をいただき頑張っています。私たちの家を最

初に訪れて下 さった宣教師が,私 たちがバプ

テスマを受けた ことを知 って とても喜んで下

さった と聞き,私 は本当に心か ら感謝 してい

ます。その宣教師は名古屋に転任 していまし

たが,先 日1年 ぶ りにお会いし,私 は心の中

が熱 くなるのを覚えました。感謝の気持ちで

一杯で
,何 と言ったらよいか表現の しようが

ありません。

0

私 は,毎 朝朝食の支度をする前にお祈 りす

ることにしました。また,お 祈 りをして出か

ける と,仕 事が とて もスムーズにでき,気 持

ちよ く家に帰 って くることがで きます。私は

短気なため,す ぐに腹 を立て,会 社 を辞め た

いとい う気持 ちに何度かなったことが ありま

す。 また,友 達が うわさ話 をしている と,一

緒になっておしゃべ りをしたものです。けれ

ども最近は,そ んな気持 ちが起 きなくなりま

した。

私は,神 様の戒めを守れば必ず祝福がある

ということを常 に考え,生 活してゆ きたいと

思います。

今年 のお盆のことです。私たち家族は,今

年は来客 を待つ ことに しました。 このように

決めたものの,私 は何 とか里帰 りしたい し,

また,来 客 もあってほ しい と思い,毎 朝その

ことを祈 りました。その結果,神 様は私の願

い通 り,両 方 をかなえて下さいました。里帰

りができ,本 当にうれ しくな りました。その

時の うれ しさは,里 帰 りで きた とい うことよ

りも,神 様にお祈 りしたことが通 じたという

うれ しさ,ま た喜びで した。

今後 も,神 様にお願いするこ とばか りでな

く,感 謝の気持 ちをもって戒めを守 り,歩 み

たい と思います。そして,今 まで以上に福音

を学び,幸 せ な生活 を送れるように頑張 りた

いと思 います。すべてを,イ エス･キ リス ト

のみ名によってお話 しました。アー メン。

OO

藤 井 正 則(15歳)

皆 さん,こ んにちは。今 日,こ のような場

所で話す機会があります ことを,心 より感謝

しています。ぼ くの家族は,1年 前に宣教師

の訪問を受けました。以前,ぼ くの家族は仏

教徒でした。父はキ リス ト教 と名のつ くもの

には,ま るで無関心でした。 しか し父は,宣

教師の礼儀正 しさと優 しさにほれこみ,こ の

教会の教えに耳 を傾けました。以前の父は,

短 気でわが ままで,冗 談 もわか らないほど利

己的で した。けれ どもこの福音は,そ のよう

な父を全 く変えて しまいました。そ して以前

と違い,尊 敬できる父になって,昨 年(1976

年)の7月 にバプテスマを受けました。しか

しぼ くの母は,絶 対にこの教会には入らない

と頑張っていました。その内,ぼ くたちは今

年(1977年)の1月 。 バプテスマ を受けまし

た。父はそのような母に福音 を聞かせ ようと

必死でした。たまに家庭の夕べを開いても,
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